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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──子を知る者は父をおいてなく

父を知る者は子をおいてなし。

（マタイ福音書十一章二十七節）






「おう、ねーちゃん、そこのブラウスを見せてくれや。あっちのスカートもだ。パニエはレースの入ったやつで頼たのむぜ。ちなみにサイズはＳだ……あ、君、かわいいね。これから食事でもどう？」

「はっ？　えっ？　えっと、あのぉ？」

　フリルやレースに飾かざられた色とりどりの洋服の間からいきなりまくしたてられて、まだ年若い店員マヌカンはしどろもどろに声を詰つまらせた。

　こんな男がどこから迷い込んできたのだろう？

　そんな目で、地上二メートルほどのところでにやついている浅黒い顔を呆ぼう然ぜんと見返す。

　もっとも、だらしなく僧衣カソツクを纏まとった当の大男は澄すましたものだ。男臭くさい容よう貌ぼうと胸元から覗のぞく胸毛で少女服専門ブティックの黄色い華はなやぎを完かん膚ぷ無きまでに粉ふん砕さいしつつ、毒気を抜ぬかれた店員マヌカンに馴なれ馴れしく囁ささやきかける。

「実はパンテオンの近所にうまいステーキを食わせる店があるんだ。予約を入れておくから──」

「レオンさん、他ひ人とに荷物持ちさせて、あなた、何やってんですか？」

　顔に似合わぬ甘ったるい台詞でナンパを始めた巨きよ漢かんを遮さえぎったのは、世にも恨うらめしげな声だった。これもどこから現れたのだろう？　両手に大荷物を抱かかえたいま一人の神父が、丸眼鏡めがねの下で目をしょぼつかせて訴うつたえたのだ。

「あなたが娘むすめさんへのお土産みやげを買いたいっておっしゃるから、私、この寒い中を付き合ってさしあげてるんですよ？　買い物が済んだんだったら、さっさと司祭寮りように帰りましょうよぉ」

「黙だまれ、へっぽこ。女と名の付くものにゃ雌めしべにだって縁えんのないミジンコの分ぶん際ざいで、他人様の恋こい路じを邪じや魔ましくさるんじゃねえ」

　巨漢──レオン・ガルシア神父は悠ゆう然ぜんと振ふり返ると、罰ばつゲームでも受けているような顔の同どう僚りようを一いつ喝かつした。ついでに、それまで提さげていた大きな紙かみ袋ぶくろを相手の首にむりやり引っかけて嘯うそぶく。

「それに、俺おれぁこれからミラノまで行って、世界で一番佳いい女に逢あってくるんだ。貢みつぎ物ものにはたっぷり気を遣つかうのが、男の嗜たしなみってもんだぜ？」

「世間では、そういうのを〝親おや馬ば鹿か〟っていうらしいですよ……ファナちゃん、四歳よつつでしょ？　ブランド品なんて、まだわかりませんって」

　首から下がった紙袋を恨めしげに見下ろし、銀ぎん髪ぱつの神父──アベル・ナイトロードは哀あわれっぽく鼻水を啜すすった。ファンシーな紙袋には、オモチャのお化け粧しようセットやままごと道具がずっしり詰まっている。降クリ誕スマ祭スから二週間が経たつ現在、サンタクロースでもこれほどの物持ちではあるまい。

「それより、早く帰りましょうよぉ。ミラノには、今晩の特急でしょ？　こっちで仕事をきっちり片づけてから行かないと、向こうでカテリーナさんに叱しかられるんじゃないかなあ」

「……ちっ、仕方ねえな」

　泣く子も黙る鬼おに上司の名を耳にして、巨漢はようやく店員の手を解放した。

〝鉄の女〟ことカテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようは雑務を整理すべく、現在、所領に帰省中だ。ミラノに赴おもむけば、いやでも顔を合わせることになる。そのあたりの事情とすでに買いこんだプレゼントの山を比較対照して、不承不承頷く。

「しようがねえ。ちょいとしょぼいが、ファナにはこれぐらいで勘かん弁べんしてもらうか」

「これだけ持ってけば十分ですよ。それより、元気なパパの顔を見せてあげる方が、よっぽどあの子も喜び──はぶばっ！」

　ようやく苦く役えきから解放される喜びに浮うき浮きと回れ右した銀髪神父の体がいきなりつんのめった──ひょろりとした長身が両手を掲かかげて床ゆかに倒たおれ込む。瞬前、レオンの腕うでが素す早ばやく伸のびていなければ、抱えた大荷物ごと床に倒れ込んでいたに違ちがいない。

「……おいおい、だいじょうぶかい？」

　巨漢がのどかに声をかけたのは、背後から襟えり首くびを摑つかまれ、必死で四し肢しをばたつかせている同僚に向けてではない。窒ちつ息そく死し寸前のアベルはそのままに、レオンは空いているほうの手を、床に尻しり餅もちをついた人ひと影かげに伸ばした。

「お嬢じようちゃん、こんなところで走り回ると危ないぜ？　怪け我がはなかったかい？」

「あ、あいたたた……」

　黒くろ髪かみの上にベレー帽ぼうを載のせたその少女は、小さな呻うめき声とともに腰こしをさすった。よほど勢いよく転てん倒とうしたのだろう。大きな眼鏡をかけた東欧スラヴ系の顔の中で、緑色の瞳ひとみが涙なみだで潤うるんでいる。だが、差し出された手を振り払はらうと、少女は細い眉まゆを逆立てて巨漢を睨ねめつけた。

「おのれ、下げ郎ろう！　どこを見ておるのか!?　でかい図ずう体たいで道を塞ふさぎおって……気をつけよ！」

「おいおい、そんな言い方はないだろう？　ぶつかってきたのは、お嬢ちゃん、あんたの方だぜ？」

　私死ぬもう死にますああむこうにお花畑がなどと、蒼白な顔でうわごとを漏もらしている同僚には目もくれず、レオンは逞たくましい肩かたをすくめた。おそらくは、どこか外国からローマを物もの見み遊ゆ山さんに訪おとずれている金持ちの令れい嬢じようといったところか。まだ十とおかそこらの幼い顔を見下ろし、苦笑する。

「それより、何をそんなに慌あわててるか知らねえが、あんまりこういうところでは走り回らねえこった。怪我でもしたら大事だからよ」

「ふん！　余計なお世話だ。この妾わらわは貴様のような下郎に忠告など……あつっ！」

　憎にく々にくしげに毒づいていた娘の顔が小さく歪ゆがんだ。足首くるぶしの辺りを押さえてしゃがみこむ。

「あつつっ……足が……」

「ほれ、言わんこっちゃねえ」

　レオンは臨死体験中の同僚を突つき飛ばすと、娘の傍かたわらに跪ひざまずいた。悲鳴をあげてどこかに飛んでいった神父をよそに、グローブのような手で細い足首に触ふれる。

「骨は折れてねえな。ちょいとひねっただけだ……少し我慢しな。病院に連れて行ってやる」

「びょ、病院!?」

　申し出を聞いた娘の顔色が変わった。しかめていた顔に、怯おびえの色を加えて立ち上がろうとする。

「よ、余計なお節せつ介かいは無用だ！　病院など行かぬとも、ほれ、この通りちゃんと立て……いたたたっ！」

「おいおい、どこがだいじょうぶなんだ？」

　短い悲鳴をあげて再びへたりこもうとする少女を素早く支えると、レオンは無ぶ愛あい想そうに唇くちびるを歪めた。面めん倒どうくさげに耳の穴をほじりながら指し摘てきする。

「そういうのは、ほっとくと癖くせになるんだ。ちゃんと医者に診みてもらって──」

「──ああ、お嬢様、こちらでしたか」

　ぶっきらぼうなレオンの台詞せりふを遮さえぎったのは、上品だが、どこか硬かたい女の声だった。

　視線を転ずれば、黒服姿の男が数人、メイド服の上からショールをかけた若い女を先頭に店内へと入ってきたところだ。女は少女を無表情に見つめると、血の気のない唇を開閉させた。

「急にお姿が消えられましたので、お捜さがししました。いったい、いかがされたのですか？」

「す、すまぬ、テレザ……な、なかなかよい服を見かけたものだから……」

　少女はしどろもどろに言い訳した。怯えたようなその姿には、最前までレオンに対して見せていた小生意気な態度は欠片かけらもない。巨きよ漢かんの体を支えに、懸けん命めいに体を起こそうとする。

「そ、そんなことより、よくわかったな。妾がここにいると……」

「私はお嬢様の侍じ女じよ頭がしらでございますから」

　そっけなく答えると、女は五メートルほども離はなれた位置で立ち止まった。手にした日ひ傘がさを指で弄いらいながら、慇いん懃ぎんに付け加える。

「そんなことより、お館やかた様がたいそうご心配なさっておいでです。お洋服でしたら私どもが買い調えます。お嬢様はすぐにお部屋にお戻もどりください」

「わ、わかった……」

　操あやつり人形のように頷うなずいた少女は、急いで身を起こした。だが、立ち上がろうとして大きくよろけるや、レオンの腕にすがって踏ふみとどまる──その唇が甲かん高だかい悲鳴を放ったのは、次の瞬しゆん間かんだった。

「きゃあああああっ、助けてええええっ！　誘ゆう拐かいされるううっ！」

「……なに!?」

　鼓こ膜まくを突き破るような金切り声に巨漢が訝いぶかしげに目を細めたときには、少女はその腕うでにしっかりと指を搦からめていた。顔を歪め、なお喚わめきたてる。

「テレザ、助けてくれ！　この者どもは、妾を攫さらってひどいことをしようとしておるのだ！」

「……おいおい、ちょっと待てや、お嬢ちゃん」

　いったい、何の話だ？──いかにもうんざりとレオンは首を振ふった。気のない顔で相手を窘たしなめる。

「確かに、俺ぁ女が好きだが、女未満の生き物に興味はねえ──ナンパなら、あと七、八年経たってから、また声かけてくんな。そんときゃ、いくらでも付き合ってやるからよ」
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「……あいにくとそんなに待てぬのだ」

　件くだんの侍女をはじめとして黒服たちは、とっさのことにまだ動けないでいる。彼らからは死角になった位置で、少女はかすかに手を動かした。袖そで口ぐちから引き出した金属塊かいを巨漢に押しつけて囁ささやく。

「命令だ。妾をこの場で誘拐せよ……いやだと申すならば、即そつ刻こく、射殺する！」

「おいおい、お嬢ちゃん……」

　ちょうど掌てのひらに収まるサイズの円えん盤ばんに短い筒つつをくっつけたような金属塊を見やったレオンの唇が苦笑に割れた。パームピストルと呼ばれる護身用拳けん銃じゆう。二十二口径六連発で子供でも連射が可能だが、射程は短く、威い力りよくは極きよく端たんに低い。

「そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで俺ひとを脅おどせると思ってんのか？　そんなもん、心臓に向けて撃うったところで人は殺やれねえぜ……ははン、俺を脅すんなら、目ン玉か口の中でも狙ねらうんだったな」

「……この弾には猛もう毒どくが仕込まれておる」

　巨漢の忠告に対し、少女は気むずかしげに首を振った。円盤の縁ふちから突き出したトリガーに指をかけると、幼い声にドスを利きかせる。

「よくは知らんが、熊くまでも即そく死しする量と聞いた。死にたくなくば、妾わらわの言うことを聴きけ！」

「…………」

　脅きよう迫はくに対し、レオンは黙もく然ぜんと相手を見返した。

　緊きん張ちように青ざめた少女の表情と凶きよう器きを握にぎったままかすかに震ふるえている小さな手を底光りする瞳ひとみで見比べ──それから、やおら大だい音おん声じようで怒ど鳴なる。

「──やい、てめえら！　聞いてのとおりだ！」

　地じ響ひびきするような咆ほう哮こうが、店内の空気を揺ゆるがした。咄とつ嗟さにロリータ服の向こうで黒服たちが身構えたときには、巨漢は目を丸くした少女を盾たてにとるように抱だき上げている。

「このガキは俺たちが預かった！　金の受け渡わたし場所はおって指示するから、連れん絡らくがあるまではおとなしくしてろ！　警察ポリに連絡たれこもうもんなら、ガキとはあの世で会うことになるからな！」

「……レ、レオンさん、何言ってるんです!?」

　牙きばを剝むいて男たちを威い迫はくする同どう僚りように対し、慌あわてて声をかけてきたのは、ようよう立ち上がったアベルである。巨漢が乱心したとでも思ったのか、錯さく乱らんぎみに訴うつたえる。

「ああ、私としたことが、あなたがそんなにお金に困ってらしたとは存じませんでした！　知っていれば、一いつ緒しよに借金できる相手をお捜ししたのに……でもね、レオンさん。人間の幸せはお金じゃありませんよ？　幸せとは、すなわち愛──」

「やかましい！　いいから、お前めえも来やがれ！」

　取り乱している同僚の顔面に裏拳をいれて、レオンは怒鳴った。相手が鼻血を噴いてのけぞったときには、その巨きよ体たいは魚屋の店先の泥どろ棒ぼう猫ねこじみた素す早ばやさで翻ひるがえっている。

「いかん、逃にがすな！　追え！」

　華はなやかな衣服の壁かべを飛とび越えて店の奥に突とつ進しんする巨漢となにやら奇き声せいをあげてそれを追いかける銀髪の神父──それを見て指示を下したのは、メイド服の女だ。命令一下、黒服たちが一いつ斉せいに駆かけ出す。

「……私は一いつ旦たん、依クラ頼イア主ントに報告をいれる」

　逃げる神父どもとそれを追う黒服たちの背中が遠ざかってゆくのを見送りながら、女は傍かたわらに一人だけ残っていた黒服を顧かえりみた。その背後、真っ青になって立ち尽つくしている店員など目に入らないような顔で冷たく告げる。

「お前たちは娘むすめを確保しろ。もし確保できないようであれば、そのときは始末してかまわん」




　　　　Ⅰ




「これは由ゆ々ゆしき事態ですぞ！　我がボヘミア公こう爵しやく家始まって以来の不ふ祥しよう事じです！」

　ローマを訪おとずれた国こく賓ひんに客館として供されるここベルヴェデーレ宮きゆう殿でんでも、この一室は喫きつ茶さ室しつとして使われている。豪ごう華かだが上品な調度の数々は、教ヴア皇チカ庁ンの富を裏付けるものだ──その革張りのソファにふんぞり返ると、ヴラティスラヴァ伯はくボレスラフは急を聞いて国務聖省から駆けつけてきた二人の客人たちを睨にらみつけた。

「我が姪めい──公女殿でん下かが街中で攫われるとは、とんでもないことだ！　いったい、聖都ローマの治安はどうなっているのです!?」

「市内の治安は概おおむね良好ですよ、公こう弟てい閣下」

　ボレスラフの糾きゆう弾だんに丁てい寧ねいな語調で返したのは、二人の客人のうち、歳としを食ったほう──ややアルビオン訛なまりのある中年紳しん士しである。ミラノ帰省中の国務聖省長官の代理人だというその男は、思し慮りよ深げに顎あごを撫なでると火の入っていないパイプを嚙かみなおした。

「むろん、完パーフ璧エクトではありませんが、それでも犯罪発生率の低さは誇ほこるべきものです。殺人や誘ゆう拐かいなどの凶きよう悪あく犯罪は滅めつ多たに起こりません」

「ほほう、それでは今回のこれはどういうことでしょうかな、神父様？」

　ボヘミア公国第二公位継けい承しよう者しやともあろう者がいちいち相手を敬けい称しようで呼んでやっているのは、別にボレスラフが信心深いからではない。単に、相手の名前を忘れてしまったからだ。葉巻に火をつけると、公弟は紫し煙えんと毒どく舌ぜつを一度に吐はき出した。

「街中で、白昼、ＶＩＰが攫さらわれるなどと……我がボヘミア公国は田舎いなかではありますが、さすがにこのような不祥事は聞いたことがありませんぞ？」

「公女殿下は、おしのびで街に出ておられたとうかがいました」

　公弟の挑ちよう発はつに応じたのは、二人の客人のうち若いほう──長い鉄棒を傍らに立てかけた美び貌ぼうの若者だ。美び丈じよう夫ぶは翠すい瞳とうを静かに光らせると、苦虫を嚙み潰つぶしたようなボレスラフの顔を真っ向から見返した。

「そのような状じよう況きようで、ゆきずりの犯罪に巻き込まれたとは考えにくい。誘拐グループは事前に入念な準備をしていたと思われます。閣下、よろしければ、殿下のお付きの方々と話をさせていただけませんか？　不ふ審しんな人物を見かけたりしなかったか、うかがいたい」

「それはかまわんが、あまり役には立たんと思う」

　ボレスラフはことさらそっけなく言い放った。最前から一言もない隣となりのソファの人物をちらりと盗ぬすみ見て、ごく事務的に説明する。

「というのも、ちょっとした不祥事があって、姪の周囲の人間は一ヶ月ほど前に全員入れ替かえたばかりなのだ。まだ仕事にも慣れていなくてね……不審人物に気づくほどの余よ裕ゆうはなかったはずだ」

「ほう、不祥事？」

　中年紳士の目が興味深げな輝かがやきを宿した。キザっぽくパイプをひねると、ボレスラフとしては自然に流そうとしていた話題に食いついてくる。

「付き人を総入れ替えするとは、随ずい分ぶんと思い切った処置をとられたものです。いったい、どのようなトラブルが起こったのですかな？」

「ああ、ちょっとした事故だよ」

　いかにも面めん倒どうくさげに首を振ふると、公弟はまだ吸いかけの葉巻を灰皿に押しつけた。新しい一本を取り出しハサミを入れる。

「前の侍じ女じよ頭がしらが泥でい酔すいして、川で溺でき死ししたんだ。まあ、よくある話だが、公女殿下の侍女頭としてはあるまじき事故だ。それで綱こう紀き粛しゆく正せいということで、周囲の人間を全部入れ替えた」

「なるほど。あるいはその辺りの事情から、公爵家を恨うらんでいる者がいたのかもしれませんな。よかったら、その免めん職しよくになった者のリストをいただけませんか？　こちらでも調査します」

「それはかまわんが……ただ、いずれにせよ、事態の対処には全力を挙げてもらいたい。ご存じとは思うが、明朝には、公爵閣下は公女とともに教皇聖下に謁えつ見けんする予定だ。それまでには、決着をつけてもらわんと困る」

「全力を尽つくします。ただし、明朝の謁見については予定を延ばされることをお勧すすめしますが」

　パイプをくわえ直した中年紳士は深く頷うなずいたが、それはボレスラフに対してではなかった。彼が視線を向けていたのは、公弟の隣で沈ちん黙もくを守っていた第四の人物だ。口調にやや慇いん懃ぎんなものを滲にじませて説明を加える。

「この種の事件は解決に時間がかかるものです。公爵閣下、謁見の儀ぎは公女殿下救出まで延期されてはいかがでしょう？」

「……いや、それは困る」

　中年紳士の忠告に対し、三十年ねん輩ぱいのその男──ボヘミア公オタカルは静かに首を振った。年の割には老成した雰ふん囲い気きを漂ただよわせる顔の下で指を組むと、禁欲的な瞳ひとみを来客たちに向ける。

「今回の謁見は、昨年の内乱に対する教皇聖下のご助力にお礼申し上げるための重要な公務だ。プライベートな事情で予定を変へん更こうすることは許されん……国務聖省そちらのご高配はありがたいが、謁見の儀は、予定通り、行っていただきたい」

「ですが、閣下、それは──」

　ボヘミア公の言葉に対し、若い方の神父が眉まゆをひそめた。娘むすめが生死の淵ふちにあるという状況下にあって躊ちゆう躇ちよなく公務を優先させる父親に、どこか非難がましい目を向ける。だが、彼が言葉を継つぐよりも、中年紳しん士しが声を挟はさむほうが一呼吸早かった。

「いや、了りよう解かいしました、ボヘミア公」

　ステッキを持ち上げると、紳士は優ゆう雅がに頷いて見せた。そろそろ辞去しようというのであろう。悠ゆう然ぜんとソファから立ち上がりながら、公こう爵しやくと公こう弟てい、二人の顔を等分に見下ろして付け足す。

「閣下がそうおっしゃられるのであれば、明日の謁見は予定通りに執とり行いましょう。事件の解決──公女殿でん下かの奪だつ回かいは、それとは並へい行こうして行うということでよろしいでしょうか？」

「ぜひとも、そうお願いする」

　こちらも腰こしを上げながら、オタカルは相変わらず沈ちん毅きな顔で頷いた。その態度はいかにも一国の国主らしく落ち着き払はらっており、娘を誘ゆう拐かいされた父親の動どう揺ようは微み塵じんも窺うかがえない。いや、あるいは元々動揺などしてないのではないか──そう疑わしくなるほど、冷れい徹てつな表情を客人たちに向ける。

「私は国主として、公務をないがしろにするわけにはいかない。娘の──リブシェの件は、国務聖省でよきようにはからっていただきたい」

「お任せを。殿でん下かは必ずお救いいたします」

　いったいどのあたりに自信の根こん拠きよがあるのか、いかにも頼たのもしげに請うけ合うと、中年紳士は優雅に身を翻ひるがえした。若い神父がそれに続き、客人たちを送ってオタカルも部屋を出てゆく。

「ああ、そうだ。ところで、明日の謁見にあたり、献上品の目録を提出したいのだが、それはどちらに送ればよろしいだろうか？」

「それなら官かん邸てい管理室の管かん轄かつです。しかし、もし今ご用意願えるようであれば、僕らのほうから提出しておきますが……」

　ビジネスライクな会話を交かわしながら、三人の姿は扉とびらの向こうに消えてゆく──一方、その扉を見やって小さく舌打ちしたのは、独り、部屋に残った人物である。

「……相変わらず、情の薄うすい男だな、兄上は」

　嘲ちよう弄ろうとも苦笑ともつかない笑声を、ボレスラフは紫し煙えんとともに吐はき出した。

　兄の仕事中毒は今に始まったことではない。

　昨年、公妃つまが病に倒たおれたときにすら公務から離はなれず、結局、彼女の死に目にもあえなかったほどだ。さすがに娘が攫さらわれれば、もっと父親らしく取り乱すかもしれないと思ったのだが、実際はあのとおりである。無論、ボレスラフにとって、兄の娘への無関心ぶりは都合がよかったから、文句をつける筋合いもなかったのだが。

「……おるか、テレザ？」

「おそばに」

　ぼそりと独りごちた公弟の背後で、ひそやかな気配が揺ゆらめいた。

　いつから、そこにいたのだろう？　暖だん炉ろの傍かたわら、ひっそりと佇たたずんでいたのはメイド服姿の若い女だ。女は手にした日ひ傘がさを小こ脇わきにたばさむと、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「テレザはこれに……ご用でしょうか、閣下？」

「用があるから呼んだのだ──リブシェを攫った者どもの身元は割れたか？」

「残念ながら、いまだ」

　侍じ女じよ頭がしら──テレザは低いがよく通る声で答えた。ただの侍女にしては鋭するどすぎる瞳に冷たい光を灯ともし、明めい晰せきな口調で報告を紡つむぐ。

「しかし、現在、市内に手の者を放っております。捕ほ捉そくは時間の問題かと」

「早く捕とらえろ。あの小こ娘むすめを野放しにしておくのは危険だ」

　葉巻を銜くわえたまま、ボレスラフは宙を睨にらんだ。

「確か、ソフィアとか言ったか、先月、始末した侍女頭は？　あの女は〝聖堂〟の秘密を嗅かぎつけかけていた。もし始末する前に、小娘に何かを伝えていたとしたら、厄やつ介かいな火種になりかねん」

「とすれば、逆にこの誘拐事件は閣下にとって願ってもないチャンスではありませんか？」

　不快げに唸うなった公弟とは対照的に、テレザの表情はまったく変わらなかった。ただ、淡たん々たんと事態を分ぶん析せきしてみせる。

「この誘拐が単なる事故であるにせよ、あるいは何者かの意図が働いているものであるにせよ、誘拐は誘拐です。事件の推移の中で、公女殿下が命を落とされてもそれは──」

「責任は誘拐犯にある……ふむ、そうか。たしかにそういうことになるな」

　貴重な発見を為なし遂とげた科学者のような顔で、ボレスラフは侍女頭の意見を先取りした。それから立ち上がって、部屋の隅すみに足を向ける。

「いずれにせよ、教皇に兄が謁えつ見けんするまでは、あれの秘密は守り通さねばならん。あの小娘がどこまで勘かんづいているかは知らんが、不安要素は排はい除じよするにしくはない」

　昏くらく呟つぶやくと、公弟は壁かべに据すえられた金庫に手を伸のばした。複雑な手順でダイヤルを合わせて重い鉄てつ扉ぴを開く。

　金庫の中から慎しん重ちような手付きで取り出したそれを見下ろし、ボレスラフは薄く笑った。照明の明度を落とした室内、その笑え顔がおは両手に捧ささげ持った輝かがやきを受けて、不ふ吉きつに隈くま取どられている。

　公弟の手中で輝いていたのは小さな模型だった。サン・ピエトロ大聖堂──人類社会最高の聖地を精密に再現した模型だ。ただし、ただの模型ではない。氷のように透すき通ったそれは、公国きってのガラス細工師たちが三年という歳月をかけて作り上げたボヘミアングラスの傑けつ作さくである。

「ようやく巡めぐってきたチャンスだ。ここで躓つまずくわけにはいかん……」

　それ自体が発光しているように輝く模型を愛いとおしげに抱かかえたまま、ボレスラフは鋭い目で振ふり返った。野心と殺意に隈取られた声で命令を下す。

「テレザ、小娘を消せ──その、一いつ緒しよにいた神父どももだ」
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　まだ一月になったばかりというのに、今日のローマは春のような陽気だった。青空に誘さそわれた家族連れや恋こい人びとたち、そして彼らを目当てにしたピザやクレープの屋台で、広場は賑にぎわっている。

「くそ、どいつもこいつも幸せ全開な顔ツラしやがって……」

　階段の頂上に腰こしを下ろした大男は、まるで自分の葬そう式しきでも見物しているかのような目で下界を見下ろした。缶かんビールを啜すすって、陰いん気きに呟く。

「なあ、へっぽこ……。俺たちいったい、こんなところで何やってんだろうな？」

「ええっと、ピザ食べてるところですかね？」

　巨きよ漢かんの深刻な懐かい疑ぎに対し、右みぎ隣どなりに腰を下ろした銀ぎん髪ぱつの神父はまじめくさって頷うなずいた。新聞紙ほどもあるピザを戦争のような勢いで胃に送り込みながら、神しん妙みように答える。

「ちなみに私はいま六枚目です。次はナマルゲポリータリ・アタンチーヨビナ添に挑ちよう戦せんしてみますかね……レオンさんは何がよろしいですか？」

「いや、俺が聞きてぇのはそんなことじゃなくて」

　ここからこいつを突つき落としてやったらどんなに気持ちいいだろう──長い階段を見下ろす巨漢の目はそんなことをしみじみと語っていた。なぜか左方向には絶対に視線を向けぬまま、御子キリストの誘ゆう惑わくに失敗した悪あく魔まみたいな声で呻うめく。

「俺ぁ、今晩、ミラノに行かなくちゃいけねえんだ。片づけなきゃいけねえ仕事も山ほどあるんだ。忙いそがしい身分なんだ……それが、なんだってこんなところで、お前なんかと仲良く飯食ってんだよ？」

「それは仕方ありませんよ。だってほら、私たちって、凶きよう悪あくな誘ゆう拐かい犯人じゃありませんか？　犯人は被ひ害がい者しやを拘こう束そくしていなければいけません……ねえ、ソフィアさん？」

「うむ、ナイトロードの申すとおりだ」

　アベルの発言に重々しく賛同したのは、レオンの左隣に座っていた少女である。さっきから上品にピザをちぎっては口元に運んでいたその娘むすめはハンカチで唇くちびるを拭ぬぐうと、しかつめらしく頷いた。

「なんと言っても、貴様たちは凶悪な誘拐犯なんだからな。くれぐれも、そこのところを忘れてもらっては困るぞ、うむ」

「……忘れさせてくれよ、頼たのむから」

　神しん託たくを告げる巫み女このように胸を張った小娘から目を逸そらし、レオンは不ふ機き嫌げんげにビールをあおった。下品にげっぷをこぼして呻く。

「だいたいが、俺ぁ生野菜とガキは死ぬほど嫌きらいなんだ。こう、近くにいるだけでもジンマシンが出そうでよ。それが、何の因果でこんな……」

「これ、ガルシアとやら」

　苦く悩のうする巨漢の脇わき腹ばらを小さな指が突いた。よく光る緑りよく瞳どうでレオンを見上げた少女が、傲ごう然ぜんと告げたのだ。

「妾わらわは喉のどが渇かわいたぞ。何か飲み物を持て」

「……おい、へっぽこ！」

　人質の要求に対し、凶悪な誘拐犯はいかにもうんざりとため息をついた。ついで、面めん倒どうごとは同どう僚りように押しつけようと顎あごをしゃくる。

「このガキの世話はお前に任せたからな。俺ぁ、これ以上付き合ってらんねえ。なにしろ、今夜にはミラノに──」

　行かなくちゃなんねえんだ──レオンの台詞せりふは途と中ちゆうで途切れた。

　その視線の先に銀髪の神父の姿はない。ただ、長い階段をひょろりと背の高い影かげが駆かけ下りていくのが映っただけだ。

「あの野や郎ろう……」

　ピザの屋台に向かって走る頼たよりない背中をレオンは殺人光線のような視線で睨にらみつけた。それから、ようやく観念したように紙かみ袋ぶくろを開けて缶ジュースを取りだす。

「ほらよ……言っとくが、奢おごるわけじゃねえからな。あとでちゃんと金払はらえよ」

「安心せよ。こう見えても妾の家はボヘミアきっての大だい富ふ豪ごうだ。身みの代しろ金きんと併あわせて請せい求きゆうするがいい」

　聞いたところでは、なんでもプラークに本社を持つとある大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようらしいが、およそかわいげというもののない娘だ──少女はこまっしゃくれた顔で請うけ合うと、目の前の缶ジュースを手に取った。だが、なにを思ったのか、すぐには口をつけようとはしない。しばらくそれを上下左右に傾かたむけてから、おもむろに首を捻ひねる。

「これ、ガルシア。これは蓋ふたが開いておらんぞ。ちゃんと開けて渡わたせ」

「……チョーシこくのもたいがいにしろよ、こら」

　レオンの声に冷たい響ひびきが籠こもった。底光りする瞳を少女に向けると、かすれ気味の声にドスを利きかせる。

「こちとら、いい加減イライラきてるんだ。これ以上、手間を取らせんじゃねえ……ったく、親の顔が見てみたいぜ。自分のことぐらい、自分でやれっつーんだ」

「…………」

　憎にく々にくしげに唇を歪ゆがめた巨漢に対し、少女は缶ジュースを掲かかげたまま、しばらく黙だまっていた。それからわずかに顔を赤らめると、ぼそぼそと呟つぶやく。

「…………ない」

「あん？」

　巨きよ漢かんの聴ちよう覚かくをもってしても、娘の声は聞き取れなかったらしい。巨体をかがめると、レオンは俯うつむき加減の相手に耳を近づけた。

「聞こえねえぞ。なんか、文句でもあんのか？」

「──開け方を知らないと言ってるんだ！」

　確かに今度は聞こえた──ほとんどヤケクソのような声で怒ど鳴なると、少女はさらに赤くなった顔を伏ふせた。

「妾はこのようなものを飲んだことがないのだ！　前によその家の子供が飲んでおるのは見かけたことがあるが、手に取ったのはこれが初めてだ……だから、開け方を知らない」

「……だったら先にそう言えよ」

　いかにも恥はずかしげにうなだれてしまった少女の告白を、巨漢は嗤わらったりはしなかった。彼女の手から缶かんを強ごう引いんに取り上げると、器用に蓋を剝はがして再び差し出す。

「ほらよ……こぼさねえように飲むんだぜ」

「う、うむ、御ご苦く労ろうだった」

　少女は尊大に巨漢をねぎらうと差し出された缶に口をつけた。なにか憧あこがれのオモチャでも買ってもらったかのように目を輝かがやかせ、一息にそれを呷あおって噎むせ返る。

「わぷっ！　なんだ、これは！　いっぺんにでてきおったぞ！」

「阿あ呆ほう、そんなに勢いよく飲む馬ば鹿かがいるか」

　缶を傾け過ぎたらしい。大量にこぼれてきた果か汁じゆうに咳せき込んでいる娘の顔を、レオンは乱暴にハンカチで拭ぬぐった。涙なみだを浮うかべている目の前で、正しい飲み方を実演してみせる。

「いいか？　ただ缶を傾ければいいってもんじゃねえ。要は、いかにうまく空気を缶の中に取り込むかだ──缶の中の水面が、地面と平行になるようにしてみな」

「む……こ、こうか？」

　まじめくさって缶ビールを呷ったレオンに対し、ソフィアも神しん妙みような顔つきでそれに倣ならった。不器用な手付きで缶を傾ける。

「おっ！　うまくいったぞ、ガルシア！」

「まあまあだな。だいぶ見られるようになった」

　顔を輝かせた少女を、レオンは親指を立てて誉ほめてみせた。こちらも残ったビールを飲み干してから、ふと表情を改める。

「それじゃ、お勉強も済んだことだし、ひとつまじめな話に戻もどろうか……なあ、お嬢じようちゃん。お前さん、いったい俺たちに何をさせたいんだ？　そろそろ、正直なところを聞かせてくれねえか？」

「うむ、そなたらには、これから手紙を書いてもらおうと思う。宛あて先さきは妾わらわの父だ」

　相変わらず無む邪じや気きな表情でジュースを呷りながら、ソフィアは素す直なおに答えた。空になった缶を物足りなさげに振ふって付け加える。

「いわゆる脅きよう迫はく状じようというやつだな。〝娘を人質にとった。無事に返して欲しければ、こちらの要求に応じろ〟──そう、妾の父を脅おどして欲しいのだ」

「つまり、俺たちに狂きよう言げん誘拐の片棒を担かつげと？　お嬢ちゃん、自分が言ってることわかってんのかい？　そいつぁ、立派な犯罪だぜ」

「妾を馬鹿にするつもりか？　無論、そんなことはわかっておる……報ほう酬しゆうなら心配ないぞ。妾の家は金持ちだ。たっぷり身代金をとって、お前たちにくれてやろう。正しい労働には正当な対価が払はらわれて然しかるべきだからな、うむ」

「なるほどな……だけどよ、返事する前に一つ聞かせてくんねえかな？」

　横おう柄へいな態度でとんでもないことを要求し始めた娘むすめに、レオンはよく光る瞳ひとみを向けた。男臭くさい顔こそ穏おだやかだったが、どこか剣けん吞のんな響きを含ふくんだダミ声で尋たずねる。

「なんだって、わざわざそんな手間のかかることをするんだ？　親おや父じに恨うらみでもあんのかい？」

「……まあな」

　ドスの利きいた声で問われ、少女は少し動どう揺ようしたようだった。目を落とすと、それでも虚きよ勢せいを張って答える。

「妾の父はいつも仕事ばかりだ。仕事仕事で家族のことなど、これっぽっちも顧かえりみたためしがない……なにしろ去年など、妾の母が亡なくなったときまで仕事をしておったほどだからな」

　母の死を思い出したのだろうか、少女の目に暗い光が走った。トーンを落とした声はかすかにひび割れている。

「だから、少し騒さわぎを起こして、懲こらしめてやりたいのだ。なにしろ父は社会的に責任ある身でな。娘が誘拐されたとなれば、いろいろと困るはずだ……あ、ひょっとして、事後のことを気き遣づかっておるのか？　それなら心配いらん。お前の仕事は脅迫状を送るところまでだ。あとは妾がうまくやる。お前は心配せずとも──」

「悪わりぃが、俺は断るぜ」

　要求が終わるより、拒きよ絶ぜつが戻ってくるほうが早かった──少女を見下ろした巨漢の表情そのものは最前、缶ジュースの飲み方を伝授していたときと変わらない。にも拘かかわらず、その黒い目は肉食獣じゆうの光を湛たたえて、幼い顔を射い貫ぬいている。

「ふざけんじゃねえぞ、こら？　どんな事情があってもな、親を脅す子供があるかよ。親父に文句垂れる暇ひまがあったら、自分のことを振り返ってみろや、このクソガキが」

「ク、クソガキ!?　クソガキとは妾のことか!?」

「お前以外、誰だれがいるってんだ？」

　そう吐はき捨てたときには、レオンは尻しりを払って立ち上がっていた。傍かたわらの紙かみ袋ぶくろの山を持ち上げながら、冷たく告げる。

「たく、俺としたことが、こんな馬鹿娘に付き合って、とんだ時間のムダだったぜ……あばよ、ボケガキ。もう会うことはねえと思うが、とっととお家うちに帰ってパパの側そばでおとなしくしてな」

「こら、ガルシア！　貴様、無礼だぞ！」

　まるで関心を失ってしまったかのような大男の目を引こうと、娘は黄色い声を張り上げた。細い手足を振り回して脅迫する。

「妾の言うことを聴かぬなら、ここで大声あげるぞ！　助けを呼ぶぞ！　それでもいいのか!?」

「好きにしな。俺ぁ、今晩、ミラノまで娘に会いに行くんだ。てめえみたいな甘ったれたクソガキに、これ以上、付き合ってられるかよ」

　脅迫にも巨きよ漢かんの歩みは止まらなかった。娘に背を向けたまま、肩かた越ごしに手だけを振ってみせる。

「てめえなんかがどうなろうと俺の知ったこっちゃねえが、こんなダメガキでも大事に思ってる親のために一言言っといてやる──くだらねえお遊びは終わりにして、とっとと家に帰ンな。でもって、クソして寝ねちまえ」

「こ、この……！」

　これほどまでの暴言を受けたのは、おそらく生しよう涯がいで初めてのことであろう。一いつ瞬しゆん、ソフィアの顔から音をあげて血の気が引いた。

「お、お前なんか、大だい嫌きらいだ、ガルシア！　お前こそ胸毛で首くくって死んでしまえ！」

「……あ、ちょっとソフィアさん、どうしたんです？」

　脱だつ兎との如ごとく走り始めた少女を見て目を丸くしたのは、ちょうどピザの山と紅茶のカップを抱だきかかえて階段を昇のぼってきた銀ぎん髪ぱつの若者だ。階段を駆かけ下りてきた娘に向けてお気楽な声を掛かけたが、これはすれ違ちがいざまに足を払われ、悲鳴をあげて転てん倒とうする。

「……ちっ、馬ば鹿かたれが」

　熱いお茶を頭からかぶった神父は、奇き声せいの尾おを引いて階段を転げ落ちてゆく。そんな犠ぎ牲せい者しやをよそに広場を駆け去ってゆく少女を目で追って、レオンは小さく舌打ちした。

　頭上ではすでに陽が傾かたむきかけている。今日中にミラノに着こうとするなら、そろそろ駅に向かわねばならない。巨漢はいかにも不ふ機き嫌げんげに肩を揺ゆすると、階段に背を向けた。そのまま、歩き始めようとして──ふと足を止める。

「…………ちっ！」

　忌いま々いましげな舌打ちがぶ厚い唇くちびるからこぼれた。

　首からさがったロケットに指を伸のばしたときには、巨体は再度その場で反転している。

「たく、これだからガキは嫌いなんだ」

　小さく呟つぶやくと、レオンは階段を駆け下り始めた。




　ボルゲヴイツラーゼ・ボル公園ゲーゼも中央、〝湖の庭園〟と呼ばれる池の脇わきは幾き何か学がく的に配置された植え込みや垣かき根ねによって美しく飾かざられていた。翳かげり始めた陽の下、葉を落とした樹々が長い影かげを落としている。そのどこか墓地を思わせる寒々しい雰ふん囲い気きが嫌きらわれるのか、休日というのに公園に人ひと気けはない。ただ、空のベンチがあちこちに並んでいるだけだ。

「ええい、なんなのだ、あの男は！　身分もわきまえずに、えらそうなことを！」

　そんなベンチの一つで、〝ソフィア〟は毒づいた。夕ゆう陽ひを見やって、もう一度、舌打ちする。

「くそ、もう時間がないのに……弱ったのぅ」

　必死で〝敵〟の手から逃のがれたあげく、結局、半日もムダに使ってしまった。いまの自分にとって、時間はダイヤモンドよりなお貴重だというのに。

　自分の愚おろかさを呪のろってため息をつくと、〝ソフィア〟は懐ふところから一枚の便びん箋せんを取り出した。けばだちが目立ち始めているそれを丁てい寧ねいに開くと、どこか悲しげに目を落とす。

『〝聖堂〟は罠わな。叔お父じ君にお気をつけください』

　よほど急いで書かれたのだろう。ミミズがのたくったような女文字が香こうを炷たきしめた高級紙に書き殴なぐられている。いかにも読みづらいそれに、愛いとおしむような目を走らせながら、〝ソフィア〟はもう一度ため息をついた。

「すまぬ、ソフィア。せっかくそなたが命と引き替かえに探さぐり出してくれたというのに、妾わらわはなにもできそうにない……」

　いったい、これからどうすればいいのだ？

　赤く染まった夕陽を眺ながめて、少女は自問した。

　なにしろ、ローマは初めての街だ。当然、知ち己きはない。従者は大勢連れてきていたものの、誰だれに〝敵〟の息がかかっているか知れたものではなく、下手に頼たよるのはかえって危険だ。

　こういうときは自分の幼さがつくづく恨うらめしかった。〝ソフィア〟の賢かしこさはプラークでこそ有名だったが、それもこんな異郷の地では知る者とてない。警察に行っても、子供の戯ざれ言ごとととられるに違いない──そう、あの無礼な神父のように。

「レオン・ガルシア、か……」

〝今晩、ミラノまで娘に会いに行くんだ〟──そう言っていたときの巨漢の顔を思い出して、〝ソフィア〟は深い息を吐いた。

　確か、妻帯者や離り婚こん経験者は聖職に就つけないはずだったから、妻とは死別したのだろう。つまり、ミラノにいるとかいう娘は自分と同じく父一人子一人の不幸な境きよう遇ぐうにあるということだ。

　だが、〝ソフィア〟としてはまだ見ぬその少女が妬ねたましかった。境遇は同じでも、娘に対する父親の愛情はまるで違うらしい。父が、あの大男の半分ほども自分のことを顧かえりみてくれていたら、きっと、こんな苦労はせずに済んだであろう。

「……巻き込まなくて、よかったのかもしれんな」

　夕陽を眺めて、〝ソフィア〟は独りごちた。

　別にあんな無礼者のことなどどうでもいいが、父親の来訪を楽しみにしている娘が哀あわれだ。あんな親でも、いないよりはよほどいい……

「──お捜さがし申し上げました、公女殿でん下か」

　複雑な想おもいに耽ふけっていた娘の意識を現実に引き戻もどしたのは、落ち始めた薄うす闇やみの向こうから響ひびいたハスキーヴォイスだった。

「ご無事でなにより……と申し上げたいのですが、かようなところで何をしておいでなのです？」

「テ、テレザ……!?」

　はっと顔をあげた〝ソフィア〟の喉のどから悲鳴にも似た声がこぼれた。いつのまにか、ベンチの周囲を黒服の男たちが取り囲んでいることに気づいたのだ。彼らの中央に立つメイド服の女──その爬は虫ちゆう類るいめいた瞳ひとみに息を吞のみつつ、裏返った言葉を絞しぼり出す。

「お、お前、どうしてここがわかった!?」

「私は、あなたの侍じ女じよ頭がしらでございますから──ボヘミア公国第一公女リブシェ・マリア・プシェミスル殿下」

　そっけなく答えた侍女頭はごく自然に日ひ傘がさを持ち上げた。あくまで無表情に、しかし言葉だけは丁てい寧ねいに警告を放つ。

「それより、早急に法サン・王ピエ宮トロまでお戻りください。お父君や叔お父じ上うえたちがご心配しておられます」

「……そ、それ以上、近づくな！　叔父の狗イヌめ！」

　ベレー帽ぼうごと黒くろ髪かみの鬘かつらをかなぐり捨てた〝少女〟──いや、リブシェは叫さけんだ。〝プラーゼレニクのー・プ緑珠ラーハ〟というその二つ名の由来であるエメラルドグリーンの髪かみを揺ゆらして怒ど鳴なる。

「全部、妾は知っているんだぞ……お前たちは、全員、叔父の雇やとったスパイであろう!?　そう、ソフィアを殺したのもお前たちの仕し業わざだ！」

「スパイ？　殺した？　聞き捨てならないことをおっしゃいますね、殿下」

　糾きゆう弾だんを無表情に受け止めると、テレザは手にした日傘をゆっくり持ち上げた。囚しゆう人じんを前にした看守めいた口調で少女を窘たしなめる。

「いくら、公女殿下とおっしゃっても、言ってよいことと悪いことがございます……それに、妙みような勘かん違ちがいはおやめください。前任の侍女頭は事故死したとうかがっております。泥でい酔すいしたあげくに、川に落ちたと」

「泥酔？　ソフィアは酒など一いつ滴てきも飲めなかったのにか！」

　侍女頭とは対照的な激しさで怒鳴ると、リブシェは手にした便びん箋せんを激しく振ふった。相手に取り上げられないよう、距きよ離りを置いて掲かかげる。

「これは、ソフィアが死ぬ直前に妾に送ってきた手紙だ！　妾は彼女にボレスラフ叔父の動きを探るように命じておった。前々から、叔父上が公こう爵しやく位を狙ねらって策さく動どうしておるのは知っておったからな！　お前たちのような胡う散さん臭くさい者を雇い入れたり、ゲルマニクスの手の者と頻ひん繁ぱんに密会したり……この手紙には、それらの動きが逐ちく一いち書かれておるのだ！」

「……やはり、何か勘違いなさっておいでではありませんか、公女殿下？」
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　リブシェの手にあるのは便びん箋せんだけではない。もう一方の手に握にぎられているのは掌てのひらほどのサイズの小火器──パームピストルだ。だが、自分に向けられた凶きよう器きに恐おそれひとつ見せず、テレザは冷ややかに首を振った。

「私どもは、殿下とボヘミアに忠誠を誓ちかう者です。また、それは公こう弟てい閣下も同じこと。それが陰いん謀ぼうなどと……殿下は、ソフィアにたばかられたのでは？」

「──ち、近寄るな！」

　甲かん高だかい声でリブシェが警告を発したのは、テレザに対してではない。彼女の周囲に拡ひろがった黒服たちがじりじりと距離を詰つめてきたためだ。目立つよう、パームピストルを振って威い嚇かくする。

「それ以上近づくと撃うつぞ……本気だからな！」

「それは無理ですわ、殿下……」

　この日初めて、テレザの声に感情の波動が籠こもった──わずかばかりの侮ぶ蔑べつと限りない悪意。

「そのようなオモチャをあなたのような子供が振り回してみたところで、何の脅きよう威いにもなりません」

「……っ!?」

　鋭するどく息を吐はくような音が侍女頭の手元で聞こえたと思ったときには、リブシェは銃じゆうを構えた手に鈍にぶい痛みを覚えている。目に見えない何かがどこからか飛んできたのだ──そう認識するより早く、握っていたパームピストルはあっけなく弾はじき飛ばされていた。だが、いったい何があたったというのか？　地面に転がった銃じゆう身しんは紙細工のようにずたずたに裂さけてしまっている。

「……確保しなさい。例の手紙は、傷つけずにとりあげて」

　痛みと驚きよう愕がくに声もない公女に向けてテレザが顎あごをしゃくった。激痛を堪こらえてリブシェが顔をあげたときには、無言のまま前進した黒服たちがその手を伸のばしてきている。

「い、いや……！」

　伸びてくる手に四し肢しを押さえられながら、少女は死にものぐるいでもがいた。だが、十歳の小こ娘むすめが十人近い男たちから逃にげられようはずもない。あっけなく手足を縛しばられ、大きく開いた口には猿さるぐつわが嚙かまされる。

　このまま、拉ら致ちされて殺されるのか？　父にも会えないまま、どこかに死体を埋うめられるのか？

　まるでそれが命いのち綱づなであるかのように便箋を握りしめた少女が、恐きよう怖ふと絶望に失神しかけたまさにその瞬しゆん間かん──

「……てめえら、そのガキから離はなれろ」

　ダミ声は、野獣の咆ほう哮こうにも似て獰どう猛もうに響ひびいた。

　思わずそちらに向けた視界に映ったのは、仁に王おう立だちになった巨きよ大だいな人ひと影かげだ。獅子のたてがみのように伸びた黒髪が風に翻ひるがえるのを、リブシェは信じられないもののように見た。

「──誰だれです、あなたは？」

「俺かい？　俺ぁ、ただの凶きよう悪あくな誘ゆう拐かい犯はんさ」

　一方、少女が目を瞠みはっている間にも、テレザの誰何すいかに人を食った答えを返すと、大男はふてぶてしく唇くちびるを捲めくりあげた。手首にかけた瀟しよう洒しやなブレスレットに指を這はわせつつ、いかにも挑ちよう発はつ的に嘯うそぶく。

「そのガキは大事な人質なんだ。他ひ人と様さまの獲え物ものを横からかっさらうのは、ちぃとお行ぎよう儀ぎが悪いぜ？」

「……始末なさい」

　侍じ女じよ頭がしらの命令に、黒服の一人が素す早ばやく動いた。拳けん銃じゆうを抜ぬくと、その銃口を大男に向けるが──

「はン！」

　せせら笑う巨漢の手が、ブレスレットを投じる方が一瞬、早かった。縁ふちに薄うすい刃はを備えたそれが、銃火を吐き出そうとしていた銃口を捉とらえ、直後、大音おん響きようをあげて破は裂れつする。

「しまった……ガスか!?」

　ただの爆ばく煙えんにしては拡がり方が尋じん常じようではない──たちこめた白はく煙えんの中で、咳せき込む声があがった。どうやら戦チヤク輪ラムの中に催さい涙るい弾だんが仕込まれていたらしい。素早く口元を覆おおったテレザですら涙なみだ目めになっている。

「いかん……各員、公女を確保して、一いつ旦たん後退しろ！　風上に回れ！」

「……おっと、それはさせませんよ」

　命令に応じてリブシェを担ぎ上げようとした黒服たちを、のんびりした声と精確無比な銃じゆう撃げきが襲おそった。手や肩かたを撃ち抜かれ、悲鳴をあげて後退した黒服たちと公女の間にたちはだかったのは、背の高い影だ。どこかの銀行強ごう盗とうのようにハンカチで口元を覆ったその神父は、咳き込む少女を素早く肩に担ぎ上げると、巨漢に向けて叫さけんだ。

「こちらは確保しましたよ、レオンさん！」

「よし、よくやった、へっぽこ！」

　怒ど鳴なり返した巨漢は、すでに数枚の戦チヤク輪ラムを手にしていた。撤てつ収しゆう態勢に入っている黒服たちの中央、後退しようとしている侍女頭に向けて勢いよく凶器を投じる。

「てめえは逃にがさねえ！」

　だが、戦輪が目標を捉えるかに見えた直前、振ふり返った女が日ひ傘がさを掲かかげた。大きく開いた傘──高分子鎖さポリアミド繊せん維いとナイロンの交織ファブリック布が、戦輪をことごとく弾き返す。さらに、その先せん端たんが正確にレオンの眉み間けんを捉えた。

「……うおっと！」

　首をすくめる瞬間が半瞬と遅おくれていれば、日傘が撃ち出した短フレ針シエ弾ツト──数万本のガラス針が彼の頭をミンチに変えていたに違ちがいない。彼の背後で、幹に大穴を空けられた木が音をあげて倒たおれる。それを避よけて跳とびすさるや、レオンは次の戦輪を指の間に挟はさんだが──

「……ちっ、逃げやがったか」

　風に吹ふき散らされた煙けむりの間を透すかし見て、巨漢は苦笑をこぼした。

　そこには女の姿も黒服たちの影もない。ただ遠くから、不ふ審しんげに叫び交かわす声が近づいてくるのが聞こえただけだ。時ならぬ爆ばく音おんを聞きつけたのであろう。パトカーのものらしいサイレンの音まで聞こえてくる。

「……よう、だいじょうぶかい、お嬢じようちゃん？」

　敵てき影えいが近くにないことを確かめ、レオンは涙で目を潤うるませている少女を見下ろした。猿ぐつわを取るとその体を支え起こす。

「耳は平気か？　悪いな。何しろ、やばかったもんで警告する暇ひまもなかった……俺の声は聞こえるか？」

「な、なんとか聞こえる、ガルシア」

　爆音のせいで鼓こ膜まくが痺しびれていて、自分の声さえ聞き取りづらい──ぼんやりと頷うなずきかけて、リブシェはふと我に返った。そういえば、この大男がなんでこんなところにいるのだ？

「ガルシア、お前、ミラノに行ったんじゃ──？」

「……それが、俺にしちゃあ、マヌケな話でよ」

　聞かれたくないことを聞かれてしまった──そんな顔でレオンはそっぽを向いた。櫛くしを通した形けい跡せきもない髪かみを搔かきつつ、肩をすくめる。

「今夜の最終便で切きつ符ぷ取ったつもりが、日付を一日間違えちまってたんだわ。そのお陰かげで、今夜は体が空いちまった──へっ、どうもアベルのへっぽこが感う染つっちまったみたいだな」

「あ、ひどいこと言いますね、レオンさん」

　こちらも旧式回転拳銃片手に警けい戒かいを続けていた神父が抗こう議ぎの声をあげたが、巨漢は聞こえないふりをしている。そっぽを向いているのは、ひょっとして照れているのであろうか。

「ガルシア……」

　こんなとき、なんと言えばよいのだろう──公女という身分に生まれつき、リブシェは生まれてこの方、他人に礼を述べる機会に少なからず恵めぐまれなかった。それが、いまほどもどかしかったことはない。

　だから、リブシェに言えたのは不器用な一言だけだった。

「その……ありがとう」

「おっと、礼を言うのは気が早いぜ。これから、俺たちはもう一仕事あるんだからよ」

　少女の謝辞を、巨きよ漢かんはどこかくすぐったげな顔で流した。ついで厚い唇くちびるを凶きよう悪あくな形に捲めくりあげてみせたとき、その顔に浮うかんでいたのは不敵な兵士の表情だ。

「それが無事に済んだら、一万回でも礼を言ってもらうさ──それまでは気を抜ぬくんじゃねえ」

「仕事？　仕事ってなんだ？」

「おいおい、決まってるだろ？　なんたって、俺たち、凶悪な誘ゆう拐かい犯はんなんだぜ？」

　何がそんなに楽しいのか、愉ゆ快かいげに肩を揺ゆすると巨漢は懐ふところからサングラスを取り出した。それを不得要領に首を捻ひねっているリブシェの顔にかけてやりながら、獰どう猛もうに嘯うそぶく。

「誘拐犯が人質をとったら……次は脅きよう迫はく状じようを送るって相場が決まってるわな」
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　暗黒がその巨大な円形空間を満たしていた。

　目を凝こらせば、闇やみのそこかしこに、太古に処しよ刑けいされた殉じゆん教きよう者しやたちの亡ぼう霊れいを視ることができたかもしれない。おそらくはこの世でもっとも壮そう麗れいな廃はい墟きよ──円形コロ闘技場ツセオの影は、朽くち果てた巨大な獣ベヘモトの死骸むくろを思わせて、無人の夜の底に蟠わだかまっていた。

「ふん、ずいぶんと待たせる……」

　林立する石柱の間で、ボレスラフはコートの襟えりを立てた。この遺い跡せきが闘技場として使用されていた時代、床ゆかであった部分の石材はその後の歴史の中ですべて剝はぎ取られてしまっている。いま彼が立っている地面は、かつては猛もう獣じゆうの檻おりが収められた地下空間だった場所だ。太古には柱として天てん井じようを支えていた石柱が虚むなしく林立する様は、墓ぼ群ぐんを思わせて不気味だった。

「いま、何時だ、テレザ？」

「二十四時──脅迫状の指定時刻です」

　公こう弟ていの傍かたわらにあって答えたのは、メイド服の女だ。真夜中にも拘かかわらず、小こ脇わきに日傘を手た挟ばさんだまま、鋭するどい眼光を左右に配っている。

「あるいはもう近くに来ているやも……お気をつけください」

「案ずるな。俺とて素人しろうとではない」

　薄うすく笑うと、公弟は太いステッキを掲げてみせた。二年前、軍の射しや撃げき大会で優勝した記念に贈おくられたこのステッキは、仕込み銃じゆうとなっている。五十メートル以内であれば、どんな相手にでも命中させる自信がある。

「だが、この寒いのはやりきれん……連中、まさか俺たちを凍とう死しさせるつもりではなかろうな？」

「──あいにく、こっちも寒いのは苦手でね」

　ダミ声とともに、眩まばゆい明かりが灯ったのはそのときだった。

　いつからそこにいたのだろう。十メートルほど離はなれた廃墟の一角、軍用ハンドライトの光の向こうに、黒々とした影かげがそびえている。皺しわだらけの僧衣をだらしなく纏まとったその巨漢は、大きなサングラスの下で馴なれ馴れしく口を開いた。

「あんたが公弟閣下かい？　約束どおり、連れは一人だけだな。感心感心」

「……貴様が例の誘拐犯か？」

　ハンドライトの光から目を庇かばいながら、ボレスラフは手にしたトランクを高く掲かかげて見せた。不快感も露あらわに吐はき捨てる。

「要求通り、〝聖堂〟は持ってきた。早く、姪めいに会わせてもらおう──リブシェはどこにいる」

「妾わらわならばここだ、叔お父じ上うえ」

　巨漢の合図とともに、その背後で二つの影が動いた。巨漢同様、大きなサングラスをかけた少女が銀ぎん髪ぱつの神父に付き添そわれて進み出たのだ。

「やあ、リブシェ……手紙は読ませてもらったよ」

　サングラスのせいで少女の表情はわからない。だが、ボレスラフは威い嚇かくするようにその目を睨にらみ付けると人食い鮫ざめに似た笑えみを浮かべた。

「『叔父上の企たくらみを存じております。ソフィアからの手紙と〝聖堂〟を交こう換かんしたい。二十四時、闘技場にてお待ちしております／リブシェ』……私も落ちぶれたものだ。子供に脅迫されるとはな」

「……この、ソフィアからの手紙には、叔父上の企ての詳しよう細さいがつまびらかに記されておりました」

　叔父の挑ちよう発はつに少女は乗らなかった。短気な彼女にしては珍めずらしく、落ち着いた仕草で取り出した便びん箋せんを振ふってみせる。

「これを父上に見せれば、叔父上はたぶん破は滅めつでしょう……ですが、妾としてもそこまではやりたくない。叔父上が〝聖堂〟をお渡わたしくださり、以後、妙みような真ま似ねをなさらないと約束してくださるなら、今回の一件は妾の胸の裡うちに収めておくつもりです。この手紙も叔父上にお渡しいたします」

「それはありがたい話だな。感謝に言葉もない」

　ハンドライトの明かりに照らされた娘むすめの頰ほおが緊きん張ちように強こわ張ばっているのを観察しながら、ボレスラフはわざとらしく笑ってみせた。飛びかかって便箋をひったくってやりたいという衝しよう動どうを抑おさえつつ、少女の側そばに控ひかえる神父たちに顎あごをしゃくる。

「だが、取引の前に一つ、聞かせて欲しい……その者たちは何者かね？　お前の友人にしては、いささか歳としを食っているように見えるが？」

「彼らは今日、知り合ったばかりの者たちです」

　傍らの巨きよ漢かんを見上げると、リブシェはやや緊張を弛ゆるめたようだった。どこか彼らのことを自じ慢まんするように、紹しよう介かいする。

「一方的に騒さわぎに巻き込んでしまったにも拘らず、力を貸してくれました。感謝しております」

「つまりは、行きずりの関係で、背後の組織や計画性などはないということか……いや、それが聞きたかったんだ」

　勝ち誇ほこったような響ひびきがボレスラフの声に混じった。と同時に、あたりを眩い光が照らし出す──巨漢の掲げるハンドライトなどおよそ問題にならぬ光の源は、闘コロ技ツセ場オの観客席に据すえ付けられたサーチライトだ。ライトの周囲に次々に立ち上がったのは、いずれも手に手にライフルを構えた黒服たちである。

「お、叔父上、これはどういうことです!?」

「私が、お前のような子供とまともに取引すると本気で思っていたのかね、我が姪よ？」

　反射的に後ずさった誘ゆう拐かい犯はんと姪を冷たく見据えたまま、ボレスラフは唇くちびるを三日月の形に割った。

「あるいは兄オタカルあたりがお前を使って私を挑ちよう発はつしているのかもしれない。その神父どもは兄の手先かも──その恐おそれがあったから、話をあわせてやっていただけだ。だが、ただの神父なら遠えん慮りよは無用だな」

「で、では、最初から妾を欺あざむくつもりで……卑ひ怯きような！」

　自分たちに向けられたライフルの群れを見上げて、少女は呻うめいた。その傍かたわら、銀髪の神父が情けない顔で咽むせび泣く。

「もうダメだぁ～！　こ、公女殿下、降参しましょう！　いま謝れば、罰ばつゲームぐらいで許してもらえるかもしれません！」

「お、叔父上、最さい期ごにお聞かせ願いたい……」

　錯さく乱らんしている神父と違ちがって、公女は冷静に現実を認めたようだった。銃じゆう口こうを前にがっくり肩かたを落とすと、観念したように両手を掲げる。

「その〝聖堂〟の秘密とは何なのですか!?　あなたが仕し掛かけられた罠わなとはいったい!?」

「ふん、ソフィアの手紙とやらは、やはりハッタリだったのだな……まあいい。最期のたむけに教えてやろう」

　姪の握にぎった便箋に目を走らせ、ボレスラフは鼻を鳴らした。絶対的な優位にあるという余よ裕ゆうが、つい口を軽くさせる。

「別にたいしたものではないさ。〝聖堂〟の台座にちょっとした機械を仕掛けたのだ……小型で高性能の盗とう聴ちよう器きをな」

「盗聴器？」

　訝いぶかしむようにリブシェは首を傾かしげた。法王宮には盗聴対策も施ほどこされているはずだ。そんなものを仕掛けても果たして役に立つものだろうか？　いやそもそも、そんなことをして叔父になんのメリットがある？

「ああ、確かに盗聴器など仕掛けたところで、ろくな役には立つまい。だが、その盗聴器は不幸なことに、献けん上じようした直後に壊こわれてしまい、ある種の電波を垂れ流すようになるのだ……教ヴア皇チカ庁ンの者たちにすぐに感知されてしまう電波をな」

「……つまり、わざと盗聴器を発見させるってことか？」

　ようやく話が繫つながった──そんな顔で片かた眉まゆをあげたのはリブシェの傍らにあった巨漢だ。いかにも不ふ機き嫌げんげに唸うなる。

「献上品に盗聴器が仕掛けられてたなんてことになれば、これは国際的なスキャンダルだ……ボヘミア公はただじゃすまねえな」

「そのとおり。おそらく兄は退位して、新しい公位は娘に継けい承しようされることになるだろう……だが、あまりに幼い公女殿下には、信用できる摂せつ政しようが必要だ。つまり、私だな」

　巨漢の指し摘てきを引き取り、ボレスラフはまじめくさって頷うなずいた。だが、悔くやしげな姪めいの顔に目をやると、一転、こみあげてきた笑いに唇を吊つり上げる。

「しかしリブシェ、こうして君が〝誘拐〟されてくれたお陰かげで、余計な手間が省けることになった。もし君がいなくなれば、第一公位継承者はこの私だ。摂政も悪くないが、どうせだったら〝公こう爵しやく閣下〟と呼ばれてみたいじゃないか？」

「──発はつ砲ぽう用意」

　心ここ地ちよさげに葉巻を銜くわえたボレスラフの隣となりで、テレザが手を掲かかげた。自分の日ひ傘がさは公女に向け、黒服たちに射しや撃げき姿勢をとらせる。

「人質はすでに殺されており、我々は交戦の末に犯人を射殺した──兄上にはそう報告するとしよう。では、さようならだ、我が姪よ」

「撃うて！」

　侍じ女じよ頭がしらの命令に、大きな爆ばく音おんが連続した。

　だが、それはライフルの銃声ではない。黒服たちがトリガーを絞しぼる直前、彼らの立っていた観客席が前まえ触ぶれもなく爆発したのだ。

「なっ!?」

　思わず振ふり返ったボレスラフの目に映ったのは、巨大な火柱だ。風に混じった刺し激げき臭しゆうは、プラスチック爆ばく弾だんに使用されるアンモニアの残ざん滓しである。衝しよう撃げきで崩ほう落らくした観客席に、あれほど頼たのもしく銃口を光らせていた黒服たちの姿はない──一人残らず、大穴に落ちていったらしい。

「く、くそっ……！」

「おっと、あなたは動かないでください！」

　咄とつ嗟さに日傘を公女に向けようとしていた侍女頭を銀ぎん髪ぱつの神父が制止した。そのときには魔ま法ほうのように現れた旧パーカ式ツシ回ヨン転・リ拳ボル銃バーからほとばしった火線が、正確に相手の凶きよう器きだけを弾はじき飛ばしている。

「……罠にかかったのはあなただ、叔お父じ上うえ」

　狼ろう狽ばいに声もない叔父とは対照的に、姪の声はいっそ沈ちん鬱うつなほど落ち着いていた。傍らの大男が差し出したオルゴールほどのサイズの録音機を受け取りながら、憮ぶ然ぜんとした声で指摘する。

「確かにソフィアの手紙の件はハッタリだ。だが、妾わらわが動けばあなたも動く。妾を殺すためにな……それを押さえれば、盗聴器などとは比べものにならぬ確実な反逆罪の証しよう拠ことなる」

「は、図ったな、リブシェ！　最初から、貴様、自分を囮おとりに!?」

　姪を睨にらむ叔父の顔が憎ぞう悪おと嫌けん悪おに歪ゆがんだ。

　最悪、盗聴器の件が兄に知られるようなことがあっても、ボレスラフにはそれをごまかす自信があった。なんといっても彼が仕掛けたという証拠はないのだ──だが、公女を殺そうとしたことが明るみに出れば、言い訳のしようがない！

「くっ、こうなったら、せめてお前だけでも──」

「やめときな、オッサン……下手に動くと怪け我がするぜ」

　仕込み銃じゆうを掲げかけたボレスラフの動きを制したのは巨漢のダミ声である。手に握り込んだスイッチをちらつかせながら、レオンは歯嚙みする公弟にドスを利きかせた声で忠告した。

「あんたの足あし下もとには爆弾を仕掛けてある……それ以上動いたら、ドカンだ」

「くっ……」

　足下、周囲と明らかに色の違う土を見下ろし、公弟は呻いた。歯嚙みしながら、得物を下ろす。

「終わったな……」

　一方、肩かたを落とした叔父とその隣で傷ついた手を抱だいて呻うめいている侍女頭を見やったリブシェの目に勝ち誇ほこる色はなかった。嫌きらいな宿題をようやく片づけた──そんな顔でため息をつく。

　いろいろあったが、とにかくこれでもう父は安心だ。あとは叔父を拘こう束そくして、〝聖堂〟から盗とう聴ちよう器きを取り外せばいいだけの話である。

　だが、リブシェは安あん堵どとともに一いち抹まつの寂さびしさをも感じていた──結局、最初から最後まで、父が自分を捜さがしてくれるということはなかったのだ。

「……よう、お疲つかれさん」

　賭かけに勝ったにも拘かかわらず、寂しそうにため息をついていた少女の肩を大きな手が叩たたいた。振り返れば、僧衣の巨きよ漢かんが不敵な笑え顔がおでこちらを見下ろしている。

「無事に済んだな、お嬢じようちゃん……これで、パパのところに戻もどれるぜ」

「……ありがとう、ガルシア」

〝聖堂〟の入ったアタッシェケースを巨漢の手から受け取りながら、リブシェは慌あわてて表情を改めた。なんとか虚きよ勢せいを張って、笑ってみせる。

「そなたにもいろいろ苦労をかけたな。感謝する。だが、これでもう、父上は安全だ。あとはこの騒さわぎの後始末を──」

「くっ……くははははっ！」

　横合いからあがった笑声は、あからさまな悪意と侮ぶ蔑べつを含ふくんでいた。リブシェは口を噤つぐむと、謝辞を遮さえぎった相手に鋭するどい目を向けた。

「……何がおかしいのですか、叔父上？」

「いいや、おかしくはない……ただ、リブシェ、お前があまりに不ふ憫びんでな」

　笑いを収めると、ボレスラフはまじめくさって首を振ってみせた。だが、神しん妙みようげに閉じた唇くちびるの端はしには、依い然ぜん、毒々しい嗤し笑しようが貼はり付いている。

「お前、父親のためにこれだけ危ない橋を渡ったんだろう？　いやあ、たいした孝行娘むすめだ。兄上が羨うらやましいよ……だが兄上のほうはどうかな？」

「どうかな、と申されますと？」

「娘が父を想おもうほど、父は娘を思っているかということさ……兄上は、お前のことを嫌ってるんだ」

　さりげなく、しかし、確かな悪意をこめて、叔父は姪めいに爆弾を投げつけた。思わず頰ほおを強こわ張ばらせた少女を下目遣づかいに見やってせせら笑う。

「元々、あの男は男の子が欲しかったんだ。公位を継つがせるためにな。ところが体の弱かったお前の母は医者から子供が産めるのは一人だけと宣告されていた。だから妻が懐かい妊にんしたとき、兄上はわざわざ男児が生まれるよう祈き願がんのミサを開いたほどさ……だが、生まれてきたのは娘だった」

「…………」

　初めて聞く話にリブシェは口を挟はさむことも忘れていた。いつの間にか、叔父のステッキがそろそろと持ち上がり始めていることにも気づかず、固かた唾ずを吞のむ──そんな公女に、公弟はさらなる毒を注ぎ込んだ。

「兄上は、確かにお前のことを嫌ってる──娘が誘ゆう拐かいされたっていうのに、俺や教皇庁の連中に捜そう査さを任せっきりというのが、そのなによりの証拠じゃないかね？」

「う……噓うそだ！」

　甲かん高だかい声が少女の唇からほとばしった──いくらおとなびているとはいえ、十歳の娘に注ぎ込まれた毒は耐たえ難がたいものだったのだ。挑ちよう発はつに我を忘れて、進み出ようとする。

「噓だ！　噓だ、叔父上！　あなたは噓をついている！」

「馬ば鹿か、近寄るな！」

　その細い肩を、素す早ばやく伸のびた巨漢の手が捉とらえた。なおも喚わめこうとする少女を落ち着かせるべく、何か口にしようとする──だが、その瞬しゆん間かん、彼の指が握にぎり込んでいたスイッチから離はなれたのを、敵手は見み逃のがさなかった。

「いまだ──死ね、リブシェ！」

　電光の素早さでステッキが持ち上がったとき、その照準は少女の眉み間けんを捉えている。次の瞬間、弾だん丸がんは確かに彼女の額を抉えぐったかに見えた──

「ぐうっ！」

「ガ、ガルシア!?」

　瞬前、少女を突つき飛ばしたレオンの喉のどからくぐもった声がこぼれた。肩を撃うち抜ぬかれ、横転したその指の間から、スイッチがこぼれ落ちる。

「いけない……レオンさん！　リブシェさん！」

　うずくまったままのテレザを拘束しようとしていたアベルが咄とつ嗟さに銃じゆう口こうを掲かかげるが間に合わない。ステッキを旋せん回かいさせたボレスラフは、倒たおれた巨漢にとりすがる少女の心臓に再度狙ねらいを定める──だが、結局その引き金が引かれることはなかった。

「──ぐおっ！」

　悲鳴をあげたのは、ステッキを取り落としたボレスラフ自身だ。血のふきこぼれる右手を押さえて、よろめくように後ずさる。

　いったい、何が起こったのか？

　肩を押さえて呻いているレオンの傍かたわら、リブシェは呆ぼう然ぜんと顔をあげた。直後その視界に硝しよう煙えんをあげる拳けん銃じゆうを持った人ひと影かげを捉えて呻く。

「あ、あなたは……!?」

「……無事か、リブシェ？」

　地味なスーツを纏まとったその男は、ごく無機的な声で少女の安否を確かめた。瘦やせて、いかにも禁欲的な表情は一流企き業ぎようの若き重役を思わせる。だが、その顔を見たリブシェは大きく声を震ふるわせた。

「ち、父上!?　どうしてここに!?」

「──やあ、ご無事でいらっしゃいましたか、公女殿でん下か？」

　娘の声に答えたのは、父ではなかった。黙だまったまま拳銃をおろしたオタカルの背後、闇やみの中から現れた二十名ほどの人影がある。いずれも武装した神父たち──その先頭に立つ中年の紳しん士しは、わずかにアルビオン訛なまりの残るローマ語で丁てい寧ねいに公女の安否を尋たずねた。

「申し訳ありませんね。当方の不ふ手て際ぎわで殿下にご不快な思いをさせてしまったことをまずはお詫わびいたします……ああ、申し遅おくれました私、国務聖省のワーズワース神父と申す者です」

「〝教授〟～、何であなたがこんなところにいるんですかあ？」

　冷ひや汗あせをかいてへたりこんだのは、結局発はつ砲ぽうできなかった旧式回転拳銃を懐ふところに収めたアベルである。駆かけ寄ってきた国務聖省のスタッフにテレザの身を委ゆだねながら唇を尖とがらせる。

「おまけに遅ち刻こくしてきて美お味いしいところだけ持っていってるし……これがどういうことか、事情ぐらいは説明していただけるんでしょうね？」

「いや、話せば長くなるんだがね……実は、僕らも公こう弟てい閣下の動向には目を光らせていたんだ。公こう爵しやくのご依い頼らいでね」

　澄すました顔で笑うと、〝教授〟は地面に落ちていた公弟のステッキを拾い上げた。指し紋もんを消さないよう気をつけながら、傍らに控ひかえる金きん髪ぱつの若い神父に手て渡わたす。

「もう一週間になるかな？　公爵から〝弟に不ふ穏おんな気配があるのでローマ滞たい在ざい中の監かん視しを願いたい〟と内密の要よう請せいをお受けしてね。それで、ずっと見張ってたところだったんだ……ああ、君たちが関わってたことも勿もち論ろん知ってたよ。ただ、下手に連れん絡らくをとると公弟側に察知されるかもしれないと思って放っておいたんだがね」

「一週間前だと？」

　訝いぶかしげに眉まゆをあげたのは、レオンの側そばに跪ひざまずいたままだったリブシェである。不ふ審しんげな目を紳士に向ける。

「そんな前から、叔お父じ上うえを調べていたのか？　それに、父上が捜査協力の依頼をしたとは？」

「……ソフィアが死ぬ前に手紙を送った相手はお前だけではなかったのだ」

　低い声は〝教授〟のものではなかった。それまで沈ちん黙もくしていたボヘミア公はどこか沈ちん鬱うつな表情で公女を見やると、静かに娘むすめの疑問に答えた。

「私のところにも、彼女からの手紙は届いていた……だが、残念ながら、その物証が摑つかめなくてな」

「さよう。しかし本当なら、僕らはもっと早くに決着をつけられたはずだったんですよ」

　言葉少なに口を噤つぐんだ公爵の台詞せりふを引き取って〝教授〟が説明を加えた。ただし、パイプを嚙む声には若干、不満げな響ひびきが潜ひそんでいる。

「たとえば、公弟閣下は横領や収賄などいくつかの犯罪行こう為いに関わっていらっしゃいました。その捜そう査さにかこつけて強制的に身み柄がらを拘こう束そくするとかすれば、もっと早く解決できたんです。そうしなかったのは……ひとえにあなたの身に危険が及およぶ可能性をお父上が案じられたからですよ、公女殿下」

「わ、妾わらわの危険？」

　中年紳士の意外な言葉に、リブシェは目を瞬いた。自分の身を父が案じていたとはどういうことだ？　自分は父に嫌きらわれていたのではなかったのか？

　困こん惑わくする娘の顔色が目に入らないのか、〝教授〟の面めん倒どうくさげな表情は変わらない。しごく事務的に説明を続ける。

「つまりこういうことですよ。一週間前の時点では、まだボヘミア宮きゆう廷ていに潜む公弟派の陣じん容ようが把は握あくできていませんでした。そこで性急に僕らが公弟閣下を拘束した場合、彼らが報復のために公女殿下に危害を加えるかもしれない──公爵閣下の心配はその一点にあったのです」

「ち、父上……」

　相変わらず無ぶ愛あい想そうに沈黙している父親を見上げて、リブシェは顔をしかめた。どんな表情をすればいいのか選せん択たくに困り果てたように、言葉を詰つまらせる──そんな公女の背を無骨だが温かい手がそっと押したのはそのときだった。

「行きな、お嬢じようちゃん」

　血が染しみを作っている肩かたを押さえて、レオンは少女にウインクした。不安げな顔を見せる娘に対し、お世せ辞じにも整っているとは言い難がたい顔に笑えみを湛たたえて頷うなずいてみせる。
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「だいじょうぶだ──娘のことが嫌いな親なんていねえよ」

「…………」

　不器用に笑った巨きよ漢かんに対し、公女は何か声をかけようとした──が、結局、その言葉は見つからなかったらしい。また、その必要もなかった。

　大きく頷くと、少女は父親のもとに駆け出した。
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「あら？　おはよう、ガルシア神父」

　この朝も、ミラノは快晴だった。

　ちょうど夜シフトを終えて帰宅しようとしていたところだったらしい。まだ若い看護師長はナースステーションの前に現れた紙かみ袋ぶくろの山に目を止めると、愛想のいい笑顔を見せた。

「今日はずいぶんと早いのね。始発で来たの？」

「いや、飛行船っす。こっちに来る仲間がいたもんで便乗させてもらいました」

　紙袋の山──正確には山のような紙袋を抱かかえた大男は、はにかむような笑みを返した。それから、この豪ごう放ほう磊らい落らくを絵に描かいたような男にしては珍めずらしくダミ声をひそめて尋たずねる。

「そんなことより、師長さん。娘の様子はどんなです？」

「ファナちゃん？　ああ、今朝はずいぶんと調子がいいみたいよ」

　借りてきた猫ねこみたいな顔で廊ろう下かの奥を窺うかがっている大男の何が微笑ほほえましいのか、優やさしい笑みを溜ためて師長は頷いた。一番奥の病室──ここ聖アンブロシウス総合病院でも、特に難病の子供が収容されている特別室を視線で示す。

「早く行っておあげなさいな。きっと首を長くして待ってるわよ」

「はあ……」

　促うながされたにも拘かかわらず、大男は妙みように躊ちゆう躇ちよしている様子だった。きれいに梱こん包ぽうされてリボンがかかった荷物の間から、恐おそる恐る廊下の奥を窺っている。そんな大男の顔を師長は不思議そうに見上げた。

「どうかしたの、ガルシア神父？　娘さんに会いたくないの？」

「いや、そんなわけじゃないですがね。ただ、今朝はちょっと顔をあわせづらくて。本当は、昨日の間にこっちに来てるはずだったのが、ちょいとヤボ用で遅ち刻こくしちまった……ファナの奴やつ、怒おこってねえかな？」

「……まあ、あなた、そんなこと心配してたの？」

　大男の怯おびえた様がよほど面おも白しろかったらしい。口元に手をあてると、師長はひとしきりころころと笑った。それから、不ふ甲が斐いない息むす子こでも励はげますように相手の背中をぴしゃりと叩たたく。

「くだらないこと言ってる暇ひまがあったら、とっとと行っておあげなさい。ファナちゃん、ずっとパパを待ってたんだから」

「はあ……」

　どやしつけられた大男の方はまだ不安げな様子だったが、重ねて促されてようやく決意したらしい。目指す扉とびらまでなんとか足を運ぶ。だが、扉の前で拳こぶしをあげたまま、なかなかノックしようとしない。

「……だいじょうぶよ、ガルシア神父」

　なお躊躇ためらう大男の背中に、師長は明るい声をかけた。

「親のことが嫌いな子供なんて、この世にいるもんですか」

「…………」

　苦笑すると、大男はかすかに会え釈しやくを返したようだった。ようやく覚かく悟ごを決めたように、扉を叩く。その途と端たん、

「……パパ？」

　柔やわらかい子供の声とともに、軽やかな足音が扉に向けて駆かけ寄ってきた。


ＲＯＭＡＮ　ＨＯＬＹＤＡＹ（完）





















──狡知ある者、強き城にのぼり、

その堅く頼むところを倒す。

（箴言二十一章二十二節）






　包帯に圧あつ迫ぱくされた肩かたが鋭するどい痛みを発した。傷は意外に深かったらしい。危うくこぼしかけた悲鳴を、麗れい人じんは歯を食いしばって耐たえた。

「す、すいません、カテリーナさん！　い、痛かったですよね？　ごめんなさい」

「だいじょうぶよ、アベル……心配しないで続けて」

　狼ろう狽ばいしている神父に、カテリーナはぎこちない笑えみを送った。もっとも、その言葉を裏切るように、美び貌ぼうは血の気なく青ざめてしまっている。

　それはひとつには、この喫きつ茶さ室しつの気温が低すぎたせいかもしれない。ここ、代々のミラノ公が居きよ城じようとするスフカステルォル・スフツァオルツ城エスコには全館に暖だん房ぼうが入っていたが、喫茶室のある東ひがし棟とうは今夜のパーティーには使用されなかったため、火が入れられていなかったのだ。そんなところに、華はなやかな衣い装しようとはいえ薄うす手でのパーティードレス一枚きりでいては、カテリーナならずとも、一月の夜気の寒さに震ふるえざるを得なかったろう。といって、いまの状じよう況きようで暖だん炉ろに火など入れるのは自殺行こう為いだ。

「あ、これを上から羽織ってください……少しは暖かくなると思いますよ」

　寒さに震える上司を見かねたのか、神父が着ていたケープを差し出した。気休め程度だが、ないよりはましだろう。礼を言って受け取ると、カテリーナは薄いケープを包帯が巻かれた肩に羽織った。瘦やせて見えるアベルのものでも、男物のケープは彼女には大きい。開いた前を銀のブローチ止めで止めながら、カテリーナは苦い表情で呟つぶやいた。

「それにしても、衛兵たちは何をやっているのかしら？　やすやすと敵に入り込まれたばかりか、銃じゆう声せいにも反応せず……まさか、まだ襲しゆう撃げきに気づいていないの？」

「いや、それはないと思います。実は、大広間に向かう途と中ちゆうで衛兵さんたちの詰つめ所しよに寄ってきたんですが……」

　アベルはことさら表情を消しているようだった。やや血の気の薄い顔を左右に振ふる。

「先にあちらが制圧されたらしいですね。その、中はずいぶんと酷ひどいことになっていました」

「……衛兵が全ぜん滅めつ？」

　トラックから脱だつ出しゆつするときに窓ガラスで引っかけた鉤かぎ裂ざきを摘つまみ上げながら、カテリーナは剃刀かみそり色の瞳ひとみを鋭く動かした。目前にすべての元げん凶きようがいるかのように冷たい声になって尋たずねる。

「じゃあ、救きゆう援えんは期待できないということ？」

「い、いや、そうでもありません。実は、先にロレッタさんを脱出させました」

　霜しもの張ったような上司の声音に、自分が糾きゆう弾だんされたと思ったのか、神父は慌あわてて台詞せりふを継ついだ。しどろもどろに手を振りながら、言い訳する。

「彼女が救援を手配してくれるはずです。警察程度でどうこうできる相手とは思えませんが、幸い、外にはレオンさんがいます……それに確か、夜半にはケイトさんがトレス君を連れて空港に到とう着ちやくする予定でしたよね？　彼らが駆かけつけてくれれば、勝ち目はあります」

「シスター・ロレッタを外に？　どうやって？」

　俄にわかには信じ難がたげにカテリーナは片かた眉まゆをあげた。

　このスフォルツァ城は、彼女の戸こ籍せき上の父親であるジョヴァンニ・スフォルツァ──先代ミラノ公が買い調えた遺ロスト失テク技ノロ術ジーが護まもる電子の要よう塞さいだ。いったん閉へい鎖さモードに入れば、すべての出入口は電磁的にロックされ、外からの侵しん入にゆうも内からの脱出も不可能になるはずだが？

「いや、私もついさっきまで知らなかったんですけどね、実はこの城、秘密の抜ぬけ道があるんですよ。ほら、中庭の噴ふん水すい……あそこに給水している水路を通れば、外に出ることができるらしいんです。いわゆる、警備上の欠陥あなってやつですかね」

　ことさら冗じよう談だんめかして告白すると、アベルは上司に手を差し伸べた。壊こわれ物でも扱あつかうように優やさしく立ち上がらせながら、しごくお気楽な調子で告げる。

「というわけで、その抜け道までご案内します。外に出られたら、すぐに警察の方へ行ってください。ここは私がなんとか時間を稼かせいでますから」

「〝時間を稼ぐ〟ですって？　まさかアベル、あなた、ここに残るつもりなの？」

　部下の発言に、立ち上がったカテリーナは眉をひそめた。心外と言わんばかりに首を振る。

「いま、この城は完全に占せん拠きよされているのよ。もう、あなた一人でどうこうできる状況じゃないわ」

「ええ、重々、承知してます。でも……」

　懐ふところの旧パーカ式ツシ回ヨン転・リ拳ボル銃バーを取り出しながらも、アベルは神しん妙みような顔で頷うなずいた。装そう塡てんされた銃じゆう弾だんを確かく認にんすると、ことさら平然と付け加える。

「カテリーナさんが城外に逃にげてしまったと知ったら、敵が人質を殺してしまうかもしれないじゃないですか。でも私が残って騒さわげば、連中はカテリーナさんもまだ城内にいると思いこむでしょう……その間になんとか外に逃げて、救援を手配してください」

「……それはだめよ、アベル」

　カテリーナは、部下の進言をすげなく却きやつ下かした。

　アベルの言うところはおそらく正しい。このまま自分たちだけ外に脱出すれば、慌てた敵は百人からの人質を皆みな殺ごろしにしてしまうかもしれない。残された者のことを思えば、自分の脱出を悟さとられるのはまずい──だが、カテリーナは冷たく首を振った。

「それだと、あなたの負担が大きすぎるわ。あなたも一いつ緒しよに来なさい。とにかくいったん外に出るのです。人質の救出はそれから考えましょう」

「いや、しかしですね、カテリーナさん。私が時間を稼がないと、人質が……」

「あの人質たちに、あなたが犠ぎ牲せいになってまで救うほどの価値はありません」

　困ったような顔の部下に、〝鉄の女〟は表情を消した美び貌ぼうを向けた。事務仕事でも命じるようなそっけなさで補足する。

「確かに、今夜の来らい賓ひんたちはいずれも私の有力な後こう援えん者しやです。でも、それだけのこと──取り替かえはいくらでも利ききます。だけど、あなたはそうはいかないのよ、アベル」

「…………」

　長身の神父は困こん惑わくしたように黙だまり込んでしまっている。

　頭一つ高いところにあるその顔に向かって──初めて会った頃ころは、遥はるかに高いところにあったはずのその顔に向かって、カテリーナはことさら感情を抑おさえた声で命じた。

「この際、人質たちのことは考えないことにしましょう。彼らのために、あなたまで失うリスクを冒おかすわけにはいかないわ」

「……でも、カテリーナさん、私にはその義務があるんです」

　困ったふうに頭を搔かくと、アベルは訴うつたえるような顔で麗れい人じんを見下ろした。十年前のあのときとそっくり、王おう冠かんにも似た銀ぎん髪ぱつの下で、冬の湖を思わせる青い瞳が揺ゆれている──十年前と唯ゆい一いつ変わっているのは、あの日そこに映っていた幼い少女が、娘むすめを経て、﨟ろうたけた美女へと成長していたことぐらいだろうか。その目を瞬しばたたきながら不器用に言葉を紡つむぐ。

「私は人間を助けなくちゃいけない……人質を見捨てるわけにはいかないんです」

「見捨てるとは言っていません。ただ、より危険の少ない方法を選ぼうと言っているのです」

　返答は予想していたとおりのものだったから、麗人はごく落ち着いて反はん駁ばくした。単なる気休め──あるいは自己欺ぎ瞞まんにあたう限りの説得力を持たせるべく、ことさら超ちよう然ぜんとした表情を作る。

「あなたが言ったように、城外にはガルシア神父がいます。それにあと数時間もすれば、〝ガンスリンガー〟と〝アイアンメイデン〟がミラノ空港に到着するはずです。彼らと合流して、奴やつらを──新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁ーンの残党どもを一いつ掃そうしましょう」

「〝新教皇庁の残党〟……いや、それなんですがね、カテリーナさん」

　急に告げておかねばならないことを思い出したように、アベルは表情を改めた。声音をひそめて上司に囁ささやく。

「あの連中、新教皇庁の人たちなんかじゃありませんよ。連中のリーダーには見覚えがあります。先日、エストニアで彼を見ました。あれは確かに〝騎士団オルデン〟のメンバーです。そう確か、〝毒竜バズイの王リスク〟とか呼ばれていた長生種メトセラです」

「〝騎士団〟!?　しかも吸ヴア血ンパ鬼イアですって!?」

　カテリーナは顔を強こわ張ばらせた。

〝騎士団〟──あの忌いまわしいテロリストどもが、いったい何の目的でこの城に入り込んだというのか。それもパーティーの最中を襲しゆう撃げきするという荒っぽい手口は、あの狡猾な悪霊どもには妙に似つかわしくない。

「それは確かなの、アベル？　〝剣つるぎの館〟ならともかく、このスフォルツァ城に奴らが狙ねらうようなものは何もないわ……何かの間ま違ちがいじゃない？」

「いえ、間違いありません。あの男は確かに……うん？」

「……どうしたの？」

　カテリーナが不ふ審しんげな声をかけたのは、黙ってしまった部下に台詞せりふの先を促うながしたわけではない。急に何かに気づいたように頭をもたげたアベルが、身を翻ひるがえして戸口に貼はり付いたのだ。

「どうしたのです、アベル？」

「しっ！　いま、人の気配がしました……」

　薄うすく開いた隙すき間まに目を押し当てながら、神父は押し殺した声で囁いた。そのときには、こちらに近づいてくる複数の足音が、カテリーナの耳にも届いている。

「……まさか、奴ら!?」

「いや、連中じゃないみたいです……」

　廊ろう下かの角を曲がって現れた一群の人ひと影かげを認めて、アベルの声から急に緊きん張ちようの色が薄れた。怯おびえきった目で左右を見回しながら、こちらに向かってくるのは、いずれもくたびれた燕えん尾び服ふく姿の男たち──今夜、このスフォルツァ城のパーティーに招かれていた客たちである。

「よかった！　みんな、無事だったんですね！」

「──お待ちなさい、アベル！」

　何か様子がおかしい──男たちを観察したカテリーナはすぐに違い和わ感かんの源を見み出いだした。男たちの全員が、なぜか太い首輪を首に嵌はめている。ネクタイなどではない。猟りよう犬けんが嵌めるような革かわ製の輪に、細いアンテナがくっついたあれは何だ？

「アベル、待って！　彼らは──」

　カテリーナはアベルを制止しようとしたが、それも一いつ瞬しゆん遅おそかった。勢いよく扉とびらを開いた神父は喫きつ茶さ室しつを飛び出すと、一目散に男たちのもとに駆かけ寄っている。

「皆みなさん、こっち！　こっちです！　よかった、ご無事で……」

　一方、突とつ然ぜん出現した神父の姿に男たちも驚おどろいたらしい。一瞬、はっと顔を上げたが、次の瞬間、その怯えたような瞳ひとみに浮うかんだ凶きよう暴ぼうな光をカテリーナは見み逃のがさなかった。そして、男たちがいっせいに挙げた手に握にぎられた黒い輝き、あれは──

「駄だ目め、アベル！　そいつらに近づかないで！」

「……え？」

　カテリーナの制止と、アベルが立ち止まったのはどちらが早かったか。

　自分に向けられた殺意に神父が驚いたような顔になった刹せつ那な、男たちの掲かかげた銃じゆう口こうがいっせいに轟ごう音おんを放った──




　……かくて、時間ときは三時間ほど遡さかのぼる。
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「それにしても、何事もなく裁判が終わってようございましたな、ミラノ公。あなたがあのままメディチに冤えん罪ざいを着せられておれば、我ら一同、いまごろは嘆なげきの淵ふちに立たされておるところでした……濡ぬれ衣ぎぬが晴れて、本当によかった」

「ええ。それもひとえに、神の恩おん寵ちようとここにおられる皆さまのお陰かげですわ、ロレンツォ卿きよう」

　脂あぶらぎった顔、瘦やせた顔、老いさらばえた顔……容姿や年ねん齢れいは様々ながら、喫茶室のソファを占しめた十名ほどの男たちは、いずれも口には女主人の無事を言こと祝ほぎつつも、表情はどこか尊大なものを湛たたえて紫し煙えんをくゆらせている。

　そんな彼らを主座から眺ながめ、シックなパーティードレスを纏まとうカテリーナ・スフォルツァは非の打ち所のない微び笑しようを美び貌ぼうに拵こしらえた。強いニコチンの香かおりにともすれば咳せきこみたくなるのを堪こらえながら、口元だけは婉えん然ぜんと綻ほころばせてみせる。

「皆さまが裏から圧力をおかけくださったからこそ、異母兄あにも異い端たん審しん問もんにあれほど手間取ったのです。衷ちゆう心しんより、感謝申し上げますわ」

「いやいや、すべては、日ひ頃ごろ、猊げい下かに賜たまわりしご寵ちよう愛あいに報いんと思ったまでのこと。恩を売ったつもりなどこれっぽっちもございませぬ。お礼など仰おつしやられては、かえって恐きよう縮しゆくというものですわい」

　太たい鼓こ腹ばらを盛大に揺ゆすって笑っている六十がらみの初老の男はロレンツォ・ヴィスコンティ。ここミラノでも最大のグループ企き業ぎようを統とう括かつするヴィスコンティ家の家長だ。聖書から戦車にいたるまで、実に様々な物資を教会に納入しているこの企業家は、また同時にスフォルツァ枢すう機き卿きように対する献けん金きんリストのトップを占める人物でもある。そんなミラノ屈くつ指しの大だい富ふ豪ごうの言葉を、彼の隣となりに座を占めていた老人──ロンバルディア州医師協会会長のコジモ・アヴェラルドが大きく頷うなずいて肯こう定ていした。

「まったく、ヴィスコンティ殿どののおっしゃるとおり。なにしろ、猊下には我らの正当なる権益を護まもっていただいておるのですからな。もし猊下なくば、いまごろはメディチ枢機卿の理り不ふ尽じんな圧力で多大の損害を受けておりましたこと疑いない」

「さようさよう。なにしろメディチめときたら、従来の慣行や序列を無視しおって顧かえりみぬ！　皆みな様さま、お聞きか？　先月、彼奴きやつが打ち出しおった金きん融ゆう制度改革案が、これまたひどいものでしてな」

　リベートや脱だつ税ぜい疑ぎ惑わくで常にマスコミを賑にぎわせている医学界のドンに賛意を表したのは、それまで女主人の長い脚あしに好色な視線を送っていた中年男──ここミラノ最大の銀行であるストロバンコツィ・スト銀行ロツイ頭取のジョヴァンニ・ストロツィだ。カテリーナの政治資金の〝洗ロンダ濯リング〟を一手に引き受けている銀行家は卑ひ屈くつと倨きよ傲ごうが微び妙みように入り混じった表情で、女主人の美貌を上うわ目め遣づかいに見上げた。

「なんでも、我々が行う融ゆう資しに対して監かん視し委員会を設けるとかいう話でしてな……本人は改革者気取りらしいが、とんでもない！　あんなひどい法案が通った日には私の銀行は破産してしまう。ここはひとつ、スフォルツァ猊下には悪法を潰つぶすために頑がん張ばっていただかねば」

「おまかせください、ストロツィ殿。すでに枢機卿会議には根回ししております。そうですね、来週にはその法案は廃はい案あんになると思いますわ」

　情実融資と中小企業からの貸し剝はがしで悪名高い銀行家に頼たのもしく請うけ合いながら、カテリーナは内心、嘔おう吐と感かんにも似たものを味わっていた。

　窓の外の景色──暮れなずむ冬空の下、ここスフォルツァ城付きの侍じ女じよたちが、中庭のガス灯に火を入れて廻まわっているのを見下ろしつつ、誰だれにも気づかれぬようため息をつく。

（くだらない連中……本当に、くだらないわ）

　目の前の男たちは、今夜、カテリーナが催もよおしたパーティーに招かれた客人だった。

　いずれも各界に権益を有する企業家や官かん僚りよう、高級聖職者である彼らは、フランチェスコをはじめとする改革派の若手枢機卿たちからは〝抵てい抗こう勢力〟として敵視されている者たちだ。そしてまた彼らこそが、カテリーナの聖界における発言力を政治面と金銭面から支える後こう援えん者しやたちでもある。

　女で、しかも庶しよ子し──およそ聖界で栄達を遂とげるためには最も不利な条件であろう。そんなハンデを背負うカテリーナをこの若さで教会のトップにまで押し上げたのは、無論、彼女自身の知力と努力にも因よるが、それと同等、いやそれ以上に彼らの汚れた手の後押しに負うところが大きい。多額の献金、情報、人脈……これらの一つとして欠けても、彼女の権勢は保もつまい。いかに学識があろうと、高い知性を証明してみせようと、そんなものは政治的地位を保たもつうえでは何の役にも立たない。それを保たせるのは、ひとえに力の存在である──たとえそれが、どれほど汚れた力であろうとも。

（とすれば、一番くだらないのは結局この私かしら）

　青闇に沈しずんだ中庭は、今夜は臨時の駐ちゆう車しや場じようとして使用されていた。そこには、いましも大きなトラックが二台入ってきたところだ。今夜のパーティーにはトリノから室内オーケストラを招いていたが、たぶん彼らだろう。トラックから降りてきた燕えん尾び服ふくの男女が大きな楽器ケースを下ろしている。それを眺めるふりをしながら、麗れい人じんは窓ガラスに映っている白い美貌に疲つかれた視線を送った。

　こんなにも汚れてしまった自分を、彼女のために死んだ部下たちが見たらなんと言ったろう？　いや、生きている者たちは、彼女のことをどう思っているのだろうか……

「やっ、どもー、カテリーナさん♪」

　昏くらい想おもいに浸ひたっていたカテリーナの魂たましいを掬すくいあげたのは、およそ緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない声だった。

　振ふり返れば、両手に旅行鞄かばんを提げた背の高い影かげが、小こ柄がらな尼に僧そうに案内されて喫きつ茶さ室しつに入ってきたところだ。もっとも、お気楽に挨あい拶さつした直後に先客の存在に気づいたらしく、長身の神父は慌あわてて手をおろすと、ばつ悪げに肩かたをすぼめた。

「ややっ、すみません。お客さんでしたか？」

「いいのですよ、ナイトロード神父。ちょうどお話は終わったところですから……皆みなさま、本当に今こ宵よいのご来訪ありがとうございました」

　ちょうどいい按配だ。恐縮したように首をすくめているアベルと彼を駅から案内してきたシスター・ロレッタに軽く頷いてみせると、カテリーナは再び来客たちに向き直った。

「今回、皆さまに賜たまわったご尽じん力りよくへの感謝の印として、今宵はささやかな宴うたげを用意させていただきました。楽しんでいっていただけると幸いですわ……そろそろ準備もできた頃かと思います。ご足労ですが、大広間のほうへ。私も後ほど参りますので」

「さようか。では、また後刻」

　頷いた客人たちは促うながされるままに席を立った。扉とびらの側そばでえへらえへらと笑っているみすぼらしい神父に胡う乱ろんげな、あるいはあからさまに軽けい侮ぶしきった視線を向けつつ部屋を出てゆく。その姿が消え、万事に気の廻るロレッタが扉を閉めると、ようやくカテリーナは二人を傍かたわらに差し招いた。

「こちらにお掛かけなさい、二人とも……神父アベル、ミラノに到とう着ちやくするのは明日になると聞いていましたが、意外に早かったのね。例のボヘミア公家のお家騒そう動どうは片づいたのですか？」

「ええ。といっても、面めん倒どうくさい書類仕事は全部〝教授〟に押しつけてきちゃったんですがね」

　卓たく上じようには、すでに温ぬるくなったティーカップと来らい賓ひんたちが手を付けなかったお茶受が並んでいる。目め敏ざとく茶ちや菓が子しに手を伸のばしながら、アベルはほやっと笑った。

「そういえば、レオンさんも今朝方ミラノこつちに来てるはずですよ。もうお会いになられました？」

「ええ。事件の報告書は彼から受け取りました……今はまだ病院の方じゃないかしら？」

　朝一で上司に面会するや、報告書を投げ渡わたすようにして娘むすめの見み舞まいに行ってしまった巨きよ漢かんの姿を思い出して、カテリーナはくすりと笑った。

「彼には、ここのところずいぶんと働いてもらっていますからね。監かん獄ごくに戻もどる前に、二、三日は羽根を伸ばさせてあげましょう……アベル、あなたもミラノ滞たい在ざい中はおくつろぎなさい。ローマに帰ったら、またしっかり働いてもらいますからね」

「ううっ、そっちのほうが怖いような……下手にお休みすると、そのあとが大変なんだよなあ、この職場。ああ、主よ。私の人生が過重労働で過労死です」

「まあ、なんて罰当たりなことを」

　ぶつぶつと罰当たりなことを呟き始めた神父に、傍らのロレッタが嚙みついた。

「カテリーナさま、ナイトロード神父はお休みしたくないそうです。なら、とっととローマに追い返して仕事をしていただきましょう」

「そうね……いつも仕事仕事で大変だと思ったから、たまにはお休みをと思ったのだけれど、本人が嫌というのを無理にというわけにはいかないわね」

「ちょ、ちょっと待ってください、カテリーナさん！　私、お休みしたくないなんて言ってません！　わーい、休暇バンザーイ。うれしーなー」

　慌てて首を振ると、アベルは世にも情けない顔で両手をあげてみせた。その神父をロレッタが剣吞な目つきで睨みつけている。そんな他愛もない光景に、カテリーナは目を細めた。

　そういえば、昔はよくこんなふうに彼のことをからかったものだ。

　まだ出会ったばかりの彼は感情をコントロールする力も、それを表現する術も持っていなかった。そんな彼に一からすべてを教えるのは大変な作業だったが、いまにして思えば悪くない毎日だった気がする。

　そう、いまこうしてとりとめのない会話を楽しんでいるように、昔は──

「──失礼します、猊下」

　枢すう機き卿きようのささやかな団らんを若々しい男の声が遮ったのはそのときだった。

　室内に入ってきたのは、数人の部下を従えた軍服姿の若者だ。きびきびとした足取りで枢機卿の側まで近寄ると、背筋を伸ばして敬礼する。

「ご歓かん談だん中、失礼いたします。ご宴えん席せきの準備が調いましてございます。どうか、大広間へお越こしくださいませ……おお！」

　ミラノ公家私兵隊の制服を纏まとったその若者は、華はなやかにドレスアップした枢機卿を見るや大きく息を吞のんだ。いかにも感極きわまったと言わんばかりにため息をつくと、忠実な騎き士しのように跪ひざまずく。

「今宵はまた一段とお美しい！　このガレアッツォ、感動に言葉もありません！　その麗うるわしいお姿は往古の女王たちをも凌しのぎ、清らなること聖女たちも及およばず──」

「……ありがとう、ヴィスコンティ大たい尉い」

　完かん璧ぺきなマナーに則のつとって接吻くちづけを施ほどこした若者──ミラノ公こう爵しやく家私兵隊大尉にしてスフォルツァ城警備隊長ガレアッツォ・ヴィスコンティの唇から繊せん手しゆを引きながら、カテリーナは婉えん然ぜんと笑えみ返した。もっとも、その微び笑しようはさきほどアベルに向けていたものに比べると、どこか生気を欠いて、精せい巧こうな造花を思わせる。作り物めいた表情のまま、カテリーナは若者に問い質ただした。

「皆さん、もうお集まりなのですね？　では、私も化け粧しようを直したら、すぐに参りましょう……ああ、そうね。アベル、あなたもいらっしゃい」

　熱い瞳ひとみを燃やしている若者から視線を逸そらし、カテリーナは対面で退たい屈くつそうに鼻をほじっていた神父に声をかけた。

「夕食はまだでしょう？　今夜はパーティーがあるの。よかったら、隅すみで何か摘つまんでいきなさい」

「──ちょ、ちょっとお待ちください、猊下！　この者を宴席に侍はべらせるとおっしゃる？」

　枢機卿の言葉に声をうわずらせたのは、名な残ごり惜おしげにその手を握にぎっていたガレアッツォだ。名門貴族の御おん曹ぞう司しは鼻び孔こうに小指を突つっ込んだままの神父を睨にらみ据すえると、勃ぼつ然ぜんとまくしたてた。

「猊下、お言葉ではありますが、今こ宵よいの宴席はミラノきっての貴き顕けん淑しゆく女じよが集まります高貴な席です。そのようなところに、こんなむさ苦しい者が紛まぎれ込んでは猊下の威い信しんに傷がつきます！」

「ナイトロード神父は私の護衛官です」

　ことさらなんでもないことのように言い捨てたのは、不快感を隠かくすためだ。あえて面倒くさげな表情を作って、カテリーナは警備隊長を窘たしなめた。

「彼には私の個人的な護衛として列席してもらいます。何の問題もないはずだけど？」

「警備には、僕なりに肝かん胆たんを砕くだいたつもりです！」

　ガレアッツォは声を荒あらげた。ヴィスコンティ・コンツェルン会長ロレンツォの甥おいであるこの若者は、スフォルツァ城警備隊長に就任する前にはローマの聖都防衛師団で軍務に就ついていた。もっとも聖都防衛師団は名門の子弟を集めた部隊で、実戦経験皆かい無むな〝人形師団〟なのだが、それでも本人にとっては誇ほこらかな軍歴らしい。プライドを傷つけられたと言わんばかりに憤ふん慨がいしている。

「このような胡う乱ろんな者などおらずとも、猊下は僕がしっかりとお護まもりいたします！　それともカテリーナ様、僕の仕事にご不満がおありとでも!?」

「……あ、私はどこかでおとなしくしておきますよ、カテ……スフォルツァ猊下」

　物知らずと勇気を混同している坊ぼうやを何と叱ったものか──言葉に迷っていた麗れい人じんを救ったのはアベルだった。へらへら頭を搔かきながら立ち上がると、暴言など聞かなかったような顔で欠伸あくびしてみせたのだ。

「ローマから着いたばかりでちょっと疲つかれてます。警備は隊長さんにお任せして、お台所で残り物でもいただいてますよ」

「でも、アベル……」

「いいんですよ」

　脳天気に笑いながら、アベルはやはりこちらも立ち上がったガレアッツォの手を握った。思わず顔をしかめた若者の表情にも気づかないように硬かたい握あく手しゆを交かわす。

「じゃ、ヴィスコンティ隊長、猊下のことはよろしくお願いしますね……あ、そうだ。さっき気づいたんですがね。正門のチェック、あれってちょっと甘過ぎません？　招待客リストに写真が貼はってありませんでしたよ。あれじゃ、万一、別人が紛まぎれ込んじゃってもわからないんじゃないかなあ」

「ふん、プロである我々にアドバイスしてくれるというわけかね？」

　一いつ介かいの平神父ごときが余計な口を挟はさむな──言葉以上に雄ゆう弁べんな目つきで、ガレアッツォはアベルを睨みつけた。

「ご忠告はありがたいんだが、我々はこう見えてもプロでね。テロリストと賓ひん客きやくを間ま違ちがえるなどありえん……猊げい下か、警備態勢は万全です。どうか、大船に乗ったつもりでいらしてください」

「……信用していますよ、ヴィスコンティ隊長」

　胸を張った若者に対し、カテリーナは表情だけは鷹おう揚ように頷うなずいてやった──実際、公平に見ても、ガレアッツォの言葉は大げさなものではない。このスフォルツァ城の警備システムには、先代ミラノ公が趣しゆ味みで発掘サルベ復元ージした遺ロスト失テク技ノロ術ジーがふんだんに使用されており、城内を二十四時間体制で監かん視ししている。さらには、今夜のように大きな催もよおしが開かれる際には、中央警備室の電動コンピユ知性ーターからの指示ですべての出入口を封ふう鎖さして、外部からの侵しん入にゆうを物理的に遮しや断だんすることさえ可能だ──つまり、このスフォルツァ城は城館そのものが一個の巨きよ大だいな電動知性ともいうべき、電子の要よう塞さいなのである。

　でなくば、いくら滅めつ多たに利用せぬ城館とはいえ、ガレアッツォごときに警備を委ゆだねたりはしなかったろう。逆に言えば、彼程度でも責任者が務まるほどに、スフォルツァ城の警備システムは優ゆう秀しゆうであるということだ。ガレアッツォを現職に任じているのは、ひとえにロレンツォをはじめとするミラノの名士たちの歓かん心しんを買うために過ぎぬ。

「それでは、ヴィスコンティ隊長は持ち場に戻もどりなさい。私はもう少ししてから、大広間に行きます……ああ、シスター・ロレッタ、あなたは神父アベルを厨ちゆう房ぼうに連れて行ってあげて」

　大きく開いた胸元を几き帳ちよう面めんに整えながら、カテリーナは尼に僧そうに命じた。頷いたロレッタに続いて、半ばスキップしながら神父が退室してゆくのを見送ると、もう一度窓辺に目を移す。

　時刻は六時を廻まわったばかりであるにも拘かかわらず、冬の陽ひはとっぷりと暮れていた。明るく輝かがやく本館の窓からは、気取った会話とヴァイオリンの調べが風に乗ってかすかに聞こえてきている。

　パーティーといっても、今夜の来らい賓ひんは皆みな、枢すう機き卿きようの権勢を目当てにした政商や政治屋ばかりだ。彼らとの会話など苦痛でしかなかったが、これも他ほかならぬ自分の選んだ道である。

「くだらない……本当にくだらないわ」

　最後にもう一つため息をつくと、カテリーナはドレスの裾すそを摘んで立ち上がった。
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「嗚あ呼あ、いまの私の気持ちをなんと表現すればいいんでしょう……まさにゴージャス？　我が生しよう涯がいに一片の悔くいなし？　とにかくそんな感じです」

　臨時の駐ちゆう車しや場じようとして開放された中庭には、来賓たちの馬車や自動車がずらりと停とまっている。その間を横切りながら、神父はうっとりと目を細めた。

「ああ、あのビーフストロガノフの切れっ端ぱし、おいしかったなあ。それからパイシチューの鍋なべ底ぞこに残ったお焦こげ、香こうばしくて大変に美味でございました。傷みかけたトリュフの欠片かけらはちょっと変わった味がしましたが、あれはあれでまたよし」

「……あの、私、前々から不思議に思ってたんですけど、ナイトロード神父って、どうしていつもそんなにお腹なかを空すかせていらっしゃいますの？」

　厨房にはちゃんとした食事が並んでいたにも拘らず、妙みように残り物ばかり漁あさっていたのは、たぶん貧びん乏ぼうが条件反射になっているせいだろう。夢見心ごこ地ちで目を潤うるませている神父を見上げ、シスター・ロレッタは小首を捻ひねった。かねて尋たずねたいと思っていた疑問を口にする。

「食べ物を買うお金がないんですか？　でも、ちゃんと聖職禄ろくはいただいてるんでしょう？」

「……え、お給料ですか？　はい、毎月ちゃんともらってますよ」

　心地よい妄もう想そうから現実に帰ってきて、アベルは涎よだれを垂たらしていた口元を拭ぬぐった。ちなみに聖職禄とは、聖職者に対し、教会から下か賜しされるサラリーのことだ。額は微び々びたるものだが、それでも無む駄だ遣づかいさえしなければ、食うにも事欠くということはないはずだが？

「でもねえ、なんだか知らないんですけど、お給料日が近づくたびに、いろんな出費がかさんじゃうんですよねえ。母子家庭援えん助じよ協会さんやら、失業者共済組合さんやら、いろんなところから募ぼ金きんのお願いの手紙が届いて……ああ、そうそう。今月は〝ティベレ川に迷いこんできたアザラシを見守る市民の会〟ってところからもカンパのお誘さそいが来ていましたねえ」

「ちょ、ちょっと待ってください!?　神父アベル、ひょっとして、それに全部お金を出してらっしゃいますの？」

「え？　そうですよ。頼たのまれたらお助けするのは当たり前じゃないですか」

　けろっと返ってきた答えに、ロレッタは立ちくらみを起こしそうになった。

　たしかに喜き捨しやは聖職者の義務であり、重要な聖務だが、それでも対象は一つか二つに絞しぼって援助するのが普ふ通つうである。援助依い頼らいの手紙を送ってくる方もそれを見み越こして、できるだけ広い範はん囲いに手を広げているのだ。それを馬ば鹿か正直に全部相手にしていては、生活費も底を突つくはずである。

「ていうか、これまでよくそれで生きてこれましたねえ」

「ぐふふ、よくぞ聞いてくださいました。もちろん、私だって馬鹿じゃありませんからね。そのあたりは抜ぬかりありません……これからする話は誰だれにも内ない緒しよでお願いしますよ、ロレッタさん？」

　自分ではニヒルと信じているらしい表情でうすら笑うと、アベルは声を低めた。中庭に人ひと気けがないのを確かく認にんしてひそやかに囁ささやく。

「実は私、いま、こっそり家庭菜園を開いてるんですよ。ほら、司祭寮りようの裏手の空き地。あそこにジャガイモとアスパラガスの苗なえを植えたんです。苗代は結構高かったですが、収しゆう穫かくがあったらば、もうそれこそ酒池肉林？　まさに悪あく魔ま的な贅ぜい沢たくが楽しめるってもので……うふふふ」

「え、司祭寮の空き地？　あそこって、今度、資料の保管庫が建つところですよね？　確か、明日から工事が始まるんじゃなかったかしら？」

「なんですとおおおおっ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴が神父の口からほとばしった。眼鏡めがねがなければ、眼球をこぼしていたに違ちがいない。驚きよう愕がくと恐きよう怖ふに声わななかせて尼僧に詰つめ寄る。

「そ、その話は本当ですか、ロレッタさん!?　お茶目なジョーク、もしくは私の野菜を横取りしようという遠大な陰いん謀ぼうってことは……」

「総務部から書類が来てましたから、間違いありません。たしか、明日の早朝から地ならしして……あ、ちょっと待ってください、ナイトロード神父！　どこに行かれるんですの!?」

「決まってます！　すぐにローマに戻らねば！」

　ひょろりとした長身は回れ右してどこかに駆かけ出そうとしている。とっさにその裾を摑つかんだロレッタに対し、神父は唾つばを飛ばしてまくしたてた。

「これから駅に行けば、最終便に間に合います！　でもって明日の朝一でミラノに帰ってくれば……あ、カテリーナさんにはくれぐれも内緒にお願いしますよ、ロレッタさん。もし喋チクったりしたら、呪のろっちゃいますから！」

「猊げい下かに気づかれないわけないじゃないですか！　それに今夜はもう、この城は閉めきってあるんです。守備ガレア隊長ツツオの許可がない限り、誰であろうと外出はできません！」

「ううっ、そんな……なんてことだ……私のジャガイモ……アスパラ……酒池肉林……」

　御子キリストの死を耳にした弟子たちのようにへたりこむと、アベルはその場でべそをかき始めた。意地汚きたなくもどこか哀あわれを誘うその姿に、ロレッタはしばしあきれていたが、やがて諦あきらめたように深いため息をついた。

「もう、そんなに泣かないでください。なんだか、私が泣かしちゃったみたいじゃないですか……しょうがない。とっておきの秘密を一つ、教えてさしあげますから、泣きやんでください」

「秘密とおっしゃいますと？　どこか野生のアスパラガスが生えている場所でもご存じで？」

「違います。ここからこっそり脱ぬけ出す方法のことですわ……この城、実は一ヶ所だけ、外と通じる通路があるんですの」

　こんな大切なことを喋しやべってもいいものだろうか──ロレッタはしばし逡しゆん巡じゆんしたが、やがてため息とともに覚かく悟ごを決めた。まあ、こんな男なら、食材の摘つまみ食い以上の悪事はできまい。

「私も、この前、偶ぐう然ぜんに見つけたんですけどね。ほら、あっちにある噴ふん水すい。あれって、地下の水路で川の水を引いているんです。だけど、水路の脇わきを歩いていくと、河原まで出られるんですの。あそこから脱け出せば、誰にも見つからないんじゃないかしら？」

「ははあん、いわゆる隠かくし通路ってやつですか……あれ？　でも、ヴィスコンティ隊長のお話ですと、この城はいったん封ふう鎖さされると完全に出入りができなくなるってことでしたが？」

「ええ。だから私もあの方に報告しました。でも、素人しろうとが口を出すなって叱しかられてしまいましたわ」

　警備隊長の高こう慢まんな物言いを思い出して、ロレッタは小鼻に皺しわを寄せた。目の前の神父は、確かに間ま抜ぬけで不幸でおまけに貧びん乏ぼうだが、あんな男に比べれば百倍はマシだ。まだ逡巡している様子のアベルの手を引っ張って促うながす。

「ほら、さっさと行ってください。猊下には、私が適当に言い訳しておきますから……その代わり、明日の朝には絶対に帰ってきてくださいね！」

「ああ、教えてくれて感謝します、ロレッタさん……あなた、まるでエデンの蛇へびのように親切なお方ですね！」

「……それって思いっきり悪役じゃないですか」

　ロレッタが憮ぶ然ぜんと呻うめいたときには、アベルは打って変わって陽気な表情になって身を翻ひるがえしている。そのまま、ばたばたと駆け去ろうとして──ふと、立ち止まる。

「……あれ？」

「どうしました、ナイトロード神父？」

　ジャガイモとアスパラの救出は諦めたのだろうか。なにやらまじめな顔になって小首を捻ひねっている神父にロレッタは声をかけた。

「まだ何か問題でも？　あ、ひょっとして切きつ符ぷ代がないんですか？　ダメです！　切符代までは貸せませんよ」

「そうじゃありません……ねえ、ロレッタさん、あそこのトラック、何か変じゃありません？」

「トラック？」

　神父が指さす先に、ロレッタは視線を転じた。

　そちらに停とまっていたのは、二台の大型トラックだ。幌ほろにはトリノに本ほん拠きよを置く有名な室内管かん弦げん楽がく団だんの紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。楽団員の他ほかにも楽器や機材を載のせてきたのだろう。大きな車体はたしかに目立つが、変というほどのものでもない。

「何が変なんです？　別に変わったところはないみたいですけど？」

「わかりませんか？　あの二台、同じ型の車ですよね。でも、よく見てください。車高があんなに違う……左のやつは右のやつに比べて二十センチは低くなってます。演奏中なら、二台とも中は空のはずじゃないですか？　なんで高さにあんな差が出るんでしょうか？」

「そういえばそうよね。でも……あ、ちょっと！　何されてるんです、神父さま!?」

　慌あわててロレッタが呼びかけたときには、アベルはトラックに駆かけ寄っていた。左側の幌を上げると、無ぶ遠えん慮りよに中を覗のぞきこむ。そればかりでない。何を思ったか、いきなり空っぽの荷台によじ登り始めたではないか。

「やめてください、神父さま！　勝手にそんなことしたら、猊下に怒おこられますわよ！」

「黙だまってて！」

　珍めずらしく鋭するどい声で尼に僧そうに命じたときには、アベルはつま先で荷台を突つき始めている。あちこち突き回りながら耳を澄すませていたが、ある場所に来たとき、その顔が急に厳しく引き締しまった。

「これは──」

「あ、ナイトロード神父！　何をするんです!?」

　今度こそロレッタは悲鳴をあげた。何のつもりか、その場に跪ひざまずいたアベルが、床ゆか板いたを乱暴に剝はがし始めたのだ。厚い樫かし板が意外なほどあっさりと剝がれる。だが、なおも神父を制止しようとして、ロレッタは次の瞬しゆん間かん、声を詰つまらせた。

「……ひっ!?」

「くそっ、なんてことを……」

　蒼そう白はくになったロレッタは声もあげられないまま、それに目を吸い寄せられていた。彼女と同じものを見み据すえた神父の唇くちびるが血の気を失うまで嚙かみしめられる。

　剝がれた床板の下に隠されていたもの──それは二十体を超こえる燕えん尾び服ふく姿の死体だった。
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　優ゆう雅がに燕尾服を着こなした指コン揮ダク者ターが一礼するや、満場の拍はく手しゆが沸わき起こった。

　入神の技とは、このような演奏のことをいうのだろう。万ばん雷らいの拍手を受ける指揮者はいまだ二十代にしか見えない若さだったし、オーケストラのメンバーもそれぞれ若かったが、まさに非の打ち所のない演奏だった。アンコールを求める声の中を壇だん上じようから降りてきた若い指揮者に、宴うたげの主しゆ催さい者しやである麗れい人じんは素す直なおな賛辞を与あたえた。

「バルタザール卿きようといいましたかしら？　実に見事な演奏でしたよ。わざわざトリノから招いただけのことはあります。若いのに素晴らしい技術ですね」

「恐きよう縮しゆくです、猊げい下か」

　若者は、ウェーブした茶ちや髪ぱつの下で理知的な笑えみを浮うかべた。表情こそ控ひかえめであったが、教ヴア皇チカ庁ンきっての権勢を有する枢すう機き卿きようを前に、指揮棒タクトを握にぎった手を後ろ手に組んだその態度は落ち着き払はらっており、むしろ老成したものすら感じさせる。

「本来、今夜参上する予定でした指揮者が急な病に倒たおれまして、弟子の私が急きゆう遽きよ、指揮棒タクトを振ふらせていただきました。ご期待に添うことができましたなら、幸いです」

「むしろ期待以上の出来でしたよ」

　カテリーナは頷うなずいたが、これは心からの賛さん辞じだ。難をいえば、指揮・演奏ともに、情じよう緒ちよよりも技ぎ巧こうのほうが先走り過ぎていた感があるが、それでも十分、賛さん嘆たんに値する出来映えだった。

「来らい賓ひんの皆みなさんにも喜んで頂けて、私も鼻が高いわ……これは、別に特別の賞しよう与よを与えねばならないでしょうね。何か、望みのものはありますか」

「ならば一つだけ、お聞き届け願いたい儀ぎがあるのですがよろしいでしょうか……実は、我らの教皇聖下に、お目にかからせていただきたいのですが、そのご許可をいただけないでしょうか？」

「教皇聖下に？」

　願いというにはささやか過ぎる申し出に、カテリーナはやや意表を衝つかれた顔になったが、すぐに頷いた。この者たちのような庶しよ民みんにとって、神の代理人である教皇に直接謁えつ見けんするのは生しよう涯がいの夢である。それにこれほど見事な演奏だ。弟に聞かせてやるのも悪くない。

「それが希望とあらばいいでしょう。叶えてあげましょう……そうね、聖下もあなたがたの演奏を聞けばきっと喜ばれると思いますよ」

　欲の薄い青年の申し出を好感を持って許可すると、カテリーナは踵を返した。やはりこれも指揮者に賛辞を送るべくやってきた紳士淑女たちから距離を置くように、場所を移動する。

　接待役としてはできるだけ多くの客に挨拶しておかねばならない。煩わしい仕事ではあったが、またいつ、先日のようなトラブルがあるかわからないのだ。上辺だけの味方でも、増やしておくにしくはない。

「ああ、猊下！　こちらでしたか！」

　張りはあるものの、およそデリカシーに欠ける声に呼び止められたとき、カテリーナは振り返る前から相手の推測はついていた。反射的に顰めかけた顔にアルカイック・スマイルを貼り付けると、ことさらゆっくり振り返る。

「どうしたのですか、ヴィスコンティ大尉？　なにか、警備上の不都合でも？」

「ははっ、警備は万全であります。この僕の仕事にぬかりなどありません」

　逞しい胸を叩くと、自信家の若者は手にした花束を麗人に差し出した。カテリーナの頭がすっかり隠れてしまうほどの冬薔薇の束は二百本ほどはあるのではなかろうか。おそらく一般庶民の年収ほどかかっていそうなそれを優雅に差し出したまま、青年貴族は白い歯を輝かせた。

「これは小官個人から猊下への贈り物です。いつも苦労なさっておいでのカテリーナさまをささやかなりともお慰めできればと思いまして」

「……ああ、それはありがとう」

　そつない麗句をぺらぺらと並べ立てるガレアッツォに、カテリーナは婉然と笑みかけた。

　この名家の御曹司が家柄と職をプライベートでもフルに使ってミラノ中に浮き名を流していること、そして女を口説くたびに薔薇の花束を持っていっていることを、上司が知らないとでも思っているのだろうか？　だとすれば、自分もずいぶんと舐められたものだ──霜の降りたような視線を目を細めて隠すと、甘い声で礼を言ってやる。

「美しい花ですね。でも、いいのですか、このように高価なものをいただいて？」

「カテリーナさまの麗しさに比べれば、いかほどのものでもありません！」

　漂白したように白い歯を強調して、青年貴族は叫んだ。

「それよりですね、実はカテリーナさまにひとつお願いの儀がございます。自分は以前より、ミラノではなくローマで、ローマのカテリーナさまのお側で働きたいと願っておりました。つきましてはぜひとも配置換えを──」

「……あら、あれは大変だわ」

　薔薇の花束を抱えたままカテリーナが呟いたのは、部下の殊勝な申し出への答えではなかった。部下のいかにも甘いマスクを素通りした視線に入ったのは、忙しげに働いていた城付きのメイドに休憩中のオーケストラメンバーがぶつかった情景だ。メイドが落としたグラスが割れ、絨毯が酒びたしになる。さきほどは第二ヴァイオリンを弾いていた若者はメイドに慌てて詫びると、跪いて一緒にガラス片を片づけようとしている。

「ヴィスコンティ大尉。悪いのですが、あれを片づけてさしあげて。誰か、怪我でもしたら大変だわ」

「は、はあ……」

　ガレアッツォが肩すかしを食らったような顔で頷いたのも無理はない。仮にもミラノ有数の財閥の御曹司に、掃除の手伝いをさせようなどとは。いやそれ以前に、〝お願い〟のほうはどうなったのか──そんな目を枢機卿に向けるが、むろんカテリーナの知ったことではない。いい機しおとばかりに、その場を離れようとして、

（……でも変ね）

　脳裏を過よぎった何かが、ふとその脚を止めた。小首を傾げたところで、その疑念の正体に思い当たる。

　いま、あの青年は気さくにガラス片を拾おうとした。しかし、彼のようなヴァイオリニストにとって、指は命より大切な商売道具ではないか？　ふつうの人間ならともかく、このような一流どころのオーケストラメンバーがあんな危ない真似をするだろうか？

　あるいは気のせいかもしれない。信頼できる子飼いの部下たちが近くにいないことで、無意識のうちに警戒心が高まっているのかもしれない──しかし、カテリーナは妙な不安が夏の黒雲のように胸中に湧き上がってくるのを抑えきれなかった。何かが変だ。どうとは説明できないが、何か嫌なことがこれから始まるような、そんな気がする……

「……ああ、あなた、ちょっと」

　ちょうど近くを通りがかったブルネットの女を、カテリーナは呼び止めた。きちんと盛装して大人びてみえるが、年頃はようやく少女の域を脱したぐらいだろうか。さきほどのオーケストラではフルートを演奏していた娘だ。きょとんと振り返った相手に、カテリーナは気さくな口調で話しかけた。

「さっきの演奏、素晴らしかったですよ。とても柔らかくて、耳に馴染みました」

「あ、ありがとうございます」

　娘は嬉しそうに笑うと、ぺこりと一礼した。枢機卿のような貴人に話しかけられたにしては物怖じしていないが、これも若さゆえだろう。演奏の腕は確かだが、まだ子供なのだ──カテリーナは自分の臆病ぶりを内心で自嘲しながら、表面はにこやかに会話を続けた。

「それであなたのメロディなのですけど、楽譜の取り方など聞いていると、なぜかセバスティアン・ルフトを思い出すの。ほら以前、ミュンヘンで活動していた……ひょっとしてお弟子さんかなにか？」

「……え、先生をご存じなんですか？」

　ブルネットの娘は目を輝かせた。まるで外国で親戚にでも出会ったような笑顔になって頷く。

「はい、私の師匠はルフト先生なんです。嬉しいです、猊下にそんなところまでちゃんと聞いていただけてたなんて。感激ですわ！」

「それは私も音楽は好きですからね……やはり、そうでしたか。私の耳もまんざらではないということね」

　にこやかにカテリーナは頷くと、軽く手を振って会話を打ち切った。元気よく一礼した娘が去ってゆくのを笑顔で見送って──相手の背中が人混みの向こうに隠れたところで急に顔を曇らせて踵を返す。

（〝私の師匠はルフト先生なんです〟……ありえないわ！）

　二重の意味でありえない。

　まず、セバスティアン・ルフトというフルート奏者はミュンヘンではなくケルンで活躍していた音楽家だ。それも五十年も前に死去している。しかもルフトといえば一般には知られていないがその筋では玄人好みの有名人で、いやしくも音楽家なら彼の名や没年を知らぬはずがない──つまり、いまの娘は音楽家ではありえないということだ。おそらくは、他のオーケストラメンバーと同様に。

　ただ、音楽家でもなんでもない者たちがあれだけ巧みな演奏をやってのけたという事実だけはいかにも不思議であったが、それもカテリーナの恐れが的中していれば説明は可能だ。いや、こんな推測などはずれてくれていればよいのだが──

「おや、どうされました、猊下？　お顔の色が優れませんが」

　この場を去ろうと大広間の出口に向かっていたカテリーナの行く手を、ほっそりとした影が遮ったのはそのときだった。

　思わず脚を止めた枢機卿の前でにこやかに微笑んでいたのは、あの青年指揮者だ。茶髪の優男は中性的な美貌に優しげな笑みを溜めると、思わず顔を強ばらせた枢機卿に会釈してくる。

「そろそろ、次の演奏に取りかかろうと思っていたところです。リクエストなどがあればぜひどうぞ」

「……そこをおどきなさい」

　微妙に硬度を増した声音と視線で枢機卿は命じた。いまだエチケットは保って顎をしゃくるような真似はしなかったが、やや言葉が居丈高に響いたのはやむをえない。

「少し、外に用事があります。すぐに戻りますから、演奏は少し待ってちょうだい」

「……衛兵を呼んで来ようというのであれば、無駄ですよ。彼らはいまごろ、私の仲間たちが相手をしていますから」

　指揮棒タクトを指先に玩びながら青年はそっけなく告げた。麗人が動揺を必死で堪える、その努力を愛でるように笑うと、さりげなく言葉の爆弾を投げつける。

「衛兵諸氏だけではありません。ご自慢の電動知性も、警備システムも……いまや、この城は我ら新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁ーンの制圧下にあります」

「ノ、新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁ーンだと!?」

　裏返った悲鳴はカテリーナのものではない。ドレス姿の枢機卿は鋭い眼光を若者の顔と彼がさきほどから玩んで離さない指揮棒に注いでいる。大げさに叫んで進み出たのは、いつの間にかカテリーナの側まで戻ってきていたガレアッツォだ。枢機卿が制止しようとしたときには、怖いもの知らずの御曹司は腰の拳銃に手を伸ばしていた。

「貴様、さては異い端たん者しやどもの残党か!?　そこを動くな！　おとなしく両手を頭に──」

　怒ど声せいは、鋭するどい風鳴りの音にかき消された。鞭むちのように撓しなった指揮棒が自動拳銃の銃身を真っ二つに切断したのだ。ときならぬ怒声に来賓たちが何事かと振り返る。その目前で、得物を失った警備隊長は素手で敵に摑つかみかかろうとしたが、若い指揮者の手中では、再度、指揮棒が旋せん回かいしている。

「…………！」

「ガ、ガレアッツォ!?」

　噴ふき上がった絶ぜつ叫きように声を詰つまらせたのは、来賓の中にいた老ロレンツォだ。伯お父じの目の前で、甥おいは右のこめかみに手をあてて床ゆかを転げ回っている。その指の間、恐ろしいほどの勢いで溢あふれだした鮮せん血けつに、来賓たちの間から悲鳴があがる。

「ああ、お静かに、皆さん。お静かに願います」

　それらを悠ゆう然ぜんと眺ながめやって、若い指揮者はマナーの悪さを窘めるように指揮棒を振った。いったいどんな素材でできているのか、その先せん端たんには切断された警備隊長の耳みみ朶たぶが突つき刺ささっている。奇き怪かいなアクセサリーのようなそれを見た数人の警備兵が腰に手を伸ばしたが、そのいずれもが銃を抜ぬき放はなつよりも早く、胸や眉み間けんを撃うち抜かれてくずおれている。彼らの命を奪うばった狙そ撃げき手しゆは、それまで、壇上で拍手に応こたえていた演奏家たちだ。二十人近い全員が、手に持った火器を来賓たちに向けている。

「ご苦労、諸君……ああ、皆さまはそのまま動かないでいただきたい」

　突とつ然ぜんのことに、いったい何が生じたのかわからないらしい。来賓たちは悪夢でも見ているかのように呆ぼう然ぜんと沈ちん黙もくしてしまっている。一方で、若い指揮者は懐ふところから革かわで装丁された大型の手帳を取り出した。栞しおりを挟はさんでいたページを開くと、ゆっくりとそれを読み上げる。

「声明──我ら、敬けい虔けんにして死を恐れぬ新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁ーン教徒は、邪じや悪あくなる偽教皇庁に対し、真の教皇たるアルフォンソ聖下の解放を要求する。この要求が聞き入れられぬときは、人質を全員処しよ刑けいし、我らもまた殉じゆん教きようするであろう……エィメン」

「……あなたたち、正気ですか？　こんなことをしてただですむと思っているの？」

　いったい、外にいる警備兵たちは何をやっているのか──銃声が響ひびいたにも拘かかわらず、いっかな現れない増ぞう援えんに苛いら立だちながらも、カテリーナは口を開いた。相手は約二十人ほどだが、全員が火器で武装している。一方、来賓は百人ほどいるが、全員が非武装の民間人だ。そもそもパーティー会場にテロリストが入り込むなどという事態は想定していなかったため、警備兵のほとんどは衛兵室に待機させていたのだ──だが、ここの様子は常時モニターされているはずである。彼らが駆かけつけてくるまで、なんとか時間を稼かせがねば。

「この城には、二百人からの兵士がいるんですよ。どうやって武器を持ち込んだか知らないけれど、勝算があると思って？」

「ご忠告ありがとうございます、猊げい下か。ですが、心配はご無用に願いたい」

　若い指揮者は、落ち着き払はらった仕草で指揮棒を振ふった。血の雫しずくを払い落としたそれで、来らい賓ひんたちの怯おびえた顔を指す。

「こちらもそれなりの目算があるからこのような真ま似ねをしているわけでして……ああ、申し遅おくれました。私、新教皇庁で司祭を務めておりますバルタザール・フォン・ノイマンと申します」

「新教皇庁の残党……」

　油断した──カテリーナは唇くちびるを嚙かんだ。

　ブルノとタリンで徹てつ底てい的に殲せん滅めつされた新教皇庁には、教祖奪だつ還かんどころか、もはや復ふく讐しゆうを挑いどむ力さえ残されてはいないと見られていた。その彼らにこのような形で自城を制圧されたのは、彼女にとっては屈くつ辱じよく以外のなにものでもない。異い端たん審しん問もんを無事に切り抜けたことで気が緩ゆるんでいた！

「ところで猊下、さきほどの褒ほう美びのお約束ですが履り行こうをお求めしてもよろしいでしょうか？」

　恥ち辱じよくに耐たえるカテリーナの耳に優やさしげな声が届いた。視線をあげれば、バルタザールが穏おだやかな目でこちらを覗のぞきこんでいる。その背後では、コントラバスとチェロを担当していた楽員たちが、ケースの底から取り出した機械部品を慣れた手つきで組み上げているところだ。

「この城の衛兵諸氏は実に礼れい儀ぎ正しかったですね。『楽器はデリケートだから、ケースには触さわらないでくれ』と言ったら、チェックもせずに通してくれましたよ……いま、無線機を用意させています。これでローマのメディチ枢すう機き卿きようまで連れん絡らくを入れて頂きたい。当方の要求はアルフォンソ聖下の解放──期限は夜明けまでとしましょう」

「馬ば鹿かなことを！」

　衛兵たちが到とう着ちやくするまで時間を稼がねば──そのことは解わかりすぎるほどに解っていたが、思わずカテリーナは吐はき捨ててしまった。

　あの兄が異端者たちとの交こう渉しようなどに応じるはずがない。いやそれどころか、事件の発生を知った時点で、異端者たちごと厄やつ介かいな政敵いもうとを抹まつ殺さつしにかかることは間ま違ちがいない。かえってその方が危険だ。

「残念ですが、あなたの要求は吞のめません、ノイマン司祭。我が教皇庁があなた方異端者と交渉することは絶対にありえません。たとえその結果、枢機卿の命が失われようともです」

「絶対に？　なら、仕方ありません……」

　耳みみ障ざわりな音をあげて、指揮棒が振られた。ひんやりと冷たい感かん触しよくを麗れい人じんの首筋に押しつけ、バルタザールはやや残念そうにため息をついた。

「我らが本気であるという証しよう拠こに、猊下、あなたの首をローマの教皇たちに見せてあげましょう……交渉はそれからだ」

　冷静な宣告とともに、細い刃やいばを備えた凶きよう器きが無造作に持ち上がった。そのまま無造作に麗人の頭部に振り下ろされる──直前。

　数百の獣けものが一いつ斉せいに吠ほえたかのような猛たけ々だけしい咆ほう哮こうとともに、壁かべの窓ガラスがすべて砕くだけ散った。

　大音おん響きようをあげて壁が崩ほう落らくしたかと思うと、その向こうからぎらつく輝かがやきが大広間に突つっ込んでくる。それが、中庭に停車していた大型トラックのヘッドライトだと一同が気づいたときには、エンジンを全開にした鉄の猛もう牛ぎゆうはパーティー会場を三秒足らずで横切り、最前部に固まっていた楽団の中央に突っ込んでいる。

「きゃああああああっ！」

「なに!?　なにが起こってるの!?」

　時ならぬ乱入者に、パーティー会場が騒そう然ぜんとなった。ヒステリックに騒さわぐ者、テロリストに飛びかかろうとして逆に殴なぐり倒たおされる者、テーブルの下に隠れて震ふるえている者……

「──カテリーナさん！」

　だが、叫きよう喚かんの坩堝るつぼのただ中にあって、その声だけは確かにカテリーナの耳に届いた。乱暴にバックギアを入れているトラックの運転席から突き出した、丸眼鏡めがねの神父が怒鳴っている。

「こっちに……早く！」

「……逃にがしませんよ、猊下！」

　とっさに頷うなずいて走り始めたカテリーナの背後で指揮棒を振り上げたのは、ようやく混乱から我に返ったらしいバルタザールだ。振り上げた凶器を、躊ちゆう躇ちよ無く麗人の背中に振り下ろそうとする。だが、そのときには運転席からほとばしった銃じゆう弾だんが指揮棒を捉とらえ、どこかに弾はじき飛ばしてしまった。

「いかん……逃がすな！」

　そうハスキーな声を放ったのは、楽団の中でフルートを担当していたブルネットの女である。長い黒くろ髪かみを揺ゆすると、腰こしだめに構えた散さん弾だん銃じゆうをバックギアで走り始めたトラックに向けて撃うち放つ。

「ぬわっ!?」

　ヒビだらけのフロントガラスの向こうで、神父の顔が傾かたむいた。右の前輪を撃ち抜ぬかれ、トラックが大きくバランスを崩くずしたのだ。それでもなお、しぶとく走行を続ける巨きよ体たいは大広間を出て中庭へと抜けたが、悪魔的な幸運もそこまでだったらしい。二発目が着弾した左後輪がバーストする。

　今度こそ、トラックは回復不能な角度まで傾かしいだ。この時代、一いつ般ぱん車しや輛りようのサスペンションなど性能的にはたかが知れている。着弾とバーストのショックに耐えられず、車高の大きな車体が酔よっぱらった象のようによろめく。

「やったか!?」

　それでもなおトラックは数秒の時間を耐たえた。脇わきの石いし壁かべに車体を擦こすりつけるようにしてバランスを保ったのだ。だが、ついにそれも限界がきた──巨大な重量に耐えかねた壁が崩れ、そこに埋うまるような形でトラックも横おう転てんする。

「スフォルツァを捕とらえろ！」

　ブルネットの女が命じたときには小銃や拳けん銃じゆうを持ったテロリストたちが、猟りよう犬けんのような素す早ばやさで駆かけ出していた。遠く、横転したトラックから這はい出した男女が逃げようとするのを追いつめるべく、疾しつ走そうを開始する──だが、彼らの脚あしを止めたのは意外な言葉だった。

「追うな──追う必要はない」

　それはたったいま、獲え物ものに逃げられた男の言葉だった。指揮棒を拾い上げたバルタザールが、仲間を呼び止めたのだ。

「いや、追ってはいけない。追いついたところで、我々の誰だれ一人としてあの男には勝てぬよ」

「勝てない？」

　追つい跡せきに参加しようとしていたブルネットの女がいかにも意外げに男の顔を見返した。

「たかだか短生種テラン風ふ情ぜいに、この我らが勝てないとおっしゃる、〝毒竜バズイの王リスク〟？」

「その通りだ、マリアンネ。あれは本物の怪かい物ぶつだからね。我らが束になってかかっても返り討うちにあうのがオチだろうよ……だいじょうぶ。それなりに手だては考えてきているさ」

　犬歯にしては長すぎる輝きを唇くちびるの端はしから覗のぞかせた新教皇庁の司祭──いや、それを装っていた者は意味ありげな笑えみを浮うかべた。無線機を組み立て終わったコントラバスの男を顧かえりみる。

「警備室のＢグルグルツベープン・ベーと連れん絡らくは取れたかな？」

「たったいま、連絡が入りました。衛兵の処理は完かん了りよう。出入口の封ふう鎖さ、ならびに電信・電話をはじめとする通信の遮しや断だんに成功したとのことです……またいまのところ、外部がこの城の異常に気づいた形けい跡せきもありません」

「よろしいグート。では戦友カメラ諸君ーデン、作オペラツ戦イオン通り、我々はこれから〝狩り〟を行う。外部の者が異変を察知する前に、目的を果たして撤てつ収しゆうするのだ──各自、手順はわかっているね？」

　指揮官の言葉に一同は無言のまま頷いた。一斉に踵きびすを返すと、足早に散っていく。だが、ブルネットの女だけはまだ何か喋しやべり足りなさそうな顔で残っていた。やや躊躇ためらってから口を開く。

「お言葉ですが、〝毒竜バズイの王リスク〟よ、本当にこのような手の込んだ芝しば居いをする必要があったのでしょうか？　我らが本気を出せば、短生種テランなど三十分で皆みな殺ごろしにできます」

　目上の者に対して、女は話しづらそうに口くち籠ごもったが、すぐに意を決したように言葉を続けた。

「ここにいる虫ケラどもを皆殺しにしてしまえば、〝騎士団オルデン〟の関かん与よを教皇庁に疑わせる証しよう拠こも残りません。わざわざ、短生種テランのテロリストのふりをする必要などなかったのではありませんか？」

「皆殺しだって？　いやいや、それはこの場合、あまり賢かしこい行動とはいえないな、マリアンネ」

　ブルネットの女に〝毒竜バズイの王リスク〟は理知的な微び笑しようを向けた。ウェーブのかかった茶ちや髪ぱつを指先に弄いらいながら、どこか教師を思わせる口調で説明する。

「もしそんな真ま似ねをすれば、〝彼〟を本気で怒おこらせてしまう……そうしたら、我らはとっくの昔に殲せん滅めつされていたよ。〝クルースニク〟が本気になったら、我らなどひとたまりもない」

「二十名からの長生種メトセラを屠ほふることができる生き物……そんな生物が存在するなど、ちょっと信じられません。〝毒竜バズイの王リスク〟よ、〝クルースニク〟とはいったい何なのです？」

「さて、それは私も知りたいところでね」

　依い然ぜん、前まえ髪がみを弄いつつ、〝毒竜バズイの王リスク〟は目を細めた。仲間が人質を一ヶ所に集めているのを他ひ人と事ごとのように眺ながめやるその瞳ひとみには、好こう奇き心しんにも似た光が灯ともっている。

「どうやら、我らを圧あつ倒とうする力を持ち、短生種テランでもなければ長生種メトセラでもない第三の存在であるということらしいんだが、それ以上のことは私もよく知らない……ああ、そうそう、例の〝魔ケン術ブフ師アー〟殿どのは確か〝神〟と呼んでいるようだね」

「神、ですか？」

〝魔術師マギエル〟の名を聞いたマリアンネの目に嫌けん悪おとも恐きよう怖ふともつかぬ光が灯った。長生種である彼女にとっても、あの得体の知れぬ短生種テランは端たん倪げいすべからざる存在であるらしい。そして、そんな男が〝神〟と呼ぶあの神父の正体は──

「まあ、神か悪魔かは知らないが、いずれにせよ、正面からぶつかるのは避さけたい相手だ」

　若い同族メトセラの瞳に宿った光には気づかぬふりをして、バルタザールは肩かたをすくめた。手に指揮棒を玩もてあそびながら、人質たちの方に顎あごをしゃくる。

「だからこそ〝彼〟を倒たおすために、ここにいる短生種の皆みなさんの協力をあてにしているのさ……〝猟ヤークト犬フント〟の準備はしてきているね？」

「はいヤー。一応、〝首輪バント〟は二十セット用意してきました」

　そう言って、マリアンネはちょうど仲間が大広間に運び込んできた木箱を開けた。中から、大ぶりの革かわ首輪を摘つまみ出す。

「無線作動式の起き爆ばく装置が入っています。火薬の量はたいしたことありませんが、短生種の首を刎はね飛ばすには十分でしょう」

「けっこうグート……さて、それではいよいよ〝狩り〟の時間だ。そこにいる来らい賓ひんの皆さまから二十人ほど選んで、〝首輪〟を付けてさしあげろ。このゲームのルールを説明したら、なんでも好きな武器を取らせるといい」

「了解ヤポールしま・コマンしたドール」

　頷うなずいた女が足早に来賓たちの方に戻もどっていくのを見送りもせず、バルタザールは神父と枢すう機き卿きようが吞のみ込まれた暗い夜を眺めやっていた。

　長生種メトセラ──地上最強の戦せん闘とう力を誇ほこるバルタザールら夜の種族といえど、あの〝怪かい物ぶつ〟には勝てない。ここにいる二十人の同族たちがその気になれば、教皇庁の軍隊一個連隊をも殲滅させることが可能だったが、その彼らが全力でかかってすら、あの〝怪物〟を倒すことは不可能だろう。そのことは、過去の作オペラツ戦イオンで一再ならず証明済みだ。

　だが、彼らならばどうか？　あそこで震ふるえている何の能もない、サルどもなら？

「さて、これで鳥とり籠かごは閉まった……」

　暗い夜に目を送って、バルタザールは薄うすく含ふくみ笑った。

　伯爵グレー夫人フインの話によれば、あの〝神〟にはとてつもない弱点があるらしい。星をも砕くだくその力をもってしても埋うめられぬ巨きよ大だいな弱点が──そして、それこそがこの〝鳥籠〟作戦を立案した〝毒竜の王〟と〝氷の魔女〟の狙ねらいである。

「これからは〝狩り〟の時間だ……はたして、我らの用意した猟りよう犬けんたちから逃にげられるかな、〝クルースニク〟？」
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　振ふり返れば、さきほどまでこの世で一番佳いい女との逢おう瀬せを楽しんでいた病院は、遠く建て込んだ建物の陰かげに見えなくなってしまっている。

　それを確かく認にんして、レオンは大通りから細い路地へと道を折れた。ミラノという街の内臓はらわたを思わせる曲がりくねった細道をゆっくりと分け入っていく。

　その脚あしがふと止まったのは、裸はだか電球が一つ、うそ寒げに瞬またたく路地裏だ。視界の及およぶ限り、自分以外の人ひと影かげがないのを確認して、ぼそりと呟つぶやく。

「おい、そろそろ出てきてもいいぜ……ここなら、顔出してもかまわねえだろう？」

「…………」

　まるで夜そのものが巨漢の呼びかけに答えたかのようだった。

　前方の暗がりが揺ゆれたときには、夜より昏くらい影が街灯の薄うす明あかりの下に産み落とされている。それを確認すると、レオンはことさらゆっくりとポケットに手を突つっ込み、葉巻を取り出した。

「前面尾び行こうたぁ、粋いきなことをやってくれるな、坊ぼうや……いつからつけてた？」

「君が聖アンブロシウス総合病院を出た直後からだよ、神父レオン」

　やや甲かん高だかい声の主は、薄明かりの下に佇たたずむ人物のものだった。

　ようやく少年の域を脱だつしたばかりの年とし頃ごろだろうか。青みがかった髪かみの下、小こ振ぶりな眼鏡めがねを神経質そうに押し上げているのは、いかにも線の細そうな青年だ。

「それと一応断っておくが、僕の名前は〝坊や〟じゃない。メルキオール・フォン・ノイマンという立派な名前があるんだ……年長者には、もっと敬意を払はらいたまえよ、ガルシア神父」

「吸ヴア血ンパ鬼イアか……」

　青年の口元からのぞいた牙きばに、レオンは目を細めた。いつでも攻こう撃げきに対応できるよう全身の力を抜ぬきながら、口だけはふざけた軽口を叩たたいてみせる。

「で、吸血鬼バケモンが何の用だ？　こんな夜中に俺みたいな美青年をつけ回して……一ひと目め惚ぼれかい？」

「あいにく、男だろうと女だろうと、生きている者に興味はない」

　面めん倒どうくさげに巨漢の軽口を躱かわすと、吸血鬼は指を鳴らした。背後の闇やみから現れたいま一人の人物に道をあけながら、どこか虚うつろな口調で言いやる。

「君の相手はこの娘むすめだ……僕は兄の言いつけで彼女を連れてきただけさ」

　そう言ってメルキオールが前に押し出したのは、どこかの小間使いだろうか。きっちり糊のりをきかせたメイド服の少女だった。背中には自分の背せ丈たけと同じくらいはある長大な大たい剣けんを背負ったその娘を前に、相変わらず面倒くさげに吸血鬼は紹しよう介かいの労を取った。

「彼女はジークリンデ……君の処しよ刑けい執しつ行こう人だ」

　不ふ吉きつな紹介が済んだときには、娘の細い足は勢いよく石いし畳だたみを蹴けっている。

　だが、レオンの目はみるみる迫せまってくる少女にも、また彼女が振りかぶった大剣にも注がれてはいない。少女が通過した石畳に小さな靴くつ跡あとが深々と穿うがたれてゆくのを見て、舌打ちする。

「ちっ！　こいつ、人間じゃねえな！」

　そう看取するや跳とびすさろうとする。しかし、圧あつ倒とう的な少女のスピードはそれを許さなかった。魔ま法ほうめいた鮮あざやかさで距きよ離りを詰つめた影は、不気味な音をあげて凶きよう器きを旋せん回かいさせている。

「！」

　唸うなりをあげて頭部に向かってきた大剣を、レオンは紙一重の差で避よけた。目標を捉とらえ損ねた白はく刃じんが背後の壁かべにぶちあたって轟ごう音おんをあげたときには、逆に一歩大きく踏ふみ込み、戦チヤク輪ラムを握にぎった手を水平に一いつ閃せんしている。

　戛かつ然ぜん──

　甲高い金属音をほとばしらせて少女の生首が吹ふき飛んだ。

　鮮やかに頸けい部ぶを切断されたその体は、一ひと滴しずくの血も流すことなく、なおも数メートルを疾しつ走そうして正面の壁に激げき突とつした。見かけより遥はるかに重量を有する胴どう体たいが轟音をあげて煉れん瓦が壁へきにめりこむ。

「……けっ、やるじゃねえか。人形の分際でこの俺様に傷を負わせるたぁよ」

　逞しい肩かたを押さえて、レオンは顔をしかめた。その指の間からは赤い液体がしたたっている。大剣を避けたとき、完全には回かい避ひできなかったのだ。傷の痛みに唇を歪めながら、壁に半ば埋まっている少女の胴体を顧かえりみる。

　ガラスのような切り口を見せて切断された首からは、まったく出血していなかった。そのかわり、高分子ゲル製の人工筋肉組織がつややかな赤さで露ろ出しゆつしている。その中でかすかに発光しているのは神経のように走る光ファイバーケーブルだ。

「自動オート人形マタか……ちっ！　人形とはいえ、女子供を俺に殺させるたあ、趣しゆ味みの悪い真ま似ねをしてくれるじゃねえか、メルキオールさんとやら」

　再び視線を上げて青年を睨にらみつけたときには、レオンの顔には凶きよう悪あくな表情が漲みなぎっている。胸の前で組んだ指を荒あらっぽく鳴らしながら、巨漢は殺気の籠こもった恫どう喝かつを放った。
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「せっかく今夜はいい気分だったのに、だいなしにしやがって……ぶっ殺される覚かく悟ごはできてるんだろうな？」

「殺される？」

　巨漢から放たれる闘とう気きはほとんど質量さえ伴ともなっていたが、呼びかけられた当人はしごく冷静だった。ほとんど無関心と言っていいほど平然と顎あごをしゃくる。

「僕は言ったよ、ガルシア神父……〝彼女〟に殺されるのは君の方だ」

「なにっ!?」

　突とつ如じよ、背後から絡からみ付いてきたか細い感かん触しよくに首を捻ひねったレオンは、そこに不気味なものを見た──切断された少女の生首が、瞬かない瞳ひとみでじっと彼の方を見つめていたのだ。いや、それだけではない。その長い髪かみは、あたかも独立した生き物のようにうねりながら、巨きよ漢かんの四し肢しに巻き付こうとしているではないか。

　しかも、この夜の巨漢の不幸はそれに止とどまらなかった。

　石の崩くずれる音がすぐ前方で響ひびいた──壁に埋うもれていた首のない胴体が、ゆっくりと身を起こしつつある。ちなみに手には、例の大剣が握られたままだ。

「おいおい……ちょいと冗じよう談だんきついんじゃねえか？」

　うねる髪に絡め取られた四肢は、びくとも動かぬ。唯ゆい一いつ自由になる唇くちびるで巨漢が呻うめいた刹せつ那な、胸の悪くなる風音をあげて、大剣が振ふりかぶられた。
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「いやはや、不幸中の幸いは大学が冬期休きゆう暇か中だったことかねえ」

　天てん井じようは低く、そして薄うす暗ぐらく湿しめっていた。

　かすかに瞬またたくアーク灯の下では、特別房ぼうに通じる鉄てつ扉ぴにとりついた聖天使城地下監かん獄ごく付の衛士たちが、何重にも施ほどこされた電気錠じようを複雑な手順で開錠している。それをややうんざりと眺ながめながら、〝教授〟は使い込まれたノートで顔を扇あおいだ。

「これ以上、ラテン詩押おう韻いん法の授業を休講にすると教授会から縛しばり首にされるところだったよ……まさか、この僕がたかが人一人尋じん問もんするのに二週間も費やしてしまうとはね。まったく、すごい知識量だよ、あの〝智天使〟とやらは」

「デステの自供によれば、あれは一種の人工生命体──人造ホムン矮人クルスなるものだそうです」

　重々しい音をあげて開いた扉とびらの向こうは暗い階段が続いていた。訪問の目的地である特別房は、ここ、聖天使城地下監獄でも最下層に位置する。現在、特別房にたった一人収容されている囚しゆう人じんはかつては教皇庁にも多大な影えい響きよう力を振るった男であり、それを奪だつ回かいしようとするテロリストの侵しん入にゆうを警けい戒かいしての措そ置ちだ。陰府路を思わせる長い階段を先に立って降りながら、〝教授〟の同行者──長大な鉄棒を携たずさえた若者は翠すい瞳とうを光らせて続けた。

「電動コンピユ知性ーターと同様、無限に情報を出し入れできるとか。件くだんの低周波兵器とともに〝騎士団〟から貸たい与よされたものだと話しています」

「無限の情報か……手て掛がかりがまるきりないっていうのも困るんだが、無限にあるというのも困りものだねえ、ユーグ君？」

　弟で子しの言葉に、これからまた延々と始まる尋問の儀ぎ式しきを想像してしまったのか、〝教授〟は厭いとわしげな視線を手にした冊子に向けた──ちなみにこれは、この二週間で二十五冊目のノートだ。

　ここ、聖天使城地下牢ろうに反逆者アルフォンソ・デステとその秘書的存在であった〝智天使〟なる存在が収しゆう監かんされてすでに二週間になる。新年を挟はさんで連日のように、二人の派は遣けん執しつ行こう官かんはこの陰いん気きな地下空間に足を運んでいたのだ。

　もっとも尋問そのものはさして困難な作業ではなかった。

　いや、むしろ困難ではなさすぎたというべきか──当初は重かった元大司教の口も司法取引を持ちかけた途と端たんに滑すべりが良くなったし、彼から聞き出したパスワードで〝智天使〟の保有する情報を引き出すことができた。ただ問題は、引き出したその情報量である。

〝智天使〟の記き憶おくは極きわめて正確だった。いや、正確すぎたと言った方がいい。新教皇庁の参加者名めい簿ぼや武器の隠いん匿とく場所ならまだともかく、うっかり『去年の二月七日の大司教の行動は？』と問いかけて、起き床しよう時刻から夕食の献こん立だてのメニューまで延々、事細かな報告が返ってきたのでは効率の上がらぬこと甚はなはだしい。それでも貴重な情報がデータの洪こう水ずいに沈しずんでいる可能性がある以上は、どんなささいな単語も聞き飛ばすことはできない。かくて〝教授〟のノートはもうすぐ二十六冊目に突とつ入にゆうしようとしていたのである。

「まったく、ガルシア神父やアベル君が羨うらやましいよ。どうせ今いま頃ごろは、猊げい下かの側そばでのんびりとしてるんだろうねえ？　ああ、僕もミラノに行けばよかった。もう、あちらは春かねえ？」

「……いえ、ミラノもまだ冬だと思いますが」

　さっきからぼやき詰づめのこの中年紳しん士しは、ユーグにとっては命の恩人であり、剣けんの師し匠しようでもある。さて、その愚ぐ痴ちをなんと言って宥なだめたものか──ユーグは曖あい昧まいな表情を作ったが、ふと、その瞳が鋭するどい光を湛たたえて瞬いた。

「うん？　どうしたかね、ユーグ君？」

「お静かに、師匠マスター」

　階段を降りきったところで足を止めると、ユーグは素す早ばやく周囲を見み渡わたした。

　そこは看守室だった。特別房の囚人と面会する者はここで看守のチェックを受けて、独どく房ぼう内に入るシステムになっている。当然、看守室には常に四名の看守が詰めており、二十四時間体制で侵入者や脱だつ走そう者しやをチェックしているはずだ──だが、看守室の中は無人だった。

「おや、みんな、どこに行ったのかね？　勝手に職場を放ほう棄きするというのは感心しないよ、僕は」

「…………」

　自分のことは遠くの棚たなに放り上げて慷こう慨がいしている師匠をよそに、ユーグは鋭い目を室内に走らせていた。直後、壁かべ際ぎわのロッカーに歩み寄る。

「……これは!?」

　ロッカーの扉は、ユーグが手をかけた途端に開いた。いや、むりやり中に詰め込まれていた物があふれ出してきたと言った方が正しかったろうか。鈍にぶい音をあげて床ゆかに転がったのは、逞たくましい体を灰色の制服に包んだ四人の男たちだ。血の気のない肌はだは紙の色をしており、かっと見開かれたままの瞳ひとみにはすでに膜まくが落ち始めていた。

「独房はまだ閉まったままだね」

　一見したところ、ほとんど外傷のない遺体──断だん末まつ魔まの形相も凄すさまじい死者たちを一いち瞥べつするや、〝教授〟は人が変わったようなまじめな顔でコンソールに飛びついた。入室状じよう況きようを記録している計器をチェックして、わずかに安あん堵どしたようなため息を漏もらす。特別房ぼうの入室コードを知っているのは教皇庁でもごく一部の者だけだ。看守たちさえそれは知らないし、しかも毎日、ランダムに変へん更こうされる。さしもの侵入者も房ぼう内ないへの侵入は果たせなかったようだ。

　では、諦あきらめて立ち去ったのだろうか？

「いや、ここまで潜もぐり込んでくるような奴やつが、そう簡単に目的を放棄するわけがない……ユーグ君、君は付近を調べてくれたまえ。僕はデステを護まもる。誰だれだか知らんが、こんなところまで入り込んできたんだ。狙ねらいは、彼の奪だつ還かんか口くち封ふうじだろう」

「わかりました、師匠マスター」

　頷うなずいたときには、剣けん士しは鋭く身を翻ひるがえしている。疾しつ風ぷうのように階段を駆かけ上る足音を背中で聞きながら、〝教授〟は鉄てつ扉ぴに目を戻もどした。

　この電でん子し錠じようを破ることは、どんな電脳調律師にも不可能だ。ここまで入り込んだ侵入者の技量は恐おそるべきものだが、アルフォンソが独房内に拘こう禁きんされている限り、彼には手出しできない。では、次はどんな手で仕し掛かけてくるか……

「──誰かね？」

　視線は鉄扉に固定したまま、〝教授〟は声だけを背後に向けた。ステッキをゆったりと手中で回転させつつ呟つぶやく。

「かくれんぼなんて、いい年した大人がやるもんじゃない。顔を見せてくれないかね？」

「た、助けてくれ……」

　柔やわらかな脅きよう迫はくに対して、返ってきた声は激しく震ふるえていた。それまで隠かくれ潜ひそんでいた机の下から、怯おびえたように肩かたを震わせて立ち上がったのは、何の変へん哲てつもない男の影かげだ。だが、振ふり返った〝教授〟は、愕がく然ぜんと声を詰まらせた。

「そんな馬ば鹿かな！　どうして、あなたがここにいるんです……デステ大司教!?」

　目の前で激しく歯を鳴らしている白はく髪はつの老人を見つめたまま、神父は瞬まばたきすることすら忘れていた。アルフォンソ・デステ──固く閉じた扉とびらの向こうにいるはずの男が、どうしてここにいる!?

「大司教、どうやって独房を出られたのです!?」

「く、黒い……黒くて大きな奴が、突とつ然ぜん、部屋に入ってきて……」

　年ねん齢れいよりは二十歳近く老ふけて見える顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、アルフォンソは呻うめいた。筋張った手で肩を抱だきながら、幼児のように泣きじゃくる。

「と、突然、突然だった……そして、奴は……〝智天使〟を連れて……」

「〝智天使〟を!?」

　慄りつ然ぜんと〝教授〟は相手の言葉を繰くり返した。

　現在の状況下では、アルフォンソ本人よりむしろ〝智天使〟のほうが貴重な存在だ。あの膨ぼう大だいな知識のどこかに〝騎士団〟に関する情報が隠れていないとも限らない。そう思えばこそ、この二週間、必死で尋じん問もんを続けてきたのではないか。そしてどうやら、その努力は正しいものだったらしい──こんなところまでわざわざ奪回に来たというのがその証明だ。

〝教授〟は再度、コンソールの計器を確かく認にんしたが、ここ二十四時間以内に電子錠が開かれた形けい跡せきはなかった。敵は鉄扉をすり抜ぬけて、房内に入り込んだのか？　そういうことができる異能者はいないでもない。現に、派は遣けん執しつ行こう官かんの中にもその力を持つ者が一人いる。

「…………」

　アルフォンソはなおも支し離り滅めつ裂れつなことを呟いていたが、それは黙もく殺さつして〝教授〟はコンソールに向き直った。素早くコードを打ち込み、電子錠を解錠する。

　犯人が誰であるにせよ、〝智天使〟を奪うばわれたことは大問題だ。異い端たん審しん問もん局あたりが知れば、きっとかさにかかって、Ａｘとカテリーナの責任を追つい及きゆうしてくるだろう。その前になんとか犯人を見つけだし、可能なら事件そのものを隠いん蔽ぺいせねばならない。

　苦い表情でパイプを嚙かみ直すと、〝教授〟は手て掛がかりを求めて独房に歩み入った──

「……おや？　今日は少し遅おそいではないか、ワーズワース神父」

　独房に足を踏ふみ入れた神父を迎むかえたのは、わずかに不ふ機き嫌げんそうな男の声だった。

　皺しわ深い顔の老人が読んでいた聖書から目を上げながら、不ふ愉ゆ快かいげな声を発したのだ。その背後、直立不動の姿勢で佇たたずんでいるのは、やはりよく似た年の頃ころの老人である。

　聖書を閉じたほうの老人──アルフォンソ・デステ元大司教は声もなく立ちすくんでいる〝教授〟の顔を見返すと、小首を傾かしげた。

「どうしたのかね、妙みような顔をして？　む、今日は連れがいつもの若いのとは違ちがうな。誰かね、その男は……」

　そう言った直後、アルフォンソの顔は棒でも吞のんだかのように強こわ張ばっている。みるみる青ざめた老人は、自分と同じ顔を見つめたまま喘あえいだ。

「な、なんだ、そいつは!?　いったいなんの冗じよう談だんなのだ、ワーズワース神父!?」

　アルフォンソの悲鳴など〝教授〟は聞いていなかった。室内に老人たちの姿を見み出いだした瞬しゆん間かん、その灰色の脳のう細さい胞ぼうは、自分が不覚をとったことを悟さとっている。

「──くそっ、僕としたことが！」

　鋭するどい舌打ちを放ったときには、〝教授〟はその体を後方に捻ひねっていた。背後のアルフォンソ──いや、それを装って電子錠を開けさせた敵手に対し、ステッキを旋せん回かいさせたのだ。にやにやと笑っているその額にステッキに仕込んだ火か炎えん放射器を突つきつけたときには、すでに〝教授〟の指はトリガーにかかっていた。だが──

「ワーズワース博士、何をするのです？　そんなものを私に向けて……気でも狂くるったの？」

　美しい声が、一瞬だけ、トリガーを引くはずだった指から力を奪った。

　火炎放射器の向こうにいたのは〝アルフォンソ〟ではない。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつの下、眉まゆをひそめていたのは彼が見慣れた美び貌ぼうだ。

「……ミラノ公!?」

　世界で最も美しい枢すう機き卿きようの姿に、〝教授〟は声を詰つまらせた。もっとも、これが見え透すいた罠わなであることぐらい、明めい晰せきな判断力は一瞬にも満たぬ時間で悟っている──だがこの場合、その刹せつ那なの時間が勝敗をわけた。

「…………！」

　肉が何か鋭い物に貫つらぬかれる湿しめった音とともに、〝教授〟の体はくの字に折れている。〝カテリーナ〟の鉤かぎ爪づめが、紳しん士しの腹ふく腔こうを抉えぐり抜いたのだ。短たん剣けんほども長い凶きよう器きは脾ひ臓ぞうまで達し、どす黒い血が大きく開いた口から激しく溢あふれだした。

「……あらあら、ちょっと痛かったかしら、おじさま？」

　後方によろめく〝教授〟を見下ろし、〝カテリーナ〟は一笑した。だが、すでにその声は柔らかな麗れい人じんのものではない。野太い笑声で喉のどを震わせつつ、ぺろりと顔を撫なでたときには、枢機卿の美貌は、頭をきれいに剃そり上げた、いかつい男のそれに変容してしまっている。
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「でも、あなたが下手に避よけちゃったから痛い目に遭あうのよ？　本当は、即そく死しさせたげようと思ってたのに」

「〝二ドツペ重ルゲン影ガー〟……吸ヴア血ンパ鬼イアがこんなところまで!?」

〝二ドツペ重ルゲン影ガー〟──細さい胞ぼうの配列を自由に操作することで、容姿を変化させる特とく殊しゆな吸ヴア血ンパ鬼イアを見上げ、〝教授〟は苦しい息を吐はいた。血に噎むせつつも、必死で声を絞しぼり出す。

「いったい、どうやってここまで……いや、君は何者だ？」

「いやん♡　賢かしこいおじさまなら、もうわかってらっしゃるく・せ・に？」

　何がそんなに楽しいのか、逞たくましい巨きよ体たいをくねらせながら、大男は瀕ひん死しの紳士の質問を笑い飛ばした。

「いいわ、教えたげる。あたしはカスパール・フォン・ノイマン──薔薇ローゼン十字クロイ騎士ツ・オ団ルデン位階６＝５。お友だちには〝百フンデ貌ルトゲのシユ王ヒト〟って呼ばれてるわ。でも、おじさまには〝カスパー〟って呼んで欲しいな♡」

「……オ、〝騎士団オルデン〟だと！」

　地じ響ひびきするような声で叫さけんだのは、すでに虫の息の〝教授〟ではない。

　大量出血でもはや発声もままならぬ紳士に代わって躍おどり上がったのは、それまで呆ぼう然ぜんと固まっていたアルフォンソだ。

「そうか！　では、儂わしを助けにきてくれたのだな！　ご苦労だった！」

「……助けに？」

　嬉うれしげに手を差し伸のべて近寄ってくる初老の男を、スキンヘッドの吸血鬼は喋しやべる生ゴミでも目もく撃げきしたかのような目で見やった。厭いとわしげな表情のまま、その逞しい巨きよ腕わんを旋回させる。

「本当に馬ば鹿かね、あなたって……あたしは、あなたを殺しに来たのよ？」

　巨腕がしなやかに一いつ閃せんした刹那、赤い飛沫しぶきを滝のように噴ふき上げて、切断されたアルフォンソの生首は天てん井じように舞まっていた。
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〈なるほど。では、作戦は順調に進行しているわけですね、伯爵グレー夫人フイン？〉

　位階は彼の方が上位にあるにも拘かかわらず、〝魔術師マギエル〟の口調は嫌いやみなほど慇いん懃ぎんだった。細葉巻シガリロに火を点じると、濃こい煙けむりを吐はき出す。

〈〝鳥オペラツ籠イオン作・ケー戦フイヒ〟──Ａｘ中ちゆう枢すうに対する同時多発襲しゆう撃げき計画。あなたの立案されたものでしたね？〉

「然りヤー。ただし、発案は７＝４〝毒竜バズイの王リスク〟によるものですが」

　立体映像であるにも拘らず、こちらまできつい煙草たばこの香かおりが漂ただよってきそうだ──思わずそちらを手で扇あおぎかけて、ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデはかろうじて自制した。〝魔術師〟の瞳ひとみがこちらにじっと注がれていたのだ。魔ま女じよは急いで微び笑しようを拵こしらえると、蕩とろけるような媚び態たいで暗黒の鏡を思わせる視線を受け止めた。

「〝毒竜バズイの王リスク〟バルタザール、〝百フンデ貌ルトゲのシユ王ヒト〟カスパール、〝傀儡ピグマの王リオン〟メルキオール……ノイマン三兄弟は本当によくやってくれております。明朝には、スフォルツァをはじめ、派は遣けん執しつ行こう官かんどもの首級をお目にかけられるかと」

〈なるほど〉

　媚笑には特段の反応も見せず、〝魔術師〟は頷うなずいた。その事務的な表情は、試験管の中を観察している科学者のそれだ。

〈ならば、けっこう。できれば私も御ご援えん助じよしたかったのですが、いかんせん、こちらも多た忙ぼうでしてね……我らが国王ケーニ陛下ツヒが、ここのところ、アルビオンの王位継けい承しようについて深い関心をお持ちのようでして、その関係で、今週はここを離はなれられないのです。お役に立てず、申し訳ない〉

「かまいませぬ。そもそも、今こ度たびの不始末は妾わらわの不徳の致いたすところ。この手で決着をつけてみせますゆえ、〝魔術師〟殿はどうかお心を休んじて、ご見物くださいませ……おお、そうそう」

　大事なことを思い出した──そう言わんばかりに、ヘルガは指を鳴らした。〝魔術師〟の関心を引くべく、さりげない沈ちん黙もくを置いて言葉を継つぐ。

「実はそちらにご報告をせねばならないことがあったのでした。ミラノを蹂じゆう躙りんしております〝毒竜の王〟ですが、彼がかの地で面おも白しろいものを見つけたと報しらせて参りました」

〈ほう、バルタザール卿きようが？〉

　細い一重まぶたを開いて、〝魔術師〟はわずかに興味をそそられたような表情になった。もっともこのようなときでさえ、死魚を思わせるその瞳はけっして光らない。

〈慎しん重ちような卿がそのようなことを言ってくるとは珍めずらしいですね。面白いものとは何でしょう？〉

「妾もまだ具体的な話は聞いておりません。ただ、派遣執行官の一人に関する興味深い情報だとかで……そう、確か、アベル・ナイトロードとやら申しましたか？　スフォルツァの腹心の部下について、なにやら面白いことがわかったとか」

〈アベ……ナイトロード神父に関する情報？〉

　短くヘルガの言葉を繰くり返すと、〝魔術師〟は顎あごを撫なでた。相手の言葉に関心を抱いだいたときの、この男の癖くせだ。ヘルガは内心でほくそ笑えみつつも、慎重に仕し掛かけの仕上げにかかった。

「まあ、〝鳥籠〟とは直接関係のないことのようですが。作戦が終しゆう了りようし次第、〝毒竜の王〟はこちらに戻もどって参ります。それからでも報告を聞いて、〝魔術師〟殿にご一報いたしますので、それまではどうかお待ちくださいませ」

〈……いや、それには及およびません〉

　勧かん告こくを装った誘ゆう惑わくに対し、〝魔術師〟は首を振ふった。何か慮おもんぱかる表情はそのまま、まださして短くもなっていない細葉巻を灰皿に押しつける。

〈そういうことであれば、私がそちらに行って、直じかにバルタザール卿の報告を聞くとしましょう。その方が、お互たがいに手間が省けます〉

「しかし、お仕事がお忙いそがしいのでは……」

〈いや、こちらの用事は代わりの者に担当させます。引き継ぎが終わり次第、そちらに向かいますので、〝毒竜の王〟にはそこで待機させていてください……よろしいですか？〉

「はっヤー。閣下がそこまでおっしゃられるのであれば、妾に異存はございませぬ」

　かかった──深々と下げた顔の中で唇くちびるを吊つり上げながら、〝魔女〟は勝利を確信した。

　どういう仕掛けかは知らないが、〝ナイトロード〟の名は〝魔術師〟にとって強きよう烈れつな吸引力を発するものらしい。でなくば、用心深いこの男を罠に誘さそい込むことは、不可能ではないにせよ、ここまで容易ではなかったろう。

〈では、二、三日中にはそちらにうかがいます。スフォルツァ枢すう機き卿きようの首を楽しみにしておりますよ、伯爵グレー夫人フイン〉

「心得ておヤボりますール」

　立体映像が搔かき消えたあとも、ヘルガの唇に浮うかんだ毒々しい笑みはなかなか消えなかった。

　いよいよ、あの男がここに来る──彼女と〝毒竜の王〟が慎重に張り巡めぐらせた罠とはいえ、こうまで容た易やすくことが運ぶとは思ってもいなかった。お陰かげで、用意した数多くの餌えさが無む駄だに終わってしまいそうだ。

　いや、あるいはあの男はこちらの思惑にある程度感づいているのかもしれない。そのうえで、あえて乗ってきてみせているのかもしれぬ。事態の順調すぎる展開にはかえって危険なものを感じさせるものがある。

「だが、それならばそれでいっこうにかまわん……」

　滴るような悪意を吐き出すと、ヘルガは虚空を撫でた。そこに浮かび上がった立体映像──精緻な地図とそこに瞬く三つの光点を愛でるように見やる。

　彼女と〝毒竜の王〟が合作したこの罠の真に恐るべき点は、たとえ〝魔術師〟が罠のすべてを見通していようと、それを避けることのできないところ──あえて、罠に踏み込んでこざるをえないところにあった。この一年あまり、あの男の言動をつぶさに観察し、シミュレートして張り巡らされた仕掛けに、一点の手抜かりもない。

　あとは予定どおり〝鳥籠〟が終了すれば、それですべては計画どおりに動き始める。もはや、ヘルガたちが手を汚す必要すらない。あの仇敵──否、仇敵たちは互いに潰しあい、滅ぼしあうのだ。

　地図に灯った三つの光はゆっくりと点滅していた。

　一つは〝剣の館〟のあるローマ。一つはスフォルツァ城を擁するミラノ。そしてもう一つ、もっとも禍々しく輝く赤い光は──

「待ち遠しいぞ、汝らがこの街にて滅びゆくのを見せてもらう日が……さあ、早くここまで来るがよい、〝魔術師〟。そして、派遣執行官ども」

　最後の光点──ヴィエナを表す光を白い掌に握り潰すと、〝魔女〟は満足げに喉を鳴らした。
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　応急処置の経験など、カテリーナにはなかった。

　それでもうろ覚えの知識を頼たよりに、裂さいたハンカチを銃じゆう創そうに押し当て、腋わきの近くの動脈叢そうを圧あつ迫ぱくしてやる。そのうちに、脇わき腹ばらからの出血の勢いがわずかながら緩ゆるやかになってきた。

「……アベル、私の声が聞こえますか？」

　湿しめった地面に横たわる神父の耳に、カテリーナは囁ささやきかけた。ともすれば無意識の闇やみに落ち込もうとする相手を失神させまいと、声を励はげます。

「まだ意識はある？　お願い。聞こえているなら、何か答えて」

「だいじょうぶですよ、カテリーナさん……私は、元気、です……」

　出血に加え、すぐ側そばを流れる水路から立ち上る冷気が怪け我が人の体力を奪うばっているらしい。返ってきた神父の声は恐おそろしいほどにか細かった。その顔が蒼そう白はくに見えるのも、あながちトンネルの天てん井じようで輝かがやいている冷光灯のせいだけではあるまい。こんな気休め程度の処置ではなく本格的な手術が必要だ──それもすぐに。

（駄だ目めだわ……血が止まらない）

　包帯代わりのハンカチに拡ひろがっていく赤い染しみを恐ろしい物のように見下ろしながら、カテリーナは唇を嚙かんだ。あのとき、妙みような首輪を嵌はめた来らい賓ひんたちの銃じゆう弾だんは神父の脇腹を貫つらぬいていた。幸い、弾たまは綺き麗れいに抜ぬけていたが、動脈が傷ついたらしくいまだ出血が止まらない。あの場から逃のがれるため、被ひ弾だん直後に走り回ったのもまずかったらしい。

（……それにしても、どうしてこんなことに！）

　加害者たちの恐きよう怖ふに瞠みはられた瞳ひとみを思い出して、カテリーナは舌打ちを禁じ得なかった。

　あれは断じて、こちらをテロリストと誤認しての発はつ砲ぽうなどではなかった。彼らは、あきらかに殺意を持って神父を銃じゆう撃げきしていた。

　だが、なぜだ？　なぜ、アベルを射殺しようとしたのだ？

　何らかの脅きよう迫はく──たとえば、あの首輪に爆ばく薬やくが仕込まれていて、命令に背けばそれを起き爆ばくさせるなどと脅おどしを受けて、自分たちを捜さがしていたのだろうか。

　確かにその仮定に従うならば、人質になっていたはずの彼らが銃器を持って徘はい徊かいしていたのも納なつ得とくできた。しかしその場合は、別の疑問が生じる──なぜ、来賓たちは枢機卿であるカテリーナではなく、アベルの方を狙そ撃げきしたのか。また、どうしてテロリストたちはわざわざ人質たちを刺し客かくに仕立て上げたのか。たとえ裏切れないような処置を施ほどこしても、人質に武器を持たせて解き放つようなリスクの高い方策をとるぐらいなら、どうして自ら手をくださなかったのだろう。

（……アベルに〝力〟を使わせないため？）

　そうとしか考えられない。敵は、アベルの性格をよく知っている。そのうえで、彼が実力を発揮できない刺客を差し向けてきたのだ。

　アベルの命を狙ねらい、しかも彼が一いつ般ぱん人に手出しできない性格であることを知ち悉しつしている者たちといえば──

『先日、エストニアで彼を見ました。あれは確かに〝騎士団オルデン〟のメンバーです』

　喫きつ茶さ室しつでの会話を、カテリーナは苦い思いとともに記き憶おく野から掘ほり起こした。

　ことここに至れば、やはりあのバルタザールとやらは〝騎士団〟のメンバーと見なければなるまい。だが、なぜ〝騎士団〟がこのスフォルツァ城を目標にする？　ローマの〝剣パラツツのオ・ス館パーダ〟と異なり、スフォルツァ城は戦略的にはたいして意味のない拠きよ点てんだ。Ａｘとカテリーナにとって重要な資料も指揮機能も〝剣の館〟にあり、ここを襲おそうメリットといえば、せいぜい、警備がローマより手て薄うすであることぐらいしか思い当たらない──

「……ぐふっ！」

「だいじょうぶ、アベル!?」

　小さいが苦痛に満ちた咳しわぶきが枢すう機き卿きようの思考を中断させた。見れば、弱々しく身をよじった神父が血の泡あわをふきこぼしている。おそらく、折れた肋ろつ骨こつが肺を傷つけているのだろう。このままでは、気管に詰つまった血で窒ちつ息そくしてしまう。

「ちょっと待ってなさい！」

　慌あわててカテリーナは傍かたわらを流れる水路に走った。清せい浄じようなその水を長手て袋ぶくろで汲くみ上げると、神父のもとに駆かけ戻もどり、口に水を注ぎ込む。だが、アベルはむせるばかりで、なかなか水は喉を通らない。それを看みて取ると、カテリーナは躊ちゆう躇ちよ無くその水を自分の唇くちびるに含ふくんだ。血に汚よごれた相手の口中に、直じかに注ぎ込む。

「……はあっ！」

　注ぎ込まれた水が血けつ塊かいを流し落としたらしい。僧衣が大きく動くや、胸が膨ふくらんだ。拡張した肺が折れた肋骨を押し戻し、か細い呼吸が回復する。

「だいじょうぶ、アベル？　息はできる？」

「ええ……なんとか……」

　体を串くし刺ざしにされているような激痛が走っているはずだったが、神父は痛みを訴うつたえなかった。その代わり、カテリーナの手を摑つかむと、聞き取りづらい声を押し出そうとする。

「それより、カテリーナさん……私はここに置いていってください……このままだと、私は足手まといになってしまう……ロレッタさんの話だと、出口はあまり遠くないはずです……また見つかる前に……早く……」

「馬ば鹿かなことは言わないで！」

　絞しぼり出される言葉を遮さえぎって、カテリーナは神父を抱だき起こした。痛みに呻うめくのも無視して立ち上がらせる。

「絶対にあなたは死なせない……あんな奴やつらなんかに殺させはしないわ！」

　相手と自分の双そう方ほうを叱しつ咤たするように吐はき捨てると、神父の肩かたを担いだまま、大おお股またに歩き始める──しかし、しょせんは女の力で、大の男一人を担いで歩くのには無理があったようだ。ましてや〝鉄の女〟の渾あだ名なに反して、生身のカテリーナは蒲ほ柳りゆうの質しつだ。すぐに息が乱れ始めたかと思うと、自分でも情けなくなるほどあっけなく膝ひざが折れてしまう。倒たおれた地面が柔やわらかい泥どろだったことだけが、まだしもの幸いだった。

「だいじょうぶ……ですか、カテリーナさん？」

「へ、平気よ。心配いらないわ」

　案ずるような神父の声に、カテリーナは平静を装ってみせた。実のところ、酸素不足で目の前が暗くなっていたのだが、それを気取られまいと虚きよ勢せいを張る。

「ちょっと躓つまずいただけです……少し休んだら、また行きましょう」

「……そういう、意地っ張りなところは、昔と全然、変わっていませんね」

　か細い声は相変わらずだったが、かすかな苦笑の気配がその中に籠こもった。血に汚れた顔を笑えみの形に歪ゆがめると、横たわったままの神父は、肩で息をしている麗れい人じんの髪かみに手を伸のばした。転てん倒とうした際に付いた泥を払はらい落としてやりながら、どこか懐なつかしげに呟つぶやく。

「覚えてますか？　あのときも、あなた、そうやって『ちょっと躓いただけ。少し休んだら、すぐに行くわ』って言ってました。本当は、一歩も歩けないほど消しよう耗もうしていたのに……ちっとも変わってないですね」

「……それは、私が全然進歩してないって言っていると思ってもいいのかしら？」

　いまが危機的状じよう況きようにあることは、二人とも嫌いやというほどわかっている。にも拘かかわらず、カテリーナは神父の軽口を咎とがめなかった。こちらも苦笑すると、白ちゃけた相手の指をそっと握にぎってやる。

「でも、アベル。そういうあなたもまったく変わってないわよ。覚えてる？　あのとき、あなた、こう言ったわ。〝自分は人間を助ける。そう約束した。だから、どんな人も見捨てない〟……いまと一いつ緒しよじゃない？」

「ええ……いまでもそう思ってますよ。命は命じゃないですか……どの命を助けて、どの命は見捨てるなんてことは、誰だれにも……神様にだって、決められません」

　神父は苦笑を収めると、一転、まじめな顔になった。声はいまにも消え入りそうなほどか細くなっているにも拘らず、真しん剣けんそのものに続ける。

「人の命っていうのは世界の一部なんですよ、カテリーナさん。どんな人にだって可能性があって、その人のことを大切に思っている人がいて……それを奪うばう権利は誰にもありません」

「…………」

　カテリーナは押し黙だまったまま、神父の長口舌を聞いていた。

　相手の言葉に共感していたわけではない──むしろその逆である。

　すべての者の命が、すべての人間の価値が、皆みな等しいなどということは絶対にあり得ない。人にはそれぞれ価値というものがある。それを知っているからこそ、彼女は何十人もの人質たちを見捨てて逃とう走そうを図りながらも、たった一人の男のために敵に捕ほ捉そくされる危険を冒おかしているのだ。本当に人の命が皆平等なら、誰がこんな愚ぐ行こうに挑いどむだろう。

「ところでアベル、さっきの話の続きなんだけど……」

　神父が台詞せりふを一段落させたところで、カテリーナは声を挟はさんだ。反はん駁ばくするためではない。これ以上、彼に喋しやべらせて体力を消耗させるのはまずいと思ったからだ。アベルの包帯を整えつつ、さきほど中断させられた思考作業へと戻る。

「パーティーを襲おそったあのテロリストどもは、あなたの言うとおり〝騎士団オルデン〟のメンバーだと思います。だけど、なぜ奴らはあなたをターゲットにしているのかしら？　あいつらの最優先目標は、この私のはず。それなのに、どうしてこんな手の込んだことをしてまであなたを排はい除じよしようとしているの？　そもそも、なぜローマでなくてこのミラノが狙ねらわれたのかしら──」

　そこまで喋ったところで、カテリーナは相手が自分の言葉を聞いていないことに気づいた──気絶している。

（これ以上、動かすのは無理か……）

　いまだ失血が続いている神父の傷を確認して、カテリーナはため息をついた。

　あれからかなりの時間を移動に費やしている。もう、出口まではさほどの距きよ離りは残していないはずだ。とはいえ、そのわずかな距離を彼に移動させるのはあまりに危険な賭かけだった。また肺が傷ついたら、今度こそ窒ちつ息そくしてしまうだろう。いや、その前に失血死するか、ショック死するか──

「…………」

　短い逡しゆん巡じゆんの末、麗人は決意を固めた。

　長い金きん髪ぱつを無造作にひっつめるや、ドレスの裾すそを動きやすいように大きく引き裂さく。それから神父の長身を近くの物もの陰かげまで苦労して引きずってゆくと、細心の注意を払って通路からは死角になるように横たわらせる。

「ここで待ってて……すぐに人を呼んで戻もどってくるから」

　眠ねむっているようなその顔に短く告げたときには、麗人は再び立ち上がっていた。

　神父の懐ふところを探さぐって旧式の回転拳けん銃じゆうを取り出すと、水の流れに沿って歩き始める。ペンより重い物は持ったことのない腕うでに銃の重量はこたえたが、焦しよう燥そうが脚あしを急がせる。

　急がねばならない。急がねば──

「──そこにいるのは誰だ!?」

　ほとんど走り出さんばかりのカテリーナの脚を止めたのは、前方から投じられた誰何すいかの声とランタンの光だった。急に光をあてられ、思わず目を背けた枢すう機き卿きように驚おどろきの声がかけられる。

「なんと、スフォルツァ猊げい下かではありませんか！　よかった、ご無事だったんですね！」

「……ヴィスコンティ大たい尉い？」

　ランタンを手に駆かけ寄ってきた三つの人ひと影かげのうち、先頭に立つ若者の顔を確かく認にんして、カテリーナは目を細めた。大広間にトラックが突とつ入にゆうしてきてからの彼らの動きはまったく把は握あくしていなかったのだが、では、彼らもあのどさくさに紛まぎれて脱だつ出しゆつしてきたのだろうか？

「──それ以上、近づかないで、大尉」

　さきほどの来らい賓ひんどもとは違ちがって、彼らはテロリストの捕ほ虜りよになっていたわけではなさそうだった。武装しているのも不自然ではない──だが、カテリーナは駆け寄ってきた部下の無事を言こと祝ほいだりはしなかった。躊ちゆう躇ちよ無く旧式回転拳銃の銃口を掲かかげ、硬かたい声で警告する。

「そこを動いてはいけません。動けば撃うちます」

「ど、どうされたのです、ミラノ公!?」

　三人は一様に驚いたような顔になった。ようやく見つけ出した主君から、いきなり銃を向けられるとは思わなかったのだろう。目と口を丸くして狼狽うろたえている。

「ひょっとして、お迎むかえが遅おくれたことを怒おこっていらっしゃるのですか？　ならば申し訳ございません。ですが、テロリストの目をかいくぐるのに苦労しまして、猊下をお捜しするのに時間が──」

「テロリストの目をかいくぐるのに苦労した？」

　弁明を聞いても、カテリーナの険しい表情は変わらなかった。いや、むしろ危険を確信した者のように銃の撃げき鉄てつを上げる。

「もし本当にそうなら、どうしてさっきは『そこにいるのは誰だれだ』なんて尋たずねられたのかしら？　相手がテロリストかもしれない状じよう況きよう下でそんなことを尋ねられるのは、相手がテロリストでないことを知っているか、そうでなくば、テロリストに見つかってもかまわない立場にある──その場合だけです」

「…………」

　冷たいが明めい晰せきな言葉に男たちは沈ちん黙もくした。それまで愛あい想そ笑いを浮うかべていた顔に陰いん惨さんな翳かげりが落ちる──だが、苛いら立だたしげな声でその沈黙が破られるまで、そう時間がかかったわけではなかった。

「……申し訳ありません、猊下。そこまでご存じなら、ぜひともお教えください」

　詰つめ襟えりを乱暴にはずしながら口を開いたのは、ガレアッツォだ。首に嵌はまった首輪を示しながら、半ば哀あい願がん、半ば脅きよう迫はくするかのような声で、主君に問いかける。

「あの神父はどこです？　あの者を殺さねば、我らが殺される……ナイトロード神父は、いま、どこに？」

「知りません」

　男たちに向けた銃口はそのまま、カテリーナは無愛想に首を振ふった。銃の重みで肩かたが抜ぬけそうになるのを耐たえながら、平静を装う。

「あの者とは、さきほどはぐれてしまいました。ひょっとしたら、もう外に出てしまっているかもしれませんね」

「噓うそだ！　猊下は噓をついておられる！」

　ヒステリックに喚わめいたのは、ガレアッツォの背後で散さん弾だん銃じゆうを握にぎりしめていた兵士だ。どこか神経質そうなその若い兵士は目を血走らせて叫さけんだ。

「我々は出口の方からこちらに向かってきたんです。その間、奴やつの姿はなかった……お教えください、猊下！　あの男はどこにいるのです！」

「知らないと私は言いましたよ」

　こちらに向けられた散弾銃の銃口を剃刀かみそり色の瞳ひとみで見み据すえながら、カテリーナはなおも首を振った。裁きの女神めいた表情を湛たたえて返答を拒こばむ。

「撃ちたければ撃てばいいわ。でも、そんなことをしても無む駄だですよ。私は何も知りませんもの」

「くっ……！」

　唇くちびるの端はしからうわずった声をこぼした兵士の目が急に据すわった。それまで紅潮していた顔が気味悪いほど白くなると、引き金に指を置く。
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「い、いいでしょう……こうなったら、あなたを撃ってみましょう。そうすれば、悲鳴を聞きつけて奴が出てくるかもしれない」

「おい、やめろ！」

　制止したのは、それまで黙だまっていたいま一人の兵士だ。短機き関かん銃じゆうを構えたやや年かさの兵士は、同どう僚りようの肩に手をかけて宥なだめようとした。だが、散弾銃の兵士はその手を乱暴に振り払はらうと、酔よっぱらったような目で主君の顔を睨にらみつけた。ドレスから剝むき出しになった白い肩に照準を定め、半ば自や棄けばちのように引き金を引く。

「──失礼します、猊下！」

　兵士のヒステリックな咆ほう哮こうがほとばしった次の瞬間、甲かん高だかい銃声と血ち飛沫しぶきが地面を叩たたく不気味な響ひびきが、暗黒の水路に谺こだました──
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「こなくそっ！」

　はなはだ下品な気合いとともに、レオンは丸太のような脚あしを一いつ閃せんした。

　落ちかかってきた大たい剣けんの峰みねを蹴けり飛ばし軌き道どうを変える。人の背せ丈たけほどもある白はく刃じんはレオンの顔をかすめ、すぐ傍かたわら、すでに使用されていないガス灯をいとも容た易やすく切断した。鋭えい利りな切り口を見せて倒たおれてきたガス灯が石いし畳だたみに転がったときには、首のないメイドは獲え物ものを捕とらえ損ねた大剣を再び持ち上げている。一方、レオンの方は四し肢しをうねる髪かみに絡からめ取られ、ほとんど身動きできない状態だ──再び、白刃が唸うなりを発した。

「けっ、人形風ふ情ぜいが……ナメるんじゃねえッ！」

　夜気を揺ゆるがす獅し子し吼くが、巨きよ漢かんの喉のどをほとばしった。

　頭上めがけて大剣が振り下ろされると同時に、奇き怪かいなアクセサリーのようにぶら下がっていたジークリンデの頭部を鷲わし摑づかみにする。乱暴なその動きに、髪の毛が食い込んだ四肢から勢いよく血が噴ふき出すが、それも構わず、強ごう引いんに自動人形の頭を持ち上げる──そこに、白刃が落ちかかってきた。

「！」

　悲鳴のような音があがったときには、自分自身の振り下ろした刃やいばに少女の頭部は砕くだけ散っていた。同時に、レオンの四肢を縛しばっていたいましめが急に力を失う。

　だが、だらりと垂れ下がった毛もう髪はつを振り落としている暇ひまなど、〝ダンディライオン〟には与あたえられなかった。そのときには、三み度たび、首無しメイドが大剣を振り上げていたからだ。

「しぶてえ……だがな！」

　ようやく自由を回復した神父の手元から光がほとばしった。優美に回転する戦チヤク輪ラムが大剣を掲かかげる首無しメイドに向けて投じられたのだ。だが、四肢に走る傷の痛みが巨漢の集中力を削そいだのか、円刃は虚むなしくメイドをかすめて、明後日あさつての方角へと飛び去っていってしまった。一方で、凶きよう器きを投じた姿勢のまま固まっているレオンに向けて、首無しメイドは凶器を振り下ろした。風を巻いて落ちかかった大剣が、横よこ跳とびに跳んだ巨漢の髪を数本切断する。猫ねこのように巨体を丸めて着地したレオンはそのまま石畳を転がって距きよ離りを稼かせぐ。それを追うべく、ジークリンデは疾しつ走そうの体勢に移ろうとして──突とつ然ぜん、その動きを止めた。

「へっ……どうだい、自分の髪に絡み付かれた感想は？」

　満足げなレオンの笑えみは、死し闘とうの勝者というよりは悪戯いたずら好きのガキ大将のそれだった。

　首のないメイドの腕うでに絡み付いていたのは彼女自身のものである細い毛髪だ。その先にはさきほど回かい避ひした戦輪がぶら下がっている。しかも、戦輪は両断されたガス灯を一周するような形で戻もどってきたらしい。ジークリンデの腕とガス灯の残ざん骸がいは細い毛髪によって結びつけられていた。

「あばアデイよ、オス、お嬢セニヨちゃんリータ……くたばんな」

　別れの挨あい拶さつとともに、巨漢が投げ捨てたのは火のついた葉巻シガーだった。闇やみの中、赤い光点はくるくると円を描えがきながら飛ぶと、手に絡み付いた髪の毛をひきちぎろうとしている人形の傍ら、切断されたガス灯の上に落ちた──正確には、切断されたガス管から、音をあげて漏もれていた大量のガスの上に。

　轟ごう音おんとともに、巨大な爆ばく炎えんが立ち上がったのは次の瞬間だった。

「……ちっ、人形とはいえ、女子供と殺し合うのは気分がわりぃ」

　炎ほのおの渦うずの中、人の形をした何かがゆっくりと頽くずおれてゆくのを確かく認にんしてから、レオンは舌打ちした。ついで、じろりと視線を動かすと傍らで戦いを見守っていた若者を睨みつける。

「おい、メルキオールとか言ったか、吸ヴア血ンパ鬼イア？　ずいぶんと趣しゆ味みの悪い真ま似ねしてくれるじゃねえか……ぶっ殺される覚かく悟ごはできてるんだろうな？」

「覚悟？」

　あっけなく従者が倒されたにも拘かかわらず、青い髪の若者は表情を変えなかった。ただ、いかにも神経質げに眼鏡めがねを押し上げただけだ。

「覚悟って何のことだい？　あ、ひょっとしてオタク、もう勝ったつもり？」

「……なに？」

　訝いぶかしげに顔をしかめたところで、ふと巨漢は何かに気づいたように振ふり返った。

　ガス爆ばく発はつのせいで、あたりは昼間のように明るくなっていたのだが、そのちらつく炎の向こうに、十人近い人ひと影かげが立っている。火事に気づいて駆かけつけてきた街の者たちだろうか？　いや、それにしては様子が変だ。黙だまってこちらを見つめるその影がいずれも、同じような背丈、同じような体つきをしている。それに気づいたとき、レオンの表情が強こわ張ばった。

「おいおい……冗じよう談だんだろ？」

　まったく同じ顔の娘むすめたち──そこで燃えている人形と同じ顔の少女たちが、いっせいに背中の長ちよう剣けんに手をかけた。炎の照り返しを受ける白刃を振りかざすや、石畳を蹴って突とつ進しんしてくる。

「や、やべっ！」

　咄とつ嗟さに遁とん走そうしようと身を翻ひるがえしたレオンだったが、そのときには別の一体が眼前に回り込んでいた。

　急停止するも間に合わない。息がかかりそうな距離まで肉にく薄はくした自動人形が、大剣を横よこ殴なぐりに旋せん回かいさせた──

「！」

　悲鳴めいたブレーキ音に、柔やわらかいものと硬かたいものが激げき突とつするような異音が重なった。

　側方からの衝しよう撃げきに、レオンの首を刎はねようとしていた自動人形は五メートルほども吹ふき飛ばされている。重い音をあげて石畳の上を転がったときには、バンパーをぐしゃぐしゃにへこませた大型乗用車がレオンの眼前に急停止している。

「は、は、早く乗ってください、神父レオン！」

　顔中を口にするほどの勢いで怒ど鳴なったのは、ハンドルを握にぎる尼に僧そうだ。尼僧──シスター・ロレッタはギアをバックに入れながら、再度怒鳴った。

「早く乗って！　早く！」

「でかした、お嬢ちゃん……ご褒ほう美びに、今度、デートしてやる！」

　側方のタラップにレオンが脚あしをかけたときには、乗用車はゴムの焦こげる臭においを撒まき散らしながら急発進している。酷こく使しされたエンジンが悲鳴を発する中、狭せまい路地を、猛もうスピードでバックする。

　一方、慌あわただしい逃とう避ひ行こうに入ったターゲットを、自動人形たちは見み逃のがしたりはしなかった。さきほど跳はね飛ばされたメイドをはじめ、その全員が姿勢を低くすると、いっせいに疾走を開始したのだ──その速度は、バック走行する乗用車のそれを完全に上回っている。

「うほっ、俺様、もてもて？」

　無表情に突とつ撃げきしてくる娘たちを前に、タラップに脚をかけたレオンは苦笑した。だがハンドルを握る尼僧が、恐きよう怖ふでいまにも気絶しかねぬ様子なのを看みて取ると、やや残念げに腕うで輪わをはずす。

「しかし、さすがの俺様も、十人まとめてじゃ身がもたねえ。しょうがねえ、デートはまた今度だ……おう、そこの吸血鬼！」

　しなやかに腕を撓しならせながら、巨きよ漢かんは怒鳴った。少女たちの向こうで見物を決め込んでいる若者を睨ねめつけつつ、憎にく々にくしげな捨て台詞を投げつける。

「てめえは、この俺様が絶対にぶち殺す。それも近いうちにだ……覚えとけ！」

　不ふ吉きつな宣告とともに、閃せん光こう弾だんを仕込んだ戦輪が、闇を裂さいて投じられた。




「はい、お仕事、完かん了りようっと？」

　床ゆかに転がった皺しわ首くびを蹴けり飛ばし、カスパールはくねくねと姿しなを作った。どこからか取り出した鏡に見入りながら、酔よったように呟つぶやく。

「やん、カスパール、あなたっていつも完かん璧ぺきよ♡　天は二物を与あたえずっていうけれど、あたしだけは別だったのねえ……ほれぼれしちゃう」

　うっとりと目を細めると、スキンヘッドの大男は鏡に映ったいかつい顔にウインクした。そのまま腰こしを振りながら独どく房ぼうを出て行きかけ、ふと、思い出したように背後に向き直る。

「あらあら、いけない……肝かん心じんなお仕事を忘れるところだったわ。ええっと、この汚きたならしい生き物が〝智天使〟かしら？　バルタザールお兄さまが言っていたのは、きっとこいつね」

　惨さん劇げきの場にあって、独房の奥に佇たたずんでいた老人にカスパールは大おお股またに歩み寄った。凶きよう悪あくな吸血鬼の接近に何の反応も見せない人造矮人の前まで来ると、露ろ骨こつに顔をしかめる。

「ほんと、〝魔術師ったらセンス悪いわあ……わざわざ、こんな醜みにくい生き物をこの世に生み出すなんて重罪よ、重罪。ああ、見てるだけで吐はき気がしてきたわ。すぐにカタしてしまいましょ」

　ぼやいた〝二ドツペ重ルゲン影ガー〟の手に、鋭するどい光が宿った。短たん剣けんほどの長さに伸のびた鉤かぎ爪づめを、大きくふりかざしたのだ。そのまま〝智天使〟の頭こうべにそれを振ふり下ろそうとして、直前、背後に跳とびすさる。

「やん、熱いッ！」

　猫ねこのような跳ちよう躍やく力をみせた大男の唇くちびるから悲鳴があがった。瞬前まで彼の立っていた空間を薙なぎ払はらった炎ほのおが手をかすめたのだ。手の甲こうに生じた小さな水すい泡ほうを舐なめながら、カスパールは側方に向き直った。

「ちょっと、なんてことするのよ、おじさま！　危ないじゃない！　あたしのこの美び貌ぼうに傷でもついたら、どう責任とってくれんのよ！」

「これは失敬。いや、少しはアクセントがあった方がいいんじゃないかと思ってね」

　血に汚よごれた〝教授〟の顔は蒼そう白はくだったが、その瞳ひとみだけはまだ力を失ってはいなかった。ふらつく脚で立ち上がると、ウインクを飛ばしてみせる。

「しかし、あれだね。こんな聖都のど真ん中までわざわざ吸血鬼が乗り込んできたということは……よほどにその人造生命は重要な知識を握っているらしいね？　そこまでして君たちが秘密にしたがっている情報とはなにかね？　新教皇庁にいったい、何をさせようとしていたのかな？」

「うふっ、ごめんなさい。悪いけど、いくらおじさまでもそこまでは教えてあげられないわ……ああ、でもひとつだけ」

　もはや瀕死の相手をいたぶるように見やると、吸血鬼は顔の前に指を一本たてた。

「新教皇庁なんて、あたしたちの計画ではただの囮よ。あなたたちがあちらに気を取られている間に、あたしたちはもっと大きなことをしようとしているの……サイレント・ノイズを使ってね」

「サイレント・ノイズ──バルセロナの低周波兵器か!?」

　話している間にも、僧衣の腹部の染みは刻一刻と大きくなりつつある。しかし、肉体的苦痛よりむしろ精神的驚愕に〝教授〟は目を瞠った。

「そんなものを使って、今度は何をやるつもりだ？　また、ローマを狙うつもりかね？」

「うふふ、さあてどーかしらねえ？」

　焦らすように笑った吸血鬼に、それ以上の答えを与えるつもりはないらしい。すでに火傷が完治しつつある手に再び爪を伸ばしながら、死にかけの神父に顎をしゃくる。

「さ、もう気もすんだでしょ。そろそろそこをどいてくださる、おじさま？　あなたの言うとおり、ここにはあんまり長居できないの。早く〝塔トウルム〟に帰らないと、お兄さまに叱られちゃう」

「〝塔〟……ふむ、それが君たちの本拠地か……」

　血のこびりついた唇でつぶやくと、教授はステッキを顔の前に立てた。弱々しく、しかし決然と首を振って招かれざる客の要請を却下する。

「あいにく、そこの彼ケルヒムは大切な証人でね……悪いが、手出しさせるわけにはいかないな」

「……残念だわ。あなた、あたし好みのダンディだから、命だけは見逃してあげようと思ってたのに」

　命がけで紳士のダンデ美学イズムを守るつもりなのか。死人のような顔の前にいかにも伊だ達て男っぽくステッキを掲かかげた〝教授〟を、カスパールは呆あきれ気味に見やった。

「いいわ、おじさま……だったら、せめて苦しまないように逝イかせてあげる！」

　次の瞬しゆん間かん、巨漢の姿は、〝教授〟の眼前から消失している。〝加速〟した巨きよ影えいが再出現したのは、ふらつきながらかろうじて立っている紳士の背後だ。それを察知した〝教授〟がステッキを肩かた越ごしに旋せん回かいさせたときには、素す早ばやく伸びたカスパールの指が、火か炎えん放射器を仕込んだ杖つえの先せん端たん部を摑つかんでしまっている。

「ざ～んねんでしたぁ♡」

　吸きゆう血けつ鬼き特有の怪かい力りきで、やすやすと火炎の噴ふん射しや口を握り潰つぶしながら、カスパールは揶や揄ゆした。

「このカスパールは、同じ手に何度もひっかかるほど、お馬ば鹿かさんじゃなくてよ？」

「ああ、そのようだね……しかし、違ちがった手にはひっかかる程度には愚おろかだ」

　不敵な冷笑がカスパールの鼓こ膜まくを叩たたいた直後、〝教授〟の手元から白い光がほとばしった。

　先端を吸血鬼に握られたステッキが中程で割れたかと思うと、内部に収納されていた細刃が澄すんだ音をあげて引き出されたのだ。尋じん常じようならざるスピードに、カスパールが目を瞠みはったときには、跳ね上がった刃がその顎あごから左頰ほおをざっくり斬きり割っている。

「！」

「レポートの代理執しつ筆ぴつにカンニング、替かえ玉だま受験……うちの学生たちときたら、それはもう奸かん智ちに長たけていてねえ」

　悲鳴をあげてのけぞる吸血鬼に、〝教授〟は冷たい笑えみを向けた。血に染まった細剣レイピアを手中で回転させながら、静かに言い捨てる。

「教育者側もこれぐらいのトリックは使えないと、学生に舐められてしまうんだよ……下品なやり方ではなはだ申し訳ないが、勘かん弁べんしてくれたまえ」

　完璧なまでに礼則に則のつとった一礼とともに、アルビオン紳士はとどめの刺し突とつを繰くり出した。細剣の切っ先が、夜の種族最大の弱点である心臓に撃うち込まれる──直前。

「むうっ……」

　血の気のない唇で呻うめいた〝教授〟の膝ひざが崩くずれた。

　大量の失血が予想以上に体力を奪うばっていたらしい。得物を取り落とすと、よろめく体を支えようと傍かたわらの壁かべに手を伸ばす──だが、それは果たせなかった。横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきが彼を吹ふき飛ばしたからだ。

「ぎざまぁ……よくも乙おと女めの顔に傷をおおっ！」

　血まみれの咆ほう哮こうが、床に這はい蹲つくばった紳士の鼓膜を叩いた。その前に仁に王おう立だちになったのは、朱しゆに染まった半面を押さえた〝二ドツペ重ルゲン影ガー〟である。

「この醜いオヤジが！　絶対に許さんぞおっ！　楽に死ねると思うなよおっ！」

「……殺されるのはかまわないが、その前に遺言状を書きたい。少々、時間をくれないかね？」

　胸ぐらを摑まれ、天てん井じようまで差し上げられながらも、〝教授〟の声はアルビオン貴族特有の皮肉なユーモアまでは失っていなかった。死の瞬間までダンディズムを貫つらぬくつもりか、パイプを嚙かんだ唇の端はしに弱々しい微び笑しようを作ってみせる。

「そうだね、三十年ばかり待ってもらえれば、ローマ最高の知性に相応ふさわしい、後世に語り継つがれるような立派な遺書が書けると思うんだが……」

「短生種テランが、減らず口を！」

　相手ほどには気の長くない吸血鬼は忌いま々いましげに吼ほえると、巨きよ腕わんを振り回した。胸ぐらを摑んだままの〝教授〟の頭を傍らの壁に叩きつけようとしたのだ。もし、直前に横合いから繰り出された白はく刃じんが巨漢の腕うでを両断していなければ、自じ称しよう〝ローマ最高の知性〟は粉々に砕くだけ散っていたに違いない。

「！」

　両腕を斬り飛ばされたカスパールの口が声にならない絶ぜつ叫きようを放った。勢いよく噴ふき上がった血が独どく房ぼう中を朱に染めたときには、遠心力で弾はじき飛ばされた〝教授〟の体は滑すべり込んできた影に受け止められている。

「ご無事ですか、師匠マスター？」

「そうだねえ……よく駆かけつけてくれたと弟で子しのことを褒ほめるべきか、それとも来るのが遅おそいと叱しかるべきか迷う程度には元気かねえ」

　浅い息の下で皮肉っぽく笑ってみせた中年紳士の言葉に、金きん髪ぱつの剣けん士しはかすかに安あん堵どしたように表情を緩ゆるめた。だが、すぐに顔を引き締しめると、師の体を傍らに置いて吸血鬼に向き直る。

「お叱りなり、賞賛なりはまた後ほど……とりあえず、この化け物を始末します」

「貴ぎ様ざまぁ……貴ぎ様ざまらぁ、絶対に許さんぞおっ！」

　両腕を失ってなお、カスパールは牙きばを剝むいて吼えている。それを手負いの獣けものを追いつめた猟りよう師しの視線で見み据すえると、ユーグは床ゆかを蹴けった。片手に長刀、片手にその鞘さやである鉄棒を、大おお鷲わしが羽根を拡ひろげるような形でかまえ、疾しつ走そうする。もはや戦せん闘とう力を喪そう失しつしている吸血鬼を制圧すべく、最後の一太刀を加えようとして──

「ぐらえっ！」

　赫かつと開いた吸血鬼の口こう腔こうで、赤光が閃ひらめいた。

　喉のどの奥に仕込まれていたのだろう。火炎放射器の炎ほのおが血まみれの口からほとばしったのだ──傍らの〝智天使〟に向けて。

「……まずい！」

　刹せつ那な、ユーグは横よこ跳とびに跳んで、のっそり立ったままだった老人を押し倒たおしていた。その頭上を灼しやく熱ねつの塊かたまりが行き過ぎる。壁に叩きつけられた炎が悲鳴のような音をあげて砕け散ったのを確かく認にんして頭をあげるが──

「くそ、逃にがしたか……」

　最前まで吸きゆう血けつ鬼きが立っていたあたりに血ち溜だまりだけが残っているのを見て、剣士は舌打ちした。それから、倒れたままだった師匠に向き直る。

「私は奴やつを追います。すぐに人が参りますので、病院の方で手当てを受けられてください」

「ああ、そうしよう。だけどその前に、一つ終わらせておかないといけない仕事がある……」

〝教授〟の顔色はほとんど死者と変わりなかったが、それでもよろめきつつも自力で立ち上がった。ユーグに押し倒されたままだった〝智天使〟の側そばまで歩み寄ると、壁に肩かたを預けるようにして囁ささやく。

「知識の番人たる汝なんじに我より問わん、〝智天使〟よ。〝塔トウルム〟とは……いまの彼の本拠地はどこにある？」

「[image: ]ぃえなデス、聖下」

　嗄しわがれた老人の声は聞き取りづらかったが、その単語ははっきりと聞こえた。
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「マ、師匠マスター、いったいこれは……!?」

　狼ろう狽ばいしたようにユーグは師を振ふり返った。だが、その顔が急に凍こおりつく。

　いまこのときも床に拡がりつつある血溜まりの中──〝教授〟の瘦そう身しんは、横よこ倒だおしに転がっていた。




　　　　Ⅶ




　銃じゆう声せいが水路に響ひびき渡わたると同時に、麗れい人じんの頰ほおに赤い血ち飛沫しぶきが弾はじけた。

（撃うたれた!?）

　一いつ瞬しゆん、身を固くしたカテリーナだったが、すぐにそれが自分の血でないことに気づいた。彼女の斜ななめ背後の壁かべに大きな穴が穿うがたれている。散さん弾だんは、危ういところで逸それたのだ──では、この血は？

「う……あ……」

　まだ状じよう況きようが理解できていないカテリーナの耳を、ごぼごぼと泡あわの弾けるような音が叩たたいた。その濁にごった声を発しているのは、たったいま、彼女に発はつ砲ぽうしたばかりの兵士だ。顎あごがはずれんばかりに開かれた口腔からは、どす黒い血泡がこぼれ落ちている。

　だが、それだけならカテリーナが目を瞠みはることはなかったろう。麗人に息を吞のませたのは、瀕ひん死しの兵士の鳩尾みぞおちから生えている真っ赤な手──いや正確には、彼の背後から心臓を抉えぐり抜ぬいて突つき出した何者かの手の存在だ。

「まったく度し難い生物だな、君たちは……」

　皮肉げな声とともに、心臓が潰つぶれる湿しめった音が響いた。

　そのときには即そく死しした兵士は重々しい音をあげて頽くずおれている。一方、不幸な死者の背後に佇たたずんでいた加害者は、声もなく立ちすくんでいる三人の短生種テランたちに端たん整せいな顔を向けた。

「『枢すう機き卿きようは傷つけるな』とあれほど念を押したつもりだったんだが、何を聞いていたのかな？」

　物覚えの悪い生徒たちを前にした教師そっくりの表情でため息をついたのは、茶ちや髪ぱつにウェーブのかかった細面の若者だ。バルタザール・フォン・ノイマン──テロリストたちのリーダーは、右手に奪うばい取った拳けん銃じゆうを玩もてあそびながら、思い出したように枢機卿に向き直った。

「やあ、お捜さがししておりましたよ、猊げい下か。お怪け我がはありませんでしたか？」

「……〝騎士団オルデン〟の者にこの身を気き遣づかわれるとは、思ってもいませんでした」

　血溜まりに突っ伏ぷした死体を眉まゆ一つ動かさずに一いち瞥べつしてから、カテリーナは剃刀かみそり色の視線を若者に突き刺さした。

「バルタザールとか申しましたか？　あなた、人間ではありませんね？　このような手の込んだことをして……吸血鬼バケモノ風ふ情ぜいが、枢機卿たるこの身を嬲なぶっているつもりなのかしら？」

「とんでもございません。そう思われたのでしたら、それは我が不徳の致いたすところ──私自身はこのうえなく真しん剣けんにお相手しているつもりなのですが」

　怪かい物ぶつ呼ばわりされたことを別に憤いきどおりもせず、バルタザールは苦笑した。

「確かに、いろいろお遊びが過ぎたことは認めますが、来らい賓ひんの皆みなさんに〝狩かり〟への協力を賜たまわったのは、それが猊下たちを狩り出すのに一番効果的と考えたからです……事実、こうして猊下は追いつめられていらっしゃる」

「私は追いつめられてなどいません」

　相手の言葉を言下に否定すると、カテリーナは旧式回転拳銃を振った。蒼そう白はくのガレアッツォらに銃じゆう口こうを向けつつ、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張る。

「私が、あの者たちを手にかけられないと思っているのなら、それは大おお間ま違ちがいです。部下の一人や二人、見殺しにできなくて枢機卿は務まりません……私をあまり舐なめない方がよくてよ」

「確かに、猊下ならばそうでしょう……ですが、いま一人の方かたはどうでしょうか？　ナイトロード神父──さて、彼もまた、猊下と同じことを言えますかな？」

　麗人の言葉に優やさしく目を細めると、バルタザールは右手を掲かかげた。男には勿もつ体たいないほど細く白い指はピアニストか彫ちよう刻こく家の手を思わせたが、次の瞬間、それは短機関銃を構えたいま一人の衛兵に向かって優美な円えん弧こを描えがいている。

「……え？」

　おそらく、犠ぎ牲せい者しやには自分の身に何が起こったかわからなかっただろう──切断された頸けい動どう脈みやくから噴ふき上がった血潮の中で、不幸な衛兵は目を瞬しばたたいた。それから、何かを尋たずねようと首を捻ひねったところで、その首が胴どう体たいから転げ落ちる。

「ひ……ひいいっ！」

　倒たおれ込んできた首無し死体に抱だきつかれて悲鳴をあげたのはガレアッツォだ。頭から血まみれになり、無様に尻しり餅もちをつく。腰こしを抜かしたまま、なおも血溜だまりの中を逃にげようとするが──

「さあ、出てきたまえ、ナイトロード神父！」

　甲かん高だかい声で喚わめきたてている衛兵隊長の許もとへ大おお股またで歩み寄りながら、バルタザールが声をあげた。女のような顔に優しげな笑えみを浮うかべたまま、鉤かぎ爪づめを掲げる。

「出てきて、この男と殺し合いたまえ──さもなくば、この男はいますぐに死ぬことになる！」

「──駄だ目めよ、アベル！」

　優やさ男おとこの言葉に潜ひそむ残ざん忍にんな意図を察知して、カテリーナは叫さけんだ。叫びながら、その銃口をバルタザールに向ける。

　アベルに人は殺せない。出てくれば、みすみす殺されてしまうだけだ。であれば、せめてその前に──

「おやおや、いけませんよ、猊下。聖職者が人に銃など向けては」

　揶や揄ゆするような声が背後からかかったときには、カテリーナの旧式回転拳銃は、恐おそろしい力で奪い取られていた。

　いつの間に現れたのか？

　そこにはブルネットの女が立っていた。例の、オーケストラでフルートを吹ふいていた娘だ。冷たい笑みを浮かべて拳銃を握にぎり潰す彼女の背後には、さらにいくつもの人ひと影かげが立っている。

　だが、カテリーナを絶望の淵ふちに落としたのは、十指に余る吸ヴア血ンパ鬼イアどもに取り囲まれたという事実ではない。前方の岩いわ陰かげから、ふらつきながら立ち上がった背の高い影かげ──薄うす闇やみの中、銀ぎん髪ぱつを頂いた若者の姿を見て、カテリーナはまるで自分の死を目もく撃げきした者のように叫んでいた。

「アベル……駄目！　逃げなさい！」

「やあ、タリン以来ですね、ナイトロード神父」

　取り乱す枢機卿を目の端はしで見やりながら、バルタザールが銀髪の神父に一礼した。典てん雅がとユーモアが絶ぜつ妙みように結合したその挙きよ措そは、社交界でも一流のものとして通用しただろう。まるでここがどこかのサロンであるかのような表情でゆったりと微笑ほほえんでみせる。

「あのときは取り込んでいたもので、ろくなご挨あい拶さつもせずに、失礼いたしました。その後、恙つつがなくお過ごしになっていましたか？」

「……その人たちから離はなれなさい」

　長生種の揶揄は黙もく殺さつされた。荒あらい息をつきながら、銀髪の神父がか細い声を絞しぼり出したのだ。

「それ以上、危害を加えるのは……許しません」

「ほう、許さない？　というと例の〝力〟を使われるおつもりでしょうか？　しかし、ミラノ公はともかく、こちらの大たい尉いの目の前で〝あれ〟を使ってもよろしいのですか？」

　バルタザールはわざとらしく目を瞠みはってみせた。やや芝しば居いがかった仕草で、背後に手を振ふる。

「あなたのその〝力〟……短生種に見られれば、次に狩られる身になるのはあなたの方ですよ、ナイトロード神父。いや、あなただけではない。猊げい下かもまた、あなたのような〝怪かい物ぶつ〟を飼っていた責任を問われることになるでしょうね」

「……怪物？」

　バルタザールの声に訝いぶかしげな声をあげたのはそれまで血溜まりの中にへたりこんでいたガレアッツォだ。相手にいまのところ自分を殺す意志がないと悟さとったのか、震ふるえる声で問いかける。

「か、怪物とはなんだ？　どういう意味だ？」

「ああ、君には知る必要のないことだ、ヴィスコンティ大尉」

　面めん倒どうくさげに肩かたをすくめ、バルタザールは衛兵隊長を顧かえりみた。ガレアッツォが握ったままの拳けん銃じゆうに顎あごをしゃくると、そっけなく命じる。

「さあ、そんなことより、まだゲームは終わっていないよ。あの神父を狩るか、君が死ぬか……その約束だったろう？」

「……やめなさい、ヴィスコンティ大尉！」

　両りよう肩かたをブルネットの女に摑つかまれたまま、カテリーナは叫んだ。吸血鬼の声に促うながされるように、ガレアッツォの目が握った拳銃に落ちたのだ。

「やめなさい！　アベルが死ねば、次に殺されるのは私たちよ……アベルがいるから、こいつらは私たちに手出しができないの！」

「そんなことはないさ。なんといっても、我々が憎にくいのは、教皇アルフォンソ聖下を捕とらえたナイトロード神父だけだからね。彼を恥ち辱じよくの中で処しよ刑けいすれば、あとの者は解放しよう。我々だって馬ば鹿かじゃない。ヴィスコンティ家のような有力な名家を好んで敵に回すような愚ぐは犯さないよ」

「ゆ、有力な名家？」

　ガレアッツォの目に、急に光が宿った。自分の家いえ柄がらへの自負と命が助かるかもしれないという希望に、生気を注入された顔を上げる。

「ほ、本当にあの男さえ死ねば、我々は助かるんだな？」

「噓うそをついて、私が何の得をするのかな？」

　優やさしく笑うと、バルタザールはポケットから小さなスイッチを取り出した。ライターほどの大きさのそれを手中で玩もてあそびながら頷うなずく。

「首輪の起き爆ばくスイッチだ。君が撃うてば、これを渡わたしてあげよう。それで君も、枢すう機き卿きようも、来らい賓ひんたちも全員が助かる。今夜の英えい雄ゆうは君ということになるだろうね……さあ、迷うことはない、大尉。自分と猊下の命を護まもるためだ。撃ちたまえ。撃って、自分たちの命を贖あがなうがいい」

「駄だ目め！　お願い、やめて！」

　カテリーナの絶ぜつ叫きようと、目を血走らせたガレアッツォの銃口が持ち上がったのはほぼ同時だった──次の瞬しゆん間かん、銃声と悲鳴がまったく同時に噴ふき上がっている。

「ア、アベル！」

　悲鳴はカテリーナのものだ。当の神父は声もあげられず、のけぞっていた。かろうじて心臓を逸それた銃じゆう弾だんは神父の左ひだり肩かたを貫つらぬいたのだ。長身が、見えざる拳こぶしに殴なぐられたかのように傾かしぐ。

「はずれだよ、大尉……もっとよく狙ねらいたまえ」

　ほくそ笑えむバルタザールの忠告に背中を押されるように、ガレアッツォはさらに引き金を引いた。しかし、射手の技量が悪いのか銃の照準が狂くるっているのか、二発目は神父の太ふと股ももを貫かん通つうするに留とどまる。さらに三発目──これは身を折った神父の頰ほおをかすめ、壁かべにあたって火花を散らした。

（どうすればいい、どうすれば……）

　気が狂いそうになる中、カテリーナは必死で思考をまとめようとした。その間にも第四弾、第五弾と、弾丸は次々に神父の体に穴を空けている。ガレアッツォの方は、もはや撃つことそのものが目的化しているらしい。ろくに狙いも定めず、震える手で引き金を引いているが、それでも神父の心臓か頭が吹ふき飛ばされるのは時間の問題だ──

（……あれは？）

　カテリーナが地面の一角に視線を吸い寄せられたのは、凄せい惨さんな光景から思わず目を背けたときだった。さして離はなれていないところに、鈍にび色いろの輝かがやきが転がっている──さきほど、バルタザールに心臓を握にぎり潰つぶされた衛兵の散さん弾だん銃じゆうだ。

（……手が届くか？）

　狂おしい焦しよう燥そうに支配された頭の隅すみで、そこだけは妙みように冷静にカテリーナは計算した。

　背後から自分を捕つかまえている女は吸ヴア血ンパ鬼イア──地上最高の反射速度を有する怪物だ。今は、向こうの惨さん劇げきに気を取られているが、手を振り払はらって散弾銃に飛びつこうとしたところで、発はつ砲ぽうする前に取り押さえられてしまうだろう。

　では、どうする？

「…………」

　枢すう機き卿きようの手が滑なめらかに胸元へと伸のびた。あくまで目立たぬよう、ケープを合わせていた銀のブローチ止めをそっとはずす──そこから現れたのは、細いが鋭するどい針の輝きだ。それを指の間に挟はさむや、カテリーナは躊ちゆう躇ちよなく、自分を摑んだままの手に突つき立てた。

「！」

　甲かん高だかい悲鳴があがった。

　アベルの方に意識を集中していたブルネットの女にとって、枢機卿の一いち撃げきは完全な不意打ちだったらしい。銀の針で深々と貫かれた手の甲こうを押さえて絶叫する。その声にバルタザール以下、吸血鬼たちが振ふり返ったようだったが、カテリーナはそちらを向いて時間を無む駄だにしたりはしなかった。足下の散弾銃を摑むと、なおも引き金を引こうとしていたガレアッツォに銃口を向ける。

「──アベル、お逃にげなさい！」

　銃など撃つのは、幼少時に父に連れられて猟りように出て以来のことだ──叫さけびながら、カテリーナは警備隊長に狙いを定めた。むろん、ガレアッツォの拳けん銃じゆうだけ弾はじき飛ばすような器用な真ま似ねはできない。最初から、相手の眉み間けんを狙って引き金を引く。

「──ひっ！」

　激発の直後、散弾は悲鳴をあげるガレアッツォの顔をかすめ、背後の壁に大穴を穿った。はずれたのだ。最初、若者は自分の身に何が生じたかわからぬかのように壁の穴と枢機卿の手中で硝しよう煙えんをあげる散弾銃を見比べたが、次の瞬間、その端たん整せいな細面に憎ぞう悪おが滾たぎっている。

「……こっ、この女アマぁっ！」

　狂きよう気きにも似た光が、名家の御おん曹ぞう司しの瞳ひとみに宿った。次の瞬間、神父に向けられていた銃口は枢機卿へと狙いを変えている。

「──まずい！」

　それを看みて取ったバルタザールの姿が一瞬、薄うすれた。〝加速〟した吸血鬼は一瞬にして、ガレアッツォの側そばに出現すると、その銃を奪うばい取ろうと手を伸ばした──だが、ほんの半瞬だけ、引き金が落ちる方が早かった。直後、雷らい鳴めいのような銃声とともに、カテリーナの頭部をすさまじい衝しよう撃げきが襲おそっている。

（……撃うたれたの？）

　意外なほど冷静に、カテリーナは自分の死を認めた。心臓のあたりが冷たくなり、目の前が暗くなる──これが死か。

「しまった！　馬ば鹿かな短生種が！　枢すう機き卿きようには手を出すなとあれほど──」

　どこか遠くから、誰だれかが狼ろう狽ばいしたように叫ぶ声が聞こえてくる。いや、声は一つではない。もう一つ、低い地鳴りのように轟とどろいた声がある──破は壊かいと絶望が音の形をとって空気を震ふるわせるような、そんな声。
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　その声は、この世にあるすべてを破壊する意志を秘めていた。

　その声は、この世にあるすべての存在の敵だった。
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　その声は──

「〝クルースニク〟……発動させてしまったか！」

　ガレアッツォの銃じゆうを奪い取ろうと手を伸ばしたまま、バルタザールはひび割れた声をこぼした。

　その目の前では、鮮あざやかな赤光が不ふ吉きつな星のように瞬いている。瞳を血の色に染めた神父の髪かみがざわざわと持ち上がり、それとともに、全身に開いた傷が煙けむりをあげながら塞ふさがってゆく──常識外れの代謝能力だ。長生種メトセラでもこうは鮮やかにはいかないだろう。いかなる生物の限界をも超こえている。

　タリンのときとは桁けた違ちがいの兇きよう気きに、我知らず、バルタザールは後ずさったが──

「……何を弱気になっておられるのです、〝毒竜バズイの王リスク〟よ！」

　そんな優やさ男おとこの鼓こ膜まくを、甲高い声が叩たたいた。ようやく手から銀の針を引き抜ぬいたブルネットの女が、身を屈かがめて跳ちよう躍やくの体勢に入っている。

「確かにこやつ、ただの短生種テランではないようですが、しょせんは一人……皆みな、〝魔術師〟の鼻を明かすいい機会だ！　いっせいにかかれ！」

「駄だ目めだ！　やめろ、マリアンネ！」

　バルタザールの制止はわずかに遅おそかった。

　彼が怒ど鳴なりつけたときには、長生種たちはいっせいに〝加速〟していた。手に手に鉤かぎ爪づめを閃ひらめかせて八方に拡ひろがると、前後左右から押し包むように〝怪かい物ぶつ〟に襲いかかる。

　だが、〝怪物〟は、肉にく薄はくする吸ヴア血ンパ鬼イアの群れにも怯おびえた気配を見せなかった。傷一つ無い腕うでが虚こ空くうに差し伸のべられるや、そこに巨きよ大だいな得物が出現する──夜の闇やみよりなお昏くらい漆しつ黒こくの大おお鎌がま。次の瞬しゆん間かん、〝怪物〟は無表情に、凶刃を旋せん回かいさせた。

「!?」

〝加速〟中の長生種メトセラのスピードは音速に迫せまる。動体視力の低い短生種テランでは認識すら不可能な速度──にも拘かかわらず、無造作に振られた大鎌は正面から突とつ進しんしてきた若い男の腕を精確に捉とらえていた。

　ガラスのような断面を見せて、肘ひじが斬きり飛ばされる。鉤爪の生えた腕が円えん弧こを描えがいて天てん井じように叩きつけられたときには、悲鳴をあげる長生種を黙もく殺さつした〝怪物〟は無言のまま、凶きよう器きを背後へと回転させていた。風車のように落ちかかってきた刃やいばに背中を断ち割られた別の長生種が絶ぜつ叫きようと共に地面に転がるや、黒刃は不気味な滑なめらかさで空間を滑すべり、右側方に迫っていた男の肩かたを付け根から断ち割っている。

「な、なんだ、こいつは……!?」

　他ほかの生物と肉体的に争って敗北したことなど、〝覚かく醒せい〟以来のことだろう──呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのは、折れ砕くだかれた鉤爪を抱かかえて後ずさったマリアンネである。ブルネットの長生種は、自分と同族たちに生じた出来事がいまだ信じられぬもののように、自失した表情で目を瞠みはっている。

「こんな、こんなことって……ひ!?」

　打ちのめされたように壁かべによりかかっていたマリアンネを、赤く輝かがやく瞳ひとみが捉えた。すでに五指に余る長生種たちが地面を朱しゆに染めて倒たおれている中、〝怪物〟は次の目標をブルネットの女に定めたようだ。無言のまま、疾しつ走そうを開始する。

「ひ、ひいっ！」

　音もなく迫る凶きよう影えいからマリアンネは逃にげようとしたが、もつれる脚あしで身を翻ひるがえしたときには〝怪物〟の影かげは白昼夢のようにその眼前に出現していた。あまりのスピードに声も出せない女の上に、大鎌が無む慈じ悲ひに振ふり上げられる──

「……マリアンネ、君は負傷者を連れて撤てつ収しゆうしたまえ」

　甲かん高だかい金属音に混じって響ひびいた声は優やさしく落ち着いていた。

〝怪物〟の声ではない。〝怪物〟の大鎌がマリアンネに落ちかかる直前、それを受け止め、弾はじき返した者が命じたのだ。涙なみだぐんだ目を上げたマリアンネに優しい微び笑しようを向けたバルタザール──〝毒竜の王〟は再度繰くり返した。

「こいつの相手は私がする……君は、先に仲間を連れて〝商会〟に帰っていたまえ」

「……は、はい！」

　操あやつり人形めいた動きで頷うなずくと、ブルネットの長生種はバネでも入っているような勢いで身を翻した。負傷者たちの許もとへ走ってゆくその背中を追って、神父服の〝怪物〟が動き出そうとしたが、

「おっと、君の相手はこの私だ。しばらくはお付き合いいただこう、〝クルースニク〟」

　皮肉げな声とともに、バルタザールの手が素す早ばやく振られた。そこから無数に飛び出したのは、象ぞう牙げ色の水すい滴てきだ。雨のように降りかかったそれらを、〝クルースニク〟は手中で回転させた大鎌で弾き飛ばした。ことごとく弾かれた液体は地面の血溜だまりに落ちて飛沫しぶきをあげたが、その周りの血液は見る間に灰色の煙をあげて、凝ぎよう固こしてゆく。

「……ふむ、やはりこんなものでは倒せないか」

〝毒竜バズイの王リスク〟──掌てのひらから特とく殊しゆな蛋たん白ぱく質しつ結けつ晶しよう化酵こう素そを分ぶん泌ぴつする長生種は、実験に失敗した科学者のような表情で首を振った。もっとも、その表情は落らく胆たんはしていても絶望はしていない。落ち着いた物もの腰ごしは、いまだ貴族的な気品を保っている。

「さすがに〝魔術師〟が執しゆう着ちやくするだけのことはある……私ごときにどうこうできるような代しろ物ものではないな、これは」

「…………」

　一方、神父は〝毒竜の王〟の詠えい嘆たんなど聞いてはいなかった。象牙色の雨う滴てきを叩き落とした大鎌を脇わきに引きつけると、突進を再開する。這はうような低い姿勢で大地を疾走した影は接敵直前に跳ちよう躍やく。天井を一ひと蹴けりして、敵手の頭上へ落下する。

「なんと疾はやい……だが、これならどうかな？」

　低く呟いたバルタザールが唇くちびるを嚙かんだ。口中に溢あふれた血を、唇を尖とがらせて頭上に吹ふきかける。

「!?」

　空気中で瞬しゆん時じに硬こう化かした血けつ滴てきは、無数の細かな針となって、落下してくる〝クルースニク〟を邀むかえ撃うった。赤い霧きりを思わせるそれを、風車のように回転した大鎌が吹き飛ばすが、さすがにすべては防ぎきれなかったようだ。血針の群れは咄とつ嗟さに顔面を庇かばった左腕を抉えぐり、肉を穿うがって白い骨を覗のぞかせる。

　一方、後方に跳とびすさりながらそれを確かく認にんすると、バルタザールは再び掌をかざした。怪物に蛋白質結晶化酵素を飛ばそうというのか──いや、そうではない。

「私は無理はしない主義でね……」

　苦笑した〝毒竜の王〟の手が宙で翻った。その掲かかげられた先に倒れていたのは、萎しおれた花を思わせる人ひと影かげ──地面で昏こん倒とうしているカテリーナだ。さきほど銃じゆうで撃うたれた麗れい人じんに向けて石化の飛沫を飛ばしながら、バルタザールは暇いとま乞ごいするように頭を下げた。

「今夜のところは、君の弱点を確認できただけで十分だ。お騒さわがせして申し訳なかったが、このお詫わびはいずれまたお会いしたときにするとしよう、〝クルースニク〟──世界の破は壊かい者しやたる者よ」

　優ゆう雅がな別れの挨あい拶さつとともに象牙色の輝きが麗人に向かって飛んだときには、〝怪かい物ぶつ〟の影は空中でその軌き道どうを変えている。ほとんど物理法則を無視した軌道で壁を蹴るや、倒れたままのカテリーナの前に降り立ち、大おお鎌がまの一いつ閃せんで降り注ぐ象牙色の飛沫をことごとく叩たたき落とす──この間、わずか半秒と経たっていまい。

　蛋白質結晶化酵素が黒い風に吹き散らされたときには、神父は地面に着地している。倒れたままの麗人を護まもる壁のように腕うでを拡ひろげると、大鎌をバルタザールの方へと向けるが──

「逃がしたか……」

〝怪物〟の口から、かすかな失望の呟きがこぼれた。

　目の前にあるのは、血の臭においのする薄うす闇やみだけだ。〝毒竜の王〟の姿はおろか、あれほどいた長生種たちの影すら、拭ぬぐったかのように消え去っている。

　神父はなおも諦あきらめきれぬもののように走り出そうとしたが、つと動きを止めた。地面に倒れたままの人影の側そばに跪ひざまずくと、その頰ほおに掌をあてる。

「ん……」

　かすかな呻うめき声が、朱しゆ唇しんからこぼれた。どうやら、頭をかすめた銃じゆう弾だんの衝しよう撃げき波はで脳のう震しん盪とうを起こしていたらしい。弱々しい痙けい攣れんとともに、薄うすい瞼まぶたが持ち上がる。

「……アベル？」

「よかった……ご無事でしたか」

　小さな声で自分の名を呼んだ顔を覗きこんで、神父は安あん堵どの色を浮うかべた。冬の湖めいた青さを取り戻もどした瞳ひとみを瞬しばたたきながら、まだ朦もう朧ろうとしているらしい枢すう機き卿きようを支え起こす。

「ちゃんと立てますか？　倒たおれたときに、頭を打ってなければいいんですけど……気分は悪くないですか？　吐はき気はだいじょうぶですか？」

「ええ、ちょっとまだ頭がくらくらするけど、たぶん平気よ。それより、アベル。さっきの奴やつらは──」

　やや青ざめた顔で応答していた枢機卿の顔がふと強こわ張ばった。その視線を追ってアベルが頭を巡めぐらせようとしたときには、麗人の唇は突つき刺さすような声を放っている。

「何のつもりです。銃をお捨てなさい、大たい尉い！」

「──ヴィスコンティ大尉!?」

　カテリーナの声に釣つられるように振ふり返ったアベルの目が瞠みはられた。その顔に銃口を向けているのはガレアッツォ・ヴィスコンティ──最前、命がけで助けた若者ではないか。

「大尉、安心してください。もうテロリストたちは逃にげちゃいましたよ」

　まだ錯さく乱らんしているのだろうか──妙みように据すわった目でこちらを睨にらみつけている若者を落ち着かせようと、アベルは太平楽に笑えみかけた。

「もうここは安全です。銃はしまってもだいじょうぶ──」

「げ、猊げい下かから離はなれろ、怪物！」

　お気楽な神父の声に応じたのは、鋭するどい銃声だった。咄嗟に首をすくめたアベルの頭上ぎりぎりをかすめるように、銃弾が行き過ぎる。

「何をするの、大尉……気でも狂くるったの!?」

「気が狂っているのは、猊下、あなたの方です！　枢機卿ともあろうお方が、こんな化け物を飼っているなどと……どうかされています！」

　咄嗟にアベルを庇うように立ち上がった枢機卿に対し、硝しよう煙えんをあげる拳けん銃じゆうをかざしたまま、ガレアッツォは裏返った声で吼ほえた。その顔は緊きん張ちように青ざめていたが、惑わく乱らんしているわけではないらしい。カテリーナにあたらぬよう狙そ点てんを調整しながら、厳しい表情で糾きゆう弾だんする。

「猊下、あなたはこいつの正体をご存じなんですか!?　私は見ました！　この男が奴らと戦うところを……こいつは人間じゃない！　化け物だ！」

「……ええっと、大尉、落ち着かれてください」

〝化け物〟──その単語が青年の口から出たとき、アベルの瞳の奥を一いつ瞬しゆん、寂さびしげな光が過よぎったのだが、それはあまりにかすかなもので誰だれの目にも止まらなかった。銀ぎん髪ぱつの神父は銃口からカテリーナをできるだけ遠ざけるように背後に押しやると、両手をあげて若い大尉を宥なだめるように口を開いた。

「お願いですから、私の話を聞いてください、ヴィスコンティ大尉。私はですね──」

「よ、寄るな、化け物！」

　敵意に満ちた怒ど号ごうに銃声が重なった。

　そのときには、アベルの横面を鋭い痛みが叩いている。かすめた銃弾に頰の肉が弾はじけ、痛みに呻いた神父が思わず傷口を押さえるのを睨みつけながら、ガレアッツォは拳銃の狙いを定め直した。恐きよう怖ふと憎ぞう悪おに引きつった顔で喚わめく。

「怪物め、それ以上、俺に近づくな！　よくもこれまで猊下をたぶらかして……待っていろ、いま、俺が地じ獄ごくに送って──」

　若い警備隊長はその台詞せりふを言い終えることができなかった──なぜなら、引き金が落ちきるその瞬しゆん間かん、腹に響ひびく銃声とともに、足下の地面が大きく弾けたからだ。

「……な、何をなさるのです、猊下!?」

　クレーターのように穴の空いた地面から反射的に後ずさって、ガレアッツォは喚いた。その目の前で威い圧あつ的な音をあげて散さん弾だん銃じゆうのポンプを引いたのはカテリーナ・スフォルツァその人──彼の仕つかえる枢機卿である。

「な、な、なぜ、私を!?」

「なぜ？　もちろんナイトロード神父を護るためですよ」

　わかりきったことを聞くな──声音とそれ以外のものではっきりと告げながら、カテリーナはまだ硝煙をあげている銃口をガレアッツォの頭部に擬ぎした。剃刀かみそり色の瞳は、凍いてついた光で狼狽うろたえる若者を睥へい睨げいしている。

「いまのは警告です、ヴィスコンティ大尉。今度、ナイトロード神父に銃口を向けたりしたら、即そく座ざにその頭を吹ふき飛ばします──命が惜おしいなら、覚えておきなさい」

「そ、そんな、猊下……」

　およそ一片の温かみもない麗れい人じんの声に、ガレアッツォは幼児のように首を振った。銃じゆうを構える手はそのままに、震ふるえる声で抗こう弁べんする。

「わ、私は猊下のためを思って……そんな怪かい物ぶつを猊下のお側そばに置いておくわけには……」

「大尉、私にとって人の命は平等ではないわ」

　一瞬だけ、傍かたわらの神父の表情に走らせた瞳をガレアッツォに向け直しながら、カテリーナは冷え切った声で続けた。引き金にかけた指にじわりと力を加えながら、最後通告のように告げる。

「あなたが百人いるより、彼一人の方が、私にとっては遥はるかに大切なの──わかったら、すぐに銃を捨てなさい」

「う……」

　にべもない返答に、青年は顔を歪ゆがめた。喘あえぐように息をつくと、命じられたとおり銃から手を離そうとして──

「ちくしょおおおおおっ！」

　喉のどが破れたような絶ぜつ叫きようがガレアッツォの口こう腔こうからこぼれた。端たん整せいな顔が憤ふん怒ぬに歪んだときには、捨て掛かけていた拳銃は彼の手中で鮮あざやかに回転し、カテリーナの眉み間けんに狙点を定めている。

「カテ──」

　その瞬間、アベルはカテリーナを引き寄せようとした。が、咄とつ嗟さのことに体を強こわ張ばらせた麗人はその場にすくんだように動かない。一方、悪あつ鬼きめいた顔で怒号した青年貴族は躊ちゆう躇ちよ無く引き金を引く──直前。

「おい、兄ちゃん、うるせえよ」

　のんびりとした声が、ガレアッツォの背後で聞こえた。そのときには、鋭く打ち込まれた拳こぶしが彼の頭頂部を殴なぐりつけている。冗じよう談だんのような鮮やかさで白目を剝むいた青年は、その場にくたくたと倒たおれた。

　一方、若者を殴りつけた加害者の方は糸が切れたように頽くずおれた被ひ害がい者しやの手から拳銃をもぎとりながら、

「子供がこんなもん持って遊んでるんじゃねえよ、馬ば鹿かたれが……いよう、待ったか？　へっぽこ」

「レオンさん!?」

　野太いダミ声を耳にしたアベルの目がこぼれんばかりに見開かれた──薄うす闇やみの向こうで不ふ貞て不ぶ貞てしく笑っていたのは、天てん井じようまであろうかという巨きよ漢かんの影かげだ。

　巨漢──レオン・ガルシア・デ・アストゥリアスは相手の驚おどろきを楽しむように唇くちびるを吊つり上げたが、ふとその背後の枢すう機き卿きように視線を移して表情を改めた。直立不動の姿勢をとって敬礼する。

「レオン・ガルシア、ただ今、帰き還かんしました。少々、遅おくれまして申し訳ございません……ご無事でしたでしょうか、猊げい下か？」

「……ええ、私はなんとか」

　そっけなく頷うなずくと、カテリーナは深いため息をついたようだった。重い散弾銃を大たい儀ぎそうにおろすと、ゆっくりと口を開く。

「それより、現状はシスター・ロレッタに聞いていますね？　来らい賓ひんの中に、テロリストに爆ばく薬やくを仕し掛かけられた者が若干名います。大至急、助けてあげてください……彼らは私の大切な後こう援えん者しやたちです。何かあったら大変ですから」

「妙みような首輪のことをおっしゃってるのでしたら、こっちに来る前に全部はずして参りました。被害者はゼロであります」

「そう……それなら、けっこう」

　頷くとカテリーナは握にぎったままだった散弾銃を目の前に差し出された白い手に載のせた。載せてしまってから、手を差し出した神父が何か物言いたげな目で自分を見つめていることに気づいたようだ。片かた眉まゆをあげて尋たずねる。

「どうかしましたか、アベル？」

「あ、いえ……」

　問われた神父は、すぐには口を開かなかった。わずかに躊躇ためらうように息をつぎ、それから遠えん慮りよがちに言葉を紡つむぐ。

「できれば……あなたにこんなものを撃うたせたくはありませんでした」

「……あなたが気に病やむ必要はありません」

　わずかに目を逸そらしたまま、カテリーナは答えた。その声はけっして冷たくはないが、硬かたく、どこか温かみを欠いている。

「必要だから、私は彼を撃った──ただ、それだけのことです。あなたがいちいち気にすることはないわ」

「しかし、カテリーナさん。私は──」

「アベル、私はあなたと違ちがうわ」

　強ごう引いんに言葉を差し挟はさんだのは、相手の言葉を聞くのが苦痛だったからか──表情や声とは裏腹に、言葉だけは柔やわらかに麗れい人じんは首を振ふった。

「私はあなたとは違うの……私にとって、命の価値は平等じゃない。だから、もし大切な命をそうでない命が奪うばおうとしたら、私はその命を消すことに何の躊躇いも感じないわ……それを忘れないで」

「…………」

　カテリーナの言葉に、アベルはなおも何か言い返そうとした。やや迷った末に口を開く──だが、彼の言葉を麗人が耳にすることはなかった。アベルの声の代わりに、イヤリングの無線機が小さな電子音を鳴らしたからだ。

〈──カテリーナさま、聞こえてらっしゃいますか!?　こちら〝アイアンメイデン〟！　スフォルツァ城、応答願います！〉

「……シスター・ケイト？」

　やや焦あせったような相手の声にカテリーナは少しだけ驚いたようだったが、すぐに耳を押さえると、アベルから目を逸らした。言葉を継つぐチャンスを逃のがした若者に背を向けると、無線機の向こうの尼に僧そうに答えを与あたえる。

「ちゃんと聞こえていますよ、〝アイアンメイデン〟……いま、ミラノなの？」

〈よかった……ご無事だったんですのね〉

　無線の向こうの尼僧はいかにも安あん堵どしたように息をついた。しかし、彼女が主君への返答より自分の感想を優先するのは珍めずらしい。そういえば、その声もかすかにうわずり、まるで泣いているかのようにも聞こえる──なぜ？

〈城に無線を入れても全然応答がないんで、心配してたんです。どうも強力な電波ジヤミ妨害ングがかかっていたみたい。ローマからも電話が通じないっていうし……ひょっとして、そちらでも何かあったんですの？〉

「そちらでも？」

　忠実な尼僧の言葉に、カテリーナの眉が急カーブを描えがいた。不ふ吉きつなものに突つき動かされるように問いかける。

「『そちらでも何かあった』とはどういうことなの、シスター・ケイト？　それにローマから電話というのは？」

〈た、たったいま、ローマのユーグさんから緊きん急きゆう連れん絡らくがあったんです。スフォルツァ城に電話が通じないということで、あたくしのところに直接無線で……〉

　問いつめられたケイトの声に気まずげな響ひびきが籠こもった。やや躊躇ためらうような沈ちん黙もくを置いてから、動どう揺ようを滲にじませた台詞せりふを継ぐ。

〈三十分前、ローマの聖天使城が正体不明のテロリストに襲しゆう撃げきされました……抗こう戦せんしたワーズワース博士が重傷！　現在、危き篤とく状態です！〉


ＢＩＲＤ　ＣＡＧＥ（完）





















──我ら、互いに愛し合えば、

神、我らにいまし、その愛も全うせらる。

（ヨハネ第一の書四章十二節）






「それで実のところはどうなのさ、イザーク？」

「ふむ、どうなのとは？」

「とぼけないでよ……我らが〝氷の魔女〟さまのことに決まってるだろ？」

　他人に話しかけられているというのに、黒くろ髪かみの紳しん士しは無礼にもラウンジ備え付けの新聞に目を落としたままだ。その手からワイングラスを没ぼつ収しゆうすると、鳶とび色いろの髪かみの若者は悪戯いたずらっぽく唇くちびるを尖とがらせた。どこか非難がましい色を湛たたえて上がった相手の視線は無視して、真っ白に結けつ露ろしている窓の外、雪の舞まい散る夜の海に顎あごをしゃくってみせる。

「彼女、いよいよ決着をつけるつもりなんでしょ？　なにしろ、わざわざ自分の本ほん拠きよ地ちに君を呼び出したんだ。相当の覚かく悟ごを決めていると思うよ」

「ほう、そうなのかね。それは知らなかったな」

「……ねえ、知ってたかい、イザーク？」

　時刻は午後十一時──それほど広くはないが豪ごう奢しやな内装のラウンジバーは、身なりのよい男女と彼らの紡つむぐ会話で賑にぎわっていた。

　昨日、アルビオンの王都ロンディニウムを出航したこの豪ごう華か客船〝バチェラーズ・プライド〟がゲルマニクス領海に入ってすでに二時間。フランクはモン・サン・ミシェル港を経由しての二泊はく三日の船旅も、あと八時間ほどで終わりを迎むかえる。その最後の夜を楽しむ乗客たちをグラス越ごしに眺ながめ回しながら、鳶色の髪の若者は、さきほどから傍かたわらを通る者が必ず一度は振ふり返ってゆく白い美び貌ぼうを悪戯いたずらっぽく傾かしげた。

「君って、とぼけるときには唇をちょっとだけ舐なめる癖クセがあるんだね。だから、噓うそをついているときはすぐにわかる」

「ふむ、そうなのかね？」

〝人形使い〟の言葉に、同行者──腰こしまでもある長い黒髪と喪も服ふくめいたダークスーツの紳士はようやく興味をそそられたような表情になった。新聞を畳たたむついでに指を唇に運ぶが、すぐ、ひっかけられたことに気づいたらしい。わずかに苦笑すると、悪戯っぽく目を細めている美貌を見返す。

「罪のない老人をからかうのが、そんなに楽しいかね、〝人形使い〟？」

「相手が君の場合はね、イザーク」

　ようやく会話に乗ってきたご褒ほう美びとしてグラスを返してやりながら、〝人形使い〟は鷹おう揚ように頷うなずいた。ついでに自分のエスプレッソを一口啜すする。さすがにアルビオンきっての豪華客船のラウンジだけあって、香かおり、味ともに申し分ない。

「でも、罠わなと知っていながらヴィエナに向かっているってことは……あれなのかな？　君もいよいよ連中と対決しようって覚悟を決めたわけ？」

「さて、それはどんなものだろうね。なにしろ、伯爵グレー夫人フインにはあのバルタザール卿きようが付いておられる。聡そう明めいな卿なら、私が仕し掛かけに気づいていることを察知していると見て、まず間ま違ちがいないだろう……しかしまあ、せっかくのお誘さそいをお断りするのも不ぶ躾しつけな話だしね」

「さてさて、それはどうだか……」

　まじめくさった顔で道徳家めいた台詞せりふを弄ろうする〝魔術師〟を、若者はどこか楽しげな視線で見やった。獅し子しの尾おに戯たわむれる仔こ猫ねこのように、無む邪じや気きに付け加える。

「どうせ君のことだ。もっとひどいことを考えているんだろ？　僕なんかが考えもつかないような悪わる巧だくみをしてるんだね？」

「それはとんでもない買いかぶりだよ、〝人形使い〟。私はこれでもまっとうな人間だ。礼節はできるだけ重んじたいと思っている……むしろ、ろくでもないことを考えているのは君の方じゃないかね？　そもそも招待を受けたのは私一人だ。それがどうして、君までついてきた？」

「それは決まってるさ──面おも白しろそうだったから」

「ああ、だと思ったよ」

　答えを予想していた顔で頷くと、紳士は空けた杯さかずきにワインを注いだ。黄みがかった液体を愛あい撫ぶするように揺ゆらしながら、光らない瞳ひとみを上げる。

「しかし、〝人形使い〟。暇ひまつぶしもけっこうだが、私と同道するのは危険だよ。君まで、私の派は閥ばつとみなされて、先方の歓かん迎げい名めい簿ぼに入りかねない」

「そんなもの、とっくの昔にみなされてるよ。おおいに不本意だけどね……だけど、伯爵グレー夫人フインの買いかぶりもいいところだよねえ、イザーク？　君に〝派閥〟なんてシロモノを作るほどの人望があると、本気で思ってるだなんてさ」

「……前々から思っていたんだがね、〝人形使い〟？　君は、私を重度の社会不適応者か深刻な人格障害者と誤解しているんじゃないかね？」

「とんでもない！　誤解はしてないさ」

　澄すまして答えると〝人形使い〟は卓たく上じようのボトルを取り上げた。別に自分が飲むためではない。先天的に酒アルコ精ールの分解酵こう素そを持たない彼にとって、酒も酒を楽しむ人種も、ともに理解できない存在だ。興味を惹ひかれたのは、ラベルに記された銘めい柄がらとその傍らに添そえられたイラストである。

「〝ペイル・青ざめブライドた花嫁〟？　変な名前だ。船名と韻いんを踏ふんであるんだろうけど、変わった銘柄だね」

「この〝バチェラ独身ーズ・プ者のライド誇り〟号には悲しい伝説があってね……」

　黒髪の〝魔術師〟はボトルを取り上げると、ラベルを指先で軽く弾はじいた。そこに描えがかれたイラスト──甲かん板ぱんを独り彷徨さまよう花はな嫁よめを光らない瞳で見つめながら、ささやかな蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうする。

「半世紀ほども前だそうだが、この船の処女航海の際に、オーナーの娘むすめが船上結けつ婚こん式しきを挙げたというんだね。ところが、式の直後、花はな婿むこが波にさらわれて行方不明になってしまった。嘆なげき悲しんだ新婦は必死で新しん郎ろうを捜さがしたんだが、結局、見つからなくて……以来、新婦は永遠に、夫を捜し続けているらしい。いまでもときどき、こんな雪の夜には、彷徨う花嫁の姿が見かけられるそうだよ」

「へえ……でも、よくある怪かい談だんだよね。船にまつわるヨタ話って、どうしてどれも似たようなものになっちゃうのかな？」

「まあ、異説も流る布ふしていて、花婿は他ほかの女性と逃にげたんだという話もあるし、実は花嫁が保険金目当てに夫を海に放り込んだと唱える者もいる」

「そっちの方がいくらか面白そうだね……でも、どちらにしろ、くだらないな」

　生なま欠伸あくびを無ぶ遠えん慮りよに嚙かみ潰つぶして、若者は懇こん切せつなレクチャーを一いつ蹴しゆうした。彼にとって退たい屈くつほど憎にくむべき敵はないし、つまらない話を聞かされることほど腹立たしいことはない。飲みさしのエスプレッソはそのまま、優ゆう雅がに椅い子すから立ち上がる。

「じゃあ、僕はそろそろ寝ねようかな。これ以上ここにいても、面白いことはなさそうだしね」

「ああ、おやすみ。確かに、子供はもう寝ている時間だな」

「そっちこそ、夜よ更ふかしはお年寄りには毒だよ、イザーク」

　皮肉と悪意をたっぷりまぶした挨あい拶さつを残すと、〝人形使い〟は踵きびすを返した。周囲では乗客たちが楽しげに笑いさざめき、ステージでは美しい娘がけだるげなシャンソンを歌っている。が、彼好みの事件──つまり、天使が頭を痛めそうな類たぐいの出来事が始まる兆ちよう候こうはまったく見られない。

「退屈だね。この世はほんとに退屈だ……」

　ため息をついて歩き出そうとしたところで、

「──あっホツブラと、エントシ失ユルデイ敬グング」

　あやうく前方から歩いてきていた人ひと影かげとぶつかりそうになって、〝人形使い〟は急いで立ち止まった。前方から早足で歩いてきていた中年の男に、丁てい寧ねいに会え釈しやくする。

「失礼しました。お怪け我がはありませんでしたか？」

「あ、いやヌ、ヴザ、だいじンキエょうぶだデ・バ」

　若者の美び貌ぼうに気を吞のまれたのだろう。その瘦やせた中年男はやや声をつまらせると、固いフランク語で詫わびを返した。度の強そうな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを押し上げ、禁欲的に引き締しまった顔で軽く会釈する。

「申し訳ない、ムシュー。私こそ、不注意だったようだ」

「いやいや、お気になさらないでください。僕がよく前を見てなかったのがいけないんです」

　にこやかに、それでいて相手が握あく手しゆを求めて差し出した手には気づかないふりをして頷うなずくと、〝人形使い〟は、この煉れん獄ごくのような空間から出て行こうとした。だが、直後、その脚あしを止めたのは、背後から聞こえた訝いぶかしげな声である。

「デュプレ博士？　失礼ですが、リヨン工科テクニ大学ークのルイ・デュプレ博士ではありませんか？　電動知性研究の権けん威いであらせられる？」

　振り返った視線の先でグラスを置いて立ち上がっていたのは、他ならぬ彼の同行者である。

　何のつもりか〝魔術師〟は尊大に頷いた中年男の手を恭うやうやしく握にぎると、名家の執しつ事じを彷ほう彿ふつとさせる恭しさで腰こしを折った。

「やはりそうでしたか。実は私、博士の論文を常々、興味深く拝読させていただいておる者です。そうそう、先日発表された〝電動知性内における仮想ニューロンネットワーク構築の概がい念ねんと展望〟は特に素す晴ばらしかったですね……ああ、申し遅おくれました。私、ロンディニウムで開業医を営んでおりますアイザック・バトラーと申す者です。こちらは弟のディーン」

「……弟？」

　澄ました顔でとんでもないことを口走った同行者を〝人形使い〟は全人類を滅ほろぼしてなお釣つりがくるほどの悪意をこめて睨ねめつけた。さりげなく顔を寄せると小声で囁ささやく。

「ちょっと待ってよ、〝魔術師〟。どうして僕が君の弟なのさ」

「どうしてと聞かれても困るな。年ねん齢れい的に、私が君の弟というのはやや無理があるのではないかね？　いや、君がしいてというなら、それはそれでかまわないが……」

「そういう意味じゃないだろ、まったく……ああ、失礼しました。はじめまして、ドクター・デュプレ。僕はディーン・バトラーです。博士のお名前は、常々うかがっておりました」

　いつの日か必ずこの屈くつ辱じよくは返すことを心に誓ちかいつつも、〝人形使い〟はとろけるような笑えみを作った。もっとも、口にした台詞せりふそのものは別にお世辞ではなく、まっとうな事実だ。ルイ・モーリス・デュプレ教授といえば、フランク王国きっての電動知性研究者であり、特に、自律知性ＡＩと人間を結ぶヒューマンインターフェイス分野での造ぞう詣けいは他の追つい随ずいを許さない。

　一方、〝人形使い〟が脳内の人名録を反はん芻すうしている間にも、〝魔術師〟はデュプレを自席に導いていた。まるで百年来の知ち己きのような顔で、親しげにグラスを勧すすめている。

「それで博士、今回はどちらにお出かけです？　ゲルマニクスで学会でも開かれるのですか？　それとも、どこかの大学で講義のご予定でも？」

「ああ、いや。ただのバカンスだよ。実はつい先日、妻を亡なくしてね……それで長期休きゆう暇かをとって、少しぶらぶらしているところなのさ」

「ああ、仄そく聞ぶんしております。たしか、自オー動トモ車ビルの運転中に事故に遭あわれたのでしたね。制動機ブレーキの故障だったとか……お悔くやみ申し上げます」

　いかにも慇いん懃ぎんに〝魔術師〟は会釈した。弔ちよう辞じを述べる恭しさは、感動的なほどしめやかで、実に役にはまっている。この口調なら、誰だれかの結婚式で祝辞を読んでも、結婚行進曲の代わりに陰いん鬱うつなレクイエムが流れてくるに違ちがいない──そんな意地悪な空想を弄もてあそびながら、〝人形使い〟は気のない顔で踵を返した。

「──じゃあ、僕は先に休んでいるからね、アイザック」

　そっと挨拶を送ると、老フア博ウス士トを誘ゆう惑わくする〝否定メフイするストフ霊エレス〟よろしく中年男にグラスを勧めている同行者に背を向ける。

　この〝魔術師〟のことだから、またぞろ、ろくでもないことか、さもなくばよからぬことを企たくらんでいるのだろうが、いずれにせよ自分のような良識人には関係ないことだ。最後にささやかな皮肉の矢を射放つと、さっさと寝しん室しつへ戻もどることにする。

「あまり飲み過ぎないようにね。それから、酔よっぱらって、他ほかのお客さんの部屋に迷い込んだりしちゃだめだよ、兄さん」

　それにしても退たい屈くつだ。あまりにこの世は退屈だ……

　笑いさざめく声を背中に聞きながら、〝人形使い〟は独り、ラウンジをあとにした。




　　　　Ⅰ




　最初にその〝声〟に気づいたのは、ラウンジのある前部区画と寝室のある後部区画を繫つなぐ遊歩甲かん板ぱんを中程まで来たときのことだった。

「……おや？」

　雪舞まう潮風に混じって、か細い声が聞こえたような気がして、〝人形使い〟は歩みを止めた。暗い夜の海から視線をあげて、周囲を見み渡わたす。

「なんだ、いまの？」

　確かに咽むせび泣くような声が聞こえた。おそらく若い女のもの──だが、周囲にそれらしい人ひと影かげはない。

〝人形使い〟は尖とがった顎あごを引くと、夢見るようにまぶたを閉じた。息さえ止めて、闇やみに人の気配を探さぐる。潮の香かおりをたっぷり含ふくんだ風が美び貌ぼうを愛めでるように行き過ぎ、水みな底そこに眠ねむる死者たちが生者を誘さそう声よろしく船が蹴け立たてる波のさざめきが聞こえてくる──しかし、真夜中の甲板に人ひと気けはない。

「気のせいだったか……」

　空耳というやつだろうか。いや、きっとラウンジにいた間に〝魔術師〟の放つ瘴しよう気きにあてられたのだ。無理もない。どんなまともな人間でも、あんな邪じや悪あくな存在の側そばにいては──

〈私を…………て…………〉

「ふむ？」

　夜風に混じった声に、〝人形使い〟は素早く目をあげた。一いつ瞬しゆん、視界の端はしを白い影かげがかすめさったような気がした。霧きりを思わせる、ほっそりとたなびく煙けむりのような影。

　しかしそちらに瞳ひとみを巡めぐらせたとき、そこには人影らしいものはない。相変わらず啾しゆう々しゆうと咽ぶ夜風が、甲板上を吹ふいているだけだ。

「……さて、いったいなんだろうね？」

　呟つぶやいた若者の唇くちびるが、うっすらと吊つり上がった。退屈していたところに玩具おもちやでも見つけたような表情になって、人気のない甲板の隅すみ、ワイヤーにくくりつけられた救命ボートが並ぶ一角に歩み寄る。その一いち隅ぐうにあったのは甲板下へ続く乗員スタツフ専用オンリーの小さな階段だ。まったく照明のない階段は三、四段ほども下がったところで完全に闇に吞のみ込まれており、下はまったく見えない。にも拘かかわらず、美貌の若者はおよそ恐おそれなど知らぬ顔で脚あしを運んだ。

　そもそも彼にとって、この世で真に恐きよう怖ふに値するのはたった二つの存在──退屈と、〝塔とう〟に眠るあの男だけだ。それらに比べれば、闇や死者の霊など笑い話のネタか暇ひま潰つぶしの材料でしかない。若者は微笑ほほえみを薄うすい唇の端に貼はり付かせたまま、平然と暗黒に身を浸ひたした。階段が終わったあたりでようやく壁かべを手探り、照明のスイッチを入れる。

「おや……ここは、船倉かな？」

　頼たよりなく瞬またたく冷光灯の下に、愛あい想そのない鉄張りの空間を見渡して〝人形使い〟は小首を傾かしげた。

　正確には船倉の一部と言うべきだろうか。一辺が五メートルほどもある特大のコンテナがスペースの半分近くを占しめ、その側にいくつもの木箱が墓標よろしく無造作に転がっている。それを白ちゃけた冷光灯が照らしている光景は、寒々しいのを通り越こして不気味このうえない。

「当然、人気もなしか……」

　白い息とともに、〝人形使い〟は独りごちた。

　暖だん房ぼうもかかっていない空間は、病院の死体モ置きル場グめいて、冷たく乾かわいていた。それと完全な静せい寂じやく──誰だれかが、あるいは何かが隠かくれている気配はおよそない。

「つまらない。幽ゆう霊れいでも幻まぼろしでもいいから、何か変わったものを見せてくれればいいのに……」

　心底、落らく胆たんの吐と息いきをつくと、若者は踵きびすを返した。これでは〝魔術師〟をからかっていたほうがまだましだった。彼はおよそおもしろみのない相手だが、少なくとも話しかければ答えは返してくれる。実在するのだかしないのだかすらはっきりしない死者の幻まぼろしより、幾いく分ぶんは、からかいがいがある……

「私を、殺して」

「──え!?」

　すぐ横合いから聞こえた声は、虚うつろではあったが、はっきりと鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　反射的に肩かたを引いたとき、〝人形使い〟の瞳は木箱の間に佇たたずむ白い人影を確かに捉とらえている。人影──櫛くしを通した形けい跡せきもない長い金きん髪ぱつを床ゆかにひきずった若い女は、焦しよう点てんの定まらない瞳を虚こ空くうに向けると、再び、平板なフランク語で呟いた。

「私を……殺して……私を……」

「幽霊？　にしては、ちょっと変わってるな」

　有機繊せん維いの〝糸〟をいつでも放てるよう指の間に挟はさみながら、〝人形使い〟ははにかむような表情を作った。どうやら、相手は伝説の〝花はな嫁よめ〟ではなさそうだ。白い服はウェディングドレスではなく、ただの毛皮のコートだし、虚ろに開いたままの唇は確かに白い呼気を吐はき出している。

「失礼でエクスキすが、ユゼムアマドモ・マドモアゼルアゼル、あなプリエヴたは・ム・ドどちネ・ヴオらさトル・までノン・すかスイル？」

「殺して……私を殺して……おねがい……」

　問いかけた若者の微笑は死者さえ恥はじらわせるものであったが、女の反応は最前となんら変わらなかった──つまり、まったくの無反応。虚むなしく同じ単語の連なりを繰くり返しているだけだ。

「弱ったな、どうにも……」

　とはいえ、無視してしまうのもあまりに芸がない。おそらくはいまだアルコール摂せつ取しゆ中の同行者を呼びつけて、厄やつ介かい事を押しつけてしまうべきか。それとも〝糸〟を潜もぐり込ませてショック療りよう法ほうを試みるべきか──不毛な二者択たく一いつに〝人形使い〟が、暫時しばし、頭を悩なやませていたとき。

「お、おい！　お前、そこで何をしている！　つ、妻から離はなれろ！」

　若者を悩みから解放したのは、ひきつった男の声だった。

　瞳ひとみをあげれば、さきほど降りてきた階段を塞ふさぐように、瘦やせた影かげが駆かけ下りてくるところである。厳しく口を結んだ中年男の顔は、ついさっき見たばかりのものだ。

「おや、デュプレ博士？」

「む、君は……」

　おそらく一いつ杯ぱい飲まされたところで、幸運にも〝魔術師〟の長話から逃のがれることに成功したのだろう。やや赤くなった顔をしかめて、ルイ・デュプレ博士──フランクきっての電脳研究者は〝人形使い〟の美び貌ぼうを見返した。

「君はムッシュ・バトラーの弟さんの……こ、こんなところで何をしているのかね？」

「何をしてるのかって？　それを聞きたいのは僕の方ですよ、博士」

　相手の台詞せりふに愉快ならざる記き憶おくを蘇よみがえらせ、〝ムッシュ・バトラーの弟〟は瞳に冷たい光を走らせた。立ちつくしたままの女に顎あごをしゃくる。

「妻から離れろ？　おかしいな。博士、あなたの奥さんって、亡なくなってるんじゃなかったの？　新聞にはそう書いてあったよ？」

「む……それは……」

　若者の問いに、中年男は一いつ瞬しゆん、声を詰つまらせた。が、すぐに顔をあげると、厳いかめしい声で説明する。

「実はそれはマスコミが間ま違ちがって報道したものだ……事故のとき、妻はかろうじて一命を取り留めていたんだ。だが、死こそ免まぬかれたものの、脳に受けたダメージは後こう遺い症しようとして残ってしまった……それで、その治ち療りようのために、ゲルマニクスに連れて行くところなんだよ」

「へえ……でも、その話、少しおかしくない？」

　滑なめらかな、そのくせどこか棒読み気味のデュプレの説明に、〝人形使い〟はさも不思議そうに首を傾かしげた。漂ただよい始めたキナ臭くさい匂においに内心でほくそ笑えみつつ、口調だけは無む邪じや気きに問いかける。

「フランクのドクター・デュプレといえば、軍の研究にも参加を求められるような大物科学者だよね？　そんな人物が、どうしてこんな船倉に奥さん隠してこそこそ旅行したりするのさ。マスコミ対策なら、政府に頼たのめば、もっとスマートにやってくれるんじゃないの？　ああ、それに……」

　若者の言葉が紡つむがれるにつれ、デュプレの顔色はどんどん白くなりつつある。それを意地悪く眺ながめながら、〝人形使い〟は傍かたわら、小山のようにそそり立った特大のコンテナを指し示した。

「それに奥さんを療りよう養ように連れて行くだけなら、この中身は何なの？　こんな物騒なもの、どうして持って行く必要があるのかな」

「!?」

　若者がコンテナに触ふれた刹せつ那な、白く変色していた中年男の顔が、赤く染まった。慣れない動作で、それでもおそらく彼としては最速の動きで懐ふところに手を突つっ込むと、小型の自動拳けん銃じゆうを引っ張り出す。

「お、お前、何を知っているんだ？　その中身の、いったい何を知っていると──」

　険しい表情で唸うなっていたデュプレの声が、ふと止まった。

　別に〝人形使い〟が何をしたというわけではない。天てん井じようの方から突とつ然ぜん響ひびき渡わたった轟ごう音おんに、狼ろう狽ばいしたような視線をあげると不安げに口ごもる。

「な、なんだ、いまの音は!?」

「甲かん板ぱんの方からだね……あれは砲ほう声せい、それも五十ミリ砲か六ポンド砲の着ちやく弾だん音だ」

　中年男の視線を追うように瞳をあげて、〝人形使い〟は静かに呟つぶやいた。その間も、件くだんの轟音は間欠的に響いてきている。いや、そればかりではなく、人の悲鳴さえ聞こえてくるではないか。どうやら、ようやく自分好みの夜になってきたようだ──かすかな笑みを口もとに浮かべて呟く。

「砲声から着弾までのタイムラグは無いから、おそらく直接照準による近きん距きよ離り射しや撃げきだ。相手はたぶん飛行船か高速魚ぎよ雷らい艇てい……どうも、この船は攻こう撃げきを受けてるみたいだね」
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　機関停止した客船と正確に平行に並んだ飛行船は、客船の上空ぎりぎりのところを漂うように遊ゆう弋よくしていた。国際法で表示が義務づけられた国標その他の標識を完全に塗ぬりつぶした気き囊のうの全長は百五十メートルほど。連装型の五十ミリ砲を装備した中クラスの陸上攻撃型飛行船だ。

　そして、五十ミリ砲ほうが傲ごう然ぜんと睥へい睨げいする客船の甲板を三十人ほどの武装した男たちが歩き回っていた。服装こそまちまちだったが、手に手にライフルや散さん弾だん銃じゆう、あるいは短機関銃を握にぎり、甲板に集められた百名ほどの乗員乗客を威い圧あつしている。

「やれやれ……まったくついてないなあ」

　火がついたように泣いている赤あかん坊ぼうと必死であやす母親、そしてそれを怒ど鳴なりつけている大男を遠目に見やりながら、〝人形使い〟はため息をついた。舷げん側そくに吊つられた救命ボートの陰かげから瞳だけを覗のぞかせ、さも嘆なげかわしげに首を振ふる。もっとも、良識人めいた言葉を裏切るように、唇くちびるは三日月形に割れていた。いかにも楽しげな光を瞳に揺ゆらめかせ、傍らで息を詰めている中年男を振り返る。

「で、どうします、博士？　このままここに隠かくれていても、連中に見つかってしまうのは時間の問題です。いっそ、こちらから投降しますか？」

「い、いったい、奴やつらは何者なんだ？　何だって、この船が襲おそわれるんだ！」

　こういう場面に遭そう遇ぐうするのは初めてらしい。声を震ふるわせ、それでも必死に威い厳げんを取り繕つくろって中年男は唸うなった。

「や、奴らは海かい賊ぞくなのか？　しかし、ゲルマニクスの領海でなんて大だい胆たんな……」

「ああ、その点は同感だね。ただの海賊にしては、ちょっと大胆すぎ……うん？」

　ボートの陰から覗かせた目を、若者は細めた。

　前部甲板から、武装集団の小グループがやってくる。一行の先頭に立っているのが、こいつらのリーダーだろうか？　顔に向こう傷のある長身の男だ。だが、〝人形使い〟に頭を抱かかえさせたのは彼らではない。彼らの銃じゆう口こうに小こ突づかれながら、着き飾かざった一団の男女が歩いてくるではないか。いずれもラウンジで見た顔だ。そしてその中程、喪も服ふくのようなダークスーツを纏まとった瘦そう身しんは──

「まったく何をやってるんだよ、〝魔術師〟……」

　思わず、〝人形使い〟は額を押さえた。武装集団のリーダーを食い入るように見つめている博士の耳に入らぬよう、小声で毒づく。

「遊んでる場合じゃないだろ！　ほんと、肝かん心じんなときに役に立ったためしがないんだから──」

「誰だれが、〝役に立ったためしがない〟のかね？」

　若者のぼやきに応じた声は、夜の闇やみを思わせて深しん沈ちんと響ひびいた──直後、それに重なったのは、紙マッチの擦すられる乾かわいた音だ。

「少なくとも君には言われたくないな。私としてはどこぞの某ぼう君よりは、よほど真しん剣けんに人生を送っているつもりなのだが」

「ム、ムッシュ・バトラー!?　い、いったい、いつからそこに？　い、いや、いまもあなたはあそこで……あ、あれ？」

　いったい、いつからそこにいたのか──生まれたときからその場にいたような顔で、細葉巻シガリロに火を点じている黒くろ髪かみの紳しん士しをデュプレが振り返った。亡ぼう霊れいでも目もく撃げきしたように目を剝むく。

「……ねえ、こんなときに他人を玩具おもちやにして遊ぶのはやめなよ、兄さん」

　見苦しく狼狽する中年男とは対照的に平然と細葉巻をくゆらせる〝兄〟を、〝弟〟はうんざりと窘たしなめた。彼の〝影かげ〟を小突いている武装者のほうに顎あごをしゃくって、なんとか建設的な会話を試みる。

「それよりさ、連中に見つかる前にどこかに隠れちゃわない？　これだけ広い船だもの。連中の目をごまかせる場所ぐらいは見つかると思うけど？」

「海賊か……それなんだがね、ディーン。どうも、彼ら、ただの海賊にしては様子が変だよ」

　デュプレの強こわ張ばった顔に気づいてないのか、それとも気づいていながら無視しているのか、〝魔術師〟は気のない表情で紫し煙えんをくゆらせた。武装集団に指示を与あたえている向こう傷の男に顎をしゃくる。

「海賊にしては訓練が行き届きすぎているし、命令系統も明確だ。そのくせ、乗客の金品には見向きもしない。通信機は真っ先に破は壊かいしたのにね……どうやら、彼らはこの船の中の何か、もしくは誰かを捜さがしているようだね。かなりの人数が、さきほど後部甲板の階段を下りていった。おそらく船倉を捜すつもりだろうが、さて、いったい──」

「──フ、フランソワーズ！」

　低い悲鳴が〝魔術師〟の報告を遮さえぎった。

　それまで〝魔術師〟を怯おびえたような目で見ていたデュプレが、小動物じみた素す早ばやさで身を翻ひるがえしたのだ。まろぶように階段を駆かけ下りてゆく中年男の背中を見送り、〝魔術師〟はいささか呆あきれたように肩かたをすくめた。

「なにかね、あれは？」

「ああ、下に奥さんがいるんだ。連中に見つかる前に、連れに行ったんでしょ」

「奥さん？　しかし、デュプレ夫人は──」

「死んだって言いたいんだろ？　それが生きてたんだよ。詳くわしい話はまた今度、ゆっくりとね」

　焦じらすように説明を中断すると、〝人形使い〟は甲かん板ぱんに視線を戻もどした。向こう傷の男の指示に従い、武装集団が捕ほ虜りよを一ヶ所に集めている。確かに言われてみれば、この統制の取れた動きは明らかに海賊などのものではない。職業軍人──それも武装と部隊展開の癖くせからみて、フランクの特とく殊しゆ部隊あたりだろうか？　しかし、なぜ、そんな者たちが海かい賊ぞく行こう為いを働くのか？

「そういえば〝魔術師〟。さっき、連中がここで探し物をしてるって言ったよね……ねえ、それってひょっとして、あれのことじゃないかな？」

「あれ？　何か心当たりがあるのかね？」

「うん、実は下で面おも白しろいものを見つけたんだ……ちょっと付き合わない？」

　のんびり紫煙をくゆらせている同どう僚りようを促うながし、〝人形使い〟は最前、デュプレが駆け下りていった階段を下った。どこに行ったか、中年男およびその妻の姿はすでにそのあたりには見あたらなかったが、墓標のように並ぶ木箱を従えた巨きよ大だいなコンテナは、相変わらず守護神よろしく鎮ちん座ざしている。誰かが手を触ふれた形けい跡せきも、鍵かぎが開けられた様子もない。

「で、面白いものとは？　このコンテナがどうかしたかね？」

「待ってて。いま、ロックを解除するから」

　言い放つと、〝人形使い〟はコンテナの一面に手を触れた。〝糸〟を放って電でん子し錠じようの知性部を探さぐり当て、論理構造を解かい析せき。導き出した数式に従って、解除コマンドを入力してやる──直後、気密が破れる擦さつ過か音とともに、立方体が歪ゆがんだ。

「……ほう、これはこれは」

　堅けん牢ろうな鉄の箱が、まるで見えざる神の手がパズルを解いたかのような鮮あざやかさで解体されてゆく。そして、その中から現れたモノ──冷光灯の光を鈍にぶく反射している異形の影を目にした〝魔術師〟が感かん嘆たんの声をあげた。

「これは……多た脚きやく戦車かね」

「みたいだね。自家用車にしては、ちょっと乗り心ごこ地ちが悪そうだな」

　焦あせったような電脳学者の表情を思い出しながら、〝人形使い〟はうずくまる鋼鉄の塊かたまりを見上げた。

　八本の細長い脚あしを持つ金属製の蜘ク蛛モのようなフォルムは、俗ぞくに多脚戦車として知られる軍用戦せん闘とう車しや輛りようのものだ。無骨な直線と曲線で構成されたボディ上方には、ガトリングガンが砲ほう塔とうを擁ようして据すえ付けられている。前方に占位する旋せん回かい式の小型カメラが、蜘蛛の頭部を思わせて不気味だった。

「でも、見たことないタイプだね……ねえ、イザーク。これってフランクの新型かな？」

「──これはＸＡＭエグザム二二。フランク陸軍が試作した、最新型の多目的戦闘車輛だ」

　響ひびいた声は、殺意にも似た冷気を孕はらんでいた。

　声そのものは船倉に反はん響きようして、どこから聞こえてきたものか特定するのは難しかったが、この場合、その必要もなかった。コンテナの陰かげからぬっと伸のびた手が、〝魔術師〟のこめかみに小型拳けん銃じゆうの銃口を突つきつけたからだ。

「よけいなものを見てしまったようですな、ムッシュ・バトラー……いや、本名はなんとおっしゃるのかな？」

「これはこれはデュプレ博士……」

　銃口を突きつけられたまま、〝魔術師〟は切れ長の目の中で瞳ひとみだけを動かして、背後の硬かたい顔を見やった。どこか気品さえ感じさせる物もの腰ごしで手を挙げながら、細葉巻シガリロを銜くわえたままの口を動かす。

「よろしかったら、そのお手の物をこちらに向けるのはやめていただけませんか？　私ごとき一いつ介かいの町医者には剣けん吞のんすぎます」

「一いつ介かいの町医者？　その電子錠は軍研究所の最高機密保全用に使用されていた遺失技術でね。それをああもあっさり解錠してしまうとは……町医者の兄弟風ふ情ぜいにしては、気が利ききすぎていやしないかね？」

「……それ以前に、〝兄弟〟というところに疑念を挟はさんで欲しいんだけどね、僕としては」

　やはりこちらも──ただし、よりうんざりと両手をあげながら、〝人形使い〟はささやかな抗こう議ぎを試みた。自分でも、けっして性格がいいなどとは自惚うぬぼれていないが、それでもよりによって〝魔術師〟と似ていると言われたのでは、人として立つ瀬せがないというものだ。

「ところでさ、博士。こいつって、フランクの軍事機密でしょ？　どこかに持って行って、売り捌さばく予定だったの？」

「金？　金なんてどうでもいい。だが、妻を生かしておくにはこいつの電動コンピユ知性ーターが絶対に必要だったんだ……」

「電動知性が？」

　説明が終わり次第、〝糸〟を飛ばせるよう準備しながら、〝人形使い〟は相手の言葉を繰くり返した。緊きん張ちようにやや青ざめている博士の顔を、いかにも意外げに見返してやる。

「奥さんと電動知性と、どんな関係があるっていうの？　脳の損傷とかいうのと関係あるわけ？」

「残念だが、説明している時間はない……それよりもディーン君、君の力を貸してもらいたい。実はこの化け物の電動知性には強力なプロテクトがかけられていてね。完全起動にはそれを解除する必要があるんだ。私にも破れない強力な防ぼう壁へきだが、あの電子錠をあっさり解錠した君ならば──」

「こいつを起動する？　こんな船の中で？　まさか、あの海かい賊ぞくどもと戦わせるつもり？」

「そのまさかだ……ただし、連中は海賊などではない」

　毒でも飲んだような顔で吐はき捨てると、中年男は〝魔術師〟に押し当てた銃の引き金に指をかけた。妙みように焦っているような早口で威い嚇かくする。

「連中の正体は……いや、説明はあとだ。早く作業にかかってくれ。でないと、君の兄上は──」

「──〝連中〟というのは、ひょっとして俺のことかな、ルイ・デュプレ博士？」

　焦ったようなデュプレの発言に合の手を入れた声は、たっぷりとした皮肉と、そして紛まぎれもない悪意を孕んでいた。中年男が狼狽うろたえたように振ふり返ったときには、彼の背後から伸びた手が、小型拳銃をひったくっている。

「やあ、ルイ。フランソワーズの誕生パーティー以来だな……ずいぶんと捜さがしたよ」

　精せい悍かんな顔に向こう傷を走らせたその男が呟つぶやくと、彼の背後にいた男たちが手にした火器を一いつ斉せいに持ち上げた。
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「困るな、ルイ……我が軍の軍事機密を勝手に国外へ持ち出されては」

「ク、クロード・ガルネ中ちゆう佐さ！」

　向こう傷の男と、その背後でそれぞれの得物の銃口を持ち上げている武装者たちを目にして、デュプレの顔は紙のような色に変色していた。薄うすい唇くちびるを開けて、喘あえぐ。

「やはり追っ手は貴様だったのか、クロード……」

「中佐殿どの！」

　クロードと呼ばれた向こう傷の男に呼びかけたのは、駆かけ寄ってきた大男だった。確か、さっきまで甲かん板ぱんで親子連れを怒ど鳴なっていた男だ。

「機関部への爆ばく薬やくの設置、終しゆう了りようしました！」

「ご苦労、曹そう長ちよう。では飛行船に連れん絡らくして、このデカブツを収容させてくれ。それが終わったら、我々も撤てつ収しゆうする」

「了解！」

「機関部に爆薬……ふむ、証しよう拠こ隠いん滅めつですか」

　敬礼を残して駆け去る大男を見送り、短くため息をついたのは、向こう傷の男ではなかった。それまでおとなしく両手をあげていた〝魔術師〟が科学者めいた表情で呟いたのだ。

「百人の乗員乗客ごとこの船を吹ふき飛ばすとは、実に大だい胆たんなことをなさるものですな……あなた方フランク軍にとって、この試作機はそれほど重要なものだというわけですね？」

「……なに？」

　今度短く息をついたのは、向こう傷の男だった。背後でいっせいに気け色しきばんだ部下たちをジェスチャーだけで制すると、感心したように首を振っている黒くろ髪かみの紳しん士しに刺さすような視線を向ける。

「何が言いたい、貴様？　何を知っているというのだ？」

「別に知っているというわけではありません。与あたえられた情報から、論理的に推論しただけですよ……あなたたちは海賊などではありません。フランク陸軍、それも先せん遣けん作戦用に訓練された特とく殊しゆ部隊の方々ですね。目的はこの試作戦せん闘とう車しや輛りようの奪だつ還かんとデュプレ博士の捕ほ獲かくでしょう？」

　慇いん懃ぎんに、それでいて向けられた刺すような敵意に臆おくする気配もなく、〝魔術師〟は答えた。

「ついでに、あなたたちがどうして海賊を偽ぎ装そうしているかも推測がついています。この〝バチェラーズ・プライド〟はアルビオンの船です。しかもここはすでにゲルマニクスの領海。いかに自国の軍事機密を回収するためとはいえ、フランク当局に当船を停船させて臨検する権利はない。そこで、海賊を偽装した……違ちがいますか？」

「そのとおりだ」

　感心したように、向こう傷の男──クロードは鼻を鳴らした。黒髪の〝魔術師〟へ歩み寄りながら、いかにも親しげに笑えみかける。

「残念だよ。できれば、個別に民間人の命を奪うばうのは避さけたかったんだが」

　重々しい銃じゆう声せいに、びしゃりと湿しめった音が重なった──そのときには、額に小さな銃創の開いた〝魔術師〟の体は糸が切れたように床ゆかにくずおれている。血けつ漿しようとともに壁かべにへばりついた彼の脳のう髄ずいは、それより一テンポ遅おくれて床に流れた。

「ひ、ひっ！　ク、クロード、お前……！」

「彼の言ったとおりだよ、ルイ」

　目の前で展開した惨さん劇げきに気死せんばかりのデュプレの顔を暗い瞳ひとみに映しながら、向こう傷の男は沈ちん鬱うつな表情で付け加えた。

「俺たちの正体が公おおやけになれば、我が国が被こうむる打だ撃げきは深刻だ。そうなる前に問題は解決しないとな」

「……ちぇ。〝魔術師〟てば相変わらずずるいな」

　床に転がった遺体の周囲では、急速に赤い水みず溜たまりが広がっている。血溜まりの中で短い痙けい攣れんを繰くり返している死体を悩なやましげに見やって、〝人形使い〟は口を尖とがらせた。

「いつも、話が面おも白しろくなってくると面めん倒どうなことは全部僕に押しつけて、自分は高見の見物なんだから……まったくいい性格してるよ」

「ところで中佐、こっちのガキはどうします？」

　不満顔で愚ぐ痴ちっていた若者の背中に硬かたい感かん触しよくが押し当てられた。散さん弾だん銃じゆうの銃口を〝人形使い〟の心臓に擬ぎして、例の大男が指示を請こうたのだ。

「どうやら電脳調律師のようですが、武装はしていないようです。拘こう禁きんして、あとで尋じん問もんしますか？」

「捕ほ虜りよはとらん」

　向こう傷の男の答えは短かった。若者と開いたままのコンテナを見比べ、そっけなく首を振ふる。

「始末しろ、曹長。目もく撃げき者しやは一人も残すな」

「やれやれ……そうくると思ったよ」

　ため息とともに、それでも目には隠かくしきれぬ喜き悦えつを浮うかべて、〝人形使い〟は独りごちた。ようやく面白い展開になってきたようだ。とりあえずは細い指をわずかに動かして、背後のデクノボウに〝糸〟を埋うめ込もうとする──その刹せつ那な。

「殺して……」

　かすれた声は、か細く、弱々しかったが、まるで嵐あらしの風音のようにこの場にいた全員を振り向かせた。

　多くの木箱の陰かげからふらふらと現れた幽ゆう鬼きじみた影がある──男ではない。純白のドレスを纏まとった女だ。

「お願い……殺して……私を……殺して……クロード……」

「……ば、馬ば鹿かな、フランソワーズ!?　そんな！　君は死んだはずじゃ……！」

　青ざめた唇くちびるを弱々しく動かして呟つぶやく女の顔を見た男たちのうち、〝人形使い〟を除く全員が目を剝むいた。が、中でももっとも激しい動どう揺ようを見せたのは、それまで余よ裕ゆうを持って短機関銃を構えていた向こう傷の男──クロードと、〝魔術師〟の死に蒼そう白はくになっていたデュプレだ。

「い、いかん、フランソワーズ……ここに来てはいかん！」

「こ、これはどういうことだ、ルイ！　フランソワーズは、確かにあの車の中で死んでいた……それがなぜ、生きてる！」

　うわずった悲鳴をこぼした中年男をクロードは怒ど鳴なりつけた。文字通り、生きた死者でも目撃したような顔になって喘あえぐ。

「そうだ、彼女はあのとき死んでいたはずだ……ブレーキが利かずにカーブを曲り損ねて……なぜ、それが生きている!?」

「ころして……私を、殺して……ルイ……クロード……」

　男たちがうわずった声をあげるその間にも、白い女は操あやつり人形のような動きでふらふらと接近していた。紫むらさき色いろの唇が、かすれた声を壊こわれた蓄ちく音おん機きのようにこぼし続ける。

「こ、殺して……私を……クロード、お願い……」
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「や、やめろ……近寄るな！」

　愛いとおしい者を抱だきしめるようにあがった女の手に、クロードの目がいっそう大きく瞠みはられた。口から泡あわをこぼして怒鳴る。

「よ、寄るな！　お、俺が悪かった……だから、俺に近寄るな！」

「や、やめろ、クロード！」

　その瞬しゆん間かん、二人の男はまったく同時に動いた。クロードは抜ぬきはなったままだった拳けん銃じゆうの銃口を持ち上げ、デュプレはその前に飛び出したのだ──銃声。

「つ、妻を……」

　ひび割れた眼鏡めがねが、床に落ちて砕くだけた。だが、それを気にした様子もなく、中年男は振り返った。破は裂れつした心臓から噴ふきこぼれた血を口から逆流させながら、ゆっくりと倒たおれ込む。

「妻を頼たのむ……」

「──こっちだ、マダム！」

　拳銃を呆ぼう然ぜんと掲かかげたままのクロードの眼前、女の手を引っ張って〝人形使い〟は叫さけんだ。

「早くこちらへ！」

「──い、いかん、逃にがすな！　射殺してしまえ！」

　ようやく我に返った大男の曹そう長ちようの怒ど声せいを耳の隅すみで聞きながら、〝人形使い〟は〝糸〟にコマンドを与あたえた。曹長が持ち上げた銃口を軽く動かす──引き金が引かれたときには、横合いからライフルの狙ねらいを定めていた兵士の一人が頭を血ち煙けむりに変えて吹ふっ飛んでいる。

「な、なにっ!?」

　狼ろう狽ばいと怒いかりの悲鳴があがるのを背中で聞きながら、〝人形使い〟は船倉を飛び出した。

　氷のように白い手を握にぎったまま、階段を一足飛びに甲かん板ぱんまで駆かけ上がると、続いて舷げん側そくに走る。どうせ、連中は最初から乗客ごとこの船を始末するつもりだ。でなくばここまでおおっぴらに動くはずがない。ならば、ここは早く脱だつ出しゆつして──

「……あれれ？」

　舷側にたどり着いた〝人形使い〟の脚あしが急停止した。ついさっきまで、ずらりと並んでいた救命ボートが一隻せき残らず無くなっている。

「おかしいなあ……どこにいっちゃったんだ？」

「……救きゆう命めい艇ていなら、すべて処分した」

　背後で響ひびいた無む慈じ悲ひな声は、追いつめた獲え物ものに銃口を向ける狩人かりうどを思わせた。近づいてきた軍ぐん靴かの音に、撃げき鉄てつの上がる無機的な金属音が重なる。

「殲せん滅めつ戦せんにおいて、敵の退路を断つのは戦術上の定石セオリーだ……さて、その女をこちらに渡わたしてもらおうか、坊や」

「……へえ、彼女を渡せだって？」

　向こう傷の男──クロードが掲かかげた軍用拳銃を皮肉たっぷりに顧かえりみて、若者は嘲ちよう笑しようを唇に溜ためた。一方の手は女の腕うでを握ったまま、もう一方の手で額に落ちかかってきた髪かみを搔かき上げる。

「不思議だね。僕はてっきり、彼女を始末するために追いかけてきたと思ってたよ……なにしろ、彼女は君の殺人の証しよう拠こだものね。自動車事故を装ってデュプレ博士を殺そうとした事件に巻き込まれた哀あわれな被ひ害がい者しやだ。それなのに、ここで始末しちゃわないってことは、君、ひょっとして彼女のことが好きなの？　友人の奥さんに横よこ恋れん慕ぼしてたのかな？」

「……なに？」

　若者の言葉に、それまで微び動どうだにしなかった銃口が激しく揺ゆれた。それまで、鋼鉄の彫ちよう刻こくを思わせる表情を湛たたえていたクロードの顔が、激しい狼狽に歪ゆがむ。

「それはどういう意味だ……貴様、ルイから何か聞いたのか？」

「別に何も……ただ、ちょっとカマをかけただけだよ。へえ、やっぱりそうなんだ」

　微び妙みように震ふるわせる指の先せん端たんから、目には見えない〝糸〟を大気中に放ちながら、〝人形使い〟は人の悪い表情を作った。傍かたわら、無表情に何か呟き続けている女に顎あごをしゃくる。

「さっき、君と博士の話を聞いてて、おかしいと思ったんだよね。君、〝ブレーキが利かずにカーブを曲り損ねて〟彼女は死んだって言ったよね？　でも、僕が読んだ新聞には、事故の原因は居い眠ねむり運転って書いてあった。ブレーキに異常があったなんて、誰だれも知らなかったんだ。それを知ってた者がいるとすれば、それは車に細工した人だけ……中ちゆう佐さ、彼女を殺したのは君なんだね？」

「違ちがう！　あれは本当に不幸な事故だったんだ！」

　とろけるような微び笑しようを浮うかべて糾きゆう弾だんする若者を、クロードはひび割れた声で一いつ喝かつした。引き金にかけた指を激しく震わせながら怒ど鳴なる。

「俺が殺やりたかったのは、本当はルイの方だった！　地位をかさにきて俺からフランソワーズを取り上げておきながら、いざ結けつ婚こんしたら妻のことなど顧みず……あの屑くず！」

「ところが不幸なことに、仕組まれた事故にあってしまったのはデュプレ博士ではなく、その妻の方だった──」

　さも嘆なげかわしげに若者は首を振ふってみせた。死の瀬せ戸と際ぎわにある自分の命の心配などより、目の前の愛あい憎ぞう劇に興味があると言わんばかりに唇くちびるをちろりと舐なめる。

「君は恋こい人びとを不幸な結婚から解放するどころか、うっかり殺してしまったわけだね、ガルネ中佐？」

「殺してなんかいないと言っているだろう！　あれは不幸な事故だ……それに第一、フランソワーズはそこで生きているじゃないか！」

　激情に声を震わせながらも、クロードの銃口は〝人形使い〟を確実に捉とらえていた。向こう傷のある顔を激しく振って叫ぶ。

「さあ、小こ僧ぞう、彼女をこちらに渡せ！　彼女さえ無事なら、命までは取らん！」

「彼女さえ無事なら？　ああ、それはちょっと無理な話だね」

「なに？　どういう意味だ？」

「言ったとおりの意味さ。だって彼女はもう……死んでいるんだもの」

　言い終わると同時に、〝人形使い〟は女のコートにかけた腕を勢いよくおろした。甲かん高だかい音をあげて、女のコートが裂さける──その下から現れたモノを目にしたクロードが、向こう傷を歪めて後ずさった。

「な、なんだ……なんだ、これは!?」

「確かにデュプレ博士は天才だったみたいだねえ……死人を本当に蘇よみがえらせてしまうなんてさ」

　大量の冷れい却きやく剤ざいの重みで垂れ下がったコートの下にあったモノ──白い女の肉体と、そこに複雑に絡からみついた形で縫ほう合ごうされたコードやパイプ、そして用よう途と不明の機械部品を眺ながめやって、〝人形使い〟は人の悪い笑えみを浮かべた。切り取られた左の乳ち房ぶさの下、緑色の液体を満たしたガラス瓶びんの中で鼓こ動どうを打っている心臓から、首筋、断だん裂れつした脊せき椎ついに直接埋うめ込まれた無数の電極まで仔し細さいに観察しながら、今にも吐はきそうな顔の男に気の毒げな声をかける。

「そして、おそらくは真の愛を彼女に抱いだいていたんだろうね。どんな姿でもいい。とにかく、もう一度、命を取り戻もどして欲しいって……もっとも、夫が考えていたほどには、妻のほうはこの世に戻りたくなかったみたいだけど」

〈殺して……〉

　血管中を流れる防ぼう腐ふ剤ざいのせいで紫むらさき色いろになっている唇が動くと、辿たど々たどしい言葉を紡つむぎ出した。虚うつろに見開かれた瞬またたかない瞳ひとみが、暗黒の鏡のようにクロードの恐きよう怖ふに歪んだ顔を映し込んでいる。

〈寒いの……ここは……寒い……お願い……殺して……誰か私を……殺して……〉

「そんな……」

　虚ろに同じ言葉を繰くり返す女を前に、クロードはしばし自失したように立ちすくんでいた。〝人形使い〟の存在も忘れたように、銃じゆうを握にぎった手を震わせていたが──

「……くっ！　くそおおおおおっ！」

　野や獣じゆうのような怒ど声せいに、重々しい銃声が重なった。生ける死者の体を無数の銃じゆう弾だんが串くし刺ざしにする。同時に胴どう体たいから引きちぎられた頭部が、湿しめった音をあげて壁かべに叩たたきつけられた。

〈死ねる……これで……やっト死ね……ル……〉

「フランソワーズ……」

　甲かん板ぱんに転がった首の声が次第に小さくなってゆくのを、クロードは数十も年老いてしまったような顔で見守っていた。ついに声が途と絶だえた後、こちらも死者のような顔で呟つぶやく。

「誰がなんと言おうと、俺は彼女を愛していた。誰にも彼女を渡わたしたくなかった……まして、ルイになど……奴やつに渡すぐらいなら……そう、これでよかったんだ……」

「うわ、すごい思いこみ……ま、どう思おうと、人それぞれの勝手だけどね」

　脱だつ力りよくしたような男に人の悪い一いち瞥べつを与あたえると、〝人形使い〟はそっけなく身を翻ひるがえした。最後の最後に少しは楽しませてもらったが、それでも蜂はちの巣すにされては引き合わない。さっさと惨さん劇げきの現場を後にしようと歩調を速める。

「待て……言ったはずだ。貴様は逃にがさん！」

　歩き始めた若者の背後で、撃げき鉄てつの持ち上がる音がした。振り返れば、幽ゆう鬼きのような表情になった男が、銃口を持ち上げている。

「……拳けん銃じゆう向ける相手を間ま違ちがえてるんじゃないの？　吹ふき飛ばすなら、自分の頭にしなよ、中ちゆう佐さ」

「ああ、お前を始末したら、そうするつもりだ」

　うんざりと肩をすくめた若者に軍人はきまじめに答えた。己の正しさを全面的に確信している口調で言い放つ。

「だが、フランソワーズがこうして安息を得た以上、俺は彼女の名めい誉よを守らねばならん。それにどの道、ＸＡＭエグザムを見た者を生かしてはおけん」

「おやおや……弱ったね、どうにも」

　相手の勝手な言い分に心底困こん惑わくして、〝人形使い〟は頭を搔かいた。他人の色いろ恋こい沙ざ汰たに首を突つっ込むのは愚おろか者の所行だと言うが、自分もとんだ馬ば鹿かな真ま似ねをしたものだ。

「しようがない。じゃあ、ちょっと遊んであげるかな。まったく僕としたことが……おや？」

「ちゅ、中ちゆう佐さ殿どの！」

　甲板に轟とどろく靴くつ音おとと野太い声が、〝人形使い〟の手を止めた。振り返れば、例の大男の曹そう長ちようが地じ響ひびき上げて駆かけ寄ってくるところだ。さっきの〝糸〟は体内で溶とけてしまっているはずだが、顔色は死人のように蒼そう白はくになっている。彼の背後には血に汚よごれた数名の兵士たちが付き従っていたが、そちらはさらに青ざめた顔を恐怖に歪ゆがめていた。

「中佐殿、た、大変であります！　あ、あれが、あれが勝手に動き始めました！　アンリとジャンの隊が全ぜん滅めつして……」

「あれだと？」

　険しい表情を隠かくそうともせず、クロードは振ふり返った。腐くさっても軍人というべきか、喘あえぐように訴うつたえる部下たちを一いつ喝かつする。

「報告はもっと正確にしろ、曹長！　あれとはなんだ？」

「エ、ＸＡＭエグザムです！」

「なに──!?」

　驚きよう愕がくとともに士官はなおも詳くわしい報告を求めようとしたが、突とつ然ぜん、足下から響ひびき渡った轟ごう音おんに遮さえぎられてそれは果たせなかった──また、その必要もなかったろう。なぜなら、甲板を突き破って現れたのは、まさに彼が説明を求めようとしていた物体そのものだったからだ。

「エ、ＸＡＭ……なぜ!?」




　　　　Ⅳ




　ぽっかりと床ゆかに空いた穴から不格好な姿勢で這はい上がってきたそれは、一見したところ、鋼鉄の蜘ク蛛モのように見えた。だが、けっして自然の存在ではありえない。さしわたし四メートル近い巨きよ体たいに鈍にぶく輝かがやく鋼のボディ、そして不気味に旋せん回かいしているガトリング砲ほう塔とう──甲板にその巨体を現したＸＡＭエグザムは、蜘蛛の頭部にも見えるカメラを周回させた。ついで、外部スピーカーががりがりとノイズ混じりの声を吐はき出す。

〈シ……死ネナイ……〉

　まるで冥めい界かいの入り口にうずくまった死者が咽むせび泣いているようだった。最初は聞き取りづらいほど小さく、ぶつぶつと途と切ぎれがちだったが、それも徐じよ々じよに大きく、甲かん高だかい絶ぜつ叫きようへと変わってゆく。

〈死ネナイ死ネナイ死ネナイ死ネナイ死ネナイ死ネナイ死ネナイ死ネナイイイイイイ！〉

「ひぎっ!?」

　女の絶叫に、曹長の悲鳴が重なった。電動ノコギリの作動音のような唸うなりをあげて、ガトリングガンが銃火を吐きだしたのだ。一二・七五ミリの機き銃じゆう弾だんは装そう甲こう車しやぐらいなら簡単に蜂の巣に変えることができる。腹に響く爆ばく音おんが甲板上を旋回したときには、銃口を持ち上げようとしていた大男の曹長以下、兵士たちは一いつ瞬しゆんにして血まみれの肉につ塊かいと化していた。潮風にすさまじい血臭が混じる。

「き、きゃあああああああっ！」

　次なる悲鳴は、やや離はなれていたところから惨劇を目もく撃げきしていた乗客のものだ。突とつ如じよ出現した鉄の怪かい物ぶつと、それが撒まき散らし始めた死にすっかり動転したものらしい。兵士たちが制止しようと警告を飛ばすが、それすら聞こえぬように走って逃のがれようとする──だが、それよりも多た脚きやく戦車のターレットが回転する方が早かった。甲かん板ぱんに太い弾だん痕こんが次々と穿うがたれ、逃げまどう人々のただ中を魔ま神じんの剣けんのように横断する。さらに銃じゆう火かはそのまま上方に伸のびると、異変に気づいて回頭しようとしていた飛行船を真正面から串くし刺ざしにした。

「こ、この声はフランソワーズ!?　馬鹿な、彼女は──」

　気き囊のうを叩き割られた飛行船は、大音おん響きようとともに巨大な火球に変わった。その照り返しと轟音を頭上に受けながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのはクロードだ。軍人は白昼夢でも見るように視線をさまよわせていたが、ふと我に返って視線を撥はね上げると、傍かたわら、したり顔で顎あごをつまんでいる〝人形使い〟に詰つめ寄った。

「せ、説明しろ、貴様！　い、い、いったいどういうわけだ、あれは!?」

「うん、これは推測になるんだけどね……」

　いかにも気の毒げに美び貌ぼうを伏ふせながら──その実、腹を抱かかえて笑いたくなる衝しよう動どうを必死で堪こらえて、若者はしかつめらしく答えた。逃げまどう乗客および兵士たちの間に突とつ進しんしながら、その火線と巨体で次々に犠ぎ牲せい者しやを量産している鉄の蜘蛛に尖とがった顎をしゃくる。

「君の恋こい人びとの脳は事故で修復不能のダメージを負っていたんじゃないかな。デュプレ博士も妻を復活させるにあたって、脳をそのまま修復することは諦あきらめたんだろう。そしてその代わりに、外部に代用品を求めたのさ……なにしろ当時、彼がその用よう途とに使えるほどに高性能な電動コンピユ知性ーターがすぐ近くにあったわけだからね」

「ＸＡＭエグザムの管制システム！　そうか、だからルイはずっとあの化け物と一いつ緒しよに動き回っていたのか！　あの中にフランソワーズがいたから……」

「そういうこと。でも、たぶん代用したのは記き憶おく野だけだろうから、正確には彼女の魂たましいのコピーのそのまた一部だけってことになるけどね」

　若者の邪じや悪あくな講義など、クロードの耳には届いていないようだった。いや、たとえ聞いていても無視しただろう。力無く銃を落とすと、空手のまま、揺ゆれる甲板を歩み去る。そこでは、女の声で泣き叫さけぶ鉄の怪物が依い然ぜん、血と肉、そして死を量産しているところだ。その前に、男は恐おそれる色もなく進み出た。

「フランソワーズ……苦しいんだね……」

　クロードの声は、いったいこの非情な軍人のどこから出ているか不思議なほどに柔やわらかかった。両手をまっすぐ掲かかげると、恋人を抱だきしめようとするかのように多脚戦車に向かって歩いてゆく。

[image: ]

「フランソワーズ、かわいそうに……」

〈死ネナイ……死ネナイノ……〉

　蜘蛛の頭にも似た前部カメラが接近してくる男の方を向いた。無機的な機械音声とともに、脚きやく部ぶアクチュエーターが作動して巨体がクロードに向き直る。だが、涙なみださえ溢あふれさせながら、かつて愛し──そして命を奪うばった女のもとに近づいてゆく男の方は、いっかな恐れる色を見せなかった。不気味なほど滑なめらかに脚あしを動かして迫せまってくる多脚戦車を厳かな表情で見上げ、優しく囁ささやく。

　その瞬間──

　ＸＡＭの脚が、止まった。

　文字通り、前脚が宙ちゆうで停止したのだ。

　もし停止があと二秒ほど遅おくれていれば、クロードの体は十トンを超こえる重量によって踏ふみ潰つぶされていただろう。金属チューブとアクチュエーターが組み込まれた巨大な脚は、ほとんど彼の髪かみに触ふれんばかりのところで、宙に接着されたように停止している。

　それは、幸さち薄うすい魂を哀あわれんだ神が、あるいは恐きよう怖ふさえ克こく服ふくした愛に感動した天使が、奇き跡せきを起こしたのだろうか──そう思わせるほどに美しい、まるで宗教画を思わせるような光景だった。

　その神聖な静せい謐ひつの中で、クロードは手を伸ばして戦車に触れると、愛いとおしげに囁いた。

「どんな姿になっても君は君だよ……愛している。一緒に行こう。どこか静かなところで、二人、一緒に過ごそう、フランソワーズ……」

　男の愛はまごうことなき本物だった。そして、放っておけば、告白は永遠に続いていたかもしれない──その頭上に鋼鉄の脚が無造作に落ちかかってきて、脳のう髄ずいを破は砕さいしていなければ。

「……うわ、即そく死しだな、あれは」

　あっさりと頭を踏み潰された男は、その体だけが多脚戦車の足下で細かく痙けい攣れんしている。一方、再び機動を再開した多脚戦車の方は、ただの肉の塊かたまりと化した男など顧かえりみたりはしなかった。血と脳のう漿しようを糸のように引いた脚を持ち上げ、戦せん闘とう移動に戻っている。

「ああ、心荒すさむ光景だねえ……そりゃ、彼女をあんな姿にしたのは博士だけど、そもそもの原因を作ったのは、中ちゆう佐さ、あなたなんだもの。そんな奴やつに愛してるとか言われても、ふつうは腹が立つだけでしょ」

〈殺して……私を殺して……殺して殺しテ殺シテ殺シテ殺シテ……〉

〝人形使い〟が感かん慨がいに浸ひたっている間にも、多脚戦車は死の行軍を続けている。もはや戦意を喪そう失しつした武装集団と怯おびえきった生き残りの乗客の上に、再び、殺さつ戮りくの剣が旋せん回かいした。

「おやおや、完全に暴走しちゃったか……」

　逃にげまどう人々を踏み潰し、あるいは機き銃じゆう掃そう射しやで薙ぎ払い続ける戦車を前に、〝人形使い〟はぼやいた。もっともその間にもピアニストを思わせる指は、繊せん細さいな動きで〝糸〟を周囲に転がっている死体に植え込んでいる。他人が死ぬ分には何人死のうと知ったことではないが、船を沈しずめられては困る。寒いのは苦手なのだ。寒中水泳はごめんこうむりたい。

「こんな荒あら事ごとは趣しゆ味みじゃないんだけどな……だいたい、この手のトラブルは〝魔術師〟の担当だろ」

　ぼやく若者の傍かたわらで〝人形〟が動き始めた。

　つい何分か前まで、生きて、笑い、愛を語っていた肉の塊たちだ。いまは銃じゆう弾だんで頭を弾はじき飛ばされ、鋼鉄の脚に内臓をすべて破は裂れつさせられていたが、それでもちぎれかけた筋肉と砕くだけかけた骨は〝糸〟の伝える疑似信号に従って要求されたタスクの処理を始めている──死者たちは、黙もく々もくと多脚戦車の前に立ちふさがると、その巨きよ体たいに爪つめを立て始めた。断だん裂れつした筋肉を使って、車体によじのぼろうとする。

　むろん、ＸＡＭエグザムの自己防衛プログラムは接近する敵を銃弾の嵐あらしで弾き飛ばすが、なにしろ死者に恐怖はない。体の半分を弾き飛ばされながらも、奇き怪かいな蟲むしの群れのように車体に貼はり付き、装そう甲こうのわずかな隙すき間まに爪をひっかけて引き剝はがそうとする。鉄の巨きよ獣じゆうは、なすすべもなく死者の群れの餌え食じきになると見えたが──

「わっ！」

　刹せつ那な、酸さん鼻び極きわまる情景をつまらなさそうに見守っていた〝人形使い〟は目を背けることとなった。

　稲いな妻ずまのような閃せん光こうがＸＡＭ周辺に炸さく裂れつしたのだ。一いつ瞬しゆん、真っ白に染まった視界は数秒で回復したが、色しき彩さいを取り戻もどした視界に映ったのは多脚戦車にまとわりついていた〝人形〟たちが、ぼろぼろと落ちてゆく光景だった。そのどれもが、原形をとどめぬまでに炭化している。

「うわ、すごいな……電磁ネットか。文字通り、一いち網もう打だ尽じんだったね」

　肉の焼ける異い臭しゆうに顔をしかめ、若者はまだよく見えない目を擦こすった。だが、〝人形〟を焼き尽つくした多脚戦車がこちらに向きを変えたのを確かく認にんして、肩かたをすぼめる。

「おっと、感心してばかりもいられないか。さて、どうしたものか……」

　盾たてにすべく、周囲の死体に〝糸〟を植え込むも間に合わない。そもそもが、どれも破損の酷ひどい遺体ばかりで操作には適さないものだ。それでも苦労して、何体かの〝人形〟を起動するが──

「おや……これは、間に合わないかな？」

　せっかく起きあがらせた〝人形〟をあっさり踏み潰し、こちらに突とつ進しんしてくる鉄の獣けものに、〝人形使い〟が珍めずらしくまじめな顔を向けた刹那。

「ＭＰＨ─ＡＲＳＬ─ＧＡＩＯＬ、偉い大だいにして卑ひ小しようなる虚きよ無むの御み名なと文字によりて、我は贄にえの血もてかの刻印を召しよう喚かんす……」

　その声はここではない別の世界から響ひびいたように聞こえた。あるいは遠く星せい辰しんの彼方かなたから届いているようにも。または深い海の底からか。

「告げよ、汝なんじら墜おちたる天使どもよ。罪なき贄たちの命の水にて我は契けい約やくの印を浮うき船に穿うがたん。さればあまたの名を持つ無名なる者、古き契ちぎりによりて我が敵に滅ほろびをもたらさん──来たれ、〝バフォメットの刻印〟」

　その瞬間、ＸＡＭの巨体が真っ赤に輝かがやいた。

　いや、違ちがう。〝人形使い〟に肉にく薄はくしていた多脚戦車の足あし下もとで、いきなり眩まばゆい光がわき起こったのだ。その光の源は、いつの間にか甲かん板ぱんに穿たれていた奇き妙みような円陣サークルである。それを描えがいていたのは無む惨ざんな死を迎むかえた死者たちの鮮せん血けつだ。それがまるで真っ赤な蛇へびのように蠢うごめいては、複雑にして奇怪な魔法円を描き出していたのだ──あたかも、獲え物ものを捕とらえる罠わなのように。

〈あ、あ、あ、あ、あ、あああああああっ！〉

　濁にごった悲鳴が、ＸＡＭエグザムのスピーカーから迸ほとばしった。鋼鉄の車体には血が通っていないにも拘かかわらず、まるで血けつ泡ぽうでも噴ふいているかのような水音が絶ぜつ叫きように混じる。

　しかし、さらに異常な現象が車しや輛りよう本体に生じていた。魔法円が床ゆかから浮かび上がっては、まるで死者の怨おん念ねんのように多脚戦車の車体を足下から覆おおっていくのだ──いや、よく見れば、多脚戦車の車体が甲板に接せつ触しよくしていた脚底から、見る間に赤く鉄錆さびていっているではないか。だが、ただの鉄でもこんなに早く錆びるなどということは考えられない。ましてや、特とく殊しゆ鋼製の装甲板が錆び腐くされるなど、絶対にありえぬことだ。しかし現実には、ものの数秒で、ＸＡＭの巨体は血の色に塗ぬり上げられていた。鉄錆独特の臭しゆう気きが、〝人形使い〟の鼻び腔こうをくすぐったときには、赤錆に食らい尽くされた巨体は轟ごう音おんをあげて横よこ倒だおしになっている。

〈あ、あ、あ、あ……し、死ぬの、私……？〉

　半ば錆に埋うもれたスピーカーが、ひび割れたノイズを途と切ぎれ途切れに吐はき出した。

〈そう……これで死ねるのね……これで……コれ……デ……〉

　力ちから尽つきたように〝声〟が途切れると同時に、まるで息絶えた巨獣よろしく外部カメラが首を折ったのはおそらく単なる偶ぐう然ぜんだったろう。しかし、それを忌いまわしいものでも見るような目で見やると、〝人形使い〟は胸の奥からため息をついた。

「この趣しゆ味みの悪いやり方は……君だね、〝魔術師〟？」

〈……趣味が悪いとは言ってくれるね〉

　苦笑は、若者のすぐ足下から響いた。

　鳶とび色いろの瞳ひとみが下を向いたときには、奇妙に歪ゆがんだ彼自身の影かげが、暗黒の雫しずくを糸のように引きながら立ち上がっている。

「我が〝バフォメットの刻印〟は電解腐ふ食しよく──異種金属間の電位差とイオン流出を利用した、極めて洗練された〝魔術アルチ〟なのだよ。それを趣味が悪いなどと……それにだね、一応は命を救われたのだ。内心はともかく、表面だけでも感謝のそぶりをしてみせてはどうかな、〝人形使い〟？」

「人に恩を着せるつもりなら、もうちょっとタイミングってものを考えてよ」

　文字通り、暗黒から湧わき出してきた黒ずくめの紳しん士しに、若者はささやかな抗こう議ぎを試みた。コートに付いた血の染しみを示して、非難がましく唇くちびるを尖とがらせる。

「このコート、けっこうお気に入りだったんだけど……ああ、君のその手品でこいつを落としてくれるんだったら、心の底から感謝するよ？」

「無理は言わないでくれたまえ。いつも言っているだろう。私の〝影〟──ワームホールは無制限に利用できるわけじゃない。そもそも、ワームホールは超ちよう極ごく微び小しようサイズのマイクロブラックホールだ。そして、量子世界というのはマクロ世界以上に厄やつ介かいな法則が支配していてだね──」

「そんなこと言って、いじめられる僕を見て背徳的な悦よろこびに浸ひたってたんじゃないの？　今のタイミングにはほのかな倒とう錯さくと陰いん謀ぼうの香かおりを感じたよ」

　熱心に自分を正当化しようとしている同どう僚りようを眺ながめやって、〝人形使い〟は悪戯いたずらっぽく喉のどを鳴らした。それからふと、転がった鉄錆の塊かたまりに瞳を移す。

「でも、彼女、最さい期ごは喜んでたよね……てことは、これでこの話はめでたしめでたしなのかな？」

「話がめでたく終わったのが不満に聞こえるんだがね、〝人形使い〟？」

　そこらにはほんの数分前まで確かに生を謳おう歌かしていた人々の無惨な残ざん骸がいが散らばっていた。

　銃じゆう弾だんに挽ひき肉にくにされた体、焼け焦こげた臓器、まだ〝糸〟の力でのたうっている切断された四し肢し──血の泥でい濘ねいに飛散したそれらを踏ふみつけぬようＸＡＭエグザムの方へ歩を進めながら、黒くろ髪かみの紳士はいずこからか細葉巻シガリロを取り出した。静かに火を点じつつ、低い声で詠えい嘆たんする。




「『死とダ・デアは、・トート厳密・ゲノイには・ツー・人生ナーメンの・デア・最ヴアーレ終・エンツ目ヴエツク標・ウンゼでレス・レあーベンスる・イスト』──モーツァルト。まあいろいろとあったが、これで彼女は安息を、我らは退たい屈くつながらも穏おだやかな旅の続行を得られたわけだ。お互たがいに目指すものを得られて、けっこうなことじゃないか。そうそう、よかったらラウンジに戻もどらないかね。祝しゆく杯はいを……おや？」

　濃こい紫し煙えんを吐き出していた〝魔術師〟の視線が、ふと足下に落ちた。

　死魚にも似た目がしばし赤く朽くちたスクラップを観察していたが、ややあってゆっくりと同行者を振ふり返る。

「ああ、これはまずいね、〝人形使い〟……どうやら前言を撤てつ回かいせねばならないようだ」

「え、どうしたの？」

「うん、我々にはもはや穏やかな旅は望むべくもないらしい。それというのもだね──」

〈機体の損傷が九十パーセントを超こえました〉

〝魔術師〟のまろやかな声を遮さえぎって響ひびいた機械音声は、さきほど暴走していた時となんら変わるところはなかった。だが、すでにそこで喋しやべっているのは死せる花はな嫁よめ、もしくはその亡ぼう霊れいなどではない。動作を停止していたはずのカメラがかすかに旋せん回かいすると、憮ぶ然ぜんと佇たたずむ黒髪の紳士と、その後ろから歩み寄った美び貌ぼうの若者をレンズに捉とらえる。

〈これより、当実験機は機密保持のため、自じ爆ばくモードに移行します。周辺百メートル以内のスタッフは可か及きゆう的てき速すみやかに当機から離はなれ、対爆ばく姿勢に入ってください。繰くり返します。当機は……〉

「……ねえ、イザーク、これってどういうこと？」

「ああ、どうやら機体が正気に戻ったらしい──おそらくはＯＳ内の疑似自我が消しよう滅めつしたことで、正常なプログラムが走り始めたんだろう」

「いや、僕が言いたいのはそういうことじゃなくて……止められないの？　こんなところで爆ばく発はつしたら、たぶん、この船沈しずんじゃうんじゃない？」

「それについてはまったく同感なんだが……いかんせん、少々、遅おそかったようだよ」

　意味ありげに片眉まゆをあげると、〝魔術師〟はわずかに体を動かした。同行者の目に、多た脚きやく戦車の車体下部、さきほどからカウントを続けているデジタル板が見えるように立ち位置をずらしたのだ。液えき晶しように表示されていた数字がすべてゼロ位置で揃そろったのは、その直後である──

　爆発が起こった。




　　　　[image: くぎり]




　真っ二つに裂さけた船体は、冬の海に巨きよ大だいな渦うずを巻きながら、水中に没ぼつしつつあった。引火した燃料の爆発音に混じって、ときおり甲かん高だかい悲鳴が聞こえてくるのはかろうじて生き残っていた乗客たちの断だん末まつ魔まだろう。救命ボートが無くなっている以上、おそらくはただの一人として生き残る者はあるまい。海に投げ出された者もこの水の冷たさだ。十分ともつかどうか。

「あーあ、あれじゃあ誰だれも助からないねえ……ねえ、イザーク。とどのつまりは何だったのさ、今回のこの騒さわぎは？」

「生死を超えた三人の男女の純愛がもたらした悲劇──」

　細葉巻シガリロを指先に挟はさむと、〝魔術師〟は静かに呟つぶやいた。舞まい散る粉雪の中、暗い天に向けて立ち上ってゆく紫煙を視線で追いかけて付け加える。

「あえて副題をつけるなら、そうなるかな」

「へえ、純愛ねえ……」

　愉ゆ快かいな冗じよう談だんでも聞かされたように〝人形使い〟は喉を鳴らした。彼らの立っている海面──冬の荒あら波なみが行き過ぎる水面みなもをつま先で突つきながら、くすくすと笑う。

「ねえ、〝魔術師〟。君、いまどういう顔で口走ったの？　君に〝愛〟なんて概がい念ねんが理解できるなんていまのいままで知らなかったよ」

「失敬だね、君も。私にだって、人の心はあるのだよ。愛のなんたるかぐらいはわきまえているさ」

「君、知ってたかい？　試験管の中でメチルヒドラジンと過酸化水素が反応して一つになっても、それは愛とは呼ばない」

「何が言いたいのかね……前々から思っていたんだがね、〝人形使い〟？　君、私のことを重度の反社会性人格の所有者か、快楽型連続殺さつ人じん鬼きとでも誤解しているんじゃないだろうね？」

「そんなことはないさ。それじゃ、連続殺人鬼のみなさんに失礼だろう？　なにしろ彼らは世界を滅ほろぼそうだなんてことは考えないだろうし」

「それはそうだがね……不思議なことに、そういう否定のされ方をしてもらっても、あまり心和なごまないのだが」

　反論したいのだが、あまりに相手の指し摘てきが正しすぎて反はん駁ばくできない──かすかにもどかしげな顔になって、〝魔術師〟は細葉巻シガリロを足下に落とした。

　いま立っている海面──正確には、そのすぐ下に広がる金属の平面でそれを踏ふみ消しながら、わずかに舳へ先さきだけを残してほとんど沈んでしまっている船を指さす。

「それにだね、あれを見てみたまえ。確かに私も相手によってはテロリストなどという身に覚えのない汚お名めいを受ける身だが、その私でさえ、あれほどの大量虐ぎやく殺さつはそうそうやらないよ……しかも、あれだけ手て際ぎわよくやってのけることなど到底不可能だ」

「それはまあ、あんな大勢の人間を殺すには、ずいぶんな手間と計画が必要だね」

「だろう？　そんな大仕事を、ああもたやすく、しかもまったく悪意なしに完かん遂すいするとは……『たった一つの無む償しようの愛は、ときとして百の計算しつくされた悪意以上の不幸をもたらす』、か」

「誰の格言だい、それ？」

「私さ」

　澄すました顔で答えると、〝魔術師〟は一つ指を鳴らした。直後、二人の男の体が浮ふ上じようを開始する──いや違ちがう。海面すれすれのところに沈んでいた何かが、二人を背中に乗せたまま、その巨きよ体たいを海上に浮うかび上がらせたのだ。

　その〝何か〟──緋ひ色いろに塗と装そうされた全金属製ボディは、一見したところ、巨大なブーメランを思わせた。さしわたし百メートルを超こえる横長の船体は中央部で緩ゆるやかに屈くつ曲きよくし、ほとんど凹おう凸とつのないシルエットは生物的な滑なめらかさを備えている。そのフォルムは潜せん水すい艦かんと呼ぶにはあまりに異様で、むしろ、〝大アル災マゲ厄ドン〟前の世界にあったという全翼機に近い。

〈閣下、これより、当艦かんは潜せん水すいシークエンスに入ります〉

〝赤のローテ・男爵バロン〟──そう刻印されたハッチから聞こえたのは、硬こう質しつな女の声だった。スピーカーの向こうにいるらしいその女性は、二人の男たちに乗艦を促うながす。

〈どうか、そろそろ艦内にお入りください。三分後に、戦せん闘とう深度で当海域を離り脱だつ──キール軍港に直行いたします〉

「わかった、スコルツェニー大たい尉い……ああ、そうそう。もう一方のゲストたちだが、彼らは先方に着いているのかね？」

〈派は遣けん執しつ行こう官かんたちですね？　彼らなら、数名がヴィエナ市内にて確かく認にんされております──フォーゲルワイデ伯はく爵しやく夫人の誘ゆう導どうにはいまだ気づいていないようですが〉

「なるほど。だが、それも時間の問題だろう……さて、〝人形使い〟。話の続きは中でしようか。ここは少し寒い」

「了解ヤボール……ああ、そうそう。ところで、一つ、聞いておきたいんだけどね、イザーク。〝赤のローテ・男爵バロン〟を呼んでたのなら、別に僕ら、のんびりクルージングする必要なんてなかったんじゃないの？」

「そんなことはないさ。ちゃんと理由はある……これを見たまえ」

　ハッチをくぐりながら、〝魔術師〟はしかつめらしい顔で振ふり返った。いったいどこから取り出したものか、その手には、白ワインのボトルが一本、握にぎられている。

「この〝ペイル・ブライド〟は〝バチェラーズ・プライド〟のオリジナルブランドでね。乗船した客しか飲めないんだ……ああ、あの船があんなことになってしまった以上、これが最後のボトルとなってしまったわけか」

「イザーク、君ね……」

　嘆なげく同どう僚りようを海に放り込みたい衝しよう動どうを堪こらえるように、〝人形使い〟は頭を振った。無む駄だとは知りつつ、一応、説教する。

「僕、いつか言ったよね。仕事を趣しゆ味みにしないでって」

「言葉を返すようだが、私は仕事を趣味にしたことは一度もない──趣味を仕事に持ち込んでいることなら認めるが」

「ああ、そうだろうさ。そうくると思ったよ……うん？」

　ハッチを閉じる直前、最後に外の景色に顔を向けた〝人形使い〟はふと目を擦こすった。

「あれは……」

　すでに、豪ごう華か客船は海上から見えなくなってしまっていた。船と百人以上の命を吞のみ込んだ冬の海はあくまで暗く、そこにただ静かに雪が降っているだけだ──だが、〝人形使い〟の目を奪うばったのはその寂さびしげな光景ではない。

　海面に一人の女が立っていた。

　こちらには横顔しか見せていなかったが、まだ若いようだ。そして着ているあの白い衣い装しようはコート──いや、違う。薄うすいウエディングドレスではないか？

　珍めずらしく言葉もなく〝人形使い〟が見守る間にも、女は船を吞み込んだ海を、どこか悲しげに見下ろしていた。だが、ちょうどそのとき雪混じりの強風が行き過ぎる──一いつ瞬しゆん、若者が細めてしまった目を再び見開いたときには、すでに女の姿はまるで蜃しん気き楼ろうのように消え去ってしまっていた。

「どうしたかね？」

「いや……なんでもないよ」

　尋たずねる〝魔術師〟に向けて首を振ると、〝人形使い〟は優ゆう雅がに手を伸のばした。これだけ暗い夜にどうしてあんな遠くの女の姿がその表情まではっきりと見えたのか、どうして海面に立っていたのか、そんな疑問を打ち消すようにハッチを閉じながら、そっけなく鼻を鳴らす。

「まったくくだらないよね、人間なんてさ……生きているのも、そうでないのも」


ＲＡＤＩＯ　ＨＥＡＤ（完）





















──我ら、我らの罪によりて国々の王の手に渡され、

剣にかけられ、捕らえられ、掠められ、辱めを受ける。

（エズラ書九章七節）
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「おやおや、こんな夜遅おそくに、いったいどこへお出かけですかな、ヤン・ファン・メーレン元警視総そう監かん殿どの？」

　屋や敷しきを襲おそった襲しゆう撃げき者しやたちは、すでにガレージまで先回りしていた。

〝元〟というところを嫌いやみに強調してみせたのは、三人組のうち、リーダー格らしい赤毛の青年である。いや、正確には〝人間ならば青年に見える男〟というべきだったか。嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがんだ唇くちびるの端はしからは、他ほかの二人と同様、夜の種族の証あかしである長い牙きばの輝かがやきがこぼれていた。

「しかもご家族揃そろってとは、羨うらやましい限りですな」

「カ、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟が、いまさら俺に何の用だ？」

　ずたずたに切り裂さかれたシャッターから吹ふき込んでくる夜風には、濃こい血けつ臭しゆうが混じっていた。

　胸の悪くなるような臭気の源は、床ゆかに散らばった人間の残ざん骸がいだ。ばらばらになっているため、よく人数はわからないが、おそらく、先にガレージへ行っておくよう命じた五人の召めし使つかいたちだろう。召使いといっても、護衛を兼かねる彼らはメーレン家でも腕うで利ききを揃えたはずだったのだが、三匹びきの夜の種族を相手にしては五分と保もたなかったらしい。

　ことここにいたっては自分の腕と剣けんだけが頼たよりだ。ヤンは真っ青になっている妻とその腕の中で気絶している娘むすめを庇かばうように仁に王おう立だちになった。銀を蒸着加工させた剣を腰こしから鞘さや走ばしらせる。

「吸ヴア血ンパ鬼イアどもが……俺はもう、ただの民間人だ。いったい、何の用あって押しかけてきた？」

「特に用はございません。ただ、あなたはいろいろと知りすぎていらっしゃる、元警視総監」

　鼻にかかった声は襲撃者の一人、金きん髪ぱつの少年のものだ。白い手についた血をハンカチで拭ぬぐいながら、ねっとりと笑う。

「そのあなたをみだりに野放しにしていてよいものだろうか……〝四伯爵〟の総そう帥すいであるブリュージュ伯はくはそうお考えになられたわけでして」

「総帥？　ブリュージュ伯がか？」

　娘を抱だきかかえた妻を停とまっている自オー動トモ車ビルの方へとさりげなく押しやりながら、ヤンは片眉まゆをあげた。

　女にしては珍めずらしく、ラシェル妻は自動車の運転を習得している。幸い、エンジンの暖機も終わっているようだし、車に乗り込ませさえすれば、自分が楯たてになっている間に妻子だけでも逃にげ延のびることができるかもしれない。そのためにはわずかでも時間が必要だ──焦あせる気持ちを押し殺し、ことさら落ち着いた口調で続ける。

「では、ダルザスはどうなった？　それにユー……教皇庁の刺し客かくは？」

「ああ、あのヴァトーとかいう男ですか？　あの男なら、死にましたよ」

　金髪の少年の隣となりで、貧相な中年男が喉のどを鳴らした。

「我々に情けなく命いのち乞ごいしながら、細切れにされて死にました。それは野良犬のように惨みじめに……おや、お顔の色が悪いですな、総監夫人？　お体の調子でもお悪いので？」

「──ラシェル、逃げろ！」

　嘲笑する中年男が身を乗り出したとき、ヤンは気合いとともに攻こう撃げきを開始していた。大きく踏ふみ込むと、中年男の死角になるよう白はく刃じんを振ふり下ろす。いかに吸血鬼どもとはいえ、これなら避よけられぬはずだ。〝加速〟に入られる前に中年男の顔面を斬きり割るべく、最速の動きで──

「し、しまった、剣が!?」

　中年男を叩たたき斬ったと思った瞬しゆん間かん、ヤンは手て応ごたえのなさに顔を歪めた。いや、手応えどころか、自分が空手であることに気づいて顔を引きつらせる。

「はて、お探し物はこれですかな、元警視総監殿？」

　嫌みたっぷりな声は狼ろう狽ばいするヤンのすぐ横手から聞こえた。

　たしかに最前まで目の前にいたはずの赤毛の若者が、ヤンの左手、息すらかかりそうな位置で嗤わらっている。その手中で白く輝いているのは、他ならぬヤンの愛剣だ。しかも、武器を失ったヤンには、驚きよう愕がくする間も怯おびえる暇いとまも与あたえられなかった。

「──あ、あなた！」

　妻の悲鳴に振り返ったその目に飛び込んできたのは、この世で最も大切な者たちが二匹の悪あく魔まどもに抱きすくめられている光景だ。金髪の少年がラシェルを羽は交がい締じめにし、中年男がその手からマリーを取り上げようとしている──ヤンは我を失った。

「お、俺の家族に触ふれるな、化け物ども！」

「化け物？　その化け物とつるんでいたのは貴様だろう、ヤン・ファン・メーレン？」

　冷ややかな声が、怪かい物ぶつたちに摑つかみかかろうとした元警視総監の鼓こ膜まくを叩いた。そのときには、鳩尾みぞおちに喰くらった拳こぶしの一いち撃げきでヤンの逞たくましい体は仰あお向むけに自動車のボンネットに叩きつけられている。

「……！」

「ふん、恩知らずの短生種テランが」

　肋ろつ骨こつが折れたか、内臓が破は裂れつしたらしい。血に噎むせるヤンを冷たく見下ろして嗤ったのは、赤毛の吸血鬼である。夜の種族にとって、銀の武器はもっとも忌き避ひすべき存在だ。いかにもおぞましげにヤンの長刀を手中で弄もてあそびながら、背後の仲間たちに気のない声をかける。

「メーレン家は後あと腐くされ無く皆みな殺ごろしにしろというのが伯はく爵しやくのご指示だ……始末しろ」

「つ、妻と娘は何も知らん！」

　焼けるような痛みを肺に感じつつも、必死でヤンは声を絞しぼり出した。飢うえた光を瞳ひとみに灯ともした金髪の少年と中年男を見上げて、懇こん願がんする。

「ち、誓ちかって本当だ！　だ、だから、せめて家族は──」

「〝役得〟という言葉をご存じですかな、元警視総そう監かん殿どの？」

　悦えつに入いった笑い声を漏もらしたのは、ラシェルを羽交い締めにした金髪の少年だ。夫の哀あい願がんを退けながら、吸血鬼は妻の白い首筋にゆっくりと牙きばを押し当てた。含ふくみ笑いとともに、きめ細かな皮ひ膚ふを食い破る。

「我らも、ブリュージュからこのアントワープまで、わざわざ出張ってきたのです。これぐらいの役得が無ければやっておれません……え？」

　少年の言葉がふと途と切ぎれた。

　自分の喉のあたりでごぼっと湿しめった音が聞こえたのを不思議そうに見下ろしたが、そのまま、仰向けに落ちる──首だけが。

「な、なんだ!?」

　ガラスのような滑なめらかな切り口を見せる頸けい部ぶから、血が噴ふき上がった。

　それと同時に床ゆかに転がったのは、すっぱりと切断された生首だ。いまだ冷笑を刻んだままの同族の頭部に、残る二人の吸血鬼たちが思わず視線を吸い寄せられたとき。

「さてさて、観客の皆みな様さま、お立ち会い。今こ宵よいの出し物は恐グラン怖ギニ劇ヨル──夜を騒さわがせる魔物どものお話だ。お急ぎの方もお急ぎでない方も、紳しん士し淑しゆく女じよの皆々様、寄ってらっしゃい、見てらっしゃい」

　耳に突つき刺ささるような鋭するどいカスタネットの音に重なった声は、澄すんだ、少女の歌声だった。

「古都を騒がす血吸いブラツド野郎サツカー三匹びき。静かに暮らす一家を襲おそう。風に香かおるは血の薫かおり、月に響ひびくは美女の悲鳴──お聞きにならないと、末代までの不覚。さあさ、ご損はさせないから、寄ってらっしゃい、見てらっしゃい」

「貴様、何者だ、小こ娘むすめ!?」

　およそ場ば違ちがいなまでに脳天気な口上に、振り返った中年男が怒ど号ごうした。隠かくしおおせない動どう揺ようとともに、そこに立っていた細やかな人ひと影かげ──喪も服ふくめいた黒衣を纏まとう少女に、血走った視線を突き立てる。

「フリートに──仲間に何をした!?」

「何をした？　別に何も。カーヤはただ謳うたっただけ。夜と闇やみを謳って舞まって、そしてその子は死んだ♪」

　軽やかな節にあわせて、娘はにっと笑った。

　吸い込まれそうに大きな瞳を悪戯いたずらっぽく輝かがやかせた顔はやや浅黒く、彫ほり深ぶかかった。歳としの頃ころは十五、六というところだろうか。片手にカスタネット、もう一方の手に拡ひろげた扇子せんすを携たずさえ、裾すその緩ゆるやかなドレスに瘦やせぎすの体を包んだその姿は、一見、ジプシーロマニーの踊おどり子ことも見える。だが、胸にかかった銀十字と、そこに刻まれた〝教皇の勅命によってもたらされた機密と小部屋Ａｒｃａｎｕｍ　ｃｅｌｌａ　ｅｘ　ｄｏｎｏ　ｄｅｉ〟の文字は──

「Ａ国務聖省ｘ特務分室……教ヴア皇チカ庁ンかっ!?」

　青ざめた中年男の姿が搔かき消えた──〝加速ヘイスト〟に入ったのだ。短生種の視力では、認識することすら困難な高速機動。事実、床に広がる血溜だまりがすさまじい勢いで、少女に向かって赤い飛沫しぶきをあげたのを除けば、中年男の姿は地上から完全に消失している。

　しかし──

「迫せまる魔物に、怯える娘……」

　さも恐おそろしげに歌い上げる声とは裏腹に、少女の顔には微び笑しようが貼はり付いたままだった。血の疾しつ風ぷうが目前に迫るのをどこか冷たいその表情で見み据すえたまま、フラメンコのように激しくターンする。

「──ぎあっ！」

　旋せん回かいした少女のスカートが怪あやしい花のように浮うかび上がった刹せつ那な、短いが、恐怖に満ちた断末魔がガレージに響いた──次の瞬しゆん間かん、雷らい鳴めいのような音をあげて、娘の背後の壁かべに大穴が空いている。

「ボ、ボック!?」

　壁に突っ込んだ仲間──正確には、鳩尾みぞおちからきれいに両断された中年男の胴どう体たいに目を剝むいたのは赤毛の若者だ。赤黒い切り口では、両断された心臓がいまだ脈打っていたが、これではいかに長生種といえど助からぬ。しかし、さきほどの少年といい彼といい、いったい、何にやられたものか──見当さえつかぬまま、吸血鬼は恐怖と疑ぎ惑わくに引きつった視線を、黒衣の少女に向けた。

「ば、馬ば鹿かな、長生種が短生種ごときに……お、女！　貴様はいったい!?」

「あたい？　あたいは歌うた姫ひめ。謳って踊るが、この身の仕事♪」

　今度はやや悲しげに歌い上げると、娘は両手に挟はさんだ生首を顔の前に捧ささげ持った。聖書に登場する亡国の王女のように死者への口づけを与あたえると、唇くちびるの端はしについた血ち糊のりをぺろりと舐なめ取る。

「あなたも踊る？　それとも謳う？　夜はこれから。まだまだ長い。〝ジプシークイーン〟の闇の歌、聞かずに帰るはあまりに無ぶ粋すい♪」

「ちいっ！」

　揶や揄ゆするような少女の歌に、赤毛の吸血鬼は舌打ちで返した。と同時に、その手はモーションもなしに、握にぎったままだった長ちよう剣けんを相手に投げつけている。

「覚えていろ、教皇庁！　この礼はするぞ！」

　妖よう艶えんなタンゴを踊るように身を反らせた少女の鼻先を、長剣は文字どおりかすめさった。そのまま、石いし壁かべに柄つかまで深く突き刺さる。もっともそのときには、夜の種族はその場にいない。人間離ばなれした脚きやく力りよくで床を蹴けると、弾だん丸がんじみた速度でガレージの壁に空いた大穴をくぐり抜ぬけ、中庭に飛び出している。

（なんだ、あの小娘は!?）

　地上最強の生物である長生種が瞬殺されるとは！　しかも、いったいどんな凶きよう器きが使われたか見当すらつかぬ。しかしそれ以上に吸血鬼を動揺させていたのは、教皇庁が介かい入にゆうしてきたという事実だ。なんとしてもブリュージュの主君に報告し、判断を仰あおがねば──

「!?」

　脚部に強い衝しよう撃げきを受けたその体が地面に投げ出されたとき、赤毛の吸血鬼は自分の身に何が生じたか、いまだ悟さとっていなかった。

　ようやくそれを知ったのは、摩ま擦さつで芝生しばふを庭土ごと掘ほり起こしながらたっぷり三メートルは滑すべり、そこでなんとか起きあがろうとしたときのことだ。

「あ、脚あしが!?」

　立ち上がろうとして再び無様に転がった吸血鬼は、己おのれの脚を見て悲鳴をあげた──膝ひざから下がない。いや正しくは、膝からきれいに切断された脚はさきほど転てん倒とうしたあたりの地面に二本、きれいに並べられていた。

「あ……あがあああああっ！」

　苦鳴をあげながら、夜の種族は身を捩よじった。それでも、悪あく趣しゆ味みな抽ちゆう象しよう芸術のように並べられた自分の脚に手を伸のばしたのは、吸きゆう血けつ鬼きの超ちよう人じん的な生命力によるものだ。だが、その指が目的を果たす直前、その手の甲こうは頭上から降ってきた白はく刃じんによって、地面に縫ぬい止められていた。

「美しい声、きれいな響ひびき……でも、まだまだカーヤは踊り足りない♪」

　再び絶ぜつ叫きようする犠ぎ牲せい者しやを見下ろし、加害者はうっとりと地じ獄ごくの歌を口ずさんだ。引き抜いた長剣を吸血鬼の背中、心臓の裏側あたりに擬ぎして、悪戯っぽく含ふくみ笑う。

「どうせ、これぐらいじゃあなたたちは死なないんだもの……さあ、謳うたっておくれ、きれいなお口で。心が凍こおるぐらいに澄すんだ悲鳴を。さあ、カーヤと踊ろう、夜はまだまだ、まだまだ、まだまだ長い♪」

「──やめなさい、シスター・カーヤ・ショーカ」

　凄せい惨さんな悲鳴の代わりに夜に響いたのは、甘やかな、成熟した女の声だった。だが、その声が聞こえた途と端たん、いまにも吸血鬼の命を貫つらぬかんばかりだった長剣は、空気に接着されたように静止している。

「カテリーナさま……どうして止めるの？」

　夜闇の向こう、急ぎ足にこちらに向かってくる緋ひ色いろの影かげに、少女はあどけない口調で尋たずねた。警護のＳＰらしい数名の黒服が、慌あわただしくガレージの方へと走ってゆくのには見向きもせず、尖とがった顎おとがいに指をあてる。

「吸血鬼を殺すと天国に行けるのよ？　神父さまたちはそう言ってる……カーヤは天国に行きたい」

「……そうね。でも、彼にはまだ聞くことがあるの」

　緋色の影──枢すう機き卿きようの法ほう衣えを纏まとった女は美しかったが、芝生に広がった血溜だまりにも、そこに転がった人体の欠片かけらにも眉まゆ一筋動かさなかった。ただ、再び口を開いたとき、そこには無む邪じや気きな死神を宥なだめるような響きがある。

「大事なことをいろいろ聞かないといけないの……それによっては、もっと吸血鬼を退治できるかもしれないわ、〝ジプシークイーン〟。それに、あなたはもう今夜は十分に殺したでしょう？　あとは私に任せなさい」

「……カテリーナさまがそうおっしゃるなら」

　麗れい人じんの言葉に、黒衣の娘むすめはこくりと頷うなずいた。

「カーヤはいい子、素す直なおな子。神さまと法王さまとカテリーナさまの言うことはなんでも聞きます♪」

「そう、いい子ね、シスター・カーヤ……この吸血鬼に硝しよう酸さん銀ぎんを投とう与よして」

　頷いた娘が軽やかなステップを踏ふんで後ずさると、法衣の麗人は瀕ひん死しの吸血鬼を冷たい目で見下ろした。駆かけ寄ってきた黒服たちに事務的な口調で指示を下す。

「それから〝アイアンメイデン〟に連れん絡らくして。こちらは片づいたから、迎むかえに来るように伝えなさい」

「ミラノ公、アムステルダムに向かった別班から連絡が入りました」

　駆け寄ってきた黒服の一人が硬かたい表情で主あるじの注意を引いた。注射器の針を吸血鬼に突つき立てている仲間たちを見下ろしながら、早口に報告する。

「残念ながら、一歩遅おそかったようです。旧アウデ教・ケ会ルクの例のシスターは、すでに略取されたあとでした」

「──あ、あなたは誰だれです、レディ？」

　黒服の報告を遮さえぎるように誰何すいかしたのは、ようやくガレージから這はい出してきたヤンである。夜と血の臭においの中、いかつい顔の元警視総そう監かんは蒼そう白はくになった顔で麗人の正体を確かめようとした。

「その服は枢機卿の法衣ですね？　では、あなたがミラノ公──カテリーナ・スフォルツァ猊げい下かでいらっしゃいますか？」

「……ええ。あなたとは、お目にかかるのははじめてですわね、ヤン・ファン・メーレン卿きよう」

　社交的に完かん璧ぺきな、それでいてどこか暖かみに欠ける微び笑しようを浮うかべると、麗人は大男を一いち瞥べつした。その冬の女王めいた表情は、生まれながらにして、多くの人々に傅かしずかれ、それを支配する貴族のそれだ。

「お約束もなしに押しかけて参りまして申し訳ありません……実は、今日はあなたにお付き合いいただきたいところがあってご訪問いたしましたの。これから、すぐに私とご一いつ緒しよしていただけないでしょうか？　ああ、ご家族のご心配は無用です。私のスタッフが、きちんとお守りさせていただきますわ」

「ご一緒？　いったい、こんな夜中に、どこへ行こう……と……」

　冬の女王の申し出──いや、それを装よそおった命令に対するヤンの反問は、途と中ちゆうで萎しぼむように消えてしまった。

　あんぐりと口を開けたその顔を夜空から照らし出したのは、巨きよ大だいな投光器だ。いったいいつ現れたのか、それまで星一つなかった夜空に、黙もく示し録ろくの怪かい物ぶつめいて大きな影が浮かんでいる。

「く、空中戦せん艦かん……！」

「まずは、あれでブリュッセル──同盟首都へ」

〝Ａｒｃａｎｕｍ　ｃｅｌｌａ　ｅＸ　ｄｏｎｏ　ｄｅｉ〟──教皇庁国務聖省特務分室の紋もん章しようとローマ十字を染め出した白い巨きよ船せんに顎をしゃくり、麗人はこともなげに答えた。

「そして、最終的にはブリュージュまで……元警視総監、あなたには我々の害虫退治を手伝っていただきます」




　　　　Ⅱ




　夜が落ちると同時に、礼拝堂の組鐘カリヨンが鳴り始めた。その美しい音色を待ちかねたように、園遊会は始まっている。

　野外オーケストラが奏かなでるワルツの調べに合わせて、庭のそこかしこで舞まい始めたのはタキシードとイヴニングドレスで盛装した若い男女たちだ。それよりやや年かさの者たちは、運ばれてくる料理や酒の合間に美辞と麗れい句くの泡あわを弾はじけさせるのに余念がない──ここフランドル風に表現すれば、〝完璧スワル・なるセ・パ宴ルフエ〟というやつだ。

　そもそもがこのヴァトー館シヤトーは、古くはここブリュージュ市の市庁舎として建設された城館だ。フランドル・ゴシック様式の古風な館やかたは、西にし隣どなりに建てられた聖血プルー礼拝トバジ堂リークと並びブリュージュ最古の建物の一つである。正面はブリュージュの顔というべきブルグ広場を望み、裏手には運河を控ひかえるという絶好の立地条件を備えたこの城館は、十年前まではブリュージュ最大の傭よう兵へい貴族ヴァトー家の館であった。

　不ふ慮りよの事故で一族が滅めつ亡ぼうした後は、ブリュージュに本ほん拠きよ地ちを置く製薬会社の最大手、カリヨン社が本社ビルとして買い取り、火災に遭あった箇か所しよを改築した。以後はしばしば、株主や四都市同盟政府の高官を招いては、このようなパーティーを開いている。実際、今夜の客の半数ほどは、同盟評議会に席を持つ議員か、その縁えん故こであろう。

「会長、こちら、ブリュッセルのピエール・ランシェ評議員閣下です。閣下、こちらが当社のＣ最高経Ｅ営責Ｏ任者の──」

「ＣＥＯのギィ・ド・グランヴェルです。直接お目にかかるのは初めてですね、閣下」

　白ずくめの青年は気さくに微笑むと、長身の黒人が案内してきた中年男に礼れい儀ぎ正しく手を差し出した。尊大にそっくり返った中年男の手を、十年来の知ち己きであるかのように親しげに握にぎりしめる。

「昨年、ブリュッセル伯はくの誕生パーティーではちょうどすれ違ちがいになってしまい、残念に思っていたところでした。こうしてお会いできて光栄です。閣下の評判はこのブリュージュにも鳴り響ひびいておりますれば」

「評判？　悪名の間違いではないかね？」

　いかにも狷けん介かいに顔を歪ゆがめると、中年男は品定めするような目を若い長生種メトセラに向けた。

　事実、ブリュッセルのピエール・ランシェといえば、閣かく僚りよう経験すら有する同盟政府の実力者でありながら、暗黒街との強い繫つながりをも噂うわさされる灰色政治家だ。その悪評については、彼自身も自覚するところがあるのだろう。若造の甘言には乗せられんぞと言わんばかりに冷笑してみせる。

「ブリュッセル伯──ダルザス卿があのようなことになってしまって、私としても迷っておるところだ。君たち、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟とこれまでどおりの付き合いを続けてゆくべきかどうか、な。私の友人たちの中には、君たち吸ヴア血ムピ鬼エル……もとい長生種メトセラ諸氏との関係を清算せよと主張する者もおる」

「むろん、そのような浮うき足だった輩やからについては、閣下にご対処をお任せしてかまわないのでしょう？」

　いかにも小ずるげに目を輝かがやかせている中年男から、ギィはふと目を逸そらした。ランシェの背後に控える二人のうち、背の低い方──リスに似た顔の中年男に視線を移して呟つぶやく。

「そちらにいらっしゃるブラント警視総そう監かんからすでにお聞き及およびでしょうが、あなたやあなたのご友人がたには、私から十分な献けん金きんと便べん宜ぎをお約束いたします。故ダルザス卿きようが与あたえておられたのと同等、もしくはそれ以上の」

「口約束だけでは、いささか心こころ許もとないね」

　いかにも相手を不快にさせる表情でせせら笑うと、中年男は火の入っていないパイプを背後に控えるもう一人の男に差し出した。その瘦やせた秘書らしい男が恭うやうやしく火を入れると、それを唇くちびるの端はしに銜くわえて片眉まゆをあげる。

「明日、私の友人たちがこの街にやってくる。むろん、この私がわざわざ君のためにセッティングしてさしあげたわけだが……グランヴェル君、君がダルザスの後こう継けい者しやを以もつて任ずるのであれば、彼らを十分に満足させる必要があると思う。私が何が言いたいか、わかるかな？」

「もちろんです……ああ、私としたことが肝かん心じんなものを失念しておりました。ボッシュ君、例のものをここへ持ってきてくれないか？」

　尊大に威い張ばり散らしている短生種を、騒さわがしいスピッツでも眺ながめるような目で一いち瞥べつする一方、ギィは傍かたわらに控える黒人に顎あごをしゃくった。すぐに持ってこられたアタッシェケースを、ランシェの目の前で開く。

「とりあえず、これは今夜のお車代としてお納めください……非課税の同盟債さいで額面五十万ディナールございます」

「ふ、ふむ、なかなか気が利きくじゃないか」

　ギィが口にした金額に、ランシェは一いつ瞬しゆん声を詰つまらせたが、すぐに貪どん婪らんそうに瞳ひとみを輝かせた。差し出されたケースを後生大事に受け取りながら、打って変わった愛あい想その良さで笑う。

「いいだろう、グランヴェル君。君とはうまくやっていけそうだ。他ほかの友人たちも、きっと君を気に入ることと思うよ」

「恐きよう縮しゆくです……さて、では難しい話はこれでおしまいにしましょう」

　中年男の、満腹した鰐わににも似た笑え顔がおに対し、ギィもまたにこやかに頷うなずき返した。それまで、慎つつましやかな表情で控えていた美女たちに指を鳴らしながら、意味ありげに声をひそめる。

「そういえば、仄そく聞ぶんするところ、閣下は麗うるわしいお花がお好きとか。花も酒も、ブリュージュ最高のものを用意いたしました。せっかくの宴うたげです。どうか、たっぷりお楽しみあって、旅の疲つかれを癒いやされてくださいませ」

「……おお、これはすばらしい」

　酒しゆ杯はいを捧ささげ持って近づいてきた美女たちを前に、ランシェは顔面筋の限界まで鼻の下を伸のばした。大輪の花束にも似た高級娼しよう婦ふたちはそんな議員閣下を取り囲み、嬌きよう声せいをあげて城館の方へと導いてゆく。

　一方、すっかり舞まい上がった中年男が城館に消えてゆくのを、しばしギィは冷めた視線で見送っていたが、

「……感謝しますよ、ブラント警視総監」

　ふと思い出したように傍らの小男を振ふり返った。

「ああいう御ぎよしやすい方を紹しよう介かいしてくれて……世評以上にご自分の欲望に忠実な人物のようですね」

「あれでも、ランシェ議員はブリュッセルの評議員の間では影えい響きよう力を持っておりまして」

　ギィの謝辞に含ふくまれた皮肉に気づかなかったのか、自己保身上、気づかなかったふりをしたのか、ブラントはリスに似た顔でしかつめらしく頷いてみせた。

「なにしろ、ダルザスの横死で彼と繫がりがあった議員たちは動どう揺ようしております。いま、閣下が手を差し伸べれば、風が吹ふいた葦あしのように靡なびくでありましょう。そうなれば、私としても閣下に紹介の労をとった甲か斐いがあったというもので」

「ランシェ以外のブリュッセルの議員たちは、明晩八時にブリュージュに到とう着ちやくするそうです。目立たないよう、飛行船を手配しておきました」

　恩着せがましい警視総監の発言を横合いから遮さえぎったのは、ギィの傍らに控ひかえていた瘦せぎすの黒人だった。投げ矢ダーツを模したピアスを揺ゆらしながら、主人の前にびっしりと人名を記した名めい簿ぼを拡ひろげる。

「人数は三十三名。これは、同盟評議会全議席の約十パーセントにあたる数字です」

「そして元々、私に忠誠を誓ちかっていたブリュージュ選出の二十六名、すでに傘さん下かに組み込んだアムステルダムとアントワープ選出の三十名、そしてランシェ自身を加えれば、合計九十名か。評議会全議席の四分の一を超こえるな……ふむ、悪くない数字じゃないかね、ボッシュ君？」

　手にしたミネラルウォーターのグラスに口をつけながら、ギィは薄うすく笑った。中庭の向こう、暗い運河の水面みなもに目を向けて述じゆつ懐かいする。

「残念ながら、過半数にはいまだ遠いが、腐くさった林りん檎ごというものは容易に他の林檎を腐ふ敗はいさせるものだ……三年後の全国選挙が終われば、同盟評議会は完全に我らのものとなっているだろうな。そうなれば、いかに教皇庁とて、容易には手出しできまい。なにしろ、世せ俗ぞく諸しよ侯こうの内政には干かん渉しようせぬというのが彼らの建前だ」

「おっしゃるとおりです……さりながら、たかが短生種サルごときを取り込むのに、これほど労力と資金を注ぎ込むのは、いささか気前がよすぎたのではありませんか、伯はく爵しやく？」

　腐った林檎──〝四伯爵〟からの献金を受けている同盟評議員の名簿に目を落としながら、ボッシュはやや不服げに眉まゆをひそめた。リストに連なるすべての名前の隣となりにはそれぞれ数百万、いや名前によっては数千万もの値あたいを示す数字が書き込まれていたのだが、いまはそれらのすべてに線が引かれ、一律二倍の数値に書き換かえられている。

　そもそも〝四カウン伯ト・フ爵オー〟総そう帥すいにしてブリュッセル伯はくのティエリー・ダルザスが「教皇庁の刺し客かくの手にかかって」横死したのは、わずか一週間前のことだ。そして降って湧わいたような事変に動揺する長生種どうぞくたちを落ち着かせ、巧たくみに事態を収拾したブリュージュ伯がまず着手したのが、〝四伯爵〟総帥の襲しゆう名めいと同盟評議会の取り込みだった。

　ダルザスの死に戸と惑まどい、あるいはどさくさにまぎれて手を切ろうとした短生種議員たちに対して、金と暴力を湯水のように注ぎ込んで、むりやり組織に繫つなぎ止めたのだ。もっともそれを可能たらしめたのは、かねてよりブリュージュに本ほん拠きよを置く自分の氏族を、旧来の単純な暴力団体から、知能犯罪を主しゆ軸じくとする犯罪企き業ぎよう集団ともいうべき新体制に改革していた努力に他ならぬ。ギィ自身がＣＥＯを務めるこのカリヨン社をはじめ、大小二十もの傘さん下か企業はこの一週間というもの精密機械のように働いて、彼の野望を推進する原動力となってくれた。ギィとしては己おのれの先見の明を誇ほこってもよいところだったろう。

　しかし、甘い自己満足にひたって貴重な時を浪ろう費ひするほど、若い長生種メトセラは愚おろかではなかった。

　こうして念願の総帥の地位を手に入れたからには、今後、他の三氏族も急ピッチで生まれ変わらせねばなるまい。むろん、これまでのように四氏族が並立する体制も徹てつ底ていして改める。ギィ自身が絶対的な支配権を握にぎる集権体制を敷しき、将来的には表の世界をこの裏社会からコントロールしてゆくのだ──飴あめと鞭むちによって。短生種サルどもの評議会支配は、そのための絶対必要条件である。

「明日押しかけてくるブリュッセルの友人たちは、せいぜい大切にもてなしてくれたまえ、ボッシュ君。無能でも有益なサルは、できるだけ大切にするというのが私のポリシーでね」

「心得ております……ところで、有益でないサルについて一つ御報告がございます」

　閉じた名簿を小こ脇わきに挟はさむと、黒人は一通の書類を取り出した。同盟警察の印章が捺おされたそれを、恭うやうやしく差し出す。

「ブリュッセルで取り逃にがしました例の神父ですが……彼がブリュージュ市内に潜せん入にゆうしたことが確かく認にんされました」

「……ほう、我が友が？」

　決算報告書にちょっとしたミスを見つけた会計士のような顔になって、ギィは片眉をあげた。

　それは一週間前、ダルザスの謀ぼう殺さつに成功したあの夜、最後の最後に犯おかしてしまった瑕か瑾きんだった。彼としたことが、数年来の大仕事をついになし遂とげた達成感に酔よってしまっていたのか、自分でも信じがたいミスを犯したのだ──まさか、あんな手負いの短生種ごときを取り逃がしてしまうとは。

　最後の瞬しゆん間かん、絶ぜつ叫きようしながら突とつ進しんしてきた〝友〟の憎ぞう悪おに歪ゆがんだ形相を思い出すと、ギィは苦笑とともにグラスに口をつけた。あのようなミスをするとは、自分もまだまだ未熟者だ。これでは、ダルザスをはじめ、死者の列に加わった伯爵たちのことを笑えない。

「せっかく拾った命だ。さっさとローマに帰ればよいものを……で、ボッシュ君。君のことだ。すでに手は打ったのだろうね？」

「もちろんです」

　落ち着き払はらって黒人は頷うなずいた。

「たかが手負いの短生種に同どう胞ほうを向かわせることはないと判断しまして、短生種の賞金稼かせぎに声をかけました──ざっと百人ほど。今いま頃ごろ、鵜うの目め鷹たかの目めで神父を追い回しているでしょう」

「百人？　それは、さすがにしぶとい我が友もひとたまりもないだろうな。けっこうだ……あ、いや、ちょっと残念かな？　私も別に手を打っておいたんだが、それは無む駄だになってしまいそうだね」

「は、別の手とおっしゃいますと？」

「いや、ちょっとね。アムステルダムの同胞に頼たのんで、ある品物を取り寄せたんだが……ま、そんなことはどうでもいい」

　咳せき払ばらいすると、ギィは表情を改めた。懐かい中ちゆう時計に目を落とし、ふと何か思い出したように話題を切り換える。

「ああ、それより、アントワープに派は遣けんした三人だが、まだ連れん絡らくはないかね？　ヤン・ファン・メーレンの処理は無事に終わったかな？」

「いえ、報しらせはまだ届いておりません。ですが、じきに──」

　恭しく質問に答えていたボッシュの声が中ちゆう途とで途切れた。

　遠くから、夜気を震ふるわせて伝わってきた爆ばく音おんに搔かき消されたのだ。かすかに水面みなもを震わせる運河から目をあげると、ギィは闇やみの彼方かなたを透すかし見た。遠く、夜空にあがる黒こく煙えんを指さし、仮装した騎き士しや貴婦人たちが騒さわいでいる。

「……なにかな、あれは？」

「どうやら、始まったようですな」

　眉をあげた主あるじの質問に、落ち着き払ってボッシュが答えた。

「あそこは、この城館への取水口のあたりです……どうやら、閣下の〝旧友〟が猟りよう師しどもの網あみにかかったようで」

「そういえば、この館やかたはもともと彼の家だったね。隠かくし通路などには精通しているというわけだ……ところで、我が友に掛かけた賞金だが、いったいいかほどの値が支し払はらわれるのかな？」

「は、手足のそれぞれに十万。胴どう体たいと首に各百万──しめて、二百四十万というところです……多すぎましたか？」

「多くはないが、彼にはいささかもったいない金額だな」

　短生種が一生遊んで暮らせる金額を耳にして、ギィは肩かたをすくめた。だが、突とつ然ぜん何か思い出したように底意地悪い笑えみを浮うかべる。

「しかしまあ、余興の見物料と思えばそう高くもないか……ああ、そうだ。せっかくだから、もう一人の〝旧友〟にも見物させてあげるとしよう。ボッシュ君、誰だれかに言ってアムステルダムからの荷物をここに持ってこさせてくれないかね？　彼女にも余興を見せてあげたい」




　強きよう烈れつな爆風を感じた瞬間、どこかに飛びそうになった意識をユーグは気力の限りを尽つくして繫つなぎ止めた。

　どうやら、いま叩たたき斬きった爆薬使いが死に際ぎわに手しゆ榴りゆう弾だんを爆発させたらしい。なんとか爆ばく炎えんこそ回かい避ひしたものの、トンネル状の水路を荒あれ狂くるった爆風に、頭から壁かべに叩きつけられてしまった。妙みように目の前が白い。

「ぐ……」

　膝ひざまでもある水流にへたりこんだまま、ユーグは細い息をなんとか整えようと試みた。

　鼓こ膜まくは痺しびれ、嗅きゆう覚かくは火薬の臭においと周囲に転がった十体近い斬死体があげる血けつ臭しゆうのせいでほぼ麻ま痺ひしてしまっている。おまけに、ここ一週間の疲ひ労ろうのため、ほとんど五感が働かない。そもそも、これだけの数の刺し客かくが接近しているのを感知できなかったのがその証あかしだ──どうやら、限界はすぐそこらしかった。

「……俺はここで死ぬのか？」

　冷たい水の中、苔こけの生えた壁へき面めんにもたれかかって剣けん士しは自問した。

　いや、あるいはもう死んでいるのかもしれない。死んで、魂たましいだけが荒こう野やを彷徨さまよっているのかもしれない──その証しよう拠こに、一週間前のあの日、ブリュッセルのダルザス邸ていの夜からこちらの記き憶おくがほとんど無くなっている。

『十年前、君の城を焼き、君の家族を殺し、君の腕うでを奪うばった』──一度は友と信じた男の言葉を最後に、ふっつりと記憶が途と絶だえている。どうやって、あの場から脱だつ出しゆつしたのか、そして、それからどこをどう通って生まれ故郷に戻もどってきたのか、断片的な記憶を除き、ほとんど覚えていない。

『君の妹は、とても美お味いしかった』──ただ覚えていたのは、あの白い嘲ちよう笑しようだけだ。あの悪意に満ちた笑声だけは、獣けもののように這はいずり回っていた間ずっと脳のう裏りにこびりついていた。そして、その意味するところも──もはや、自分を迎むかえてくれる者はこの世にただの一人もいないという事実も。

　水路から立ち上る湿しつ気けを受けて、石いし壁かべはひんやりと冷たかった。硬かたいそれに力無く背中を預けたまま、ユーグは抑よく揚ようのない声で呟つぶやいた。

「もう、どこにもない……」

　血と埃ほこりに汚よごれた僧そう衣いを纏まとい、疲つかれ切った体をぼろ屑くずのように縮めて、亡ぼう霊れいのようにからっぽの瞳ひとみで繰くり返す。

「もう、俺の居場所は、どこにもない……」

　家族を奪われ、家を奪われ、野良犬のように彷徨った日々。その後、教皇庁に拾われ、猟りよう犬けんとして生きることを運命づけられたときでも、まだ、生きる支えはあった──それは復ふく讐しゆう。一族と妹を奪った者への復讐こそが、自分の寄る辺だと信じてこれまで生きてきた。

　だが、その復讐心さえも自分は他人に利用されていたのだ。真実の敵が野心を達するための道具、障害を排はい除じよする手て駒ごまとして、自分は動かされてきた──そう、いま、自分の周囲に物言わぬ骸むくろとなって転がっている者たちのように。

　だが、不思議なほど哀かなしみは感じなかった。いや、むしろ腹を抱かかえて笑いたい、大声で哄こう笑しようをあげたい衝しよう動どうすら感じる。まったく、お笑いだった。この十年、復讐を誓ちかい、すべてをそのために捧ささげて生きてきたにも拘かかわらず、それらはまるっきりの無む駄だだった。結局、自分は他人の意思で動かされ、よりによって憎にくむべき仇かたきのために働いていた哀あわれで滑こつ稽けいな道化に過ぎなかったというわけだ──これが、お笑いでなくてなんであろう？

「人よシ・クイ、耳ス・ハベあらト・アウばレム・聞アウデけイアト……」

　ともすれば血で滑すべりそうになる剣けんをのろのろと持ち上げつつ、ユーグは呟いた。

　この一週間、考える時間はけっこうあったはずだが、これ以上、生きている意味はこの地上のどこにも見いだせなかった。そして、こんな自分が生きていける場所もどこにもなかった。

　だとすれば、生きている意味はないのではないか？

　こんなときもなお、ぞっとするほど美しく輝かがやく剣を虚うつろな瞳で眺ながめながら、ユーグはひび割れた唇くちびるを動かした。

「虜にクイ・イせらン・カプるべテウイタき者テム・イは虜ン・カプになテウイタりテム・ワてデイト、剣にクイ・イて殺ン・グラす者デイオ・は己オキデリも剣ト・オポによルテートりて・エウム死す・グラデべイオ・オしキデイ……」

　死者のように虚ろな声で聖句を唱え終わると、ふとその刃はを頸けい動どう脈みやくにあててみる。

　ひんやりと冷たい感かん触しよく。これを手元に引けば、すべて終わるかもしれない──そんな思いが疲れ切った意識を過ぎる。これを引けば、楽になれる。少なくとももう苦しむことはない──そんなことを思いながら、試しに力をこめてみようとする。

　しかし、

「……なぜだ？」

　水路に落ちた長刀をぼんやりと見つめて、ユーグは問うた。

　その首は依い然ぜん、胴どう体たいに繫がったままだった。白い首に細く血の筋が滲にじんでいるのを除けば、傷もない。その代わりに、目の前では自分自身の両手が奇き怪かいな生き物のように震ふるえている──でたらめに痙けい攣れんしている腕を見つめながら、ユーグは苦しげに問うた。

「よりによって、こんなときになぜだ……なぜ、俺を死なせてくれない？　なぜ、俺を苦しめる？」

　むろん、答えはない。

　両手の痙攣はしだいにおさまりつつあったし、長刀は水底で青白く輝いている。しかし、それだけだ。ただそれだけ──安息も、安らぎも、ここにはない。再びため息をつくと、ユーグは震える手を長刀に伸のばした。

　今度は本気でやってみよう。さきほどより明めい瞭りような死の決意とともに、再び剣を取る──

「…………!?」

　風切る音が耳元をかすめた刹せつ那な、剣を握にぎった腕うでが跳はね上がったのは、叩たたき込まれた剣士の性さがというしかない。次の瞬しゆん間かん、体を半身に捻ひねった剣士の後頭部に振ふり下ろされた手て斧おのは、長刀に弾はじかれ、青白い火花を放った。

「──ちっ、気づかれたか！」

　どうやら水中を近づいてきたものらしい、ウェットスーツ姿の大男が舌打ちした。そのときには、彼の仲間らしい別の賞金稼かせぎが、長刀で斧を支えたままのユーグの左側方へ、水音をたてて移動している。大男のパワーと体重を支えるだけで手いっぱいの剣士を屠ほふろうというのだろう。その手にした銛もりを肩かたの上にかまえる。

（……なぜ、抵てい抗こうしている？）

　このまま力を抜ぬけば、それで楽になるのだ、もう何も苦しまずにすむ……それなのに、俺はなぜ抵抗する？　生きようとしているのだ？

　頭の隅すみをふとそんな考えが過ぎる。だがその間にも、剣けん士しの左腕は別の生き物のように反はん撃げきシークエンスに突とつ入にゆうしていた。鉄棒にしか見えない鞘さやの端はしからもう一ひと振ふり、短めの白はく刃じんを引き出すと、それを投げ矢のように放ったのだ。白い光こう芒ぼうが、いましも銛を撃うとうとしていた賞金稼ぎの喉のどを食い破った。

「や、野や郎ろう！」

　絶ぜつ叫きようとともに水路にあがった水みず飛沫しぶきが、大男を憤ふん激げきさせたようだった。長刀にかけられた圧力が圧あつ倒とう的なまでに増加する。それでも、ふだんのユーグならば、これをしのぐのは容易だったろう。だが、消しよう耗もうしきった体力は剣士にそれを許さなかった。

「ぐ……！」

　膝ひざが折れたと思ったときには、水の流れにユーグは脚あしを取られていた。よろめいた拍ひよう子しに落ちかかってきた斧の刃こそ、なんとか身を捩ねじってかわしたものの、転てん倒とうは免まぬかれない。そのまま仰あお向むけに倒たおれ、高い飛沫ひまつをあげる。

「もらったあっ！」

　下げ卑びた歓かん声せいとともに、冷たい光が煌きらめいた。振り下ろされた手斧が、倒れた剣士の顔面を真っ向から斬きり破る──

　だが、あがった断だん末まつ魔まの悲鳴は、ユーグのものではなかった。

「…………？」

　水路に半身をひたしたまま、ユーグは自分をかすめるように倒れてきた賞金稼ぎをぼんやりと見つめた。今いま頃ごろ、彼の頭を撃げき砕さいしているはずだった手斧は、首から上のない男の手中で細かく震えている。首のない死体は、いまだ、自分の死を悟さとらぬ者のように痙攣を続けていた。

「──戦域確保クリア。損害ダメー評価ジリポ報告ートを要求する、ユーグ・ド・ヴァトー」

　水路に響ひびいた声は、天てん井じようで輝く冷光灯の光に匹ひつ敵てきするほど冷たく、人間性を欠いていた。それは、思わず視線をあげたユーグの視界に入ってきた男の顔も同様だ。仮面めいた無表情を保ったまま、小こ柄がらな神父──派は遣けん執しつ行こう官かんトレス・イクスはへたりこんだままの同どう僚りようを冷たく一いち瞥べつした。

「自立歩行は可能か？　可能であれば、この戦域を離り脱だつする。可か及きゆう的てき速すみやかに撤てつ収しゆうを」

「……なぜ、君がここにいる、イクス神父？」

　死を免れた安あん堵ど感かんはまるでない──失望と絶望に濁にごった目で、ユーグは問うた。

「何かの作戦中か？　それとも、俺を助けて恩を売るつもりだったのか？　なら、生あい憎にくだが──」

「お前を助けたつもりはない、市民ヴァトー」

　剣士の乾かわいた嘲ちよう笑しようを、〝拳銃ガンスリ使いンガー〟は人間味の欠片かけらもない機械音声で斬り捨てた。

「お前を拘こう束そくし、ローマに連行しろというのが、ミラノ公に受けた命令オーダーだ──お前はすでに国務聖省職員の身分を失い、聖職からも解かれている。以後は犯罪者として扱あつかわれる」

「犯罪者、か……」

　水路に力無く座り込んだまま、ユーグはその単語を繰くり返した。ついで、無ぶ精しよう髭ひげの目立ち始めた顔をあげると、かつての仲間の生き真ま面じ目めさを嘲あざ笑わらうように唇くちびるを歪ゆがめる。

「なら、もう放っておいてくれ。このまま放っておいてくれれば、すぐに俺はくたばる。逮たい捕ほする手間が省けていいんじゃないか？」

「労力の問題ではない」

　ユーグの声は饐すえたような腐ふ臭しゆうを放っていたが、それに答える声もまた、氷の香かおりを帯びている──ガラスの瞳ひとみで元同僚を走査する派遣執行官の発言はにべもなかった。

「拘束はミラノ公のオーダーだ。現場の判断でそれを枉まげることはできない。それに、お前が腹部に巻き付けている八キロのプラスチック爆ばく薬やく──それはＡｘの備品だ。それを使用してブリュージュで騒さわぎを起こされるのは、看過できない」

「……他ほかに、うまい自殺の方法を考えつかなくてな」

　僧そう衣いの下に巻いた硬かたい感かん触しよくを確かめながら、ユーグは苦笑した。

「さすがの俺も一人で死ぬのも寂さびしいからな……いろいろとしがらみのある奴やつも一いつ緒しよに連れて行くことにしたのさ。君も一緒に来るか、イクス神父？」

「──常じよう駐ちゆう戦術思考を制圧戦仕様で起動」

　濁った目の剣士がポケットからレバー式の起爆スイッチを取り出した瞬間、〝ガンスリンガー〟の瞳には冷光が走っている。跳はね上がった戦せん闘とう拳けん銃じゆうは、正確に起爆スイッチにポイントされていた。

「オーダーに基づき、市民ヴァトーの拘束を執しつ行こうする」

「残念だが、それは無理な相談だな、〝ガンスリンガー〟。君の相手は俺じゃない……おい、神父がいるぞ！」

　こちらに向けられた銃口をユーグは苦笑するように見やったが、突とつ然ぜん、大声を張り上げた──我ながら、まだよくこんな体力が残っていたと感心するほどの大音声で怒ど鳴なったのだ。

「ヴァトーだ！　ヴァトー神父を見つけた！」

「──なんのつもりだ、〝ソードダンサー〟？」

　叫さけび立てる剣士に銃口を向けたままのトレスの表情は変わらない。しかし、ほんのわずかに訝いぶかしむような響きが、機械音声に籠こもった。

「回答の入力を要求する。いったい、卿きようはどういう意図で──」

「──神父だ！　神父がいたぞ！」

〝ガンスリンガー〟の疑念に間接的に答えたのは、薄うす暗ぐらい水路に響き渡わたった怒ど声せいだった。しかも一つではない。無数の声と金属音、そして水路を走る靴くつ音おとが、四方八方から反はん響きようしながら押し寄せてくるではないか。

「あの連中は、俺の首を欲しがっている賞金稼かせぎたちだ……」

　作戦順位の選せん択たくに逡しゆん巡じゆんするかのように首をもたげた機械化歩兵に、ユーグは昏くらい微び笑しようを向けた。長刀を手に立ち上がりながら、ほくそ笑む。

「だが、君なら、あの程度のゴロツキを捌さばくのは問題あるまい？　俺が用事を済ませるまで、彼らと遊んでいてくれ」

「──待て、ヴァトー」

　捨てぜりふとともに剣けん士しが身を翻ひるがえした瞬しゆん間かん、トレスは手を伸のばして逃とう亡ぼう者しやの裾すそを捕とらえようとした。だが、指が触ふれるか触れないかというところでその全身に火花が散る。

「神父を殺せ！　死体でも賞金は出る！」

　欲望に滾たぎる怒声とともに、水路の向こうから弾だん雨うが注がれたのだ。拳銃弾の嵐あらしは装そう甲こうされたボディにあたってことごとく弾はじき返されているが、それでも、元同僚を追おうとする機械化歩兵を足止めするには十分だった。猛もう攻こうに曝さらされ、その場を動けぬトレスを振ふり返ると、

「ああ、そうだ……イクス神父、悪いがこれをローマのワーズワース博士に返しておいてくれ」

　どこか寂しげに微笑んだ剣士は、手にした長刀を床ゆかに突つき立てた。疲ひ労ろうにともすれば崩くずれそうになる脚あしを叱しつ咤たしながら、水路脇わき、特に深い暗あん渠きよへと歩み寄る。

「もう、俺には何もないんだ……だから、せめて、死に方ぐらいは選ばせてくれ」

「待て、ヴァトー！　そちらは──」

　元の仲間は最後に何と言ったのか？　怒声か？　それともこの期ごに及およんでなお、自分を制止しようとしたのか。

　いずれにせよ、傍かたわら、水音をあげている暗渠に向けて、転がるように飛び込んだユーグの耳には届かなかった。消しよう耗もうしきった体でなんとか水をかき分け、かろうじて対岸に這はい上がったときには、薄暗い通路の先にかすかな光を見つけている──いや、こぼれてきているのは光だけではない。軽快な音楽の欠片かけらと、笑いさざめく人の声さえ聞こえてくる。

「いま、行くぞ……」

　それは、誰だれに対して呟つぶやいたものか──もつれる脚を半ば夢見心ごこ地ちに動かし、ユーグは通路を進んだ。

　すでに先には、見覚えのある光景が見える。父が生きていた頃ころ、あの中庭ではよく園遊会が開かれていた。叔お父じや従兄弟いとこたちが杯さかずきを酌くみ交かわし、母や妹がお喋しやべりを楽しんでいた。庭の隅すみには、グロットーと呼ばれる人造の鍾しよう乳にゆう洞どうがあり、そこは水路を通じて運河と通じていた。幼いユーグは、やはり幼い友人たちや、ラシェルと一緒に、その洞どう窟くつを探検したものだ……

「おい、君は何かね？」

　胡う乱ろんげな声が、ユーグの鼓こ膜まくを叩たたいた。

　グロットーからよろめき出てきた男を、着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよが獣けものでも紛まぎれ込んだような目で見つめている。中でも、酔よいが回っているらしい中年の紳士が、ユーグを指さして喚わめき立てた。

「ここは、君のような物もの乞ごいが来るようなところではない！　残飯漁あさりなら、裏に回りたまえ、裏に……おい、変なのが紛れ込んでいるぞ。誰か、こいつをつまみ出せ」

「ああ、よろしいのですよ。彼は私の友人です」

　喚く紳士を、いかにも穏おだやかな声が窘たしなめた。声の主──眼鏡めがねをかけた白ずくめの若者は剣士を振り返ると、亡ぼう霊れいのような相手の風ふう体ていに特に怖おじる様子もなく、にこやかに笑えみかけた。

「やあ、ユーグ。ずいぶんと遅おそかったじゃないか。待ちかねたよ……どうかね、一いつ杯ぱい？」

「ギィ……ギィ・ド・グランヴェル……」

　軋きしるような声が、ひからびた唇くちびるの間からこぼれた。爆ばく薬やくのスイッチを握にぎった手を震ふるわせたのは、興奮か、あるいは疲労だったか──いずれにせよ、次の瞬間、ユーグは手にしたスイッチを頭上高く掲かかげていた。腹に巻き付けた爆薬を相手に見せつけるようにことさら曝しながら、スイッチを押し込もうとする。

「死ねえええええっ！」

「おっと、待ってくれたまえ、我が友よ──短気は損気だよ、君」

　吸きゆう血けつ鬼きが含ふくみ笑ったその瞬間、復ふく讐しゆう者しやの動きを止めたのは、その言葉だったか、それとも彼が、それまで背後に隠かくしていた人物を、自分の前に押し出したからか──もしくはその両方か。

「復讐に逸はやるのもいいが、せっかく知人が訪ねてきているのだ。まずは、再会の挨あい拶さつでもしたらどうかな？」

「知人だと……ば、馬ば鹿かな!?」

　吸血鬼が楯たてのように押し出した人物──猿さるぐつわと手て錠じようをかけられ、恐きよう怖ふに目を剝むいている尼に僧そうを目にしたユーグは、唇をわななかせた。短く息を止めた末、ようやく相手の名を口にする。

「シ、シスター・アグネス!?　なぜここに!?」

「なぜかって？　君が訪ねてくるのはわかっていたからね。引き合わせてあげたいと思って、私がわざわざアムステルダムからお呼びしたのさ」

　まだ十代の少女の肌はだを愛めでるように触れながら、ギィは喉のどを鳴らした。おぞましげに身を捻ひねる尼僧の抵てい抗こうをやすやすと押さえ込んだまま、気のない口調で〝友〟に尋たずねる。

「どうするかね？　その物ぶつ騒そうなものを使えば、君と一いつ緒しよに彼女も死ぬね……ああ、でも、私はどうだろう？　人体というのは爆風に対する楯としては極きわめて有効だからね。こうして彼女の陰かげに隠れていれば、助かるかもしれないな」

「ぐ……く、お……」

　血走った目を見開いたまま、ユーグは唇を嚙かんだ。犬歯でそれを嚙み破りながら、声にならない喘ぜん鳴めい、嗚お咽えつにならぬ喘あえぎ声を押し出す。

　嗤わらう若者──その藤ふじ色いろの瞳ひとみ、手に彫ほり込まれた百ゆ合りの入いれ墨ずみ。すべてはよく見知った物だ。十年前のあのとき、この場所で、自分のすべてを奪うばい去っていった男。それを目の前にして──

「うああああああああああああああああああああっ！」

　喉が破れたような絶ぜつ叫きようが、剣けん士しの口からほとばしった。そのときには、血走った目をこぼれんばかりに見開いた復ふく讐しゆう鬼きは、スイッチを押し込んでいる。

　と──

「ぐ、か……」

　絶叫が、突とつ如じよ、断ち切られたように停とまった。

　そのときには、操あやつり糸を切られた人形のように、剣士はその場に頽くずおれている。だが、爆薬が爆発する気配はいっこうにない──それもそのはず、剣士の握りしめたリモコンスイッチから、腹に巻かれた爆薬までを結んでいたワイヤーは、鋭するどい切り口を見せて断ち切られていた。

「……さて、何者かね、君たちは？」

　状じよう況きようのほとんどを把は握あくしている長生種たちと、いったい何が起こっているのかほとんど知らぬ短生種テランたちが見守る中、剣士の体は小刻みに痙けい攣れんしている。そこから視線をあげると、ギィは剣士の側そばに立つ、二つの人ひと影かげに声をかけた──爆発の寸前、この二人がリモコンのワイヤーを切断したのだ。ローブを纏まとい、墓場を彷徨さまよう亡者めいた沈ちん黙もくを守る男たちに尋ねる。

「見たところ短生種のようだね。ああ、ボッシュが声をかけた賞金稼かせぎたちかな？」

〈……はい、ウイ・閣下ムシユー〉

　わずかなアルビオン訛なまりの残るフランドル語で、嘴くちばしのついた仮面の男は答えた。手にした電でん撃げき棒で、傍かたわら、うっそりと沈黙を守る瘦やせこけた相棒を指し示す。

〈私は〝ドクター〟と呼ばれています。こちらは〝プリーチャー〟……こういう形となってしまいましたが、賞金はいただけるのでしょうか？〉

「もちろんだとも、いささか変則的な形ではあるがね」

　道化の座興でも見るような目つきになって、ギィは肩かたをすくめた──わざわざ、アムステルダムから人質を取り寄せたというのに、なんとも冴さえない幕切れとなったものだ。

「だが、金が欲しいというなら、処分は最後まで頼たのむよ。まだ、その虫けらは息がある」

〈……かしこまりました〉

　顎あごをしゃくったブリュージュ伯はくに、いま一人、瘦せた方の男が頷うなずいた。上半面を覆おおう仮面の下、髭ひげの生えた口元に残ざん忍にんな微び笑しようを浮うかべると、手にした鎌かまを倒たおれたままの剣士の頭上へ振ふり上げる──

「……お、落ち着かれてください、評議員せんせい！」

「ええい、そこをどきたまえ、馬鹿者！」

　もしこのとき、下げ卑びた声で怒鳴る中年男と、それを制止しようとする背の高い秘書が登場するのが半秒遅おくれていれば、〝プリーチャー〟の鎌はユーグの頭を刈かり取っていただろう。どこか手負いの猪いのししを彷ほう彿ふつとさせる勢いで走ってきた中年男を、ギィが露ろ骨こつにうんざりとした顔で振り返った。

「おやおや、どうされました、ランシェ議員？」

　血相を変えて息を切らしている中年の短生種に、優やさしく声をかけてやる。

「そんなに慌あわてられて……なにか、接待に不足でもございましたか？」

「そ、それどころではないっ！」

　半分、シャツをはだけた中年男──ランシェ評議員は勢いよく唾つばを飛ばした。そのまま、顔を顰しかめた長生種の前に、ラジオを突つきつける。

「君、これはどういうことかね！　リストとはなんのことかね!?」

「は？　リスト？」

　いったい、この短生種はどこの柱の角に頭をぶつけたのだろうか──そんな顔で、ギィは中年男の突きつけてきた物体を見た。なんの変へん哲てつもない、携けい帯たい用ラジオである。別に故障しているわけでもないらしく、いまこのときも、スピーカーから甘やかな女の声がこぼれてきている。

「リストとは何のことです、議員せんせい？　このラジオが、いったいなんだと──」

〈つまり、私の部下であるヴァトー神父が持ち帰ったこのリストに書き記されていたのは、犯罪結社と深い関係にある評議員の名前だったわけです〉

　ギィの質問に答えたのは、ランシェではなかった──ラジオの向こうの女が、深い知性と高い品性を感じさせる甘い声で喋しやべったのだ。だが、その内容は、ギィの心臓を危うく止めかけるものであった。

〈ここ、四都市同盟に巣くう犯罪結社──〝四カウン伯ト・フ爵オー〟と通つう称しようされる吸血鬼のコロニーが、一部の同盟評議会議員と癒ゆ着ちやくし、同盟政府に深い影えい響きよう力を行使しているという証しよう拠こを、私、カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようの部下であるヴァトー神父は摑つかみました。いま、その裏付け捜そう査さを同盟政府の協力のもとに行っております……なお、このリストの信しん憑ぴよう性せいについては、引退された先の警視総そう監かん、ヤン・ファン・メーレン氏も保証されており──〉

「こ、これはどういうことだ!?」

　穏おだやかな青年実業家の仮面をかなぐり捨てて、ギィは怒ど鳴なった。ラジオはどうやら、国営放送が教皇庁の枢機卿へのインタビューを生放送しているものらしかったが、そんなことはどうでもいい。問題は、その枢機卿が語っている内容だ。

「議員のリスト!?　リストを手に入れているだと!?」

　ありえない──あれは、ギィの手元にある一冊だけだ。まして、それをここで横たわっている剣士がローマにもたらしたということは、絶対にない。

「そうか……ブラフはつたりか！」

　そう。となれば、あとはそれしか考えられぬではないか。教皇庁は、〝四伯爵〟とそれに繫つながりのある評議員をいぶりだそうと、ブラフを仕し掛かけてきているのだ。

「どういうことかね、グランヴェル君！　君は、我々の名前をローマに売ったのかね!?」

「……落ち着かれてください、ランシェ評議員」

　ハンカチで顔を拭ぬぐう振りをして表情を隠かくすと、ギィは愚おろかな短生種サルを宥なだめた。この首ごと脊せき椎ついを引き抜ぬいてやったらさぞや気持ちいいだろうに──そんなことを夢想しながら、誠実そのものの口調で説明してやる。

「これは、教ヴア皇チカ庁ンが我々に揺ゆさぶりをかけてきているのです。動どう揺ようされては、向こうの思う壺つぼです。まずは落ち着かれてください」

「し、しかしだね──」

「だいじょうぶ。リストなど、向こうの手にはありません。あれはただのハッタリです……ああ、そうだ」

　藤ふじ色いろの瞳ひとみをぼろ屑くずのように転がっている神父に向けて、ギィは指を鳴らした。

「さきほど、〝私の部下のヴァトー神父がリストをもたらした〟と枢機卿は言っていましたね？　それが噓うそであることを、当人に証言させようではありませんか……それならば、安心していただけるでしょう？」

「わ、私だけに証明されても困るよ？」

　相変わらず青ざめた顔で──それでも、さきほどまでに比べれば幾いく分ぶんか理性を取り戻もどした表情で、ランシェは首を振ふった。

「明日到とう着ちやくする私の友人たち──彼らも動揺しているはずだ。きちんと釈しやく明めいしてくれるんだろうね、君？」

「もちろんですとも」

　誠実な会計士そのものの顔でギィは頷うなずいた。明日、ブリュージュにやってくる数十匹ぴきの短生種を皆みな殺ごろしにしている自分を脳のう裏りに描えがきながら、にこやかにランシェの肩かたに手を回す。

「議員せんせいが心配なさるようなことは、何もございません……すべて、私にお任せください」

「た、頼たのむよ、君ぃ……」

　いかにも暖かな笑えみを向けられ、ランシェも怒鳴り散らしたことが気まずく思えたらしい。最前、走ってきたときとは打って変わったおとなしさで、客館の方へと戻っていく。それを、瘦やせた秘書が足早に追いかけていく後ろ姿を、ギィはしばらく見送っていたが、

「疫やく病びよう神がみめ……最後まで、祟たたってくれる！」

　二人の影かげが視界から消えるや、激しい罵ば声せいとともに、地面に横たわる剣けん士しに唾を吐はきかけた。

「こんな屑みたいな男のせいで、この私が短生種ごときに見苦しく釈明せねばならんとはな！」

「とりあえず、明日までは生かしておかねばなりませんな」

　ぼろ屑のように動かぬ剣士を見下ろし、ボッシュがため息をついた。

「死なれては困りますし……医者を手配しておきましょう」

「そうだな。どういう手を使ってもかまわん。とりあえず、明日まではなんとか生かしておけ……ああ、ついでにこの尼に僧そうもな。この屑に脅おどしをかけるときに必要だろう」

　舌打ちすると、ギィは陰いん険けんに細めた目を、佇たたずむ二つの影に向けた。〝ドクター〟と〝プリーチャー〟──物言いたげに沈ちん黙もくしている賞金稼かせぎたちに不ふ機き嫌げんげな声をかける。

「ああ、君たちへの賞金は約束どおり支し払はらうから、安心したまえ。私はこれでも誠実な男だからね……こちらだ。ついて来たまえ」




　　　　Ⅲ




　額が冷たい。

　誰だれかが、濡ぬれたタオルで顔を拭ふいてくれている──たぶん、妹アニエスだ。小さい頃ころのユーグは体が弱く、よくこうして熱を出しては倒たおれていた。そのたびに、幼い妹は拙つたない手つきで濡れタオルを絞しぼってくれたものだ。彼女はいつも優やさしかった。

　だが、その彼女はもうどこにもいない。他ほかの一族と同様、奴やつらの手に──

「く……アニエス……」

「──あ、気づかれましたか、神父さま？」

　薄うすく開いた視界に最初に入ってきたのは、暗い石いし壁かべにかかったか細いランプの光だった。そして妙みように低いところにある粗そ末まつな天てん井じよう。

　心配げな女の顔が自分を覗のぞき込んでいることに気づいたのは、ようやく、目が薄うす闇やみに慣れてからだ。

「よかった。なかなか目を醒さまされないから、心配していたんです」
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「……シスター・アグネス、どうして君がいる？」

　まだ、意識が回復しきっていないらしい。愚ぐにもつかぬことをユーグは尼僧に問いかけた。問いかけながら身を捻ひねろうとして、そこで初めて、自分の体が鎖くさりによって石壁に縛しばり付けられていることに気づく。

「なんだ、これは？　鎖？　ここは地下牢ろうじゃないか。なぜ俺はこんなところに……そうか、ギィっ！」

　突とつ然ぜん、蘇よみがえってきた忌いまわしい記き憶おくの奔ほん流りゆうが、剣士の意識をようやく覚かく醒せいさせた。

　手足を縛る鎖を鳴らしてもがいたときには、いま自分がいる場所も、理由も完全に思い出している。

　いまが自分にとって幸福だった幼年期でないように、この城ももう、自分の住居ではない。一族を殺した仇かたきの──吸きゆう血けつ鬼きギィ・ド・グランヴェルの手中にあるのだ。

「くそっ！　殺してやる……殺してやるぞ、ギィ！」

「お、落ち着かれてください、神父さま……お願いですから、落ち着いて！」

　悲鳴のような声をあげて、もがく剣士に尼僧が取りすがった。きっと彼女自身、不安でたまらないのだろう。懸けん命めいに神父を落ち着かせようとする顔は硬かたく強こわばっている。その、どこか妹を思い出させる頰ほおの線に残った涙なみだの痕あとが、怒いかりと屈くつ辱じよくに煮にえたぎったユーグの頭に冷水をかけた。

「あ……す、すまない、シスター・アグネス……」

　依い然ぜん、目の前が眩くらみそうな怒りはくすぶっている。しかし、心臓を鷲わしづかみにされた者のような顔になって、ユーグはいまにも泣き出しそうな尼僧に詫わびた。

「すまない、こんなことになってしまって……俺のせいで、君に怖こわい思いをさせてしまった」

「い、いえ……」

　おそらく、ユーグが気絶している間、恐きよう怖ふと不安に震ふるえていたのだろう。うっすらと目に涙を溜ためたまま、それでも泣くまいという決意に瞳ひとみを見開いて、アグネスは気き丈じように笑ってみせた。

「別に怖くなんかありません。主は私たちを護まもっていらっしゃいますから……私のことなんかより、むしろ神父さまの方が心配ですわ。ほとんど丸一日、意識がないままでいらっしゃいました。このまま、目を醒まされないんじゃないかって、それが怖かった」

「丸一日？　俺はそんなに眠ねむっていたのか？」

　そういえば、いくぶんか頭がすっきりしている。襲しゆう撃げき前まで、ほとんど倒れそうなほど消しよう耗もうしていたはずなのに、一日眠ったお陰かげか、いまは体力もある程度、回復しているようだ。

　だが、それにしてもわからない。どうして奴ら──ギィと吸血鬼どもは自分を生かしておいたのか？　いやそもそも、どうしてあの場で自分を殺さなかった？　このうえ、まだ獲え物ものを嬲なぶって楽しむつもりなのだろうか？

　しかし、ユーグはギィがティエリー・ダルザスとカレル・ファン・デル・ヴェルフを殺害した真犯人であることを知る数少ない証人だ。下手に生かしておいて、もしブリュッセルやアムステルダムの吸血鬼たちにその情報を広められでもすれば、奴の立場を悪化させることは間ま違ちがいない──その危険を冒おかしてまで、個人の歪ゆがんだ快楽を追求するほどに愚おろかな男なのだろうか、奴は？

「……あの、神父さま、お腹なかはお空すきじゃありませんか？」

　疑念に顔を顰しかめていたユーグの耳に、控ひかえめな声がかかった。アグネスが、粗そ末まつな器うつわからオートミルをすくって差し出したのだ。

「とにかく、いまは少しでも体力をつけられないと……さ、お口を開けてください」

「あ、す、すまない」

　やはり、彼女は妹に似ている──昔、同じことを妹に言われたことを思い出しながら、ユーグは素す直なおに口を開いた。冷えたミルク粥がゆを苦労して喉のどに通しながら、なんとか微び笑しようを浮うかべてみせる。

「うまいな……ああ、そういえば、この一週間、ろくに食べていなかった」

「だめですよ、それじゃ。もっとお体を大切にしないと」

「あ、ああ、そうだな……」

　尼に僧そうに叱しかられ、ユーグは頭を搔かいた。壁かべから伸のびた鎖は四し肢しと、僧そう衣いを剝はぎ取られた上半身を拘こう束そくしていたが、その程度の行動を許す程度の長さはある。だが、剣けんもないこの状じよう況きようでここから逃にげ出すのは難しいだろう。まして、この尼僧を連れて逃げるとなると不可能に近い。

「……本当にすまない、シスター・アグネス」

　尼僧が口に入れてくれたオートミルを飲み下すと、ユーグは心の底から詫びた。

「俺に関わってしまったばかりに、君をこんな辛つらい目に遭あわせてしまった……本当にすまない」

「……そういえば、アニエスってどなたですの？」

　詫びる神父を責める代わりに、三度、オートミルを匙さじですくいながら、アグネスは問うた。

「眠ってらっしゃる間、ずっとその名を呼んでおいででした……どなたですか？」

「……妹だ」

　急に胸の疼うずきを覚え、ユーグは声を詰つまらせた。尼僧から逸そらした目を、自分の腕うで──傷だらけの上半身とは対照的に、皺しわ一つ無い、白い美しい腕に走らせる。

「昔、この城がまだ俺の家だった頃ころ、一いつ緒しよに育った……もう、どこにもいない」

「え？　このお屋や敷しき、神父さまのお家だったんですか？」

　尼僧は丸くした目を、薄うす暗ぐらい天てん井じようと、粗そ末まつな木の扉とびらに走らせた。地下牢ろうまで備えた城館など、そうそう住めるものではない。そんな家の人間がどうして聖職──それも一いつ介かいの巡じゆん回かい神父などをやっているのか？　そう言いたげに尋たずねる。

「ここが神父さまのお家だったのなら……いったい、どうしてあんな吸きゆう血けつ鬼きが棲すみついてるんですか？　妹さんや、ご家族の方々はどこに？」

「皆みな……死んだ」

　あまりに辛い思い出を語るとき、人は表情というものを失うらしい。淡あわいランプに照らされた美び貌ぼうに一片の感情も浮かべることなく、ユーグは淡たん々たんと答えた。

「全員、殺されたよ。そして、この館やかたも奪うばわれた……それから、俺にはもう帰るところはなくなった」

「帰るところがない……神父さま……」

　絶望したように呟つぶやくユーグの言葉を、アグネスは同情に満ちて繰くり返した。もっとも、絶望の淵ふちにある神父をなんと言って励はげませばいいかまではわからなかったらしい。考えあぐねたあげく、ユーグにとっては触ふれられたくない一言を口にする。

「で、でも、ローマは？　ほ、ほら、神父さま、ローマからいらっしゃったんですよね？　ローマに、同どう僚りようの方とか、ご友人とかいらっしゃるんじゃないですか？」

「……友人？」

　懸けん命めいに力づけようとする尼僧の言葉にユーグは虚きよ無む的な微笑を浮かべた。唇くちびるを歪めて首を振ふる。

　友人などというものは、この世のどこにもいない。確かにローマに彼の職場はあったし、そこに同僚はいたが、あそこは単に生きるための場所であり、そこにいた同僚たちもすべて、たまたま仕事場が一緒だったというに過ぎぬ。それが証しよう拠こに、いったん職務を離はなれれば、容よう赦しやなく銃じゆう口こうを向けてきたではないか──断じてあそこは家などではなかった。そこにいるのも家族などではなかった。

　そう、自分が帰れる家など、自分の居場所など、そして自分を思ってくれる者など、もうどこにもないのだ……

「──やあ、お目覚めだね、我が友よ」

　絶望を再認識していた剣けん士しの鼓こ膜まくを叩たたいたのは、尼僧の声ではなかった。

　鍵かぎの鳴る音とともに開いた扉から牢ろう獄ごくへと入ってきた数人の人ひと影かげがある。その先頭──白ずくめの青年が気さくな声を虜りよ囚しゆうに投じたのだ。

「おや、ずいぶんと顔色もよくなったようだ。よかった、よかった。なにしろ、昨日は死人みたいな顔をしていたからね。心配していたんだよ、我が友よ」

「……ギィ！」

　目の前が赤く染まったような錯さつ覚かくに囚とらわれながら、ユーグはうすら笑う吸血鬼の名を口走った。鎖くさりを鳴らして身を捩よじると、毒々しい怒いかりに唸うなる。

「貴様……なんのつもりだ!?　なぜ、俺を殺さなかった!?　このうえ、何を企たくらんでいる!?」

「企み？　心外だね。私は何も企んでなんかいないさ。企んでいるのは、君の上司──ローマのスフォルツァ枢すう機き卿きようと、君自身だろう？」

　吸血鬼たちの姿に怯おびえたアグネスは獄ごく舎しやの隅すみに引っ込んでいる。身を縮めて震ふるえる尼僧を嫌いやな視線で一いち瞥べつして、ギィは唇を歪ゆがめた。

「ローマもなかなかに洒落しやれたことをやってくれるじゃないか……私に揺ゆさぶりをかけてくるとはね。君もだ、ユーグ。ただの愚おろかで、考えなしの復ふく讐しゆう者しやだとばかり思っていたら、とんだ不意打ちをかけてきてくれたな。ふむ、つまりすべては演技だったというわけだ」

「……不意打ちだと？」

　鼻にかかったような吸血鬼の声にユーグは顔を顰しかめた。ほんの一週間前まで、この声に好ましいものを感じていたのだ。だがいまとなっては、いったいこの嫌みな声のどこにそんなものを感じていたのかわからない。

「不意打ちとはなんのことだ？　何を言っている、貴様？」

「おや、この期ごに及およんでまだとぼけるつもりかね、我が友よ？　君の上司──カテリーナ・スフォルツァ枢機卿が、いま我が四都市同盟で行っている切り崩くずし工作のことだよ」

　冷たい目で剣士を一瞥すると、ギィは忌いま々いましげに舌打ちした。

「彼女は現在、ブリュッセルに滞たい在ざいして、評議会の主立った議員たちと接せつ触しよく中だ。我ら〝四カウン伯ト・フ爵オー〟が長年かけて培つちかってきた、評議会とのパイプを切り崩すためにね……そして、君は復讐にかまけているふりをして私を欺あざむき、上司の仕事を側方支し援えんしていたわけだ。まったく、たいした役者だね。この私ともあろう者がすっかり騙だまされてしまったよ」

「……ミラノ公がこの国に来ているだと？」

　意外な言葉にユーグは顔を歪めた。

　そういえば、〝ガンスリンガー〟もそんなことを言っていた。だが、評議会への工作とは何のことだろう？　吸血鬼どもと評議会のパイプを切り崩して、何をするつもりだ？

「どうやら、彼女は我が〝四カウン伯ト・フ爵オー〟を本格的に潰つぶしにかかろうとしているらしいね」

　ユーグの疑念に答えたのは、目の前の吸血鬼だった。背後の暗がり──二人の仮面の男たちとそれに挟はさまれた尊大な表情の中年男、そしてユーグにも見覚えある黒人を振り返って、宣言する。

「だがね、ユーグ。私は教皇庁の思い通りにはさせないよ。評議会という後うしろ楯だてを失えば、我らはただの犯罪結社だ。短生種どもはあっという間に我々を討うち滅ほろぼそうとするだろう。しかし、そうはさせない。我々は、逆にこの機会を利用して、評議会への引き締しめを図らせてもらうことにしたよ……ユーグ、君の力を借りてね」

「俺の力？　何だ、それは？」

「なに簡単なことさ。実は今夜、ブリュッセルの評議会議員たちがこの館やかたに来ることになっているんだが、ユーグ、君に彼らの前で、君とミラノ公の陰いん謀ぼうについて語って欲しいんだ。リストなんてものはローマの手にはない。あれは彼らと我らの間を引き裂さこうとするミラノ公のハッタリだと、ミラノ公のイヌである君の口から語ってもらいたい……おっと、嫌だとは言わせないよ？」

「きゃああっ！」

　蛇へびのような素す早ばやさでギィの手が動いたと見えた次の瞬しゆん間かん、甲かん高だかい悲鳴があがった。それまで、息をひそめるよう壁かべ際ぎわに寄っていたアグネスの手を、吸きゆう血けつ鬼きが捕とらえたのだ。怪かい力りきで引き寄せたときには、長く伸のびた爪つめが白い喉のどにかかっている。

「いやっ……いやああっ！」

「ア、アグネス……やめろ、ギィ！」

「だめだね……彼女は保険だ」

　鎖を鳴らして怒ど鳴なったユーグに返ってきたのは、明確な拒きよ絶ぜつと冷たい脅きよう迫はくだった。尼に僧そうを、仮面の二人組──〝医者〟と〝宣教師〟のマスクをつけた不気味な男たちの手に委ねながら、ギィは蛇のように光る目でユーグを振ふり返った。

「君が私の要求どおりに動いてくれるのであれば、彼女は無事にアムステルダムへ帰してあげよう。私の名めい誉よにかけて約束する。だが、そうならなければ……わかっているね？」

「た、助けて、神父さま！　助けてえっ！」

「アグネス……ギィ、貴様あっ！」

　激げつ昂こうが、ユーグに疲ひ労ろうを忘れさせた。思わず、吸血鬼の細面に爪を立てようとする。しかし、鎖に繫つながれた腕うではあとわずかというところで届かない。

　そんな剣けん士しを、檻おりの向こうの狂きよう犬けんでも一瞥するようにギィは睥へい睨げいした。

「ではな、我が友よ。また後ほど、呼びに来る。議員たちは、あと一時間ほどで到とう着ちやくするから、それまで、しっかりスピーチを考えておいてくれたまえ」

「いや！　いやああっ！　助けて、神父さま！」

「アグネス！　くそっ！　くそおおおおっ！　貴様、殺してやる！　殺してやるぞ、ギィ！」

　なぜ、この手は奴やつに届かない？　なぜ、いま俺の手に剣つるぎはない──狂くるおしく歯は嚙がみしながら、ユーグは呪じゆ詛そを吐はき出した。火を噴ふくような瞳ひとみを血走らせ、咆ほう哮こうする。

「絶対にだ……生まれてきたことを後こう悔かいしながら、死なせてやる！」

「ははっ、そうかね。それは楽しみにしているよ、友よ……では、後ほど」

　嫌みたっぷりに吸血鬼が一礼したときには、悲鳴をあげる尼僧とそれを捕らえた二人の賞金稼かせぎ、そして中年議員と黒人はすでに扉とびらの向こうに消えている。そのあとを追うように、喉を鳴らすギィの背中が獄ごく舎しやを出て行くと、再び扉は閉じられた。荒あらい息を吐く剣士だけが、ただ独り、取り残される。

「くそっ……くそおおおおおっ！」

　ユーグは呪のろった。

　仇かたき、己おのれの無力、そして世界のすべて──どうして、いつもこうなのだ？　どうして、自分はいつも、大切なものを護まもれない？　ただ独り、こうしていつもいつも取り残されるのはなぜだ……

「…………？」

　絶望に歪ゆがんだ視界にそれが映ったのは、そのときだった。

　床ゆかの一角──鎖くさりに繫がれた脚あしを伸ばせば、かろうじて指先が届くあたりに、何かが鈍にぶく輝かがやいたのだ。小さな、金属の欠片かけら。

「鍵かぎ？　まさか!?」

　焦しよう燥そうと絶望に混こん濁だくしていた脳にわずかな光が差し込んだ。ユーグは拘こう束そくされた四し肢しを限界まで伸ばすと、それをなんとか指の間に挟み込むことに成功した。苦労して引き寄せたそれをまじまじと見つめる。

　それは確かに鍵だった。しかも、その大きさと形は──

「いや、まさか、そんな都合のいいことが……」

　ありえない。しかし、半信半疑で手て枷かせに差し込んだ鍵を回したときに聞こえたのは、確かにかちりと小さな金属音だ。

「開いた……しかし、なんで、こんなところに？」

　右みぎ腕うでの拘束具が音をたててはずれたのを、ユーグは喜びよりむしろ、訝いぶかしむように見つめた。

　誰だれかが誤って落としていったにしては、どうにも話がうますぎる。あるいはこれもギィの罠わなか──しかし、疑うにしても時間がない。約束を守るような奴らではない。用が済めば、アグネスは殺される。自分はともかく、彼女を巻き添ぞえにするわけにはいかない。

「……いいだろう。誰か知らんが乗ってやる」

　ユーグは暗い目で呟つぶやくと、今度は左の拘束具に鍵を差し込んだ。




「〝ドクター〟、〝プリーチャー〟、その尼僧を始末しろ」

　エレベーターから降りるやいなや、ギィは短く命じた。〝プリーチャー〟の腕の中で気絶している尼僧に冷たく顎あごをしゃくる。

「あの神父はもう、我らに逆らえん。その女を生かしておく必要もなくなった……要いらないものはさっさと片づけておくに限る」

「ああ、待ってくれたまえ、ギィ君」

　ゴミ出しでも命じるかのような長生種の言葉を遮さえぎったのは、地下牢ろうでは一言も口を開かなかったランシェである。おそらく、陰いん気きな地下牢の空気に吞のまれていたのだろう。中年評議員は、エレベーターを降りてほっとしたように深呼吸していたが、ギィの命令にあたふたと向き直った。〝プリーチャー〟の腕の中、苦く悶もんの表情で目を閉じているアグネスの顔を、好色な表情で覗のぞき込む。

「見れば、なかなか美う味まそうな娘むすめではないかね。肌はだも美しい……ふふ、どうせ始末するのであれば、その前に私に味見させてくれたまえよ」

「……議員せんせいもお好きですね」

　下げ種すな短生種テランが──内心の罵ば声せいが視線に現れないよう瞳を逸そらすと、ギィは興味なさげに肩かたをすくめた。

「では、どうぞご自由に。しかし、飽あきたらきちんと始末されてくださいね。それと、お友達が到着されたら、挨あい拶さつの方はよろしくお願いいたします」

「わかっている。わかっているとも……」

　女好きで知られるランシェの表情は、いまにも舌なめずりせんばかりににたにたと緩ゆるんでいる。まだ汚けがれを知らぬ新雪を征せい服ふくする喜びでも想像しているのか、にんまりと笑って中年男は付け加えた。

「まあ、万事うまく運んであげるよ、ギィ君……とにかく、僕を信じてくれたまえ」

「では、お好きにどうぞ……彼女を、議員せんせいの寝しん室しつへ」

　短生種の召めし使つかいたちに命じると、ギィはあとも見ずにその場を離はなれた。あと半時間もすれば、ブリュッセルからの飛行船が到とう着ちやくする時間だ。その前に、いろいろとやっておかねばならぬことがある。金の準備、接待の用意……体がいくつあっても足りない。

「ボッシュ君、とりあえず書しよ斎さいに戻もどろう。今日の打ち合わせをしたい。〝ドクター〟と〝プリーチャー〟、その尼に僧そうの始末が終わったら、君たちは街へ──同族たちが、例のイクスとかいうもう一人の神父を狩かり出しているところだ。その手伝いをしてくれたまえ」

　まったく、忙いそがしいことだ──勤勉でまじめな犯罪結社の総そう帥すいは、忙せわしげにその場を離れた。










　　　　Ⅳ




　十年前に炎えん上じようしたヴァトー館の最上階は、改築に際して、飛行船を駐ちゆう機きできる駐機場に改造されていた。

　このブリュージュは、〝ＢＲＵＧＧＥ橋〟というその名が意味するように、町を縦横に運河が貫つらぬいている。また、全体に低てい湿しつ地ち帯たいにあるために地じ盤ばんがもろく、これほどの規模を誇ほこる都市でありながら、町の近きん郊こうに空港がない。ビジネスでも政治でもスピードを尊ぶギィにとっては、何よりそのことが不満であった。そのため、ヴァトー館をダミー企き業ぎようの本社として買い取った際、巨きよ費ひを投じて改築に踏ふみ切ったのである。

「飛行船、着陸態勢に入りました」

「よし……一時はどうなるかと思ったが、これでとりあえずはうまくいきそうだな、ブラント君」

　星降るような夜だ。その夜よ闇やみの中、四十人乗りの中型飛行船は巨きよ体たいをしずしずと沈しずめつつある。それを管制官がトーチを振ふって誘ゆう導どうしているのを見やって、ギィはかすかな笑えみを、傍かたわらの短生種に向けた。

「昨日のラジオ放送で同盟評議会は大おお騒さわぎになっているようだが、なに、すぐに静まるさ。なにしろ、教皇庁がリストを手に入れたなどと言っているのはただのハッタリだ。じきにボロを出して、この話は終わる──違ちがうかね？」

「おっしゃるとおりです。そして、評議会さえコントロール下に置いてしまえば、この国は、事実上、閣下の支配下におかれる……そうなれば、いかにローマといえど、手出しはできますまい」

「そう、私は近日中にこの国を支配する──ただし、あくまでも裏からな」

　リス顔の警視総そう監かんがさかんに媚こびを売ってくるのから目を逸らすと、ギィは再び視線を夜空に向けた。まるで太陽でも仰あおぎ見るかのように目を細め、着陸中の飛行船を眺ながめやる。

「短生種の政府を表に立てている限りは、教皇庁も手出しはできない。そしていずれは、真人類帝てい国こくとも渡わたりをつけよう。この国に、我々の王国を──影かげの国を認めるようにとな」

「そうなれば、我らにもはや恐おそれるものはありませんな」

　ギィの言葉に、ブラントの傍らに立っていたボッシュが賛意を示した。ピアスを弾はじきながら、厚い唇くちびるを緩めてみせる。

「名はあくまで評議会に与あたえ、実は我らが取る……その限りにおいて、短生種たちも我らの支配を黙もく認にんするでしょう」

「そのためには、評議員どもに十分な飴あめを与えねばならんがね」

　いまごろ、あの尼僧をぞんぶんに陵りよう辱じよくしているであろうランシェの顔を思い出し、ギィは軽く舌打ちした。短生種でも、よりによってあの手の下種を相手にせねばならないというのは心楽しい経験ではない。しかし、役に立つサルはそれなりに待たい遇ぐうすべきだ──それが王者の徳というものだろう。ようやく着陸した飛行船からタラップが降りてくるのを遠くに眺めやりながら、自分を納なつ得とくさせる。

〈──ＣＥＯ、ただいま戻りました〉

　くぐもった声が、ギィの意識を現実に引き戻した。振り返れば、最前、街に送り出した二人の賞金稼かせぎ──〝ドクター〟と〝プリーチャー〟が恭うやうやしく一礼している。

「ああ、もう戻ったのかね──それで、昨夜、街に逃にげ込んだとかいうもう一人の神父は捕ほ捉そくできたか？」

〈いえ、残念ながら……ただ現在、賞金稼ぎとこの城の長生種、そして警察が街の各所で網あみを張っている以上、それほど長い時間は逃げ回れないでしょう〉

「昨夜の神父というと、取水口から潜せん入にゆうしたもう一人の神父ですな？　イクスとかいう……まだ始末できていないのですか？」

　主人と賞金稼ぎの会話に、警視総監がやや意外げな顔をしてみせた。

　もう一人の神父──地下水路で騒さわぎを起こした男は、ユーグが捕ほ獲かくされた後、ブリュージュ市内に逃げ込んで行方ゆくえ知れずとなっている。そのため現在、市内には外出禁止令を布しき、市外に出る幹線道路を封ふう鎖さして捜そう索さく中だ。ただ、問題の神父の戦せん闘とう力は警官程度では相手にならないため、城館内の氏族の八割が現在、市内に出で払はらって捜索の任にあたっていた。目下、城館にとどまっている同族は、ここにいる五、六名を含ふくめても十数人といったところだ。警察を指揮するブラントとしては、少々、頭の痛いところだろう。

「そろそろ、捜索は警察と賞金稼ぎだけに任せ、氏族の方々は呼び戻してはいかがでしょうか、閣下？　いちおうは、こうして多数の客を招いているわけですし、館内の警備には手を抜ぬけません」

「そうかな？　しかし、誰だれが我らに手出しできるというのかね？」

　タラップをぞろぞろと降りて来る背広姿の男たちを眺めやったまま、ギィは苦笑した。

　このブリュージュはギィの街であり、このヴァトー館は難なん攻こう不落の要よう塞さいだ。遺ロスト失テク技ノロ術ジーの粋いきを凝こらした電子監かん視しシステムと数々の対人トラップは、いかなる者の侵しん入にゆうも許さない。

　また、建物そのものの構造も頑がん丈じようで、強化された外がい壁へきは放火の類たぐいはもちろん、戦せん車しや砲ほうの直ちよく撃げきをも跳はね返す。それでもあえてこの城を陥おとそうと思う者はそれこそ爆ばく撃げきでもするぐらいしか方法はないが、この屋上に設置された三基の対空砲は教会軍の最新型と同じシステムが使われており、高速で接近する航空機をも撃げき墜ついすることができる。

「この城にいる限り、何なん人ぴとたりとも、我らに手出しはできないさ……そんなことより、そろそろサルの接待を始めよう。そういえば、例の先生ランシエはまだ遊んでいるのかな？　ボッシュ君、悪いが呼んできてくれたまえ。サル仲間が到とう着ちやくしたとな」

　まだ不得要領な顔の警視総監はそれきり無視すると、ギィは笑え顔がおの仮面をかぶり直した。屋上の向こう側では、すべての議員たちが飛行船から降り立ったようだ。秘書らしい男たちが、飛行船の貨物室から手荷物を運び出している。そんな短生種たちの方へ手を振ると、ギィはにこやかな挨あい拶さつとともに歩み寄った。

「ようこそいらっしゃいました、議員せんせい方。私が当社のＣＥＯギィ・ド・グランヴェルです。我がカリヨン社は、あなた方の来訪を心より歓かん迎げいいたします。どうか、ブリュージュ滞たい在ざい中は、この城館を我が家と思っておくつろぎください」

「ああ、わざわざのお出で迎むかえ恐きよう縮しゆくです、ＣＥＯ」

　歩み寄ってきた長生種に対し、これまた笑顔で議員の一人が応じた。名めい刺しでも取り出そうというのか、懐ふところに手を入れながら、会え釈しやくする。

「では、あなたがギィ・ド・グランヴェル卿きようですな……お前を逮たい捕ほする、吸ヴア血ンパ鬼イア」

「!?」

　ギィが笑顔を強こわばらせたとき、ほとんど息すらかかりそうな距きよ離りで抜き放たれた小型拳けん銃じゆうは長生種の眉み間けんを捉とらえていた。続けて、よく訓練された動きで発砲トリガー──〝加速ヘイスト〟に入るタイミングが一いつ瞬しゆんでも遅おくれていれば、ギィの頭は、彼の代わりに銃じゆう弾だんを喰くらった若い同族のように、ぐしゃぐしゃに弾はじけていただろう。

「シ、銀シルバのーチ弾ツプだと!?」

「ちっ……申し訳ありません、ヤン卿！　しくじりました！」

〝加速〟を解いたギィがやや離はなれたところ、消しよう火か栓せんの陰かげに姿を現したときには、その議員は拳銃に新たな弾だん倉そうを叩たたき込んでいる。そのよく訓練された動きは警官のそれだ。

「そうか、しまった……ボッシュ、気をつけろ！　こいつら、議員などではない！」

「よし、作戦をフェイズＢに移行！　各員散開し、この駐ちゆう機き場を武力制圧しろ！」

　議員たち──いや、背広を着た戦闘員たちの正体にギィがようやく思い当たったのは、男たちの後方、貨物室から荷物を出していた秘書の一人が大声で怒ど鳴なったのとほぼ同時だった。怒鳴ると同時に、そのオレンジ色の髪かみが印象的な秘書──元警視総そう監かんヤン・ファン・メーレンは貨物室内に隠かくしていた機き関かん銃じゆうを、ボッシュやブラントたちの方へ向けている。

「メーレン家の連中だと!?　なんでこいつらが、こんなところに!?」

　ヤン・ファン・メーレンと男たち──解かい雇こした警官たちが拳銃や短機関銃を撃うち始めたのを遮しや蔽へい物の陰から確かく認にんしながら、ギィは愕がく然ぜんと呻うめいた。では、本物の議員たちはどうなったのだ？

「こちらに向かっていた議員たちは、同盟政府が全員拘こう束そくした──容疑は、贈ぞう収しゆう賄わいおよび背任横領だ」

　ギィの疑問に答えた声は、およそ抑よく揚ようを欠き、氷ひよう霜そうめいた冷たさを湛たたえていた。と同時に、それまで楯たてにしていた消火栓が異音をあげて破は裂れつする。

「吸血鬼、個体名ギィ・ド・グランヴェル。教会法第八条修正三項こうに基づき、お前を拘束する。降こう伏ふくしろ。抵てい抗こうもしくは逃とう亡ぼうを図った場合は、即そく時じ殲せん滅めつする」

　全ぜん壊かいした消火栓から噴ふん水すいのように噴ふき上がった水の向こうで、平板な声とともに赤い光が灯ともった。小こ柄がらな僧そう衣いの影かげが掲かかげた戦せん闘とう拳けん銃じゆう──その銃身下にとりつけられた光条レーザ照準ーサイ機トが、不ふ吉きつな光でギィの心臓をポイントしたのだ。その光に、若い長生種は声を詰つまらせた。

「は、派は遣けん執しつ行こう官かんだと!?　な、なぜ、奴やつがここにいる!?」

「か、閣下、こちらに！」

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようにすくんだギィを救ったのはボッシュだった。〝加速ヘイスト〟した黒人は主あるじの襟えり首くびを猫ねこのように摑むと勢いよくコンクリートを蹴けった。駐機場の端はし、非常階段の側そばで〝加速〟を解く。

「閣下、ここはいったん館内へ……いま戦うのはどう考えても不利です！　街から同族を呼び戻もどして迎げい撃げきしましょう！」

「そ、そうだ……〝ドクター〟！　〝プリーチャー〟！　お前たちは一いつ緒しよに来い！　ブラント警視総監、君はここを支えたまえ！　すぐに戻る！」

「ちょ、ちょっと待ってください、ブリュージュ伯はく！　さ、支えたまえってそんな……わ、私もご一緒させてくださいっ！」

　リス顔の警視総監が何か訴うつたえるのを、ギィは聞いていなかった。非常階段を下のフロアまで駆かけ下りると、屋内に飛び込む。奇き襲しゆうを受けてしまったのは痛いが、見たところ、敵のほとんどはただの短生種だ。あの神父は少し厄やつ介かいだが、それでもあの程度の戦力なら、同族たちを呼び戻しさえすれば十分に対処できる……

「グ。グランヴェル君！」

　動どう揺ようを押し殺して計算を巡めぐらせていたギィに、狼ろう狽ばいしきった声がかけられたのはそのときだった。見れば、見覚えある中年男が廊ろう下かの向こうから駆け寄ってきたところだ。

「グランヴェル君、た、大変だ！」

「どうされました、ランシェ議員せんせい？」

　焦しよう燥そうを押し殺して、ギィは息せききって話しかけてきた中年男に尋たずねた。あの尼に僧そうに逃にげられでもしたか？

「実は少々、取り込み中でして……お話はまた後ほどうかがいます」

「馬ば鹿か者もの！　それどころではない！　れ、例の神父が……あの、ヴァトーとかいう神父が脱だつ走そうしたのだ！」

「──ユーグが!?」

　氷の塊かたまりでも吞のみ込んだような顔になって、ギィはランシェを見返した。この大変なときに、あの男が自由になったというのか!?

「馬鹿な……いったい、どうやって!?」

「そんなことは知らん！　だが、私の前に現れ、あの尼僧をさらっていった……いや、問題はそんなことじゃない。リストだ！」

「は、リスト？　なんのリストです？」

「決まってる！　昨日、君が私に見せてくれた議員たちのリストだ！　や、奴はあれを持っておった」

「な、なんだと!?」

　今度こそ、掛かけ値なしの驚きよう愕がくにギィは卒そつ倒とうしそうになった──どうやって地下牢ろうを脱だつ出しゆつしたかも不思議だが、なぜ、あの男が厳重に隠されているリストを手にしている!?

「そんなことはありえん！　貴様、でたらめほざくな、短生種！」

「ほ、本当だ！　た、確かにこの目で見た！」

　いまや青年実業家の仮面をかなぐり捨てた長生種に詰め寄られ、ランシェは慌あわてて抗こう弁べんした。たぶんリストのつもりだろう。顔の前に四角い図形を描えがきながら、必死で言いつのる。

「噓うそじゃない！　そこにはびっしりと我々の名前があって、あと数字も……確かにあれは、昨夜見せてもらったリストだった！」

「──閣下、私が確認して参りましょう」

　青ざめた唇くちびるを嚙かんでいるギィに、いくぶんか主人よりは冷静さを保っているボッシュが囁ささやいた。

「すぐに追いつきます。閣下は、どうかランシェ議員と一緒に、いったん、館外へ……〝ドクター〟、〝プリーチャー〟、お前たちは閣下を頼たのむ」

〈かしこまりました〉

　賞金稼かせぎが一礼し、黒人が駆け去ってゆくのを、ギィは苦い沈ちん黙もくとともに見送っていた。

　いったい、厳重に保管していたリストをどうやって神父は盗ぬすみ出したのか？　そもそも、存在すら知らないはずであったのに……

（いや……何か、おかしい）

　ようやくアドレナリンの高ぶりから解放されつつある脳のう細さい胞ぼうの片かた隅すみで、ギィは訝いぶかしげに呟つぶやいた。

　そう、何かが変だ。はっきりとはわからないが、何かが……そう、何か、悪質な詐さ欺ぎにでもかかっているような。どうにも胸むな騒さわぎがしてならない。

〈さあ、閣下、我らも参りましょう。ここは危険です〉

　廊下に立ちつくしたまま考えこんでいるギィを〝ドクター〟が促うながした。仮面の下の表情はわからない。だが、少なくともそのアルビオン訛なまりのある声はまったく動揺していなかった。聞けば、元アルビオン海兵隊の機械化歩兵だったそうだが、本当だろうか？

「待て……おい、〝ドクター〟、そして〝プリーチャー〟。お前たち、その仮面をとって顔を見せろ」

　疑い深げに振ふり返ると、ギィは賞金稼ぎたちを睨みつけた。そう、昨夜からこの館内にいた彼らは、例のリストを目にしたかもしれない。

　昨夜はユーグを捕とらえる役に立ったため、疑いもしなかったのだが、ひょっとしてこいつらは教皇庁が送り込んできた伏兵ではあるまいか？　仲間を犠ぎ牲せいに信用を得て、城館に潜もぐり込んできたのではないか？

「聞こえなかったのか、〝ドクター〟？　私はその仮面をとれと──」

「ギィ・ド・グランヴェル──ようやく見つけたぞ」

　空気がそのまま凍とう結けつし、刃やいばのように尖とがった声がギィの耳を突つき刺さしたのはそのときだった。

　冷たい、しかし復ふく讐しゆうに煮にえたぎった声。

　顔はそのまま、視線だけを廊ろう下かの向こうに動かしたギィは、そこに幽ゆう鬼きのような影かげが白はく刃じんを片手に立っているのを見た。

「ユ、ユーグ……ユーグ・ド・ヴァトー……」




「やれやれ、あの短生種テランの議員め、いったい何を寝ねぼけたことを言っているのやら。ギィもあんな戯たわ言ごとなど無視すればいいのに……まったく気の小さい男だ」

　主人の執しつ務む室しつに入ると、ボッシュはため息混じりの愚ぐ痴ちを垂れた。

　きれい好きのギィらしく、室内はやや神経症しよう的なまでに整理整せい頓とんされ、塵ちり一つ落ちていない。きちんと閉められた窓にはぶ厚いカーテンが降りたままで、誰だれかがこの室内に入り込んだ形けい跡せきは皆かい無むであった。まして、厳重に隠かくされたリストが盗まれているなど、ありえないことだ。

　それでも幾いく分ぶんか慎しん重ちような足取りでボッシュが部屋に歩み入ったのは、万が一にもという疑念が過よぎったためだ。ありえないといえば、あのユーグとかいう神父が地下牢から脱走したこともまたありえない。あるいは、ランシェが見み間ま違ちがえたのか？　まあ、それはこの目で確かく認にんすればいい──ボッシュは素す早ばやく無人の室内を一いち瞥べつすると扉とびらを閉じて、部屋の隅すみに飾かざられた大理石像に近寄った。巻物を捧ささげ持った奇き怪かいな怪かい物ぶつ像──玉座に腰こしをおろした七つの角と七つの目を備えた仔こ羊ひつじのような生き物の前に立つと、軽く深呼吸しようとして──

「はて……気のせいか？」

　ふと、黒人は小首を傾かしげて背後を顧かえりみた。そこには誰もいない。ただ、無人の室内のあちこちにかかった肖しよう像ぞう画がや彫ちよう刻こくが、黙だまってこちらを見下ろしているだけだ。

　なにかいま、衣きぬ擦ずれのような音を聞いたような気がしたのだが、どうやら空耳だったようだ。神経がたかぶっているらしい自分に苦笑すると、再びボッシュは怪物に向き直った。咳せき払ばらいした後、静かに呟く。

「ジョルジュ・ボッシュ、社員ナンバー〇八九九九─四七〇。〝我、まエト・ウた御座イデイ・に座しイン・デたまうクステラ者の右・セデン手に巻テイス・物のあスペールるを見・スロヌたり。ウム・リその裏ブルウム表に・スクリ文字プトウムあり・イント。七ウス・エつのト・フオ印をリス・シ持っグナトウて封ム・シギぜらリス・セるプテム〟」

〈社員ナンバー〇八九九九─四七〇、確認。解かい錠じようします〉

　怪物が短い電子音声で答えた。と、その奇怪な頭が割れ、その奥に小さなスペースが現れる。そこにあった数冊のファイルのうち、ただ一冊をボッシュは迷わず摑つかみだした。ページを繰くる間も惜おしいといわんばかりに中身に目を通し、舌打ちする──間違いない。問題のリストだ。

「あの馬ば鹿かな短生種め。やはりデマだったか。まったく、人に心配させて──」

〈……なるほど、リストはそこでしたか〉

　低い囁ささやき声がボッシュの顔を凍こおりつかせたのはそのときだった。

　ともすれば、空調の音にかき消されてしまうほどに小さな声──だが、確かにいまの声は本物だった。空耳の類たぐいではない。

「だ、誰だ!?」

　ボッシュは背後を振り返った。むろん、そこには誰もいない。いるはずがない。しかし、次の瞬しゆん間かん、黒人は信じられぬものを見るように目を見開いていた──窓の一つが大きく開け放たれ、カーテンが夜風にはためいているではないか！

〈案内ご苦労さまです……そのファイルの在処だけが摑めなくて、昨日からずっとこの館内を探さがしていたのです。さ、それを渡わたしてください〉

「ど、どこにいる、貴様!?」

　ほとんど反射的に耳の投げ矢ダーツをはずすと、ボッシュは無人の室内に向けて怒ど号ごうした。

　誰もいない。確かに誰もいない。だが、現実にはここには誰か──もしくは何かがいる！

「か、隠れても無む駄だだ……で、出てこい！」

〈隠れる？　別に隠れてなどいません〉

〝誰か〟は、小さなため息をついたようだった。鋭えい敏びんな長生種の皮ひ膚ふに、かすかな空気の振しん動どうが伝わってくる。そして、

〈私はあなたの前におります──ほら〉

「ひ!?」

　次の瞬間、ボッシュの投げ矢は魔ま法ほうのように手中から消えていた。〝誰か〟が鮮あざやかな体術で奪うばい取ったのだ。しかし、相変わらずそこには誰もいない──

「く、くそおっ！」

　ヒステリックに喚わめくと長生種は身を翻ひるがえした。地上最強の生物が、恐きよう怖ふ心に駆かられるまま、戸口に駆け寄ろうとする。いったい誰だ──何者がここにいるというのだ？

〈──一つ、聞かせてください〉

「う、うおっ！」

　ようやく扉に辿たどり着いたボッシュの体が大きく転てん倒とうした──何者かに脚あしを払はらわれたと悟さとったときには、無様にカーペットに尻しり餅もちをついている。そんな長生種に対し、〝誰か〟は別に蔑さげすむふうもなく、ただ静かな問いを投じた。

〈ボッシュさんとおっしゃいましたね？　あなたは罪無き者を傷つけたことはありますか？　弱い者を殺め、その命を奪ったことは……お答えください〉

「は、はんっ！　そんなこと聞かずとも、決まっているだろう！」

　いまはとにかく時間を稼かせぐのだ──油断無く周囲の気配を感じながらも、ボッシュは嘲ちよう弄ろうを飛ばした。

　だんだんわかってきた。どうやら、この敵は姿が見えないらしい。原理や理由はわからないが、こちらの目に見えないよう透とう明めいになっているだけで、実体は確かにあるのだ。それなら、倒たおせる──しかし、それには相手の位置を特定せねばならず、そのためには相手に動いてもらうしか、こちらに向こうを探知するすべはない。わざと毒々しい言葉と声で応じたのは、挑ちよう発はつのためだ。

「何人もぶち殺して、血を奪ったよ！　女の前でガキを殺して、その血を飲みながら犯おかして、終わったら女の血も飲んだ……それがどうした！」

〈……そうですか〉

　ボッシュの読みはあたった──長生種の答えは、明らかに見えざる敵のお気に召めさなかったらしい。虚こ空くうからの声に、悲しげな響ひびきが籠こもる。

〈では残念ですが……私はあなたを倒さねばなりません〉

「──そこかあっ！」

　かすかな衣擦れの音──電光のように立ち上がると、背後に聞こえた気配に向けて、ボッシュは残っていたもう一本の投げ矢を投じた──硬かたい、手て応ごたえ。

「や、殺やったか!?」

「我の我テイ・グたるはラテイア主の御・ムス・恵みにイド・よるクオドもの・ムス……」

　どこか悲しげな声がすぐ耳元で聞こえたと思ったときには、ボッシュは自分の投げた投げ矢があの仔羊の像に突つき立っているのを目にしていた。その仔羊の像に、埃ほこりに汚よごれ、けばだったケープがかけられているのも。そして、衣擦れの元がそれだったと気づいた次の瞬間、心臓が爆ばく発はつしたような痛みが、胸を貫つらぬいている。

「もし主導デオ・デかば、何ユケンテ者も害す・ニヒルるなし・ノケト──エィメン」

「お、お前……ば……？」

　脊せき椎ついと胸きよう椎ついを砕くだき、鳩尾みぞおちを貫いて突き出した手刀に自分の心臓が握にぎられていることも気づかぬように、ボッシュは首を捻ひねった。背後、疲つかれたような顔で佇たたずんでいる長身の影かげを目にして、喘ぜん鳴めいを絞しぼり出す。

「ぞ、ぞうか、お前だちが……教皇庁のイヌだったのが……くそっ、ブリュージュ伯はく、ごれは罠わな……そいつから、すぐに、離はなれ……ぐ！　がっ！」

「主よ、この者の魂たましいを憐あわれみたまえ……そして、聖務に血を流せし我が良心を救い給え、エィメン」

　黒人の口から断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが、長身の影から哀あわれみと懺悔ざんげの祈いのりが紡つむぎ出されたときには、心臓を握り潰つぶされた長生種は己おのれの作り出した血溜だまりに沈しずんでいる。背の高い影──粗そ末まつな僧そう衣いを纏まとった瘦やせた神父は、そんな死者を悲しげな目でしばし見下ろしていたが、やがて、耳元に手をあてた。

「……ああ、私です。こちらはすみましたよ、ウィリアム。そちらはどうです？　あなたの迷える仔こ羊ひつじは見つかりましたか……ああ、わかりました。それでは、また後ほどお会いしましょう」

　それだけ言うと、長身の神父──ヴァーツラフ・ハヴェル神父は耳に挟はさんだイヤホンからそっと手を離した。
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「ギィ、やっと見つけた……」

「ユ、ユーグ……」

　陰いん火かを灯ともした翠すい瞳とうに気け圧おされたように、ギィは一歩後ずさった。後ずさってから、自分の不ふ甲が斐いなさに気づいて舌打ちする──こんな手負いの短生種一匹ぴきに、なにをみっともない真ま似ねをしているのか！

　おそらくは装そう飾しよく品ひんに使っていたものを見つけたのだろう。細剣レイピアを手にした神父の姿は、地じ獄ごくから這はい出してきた幽ゆう鬼きのようだった。かすかによろめく脚で、しかし一歩一歩、絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、こちらに近づいてくる男に、ギィはつとめて軽い声をかけた。

「や、やあ、ユーグ……元気そうで何よりだ」

　この忙いそがしいときに面めん倒どうな男と出会ってしまった──内心、舌打ちしたい思いだ。

　向こうは傷ついた神父一人。対するこちらは、ランシェは人数外としても、長生種メトセラ一人に賞金稼ぎ二人──屠ほふるのは簡単だが、ここで始末してしまっていいものかどうかは微び妙みような問題だ。屋上に教皇庁が殴なぐり込みをかけてきて、ブリュッセルの議員たちの消息が不明ないまなどは特に。それともう一つ、例のリストの件もある。まずは、それを確かく認にんせねばならない。

「しかし、驚おどろいたね。まさか、その体で地下牢ろうから脱だつ出しゆつしてくるとは……いったい、どうやったのかね？　こちらとしては、しっかりと拘こう束そくしておいたつもりだが──」

「……アグネスはどこにやった、ギィ？」

　長生種のお喋しやべりを遮さえぎった声は、静かだった──煮にえたぎった溶よう岩がんがその底でたてるざわめきを除けば。一点の曇くもりもない構えで刃やいばをかまえたまま、ユーグは質問を繰くり返した。

「シスター・アグネスはどこだ？　答えろ、吸きゆう血けつ鬼き」

「──その前に、リストのことを答えてもらおうか、我が友よ」

　傍かたわらのランシェが余計なことを叫さけばぬよう片手を伸のばしながら、ギィは山積みされている問題の一つを解決しようと試みた。

「こちらのランシェ議員が、君がリストを持っているところを見たとおっしゃってるんだが、本当かな？　いったい、どうやって持ち出してきた？　それを教えてくれれば、君のシスターの居場所を教えてあげよう──どうかね？」

「リスト？」

　かすかに訝いぶかしげな響きが、神父の声に籠こもった。

「いったい何の話だ、それは？」

「……本当に知らないのか？」

　ギィは注意深く相手の表情を観察した。神父の顔には相変わらず憎ぞう悪おが隈くまのように貼はり付いていたが、こちらを欺あざむこうとする意図は感じられない。そもそもが、いまさら噓うそをついたところで、彼にメリットはないのだ。

「そうか、本当に知らないのか……それならいい」

　まったく、驚かせる──ばつ悪げに黙だまり込んでいるランシェを刺さすような目で睨にらみつけると、ギィは一転笑え顔がおになって神父に向き直った。向こうが答えてくれたのだから、こちらも質問には応じねばなるまい。にこやかに、相手の問いに返事を与あたえる。

「ええっと、君の質問はなんだったかな？　ああ、あのシスターのことだったね。彼女なら、とっくの昔に殺したよ。しかし安心したまえ。君もすぐに──」

「──ギィイイイイイイイッ！」

　咆ほう哮こうとともに、白い光が疾はしった。

　細剣を担ぐようにかまえた剣けん鬼きが、床ゆかを蹴けったのだ。間合いに獲え物ものを捕とらえた獅し子しのように、一直線にギィめがけて疾しつ走そうしてくる。いったい、この体のどこにこんな体力があったのかと思えるほどのスピードだ。だが、しかし──

〈──ＣＥＯ、ここは我らにお任せを〉

　仮面越ごしの声とともに、ギィの顔面を断ち割るはずだった白光を禍まが々まがしい血の色の輝かがやきが迎むかえ撃うった。繰り出された剣けん撃げきを〝プリーチャー〟の大おお鎌がまが弾はじき、撃ち返したのだ。圧あつ倒とう的なパワーに後退を余よ儀ぎなくされた剣けん士しに、今度は〝ドクター〟の電撃棒ロツドが青白い火花を散らして襲おそいかかる。

「〝ドクター〟、〝プリーチャー〟、その男を始末しろ。これ以上生かしておくのはいい加減、飽あきた」

　ややうんざりとした口調で、ギィは自分の楯たてとなった賞金稼かせぎたちに呼びかけた。細剣をふるう神父を、二人がかりで追いつめている短生種たちを欲望で刺し激げきする。

「今度はきちんととどめをさせ──ボーナスなら、たっぷりと弾はずんでやる」

〈かしこまりました〉

　舌なめずりするような声とともに〝プリーチャー〟が大鎌を振ふり回した。

　例の長刀ならばともかく、この装飾用の細剣では重い凶きよう器きを受けることはできない。また、流すのも難しい。剣士は再び跳とびすさってこれを避よけた。そこに、予測していたような動きで〝ドクター〟が電撃棒を繰り出す。

「ちっ！」

　こちらは、細剣が受けた。刃の平の部分で棒の半ばを受け止め、そのまま、棒に刃を沿わせるように一歩踏み込む。そのまま行けば、細剣は〝ドクター〟の腕うでを切り落としていただろう。しかし──

「がっ！」

　短い悲鳴をあげたのは剣士の方だった。〝ドクター〟が手元のスイッチを操あやつったと見えた途と端たん、電撃棒の先せん端たんが圧あつ搾さく空気の音とともに射出されたのだ。消しよう耗もうしきっている剣士にこれを避ける力はなかった。数万ボルトの電撃に鞭むち打うたれ、たまらずその場に膝ひざをつく。そこへ、

〈終わったな！〉

〝プリーチャー〟が大鎌を掲かかげた。収しゆう穫かくにあたる死神のように、力無く垂れた剣士の首に刃を振り下ろす──

　直後、大量の液体が床を叩たたく湿しめった音が響ひびいた。

「な、なにを……!?」

　愕がく然ぜん──信じられぬ光景に目を瞠みはった吸血鬼の口から、ひび割れた声がこぼれた。

　目の前、長身の賞金稼ぎがよろよろと後ずさった。ユーグの首を斬きり飛ばすはずだった大鎌は、それを握にぎっていた右腕と一いつ緒しよに床に落ちている──何者かが、〝プリーチャー〟の肘ひじを切断したのだ。機械部品と大量の皮下循じゆん環かん剤ざいをほとばしらせる傷口は、よほどに鋭えい利りな刃は物もので切られたらしい。しかし、いったい誰だれが？　ユーグ当人は、まだ床に這はい蹲つくばっているというのに。

「な、なにをするのだ、ランシェ!?」

　その加害者──一メートルほどもある細刃を片手に神父の側そばに佇たたずむ中年男に、ギィは怒ど声せいを放った。

「貴様、いったいどういうつもりだ!?　答えろ、ランシェ！」

「はて？　どういうつもりかと言われても困るな……」

　ギィの糾きゆう弾だんに、悪徳政治家と名高いランシェ評議員──いや、彼と同じ顔の中年男はとぼけたように応じた。肌はだ色いろのテープで喉のどに貼り付けた変声機を取り去りながら、どこか鼻にかかったアルビオン訛なまりのフランドル語で答える。

「僕はただ、任務を果たしているだけでねえ……ああ、そうそう、ちなみに僕の名前は〝ランシェ〟ではない」

「マ、師匠マスター!?」

　まるで揶や揄ゆするようにぼやいた男がずるりと顔の皮を──特とく殊しゆ高分子素材製のマスクを剝はぎ取ったとき、愕然と呻うめいたのはギィではなかった。マスクの下から現れた、面長の中年男を仰あおぎ見たユーグが、激しく顔をひきつらせたのだ。

「マ、師匠マスター……ワーズワース博士！　あ、あなたどうして!?」

「ほう、まだ僕の顔を覚えてくれていたとは嬉うれしいねえ……」

　名を呼ばれた紳しん士しは、一いつ瞬しゆん、悪戯いたずらっぽく口を緩ゆるめて見せたが、すぐにそれが厳しく引き締しまった。まるで我が子を叱しかりつけるように剣士を叱しつ咤たする。

「と言いたいところだがね、ユーグ。君、いつまでそんなところに這い蹲っているのかね？　まずはしっかり立ちたまえ。紳士たるもの、床に膝なんてつくもんじゃない」

「馬ば鹿かな……ランシェじゃない!?」

　一方、二人の会話の間にも、ギィは思考の混乱を収められないでいた──この男がランシェでないとしたら、いったい本物のランシェはいったいどこにいるのだ!?

「ああ、そうだ。ちなみに本物のランシェ議員なら、ブリュッセルの検察局で取り調べ中だよ」

　長生種の心を読んだように振り返ったのは、懐ふところから取り出したパイプを口に銜くわえていた中年男だった。さもうまそうに煙けむりを吸い込みながら、さも意地悪げに唇くちびるを吊つり上げる。

「当分、出てこられないんじゃないかな？　なにしろ、僕らが贈ぞう収しゆう賄わいの証しよう拠こを見つけ出して、同盟政府に直接持ち込んだからねえ……というわけで、君の歓かん迎げいには感謝しているよ、ギィ・ド・グランヴェル。なにしろそのお陰かげで、この一両日中はたっぷりと調べ物をさせてもらった」

「……待て!?」

　背中を這い上がってくる疑ぎ惑わくに、ギィは声をかすれさせた。こいつがランシェでなかったということは、そもそもさっきのリストの話はなんだったのだ？　さらに、こいつはここに滞たい在ざい中一人ではなかった。瘦やせた秘書が、ずっと影かげのように付き添そっていたはずだ……

「お前が偽にせ物ものということは……まさか、あの秘書も!?」

「はい、そのとおりです」

　穏おだやかな声は、ギィの背後、階段の側から聞こえた。振ふり返ったギィの目の前に立っていたのは、あの議員秘書──瘦せて背の高い男だ。だが、まるで聖者のように静せい謐ひつな男の手に握られているのはギィがよく見知った一冊のファイルである。

「し、しまった、リ、リストを！」

「……なにぶん、昨日から館内はいろいろと調べたのですが、このリストだけは見つけることができませんでした」

　リストを大事そうに懐にしまうと、瘦せた秘書──いや、いまは僧そう衣いを纏まとった神父は静かに首を振った。

「それで、大変申し訳ないとは思いましたが、一ひと芝しば居い打たざるを得なかったのです……主よ、我らの偽いつわりの罪を許したまえ」

「く、くそっ、やってくれたな、教皇庁！　こちらの挑ちよう発はつに乗ったふりをして、こんな手の込んだ真ま似ねを！」

　これですべて終わりだ──足下が崩くずれるような衝しよう撃げきに、ギィはひび割れた声で怒ど鳴なった。さもうまそうにパイプをふかしている紳士に唾つばを飛ばす。

「いや、さすがと言うべきか？　人類の敵を滅ほろぼすためなら、どんな苦労も厭いとわないというわけだ！」

「いや、別に君たちが吸血鬼だから特にはりきったわけではないよ。誤解はしないでもらいたいね、伯はく爵しやく。上司はともかくとして、僕個人に関して言わせてもらえば、ただ単に君の趣しゆ味みが悪くて性格が最悪なのが気にくわなかっただけだよ。ああ、それと……」

　糾弾されながらも、紳士はパイプから口をはずさなかった。ただ、茶目っ気たっぷりな中にどこか真しん剣けんな光を灯ともした瞳ひとみで、ようやく立ち上がったユーグを一いち瞥べつして付け加える。

「君が僕の不出来な弟で子しをいたぶってくれたお礼をしたかったという個人的理由もほんの若干、なかったわけじゃあない」

「く、くそっ……〝ドクター〟！　〝プリーチャー〟！　こいつらを殺せ！」

　ようやく皮下循じゆん環かん剤ざいの流出を止めた賞金稼かせぎたちに、ギィはヒステリックに命じた。命じると同時に身を翻ひるがえし、手近の扉とびらを蹴けり開けている。

「金なら弾はずんでやる……私が氏族を呼んでくるまで、時間を稼げ！」

「ユーグ、何をしている！　早く、彼を追いたまえ！」

　残った左手に大おお鎌がまを拾い上げた〝プリーチャー〟の前に立ちはだかりながら、中年紳士──〝教授〟は剣けん士しに命じた。吸血鬼が飛び込んだ扉から、窓ガラスの割れるかすかな音を聞いて顎あごをしゃくる。

「ぐずぐずしていると、彼に逃にげられる……ここは僕らに任せて、行くんだ！」

「し、しかし、師匠、私は……」

　はじめてユーグは声をつまらせた──それまで、憎ぞう悪おと虚きよ無むだけだった顔に、羞しゆう恥ちにも似た表情を浮うかべて首を振る。

「私はあなた方を、その、捨てて……」

「……神父ユーグ」

　そんな剣士に声をかけたのは、〝教授〟ではない。何か言おうと口を開いた同どう僚りようを制するように手をあげたのは、電撃棒ロツドを掲かかげる〝ドクター〟と正対していた長身の神父だ。

「あなたにウィリアムを捨てることは不可能です。そして、神父トレスやケイト、アベルたちも……人は家族から離はなれることはできても、真の意味で捨てることはできませんから」

「ハヴェル神父……」

　かすかに声を震ふるわせて、ユーグは相手の顔を見返した。それから、再び紳しん士しに視線を向けるが、

「ユーグ、言い訳なら、あとでたっぷりと聞こう──いまは、君の過去を清算してきたまえ」

　そんな剣士を一瞥した紳士の言葉はそっけなかった。

「そして、すっきりした気分でローマに帰ったら……僕のラボの大おお掃そう除じだ。わかってるね？」

「師匠マスター……」

　ぶっきらぼうな紳士の言葉にユーグは何か答えようとした。が、結局言葉は見つからなかったらしい。無言のまま一礼すると、最前、ギィが消えた扉に飛び込む。その直後、窓ガラスが砕くだける音が聞こえてきたのを耳にしながら、〝教授〟はややうんざりと肩かたをすくめた。

「まったく、手のかかる子だ……悪いね、ヴァーツラフ。あんな馬ば鹿か弟子に付き合わせてしまって」

「いえ……ミラノ公の謀ぼう略りやくには、正直、あまり感心はできませんでしたけれど、あなたの心配そうな姿を見るのはけっこう新しん鮮せんで楽しめましたよ、ウィリアム」

「だから、別に心配なんてしていないと言っているじゃないかね。君も意外としつこいね」

　拗すねたように〝教授〟は唇くちびるを尖とがらせたが、それもさして長い時間ではなかった。大鎌を振りかざした〝プリーチャー〟が彼の方に向けて突とつ進しんを開始したのだ。一方、ハヴェルの方へは電撃棒の輝かがやきが肉にく薄はくしている。

「ま、いい。ええっと、君の次の任務は何だったかな？　ああ、確か、プラークで例の兵器の盗とう難なん事件の調査だったね？　ということは、プラーク行きの最終列車は十一時発だから……」

　迫せまる凶きよう器きを前に、仕込み杖づえを優ゆう雅がに体の前にかざすと、ドクター・ワーズワースは時刻表にさえ精通したその深遠な知識の一いつ端たんをさりげなく開かい陳ちんしてみせた。

「そうだな、三分以内に彼らにはお眠ねむり頂くとしようかね」
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　さすがにいまのユーグに残された体力では、吸血鬼の脚きやく力りよくに追いつくのは無理だった。

　いったいどれほど引き離されたのか──ようやく中庭まで辿たどり着いたとき、ユーグは庭の向こうから低いエンジン音が響ひびいてきたのを耳にした。まだ、昨夜の園遊会の飾かざりなどが残る中庭の奥は人工洞窟グロツタ、さらにその側そばには駐ちゆう車しや場じようがあったはずだ。脳のう裏りに地図を描えがき出したときには、闇やみの奥から、射るような光条がこちらに向けられている。

「……くっ！」

　猛もう獣じゆうのような咆ほう哮こうをあげて飛び出してきたリムジンを、ユーグは横飛びに避よけた。

　危うく剣士を轢れき殺さつし損ねた車は、その場で芝生しばふを掘ほり返しながら一回転したが、わずかにブレーキをかけただけで、あとは強引なハンドルワークでターンすると、そのまま、庭の出口──隣りん接せつする聖血プルー礼拝トバジ堂リークとの間を走る細い路地へと突進してゆく。このまま、正面のマルクト広場へ出て、そのまま表通りの方へと逃げるつもりだ。

「……逃がさんぞ、ギィ！」

　リアガラスの向こう、運転席からこちらを振ふり返った吸血鬼の嗤し笑しように、ユーグは吼ほえた。しかし、その間にもリムジンは猛もうスピードで中庭を突つっ切っている。吸血鬼ならともかく、いかにユーグといえど人の脚あしで追いつける速度ではない──どうする？

「……むん！」

　思考するより早く、剣けん士しは握にぎったままだった細剣を振っていた。傍かたわら、昨夜の園遊会で中庭を照らしていた電でん飾しよくが鈴すずなりに飾り付けられている──その柱を一刀両断したのだ。柱が傾かしいだときには、たるんだ電飾は電線ごと地面に落ちていた。いや、落ちたのはその電飾だけではない。電線で繫つながっていた他ほかの電飾も、柱を倒たおしたり、傾かたむけたりしながら垂れ下がる。

「!?」

　そのうちの一ひと房ふさが、疾しつ走そうするリムジンの正面に落ちかかった。これにはハンドルを握る吸ヴア血ンパ鬼イアも驚おどろいたのだろう。急ブレーキが踏ふまれ、黒い車両が減速する。それをユーグは見み逃のがさなかった。雄お叫たけびをあげるや大きく跳ちよう躍やく。再び走り始めようとしていたリムジンの後部トランクに細剣を突き立てる。

「……くっ！」

　突き立てた細剣に剣士がしがみついている間にもリムジンは再度、速度を増し始めていた。ユーグを振り落とそうというのだろう。激しく蛇だ行こうしながら中庭を横切り、柵さくと塀へいを破って館やかたの外に飛び出す。

「これっ……ぐらいのことで！」

　石いし畳だたみの上をひきずられながら、ユーグは歯を食いしばった。ヤスリのような路面に肉を削けずられつつも、片手で細剣を保持。もう一方の手をリムジンの車体にかけると、八十キロのおのれの体重をひきあげる。ここで発作が起きれば一巻の終わりだ。車から振り落とされ、石畳に頭を砕かれて絶命するしかない。だが、剣士の気き迫はくに圧おされたか、義手うでは珍めずらしいほど従順だった。車が広場に飛び出したときには、ユーグは車体上に這はい上がることに成功している。

　マルクト広場は大勢の仮装した人々で賑にぎわっていた。今日は〝聖血の行列〟の夜だ。かつて、この街を治めていた領主が、遥はるか東の都から御子キリストの血を持ち帰り、聖血礼拝堂に安置した。それが一年に一回、昇しよう天てん祭さいの夜に礼拝堂から出され、当時の騎き士しや貴族に扮ふんした人々に捧ささげ持たれて街を練り歩くのであるが、どうやら、今夜はその夜だったらしい。突とつ然ぜん、パレードの最中に出現した乱入者に、伊だ達てを気取った騎士やあられもない格好の貴婦人たちが逃にげまどう。その間を、必死の形相の剣士を貼はり付かせたリムジンは、酔よった猛獣のように蛇行した。ギィもユーグを振り落とすことに懸けん命めいなのだろう。屋台を踏み潰つぶし、逃げる人々をかき分けて突進するリムジンは、まるで中世の街を荒あらしたドラゴンだ。

「──終わりだ、ギィっ！」

　その間にもリムジンの屋根の上まで這い上がると、ユーグはトランクから引き抜ぬいた細剣を逆しまに垂らした。運転席でハンドルを切っている吸血鬼の脳天を貫つらぬくべく、勘かんだけで狙ねらいを定める。

　このとき、剣士の脳裏には復ふく讐しゆうの快感も達成感もない。ただ、機械的な精確さで剣を突きおろそうとして──

「!?」

　愕がく然ぜんとユーグは前方を見やった。突進するリムジンの進行方向、小さな影かげがある。おそらくは逃げる親からはぐれたのだろう。赤と黄色と緑の衣い装しようで道化師の格好をした幼い子供が泣きじゃくっているではないか。そのうえに、リムジンの巨きよ体たいは容よう赦しやなくのしかかった。

「──ちいっ！」

　ユーグは迷わなかった。すぐ手の届くところにあった復讐を捨てて屋根を蹴ける。リムジンの鼻先をかすめるように子供を押し倒すや、それを庇かばうように体を丸めて石畳を転がったのだ。間か一いつ髪ぱつ──黒い車体がかすめすぎる。

「はっ、馬ば鹿かな短生種テランだ！」

　あまりにめまぐるしい出来事に、泣くことも忘れている子供を抱だきかかえて起きあがった剣士の耳を、毒々しい嘲ちよう弄ろうが叩たたいた。ブレーキを踏んで停止したリムジンの窓から白い顔が覗のぞくと、さも愉ゆ快かいげに嘲あざ笑わらったのだ。

「ではな、我が友よ！　私はまた、別の街でやりなおさせてもらうことにするよ……まあ、もう二度と会うことはないと思うが、せいぜい拾った命は大切にしたまえ」

「……ま、待て、ギィ！」

　子供を石畳に置いてユーグが怒ど鳴なったときには、再びリムジンは走り始めていた。走り寄ってきた母親らしい女性が子供に抱きつくのも気づかず立ちつくしているユーグの鼻に、わずかなゴムの焦こげる香かおりを残して、たちまち遠ざかってゆく。そのスピードは、徒歩の身に到底追いつけるものではない。

（もはや、どうしようもないのか？）

　すべてを奪うばった男をいったんは指呼の間に捉とらえておきながら、俺はみすみす奴やつを──

「──乗れ、ヴァトー神父」

　黒い絶望に、立ちつくしていた剣士の耳を打ったのは、およそ抑よく揚ように乏とぼしい声と金属的なブレーキ音だった。はっと振ふり返ったとき、ユーグはすぐ側そばで停とまったサイドカーの運転席に見覚えある顔を見いだしている。

「し、神父トレス!?」

「これより、我々は殲せん滅めつ対象、個体名〝ギィ・ド・グランヴェル〟を追つい撃げきする──」

　仮面めいた表情で、ハンドルを握にぎる小こ柄がらな神父は淡たん々たんと告げた。クラッチを繫ぎながら、立ちつくす剣士に平板な声で命じる。

「運転は俺が行うが、卿きようには攻こう撃げきの支し援えんを要よう請せいしたい──まだ戦せん闘とう続行の意思があるのであれば、可か及きゆう的てき速すみやかな乗車を推すい奨しようする」

「……すまん」

　短く頷うなずいたユーグが空の側車側に飛び乗るのと、前輪を浮うかせたバイクが急発進したのはほぼ同時のことだった。広場の向こう、幹線道路に向けて消え去ろうとしていた赤いテールランプめがけ、天空から舞まい降りる猛もう禽きんめいたスピードで肉にく薄はくする。

「脚あしを止める……右に寄れ！」

「了ポジテ解イヴ」

　ようやく、追撃者の存在に気づいたらしい。リムジンが慌あわてたように速度をあげたのは、二人の神父を乗せたサイドカーが手を伸のばせば届きそうな位置にまで迫せまってからのことだった。バックミラーに、驚おどろいたように目を剝むいた白い顔が映っている。それを確かく認にんしたユーグの声に従い、サイドカーが速度を増した。黒くろ塗ぬりの大型車とほとんど並走する。

「──ふっ！」

　その瞬しゆん間かん、側車で腰こしを浮かしたユーグは細剣をリムジンの左後方車輪の車しや軸じくに突つき立てていた。この細い刃はで高速回転中のタイヤに斬きりつけても、折れるのがオチだ。それより、回転していながら限りなく静止状態に近い一点を、精確に貫く。

「!?」

　車軸を破は壊かいされた車輪が脱だつ落らくした瞬間、運転席の吸きゆう血けつ鬼きの顔が焦しよう燥そうに歪ゆがんだ。車輪の一つを失ったリムジンの車体が大きく揺ゆれる。それでも吸血鬼の卓たく越えつした反応速度がハンドルを切らせるが、いかに夜の種族といえどこの状態で車を直進させるのは無理だったらしい。酔ったようにバランスを失ったリムジンは、そのまま側方の塀へいに突っ込んだ──爆音。

「──車両の炎えん上じようを確認」

　勢いよく燃え上がったリムジンのやや前方に停車したサイドカーで、トレスが静かに呟つぶやいた。ブレーキに指をかけたまま、ガラスの瞳ひとみだけを側方に動かして動体反応をチェックしようとする。

「動体反応無し……グランヴェルは焼死したか？」

「……いや、まだだ」

　しんと静まりかえった表情で首を振ると、ユーグは細剣を体の側に引きつけた。疲ひ労ろうと傷で消しよう耗もうの極限にあるというのに、感覚だけはおそろしいほど冴さえ渡わたっている。機械化歩兵のサーチ結果を否定したのも、根こん拠きよのないことではない。第六感というべき直感が敵の存在を、それもすぐ側に潜ひそみ、こちらを窺うかがっている敵の存在を声高に叫んでいるのだ。

　そう、敵は──

「上です、〝ソードダンサー〟！」

　鋭するどい女の声に導かれるように、ユーグは細剣を持ち上げた。次の瞬間、頭上、街灯の上から怪かい鳥ちようのように舞い降りてきた吸血鬼の鳩尾みぞおちを、あやまたず貫つらぬいている。嚇かつと開いた長生種の口が、鮮血を滝のように吐き出した。

　しかし──

「き、貴様のようなゴミに──」

　心臓を貫かれ、地面に叩きつけられるように着地しながらなお、ギィは生きていた。

　口から血けつ泡ぽうを噴ふきこぼしながらも、鋭く伸ばした鉤かぎ爪づめで自分の心臓を貫いた細剣をへし折ると、その切っ先を、武器を失い空から手てになった剣けん士しに向ける。

「貴様のようなゴミに、この私の夢の邪じや魔まは……させん！」

「──神父ユーグ、これを！」

　嚇と赤い口こう腔こうを開いた吸血鬼が跳ちよう躍やくしたその瞬間、ユーグの横合い、騒さわぎを聞きつけて集まってきたらしい群衆の間から白い光こう芒ぼうが走った。一直線に飛んできたそれを反射的に摑つかみ取ったときには、〝ソードダンサー〟はその輝かがやきが何であるか悟さとっている。

「剣にオムネスより・エニムて生・クイ・くるアケペ者はリント──」

　愛刀を顔の横に担ぐように構えた剣士の唇くちびるを、短い聖句が走った。

「──剣にグラデイよりウム・グて滅ラデイオび・ペリぬプント、エィメン！」

「…………！」

　光芒と光芒──刃と刃がすれ違ちがった。

　その刹せつ那な、大きく揺れた剣士の体は肩けん胛こう骨こつのあたりから大量の鮮せん血けつを噴き出している──ギィが突き込んだ細刃が右胸を貫き、背中から突き出したのだ。酸素をたっぷりと含んだ命の水が石いし畳だたみを叩たたき、ぐらりと揺れた剣士の体がその場に膝ひざをつく。

　一方、真っ赤に開いた口腔の中心部──そしてその後ろの延えん髄ずいを破は砕さいされたブリュージュ伯はくの頭部は後ろの壁かべに縫ぬいつけられていた。

　その首から下はない。貫かん通つうの衝しよう撃げきで、首ごとちぎれ飛んだのだ。頭を失った胴どう体たいの方は、そのままユーグをかすめるように走り過ぎたが、十歩ほど走ったところで力ちから尽つきたように、自ら作り出した血溜だまりに倒たおれ伏ふしている。

「……ギ……ギザまのヨウナごミご……とキ、ニ……」

　生首だけになって壁に縫いつけられてなお、吸血鬼の生命力は残っているようだった。急速に藤ふじ色いろの瞳から光を失いながら、ギィ・ド・グランヴェル──いや、生きていたときはそう呼ばれていた肉につ塊かいは、ごぼごぼと聞き取りづらい呻うめき声をこぼした。

「ゴミニ……ゴノわ、タ……シ……ガ……」

「……俺はゴミじゃない」

　自分のすべてを奪うばった憎にくむべき吸血鬼から、いまやその残ざん骸がいと化した肉片に向けて、苦しげにユーグは呟いた。右肺を貫いた刃に手をかけながら、血泡まじりの名乗りを返す。

「俺はユーグ・ド・ヴァトー……派は遣けん執しつ行こう官かん〝ソードダンサー〟だ……覚えておけ……」

「──喋しやべるな、ヴァトー神父」

　片膝をついたまま、息をあえがせているユーグの耳に、重い靴くつ音おととともに平板な声が届いた。顔をあげたユーグの傷を覗のぞき込んだのは駆かけ寄ってきたトレスだ。機械化歩兵は無表情に──しかし、どこか気き遣づかわしげに剣士の傷をチェックすると、肺を串くし刺ざしにしている細刃を素す手でで折り取った。下手に引き抜ぬいて大量出血を誘ゆう発はつすることを恐おそれたのだろう。肩かたを貸して、立ち上がらせようとする。
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「傷は右肺部だ。それ以上喋れば、出血で窒ちつ息そくするおそれがある……すぐに病院に運ぶ。そのまま動くな」

「めい、惑わくを、かけるな、神父トレス……」

　俺はもう、神父じゃないんだが──出血と呼吸困難のせいだろう。やや朦もう朧ろうとし始めている頭の隅すみでそんなことを考えながら、ユーグは小こ柄がらな機械化歩兵に弱々しい笑えみを向けた。

「いつも、そうだ……君や、師匠マスターに、俺は……」

「喋るな、〝ソードダンサー〟」

　なおも喋ろうとするユーグを短く制した機械化歩兵が、周囲を囲む人混みをかき分けてサイドカーへ戻もどろうとしたとき。

「──そのまま動くな、そこの神父ども！」

　三十近い銃じゆう口こうとともに向けられた声は、居い丈たけ高だかで、攻こう撃げき的だった。

　人混みの向こうから現れた制服の群れが、手にした拳けん銃じゆうを掲かかげている。怒ど鳴なり声をあげたのは、その中央に仁に王おう立だちになった男──リスに似た顔を汗あせでびっしょりと濡ぬらした小男だ。

「私は同盟警視総そう監かん、ルイ・ブラントだ！　貴様らをカリヨン社襲しゆう撃げき事件の重要参考人として拘こう束そくする！　二人とも、武器を捨てて両手をあげろ！」

「…………」

　失血でかすみ始めた目を、ユーグは小男に向けた。そういえば、こいつはギィの手下としてヴァトー館にいた男だ。主の仇かたき討うちをするほど殊しゆ勝しような顔つきをしていないから、たぶん今夜の騒ぎと自分の関わりをうやむやにするために、ユーグたちを拘束し、口くち封ふうじでもするために現れたのだろう。

　しかし、困った。〝ガンスリンガー〟がその気になれば、この程度の警官隊を蹴け散ちらすのは造作もないだろうが、自分がこの状態ではさしもの彼も戦せん闘とうに専念するというわけにはいかない。苦戦を強しいられるかもしれない……

「──お待ちなさい」

　ぼんやりとそんなことを考えていたユーグの耳に新たに届いた声は甘やかで、それでいてどこか人を威い圧あつする響ひびきを備えていた。その声が響いた途と端たん、その場にいたすべての者の目が、野次馬も含ふくめて、女主プリマ・人公ドンナのようにその場に現れた細やかな人ひと影かげに引き寄せられる。

　それら無数の視線を受けて、件くだんの人影──緋ひ色いろの法ほう衣えを纏まとい、青い尼に僧そう服のシスターと黒いドレスの少女を影のように侍はべらせた麗れい人じんはにこやかに微笑ほほえんだ。

「はじめまして。あなたが元同盟警視総監のルイ・ブラント卿きようですね？　私、教皇庁国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァと申します。いきなりで恐きよう縮しゆくなのですが、その二人は私の部下ですの──手出しはおやめになっていただけないかしら？」

「カテリーナ・スフォルツァ……ま、まさか、〝ミラノの雌め狐ぎつね〟か!?」

　なんで、そんな女がこんなところにいるのだ？

　そう言いたげな顔で、ブラントは麗人の顔を啞あ然ぜんと見返した。なぜ、ブリュッセルにいるはずの枢すう機き卿きようがブリュージュにいる？　そして、彼女の背後に隠かくれるように立っている青い尼僧服のシスター──あれはギィがアムステルダムから連れてきたアグネスとかいう尼僧ではないか？　彼女があそこにいるということはランシェはどうなったのだ……そこまで考えたところで、ようやく自分がなんと呼びかけられたか気づいて、愕がく然ぜんとなる。

「い、いや、待て!?　〝元〟警視総監と言ったな!?　ど、どういう意味だ!?」

「言ったとおりの意味ですわ、元警視総監」

　カテリーナの表情は相変わらず穏おだやかだ。いましもユーグに駆け寄ろうとしているアグネスの袖そでをそっと握にぎる一方、まるで自分の靴くつに歯を立てている蟻ありを眺ながめやるような優やさしい笑え顔がおで、無知な中年男に彼の運命を告げてやる。

「あなたはまだご存じないとは思いますけど、実は一時間前、同盟評議会が緊きん急きゆう評議会を開きましてね。そこで、あなたの総監解任を決定しましたの──吸きゆう血けつ鬼きたちに買収されていた議員たちの逮たい捕ほ決議のついでにね」

〈──皆みなさま、武器をお捨てください〉

　蒼そう白はくになった元警視総監の顔を照らし出したのは、頭上から射し込んだ強い照明だった。反射的に天を仰あおいだ全員が、そこに巨きよ大だいな船せん影えいを見いだしたときには、純白の飛行船は拡声器越ごしに警告を発している。

〈こちらは、教皇庁国務聖省所属空中戦せん艦かん〝アイアンメイデン〟です。現在当艦は教会法第二十八条に基づく同盟政府の委い託たくを受け、治安維い持じ任務を代行しております。速すみやかに指示に従い、投降してくださいませ。繰くり返します。当艦は教会法第二十八条に基づき……〉

「──現在、同盟警察の指揮権は総監職に臨時に復職したヤン・ファン・メーレン卿に委い譲じようされています」

　サーチライトの光の下、死者のような顔色になった中年男を見下ろし、麗人は彼の破は滅めつを宣告した。

「正式な辞令はブリュージュ市内に潜せん伏ぷく中の吸血鬼の掃そう討とう作戦が終しゆう了りようし次第、下りるでしょうが、とりあえずあなたの総監職の剝はく奪だつと逮捕は私が評議会から依い託たくを受けましたので悪あしからず……ああ、シスター・カーヤ。元総監をあちらにお連れして。騒さわぎが落ち着き次第、シスター・ケイトと一いつ緒しよにブリュッセルまで護送してちょうだい」

「はぁい、カテリーナさまぁ……ほら、さっさと立って、おじさま。カーヤはぐずは嫌きらい……」

　かろやかに一礼した少女が茫ぼう然ぜん自じ失しつの元警視総監をひきずってゆく間にも、現れた背広姿の男たち──ヴァトー館に乗り込んだヤン・ファン・メーレン麾き下かの警官たちが、制服姿の警官隊の武装を解除している。

　法衣の麗人はどこか満足げな視線で、片眼鏡越しにその光景を眺めやっていたが、ふと気づいたように傍かたわらを振ふり返った。

「さて、神父ユーグ、私はあなたに言わねばならないことがあります」

「ミ、ミラノ公、俺は……」

　傷ついた肺が、焼けるように熱い。このままでは自分の血で溺おぼれてしまいそうだ。

　それでもなんとか、ユーグは声を絞しぼり出した。いや、なんとか絞りだそうとした。

「俺は、その──」

「……任務、ご苦労でした、神父ユーグ」

　だが、剣けん士しの声を遮さえぎるように発せられた言葉は明確ではあったが、ユーグの予想だにしなかったものだった。

　いったい、何の皮肉だ？

　そんな顔でユーグが上司──いや、元上司を仰ぎ見たのは無理からぬところだったろう。しかし、予期に反して枢機卿の麗れい貌ぼうに皮肉や嫌いやみを示すものはない。ただ淡たん々たんと、こう続けただけだ。

「あなたが私の命じた陽動作戦を忠実かつ正確に遂すい行こうしてくれたお陰かげで、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟および彼らと癒ゆ着ちやくしていた同盟評議員をあぶり出すことができました。これは同盟政府のみならず、我が教皇庁にとっても、非常に喜ばしいことです。なにしろ、凶きよう悪あくな吸血鬼氏族を壊かい滅めつさせ、人類の裏切者たちを一いち網もう打だ尽じんにすることができたのですから……敵を攪かく乱らんしてのけたあなたの働きがなければ、こうも鮮あざやかにはいきませんでした。ご苦労さま。ああ、それとアムステルダムでこちらのシスター・アグネスを救出した件については、彼女の口から聞きました。あなたの行動は任務を逸いつ脱だつしたものでしたが、まあ、彼女の命を救ったという功績と相殺しましょう。アントワープとブリュッセルの件についても同様です」

「ミ、ミラノ公、俺は……」

　静かに口を閉じた枢すう機き卿きように、ユーグは何かを言おうとした。いや、枢機卿だけではない。彼女の背後、いつの間にか立っているパイプを銜くわえた中年紳しん士し。そこからやや離はなれたところに佇たたずむ瘦やせた神父。そして、いま、彼に肩かたを貸してくれている小こ柄がらな同どう僚りよう──その全員に言いたいことがあった。どうしても言いたいことが。

「では、俺は……俺はここに……ここに……」

「……どうしました、神父ユーグ？」

　言葉も半ばに声を詰つまらせている剣士に向けて誰だれかが尋たずねたが、ユーグは答えられなかった。

　どうして、こんなに目の前が暗いのだろう？　そして、どうしてこんな小さな声で上司は喋しやべっているのだろう？

　右胸から発して体中に広がっていく冷気に、ユーグは不思議に思ったが、その思考すら次第にか細く、途と切ぎれ途切れになっていく。

「いけない、出血がひどいわ……シスター・ケイト、すぐに降りてきてちょうだい！　すぐ、ヴァトー神父を病院に移送して！」

「し、神父さま!?　神父さま、しっかり！」

「ヴァトー神父に応急処置を行う。シスター・アグネス、卿きようは支し援えんを。まず、この止血点を圧あつ迫ぱくして出血を──」

　妙みように遠くに聞こえた仲間たちの声を最後に、ユーグの意識はふっつりと途絶えた。




　　　　[image: くぎり]




〈お前めえがここまで出で張ばって来るたぁ、珍めずらしいな〉

　太い指で耳をほじりながら、その囚しゆう人じんは防ぼう弾だんガラスの向こうで笑ってみせた。厚い唇くちびるを捩ひねるようにして呟つぶやく。

〈ローマがとんでもねえことになってるって噂ハナシは本当だったか……で、今度の仕事ヤマは何年だ？〉

「わからん」

　面会者は僧衣カソツクの襟えりに沈しずんだ顔を硬かたく引き締しめた。入院先の病院に届けられた師し匠しようからの密書の文面を思い出しながら、生き真ま面じ目めな表情で答える。

「今回の依い頼らいは、ミラノ公からのものではない。俺に伝言を託たくしたのは、〝教授マスター〟だ。彼に刑けい期き軽減の権限はないからな……だが、依頼を受けねば、もしくは依頼を受けても任務に失敗すれば、君は一生、ここを出られないだろう」

〈厳しいねえ〉

　いかにも嘆なげかわしげに囚人は、広い肩をすくめてみせた。もっとも、その言葉とは対照的に顔にはしおらしげな翳かげりは欠片かけらもない。こういう状じよう況きようさえ、彼にとっては人生の楽しみの一つなのだろう。現に、返ってきた答えには笑いの波動さえ含ふくまれている。

〈こっちには、選せん択たくの余地なんざないってか？〉

「いや、少なくとも、ここにいる限りは君の命は保障される。だが、俺に付き合えば……あるいは地じ獄ごくを見るかもしれない」

〈それでも、俺はここから出なくちゃなんねえ。外に、女を一人、待たせてるんでな……また、いい女なんだ、これが〉

「……そうか」

　相手の一人娘むすめがミラノの病院に入院中であることを、面会者はよく知っていたから、多くは語らなかった。また、語っている時間もない──なにしろ、彼の上司であるカテリーナ・スフォルツァ枢機卿は現在、異い端たん審しん問もん中の身であり、仲間である三人の派は遣けん執しつ行こう官かんは彼女の無実を証明すべく遥はるかエストニアまで遠えん征せいしているのである。時間は一秒でも惜おしいところだ。金きん髪ぱつを揺ゆらして頷うなずくと、手にした鉄棒を引きつけて立ち上がる。

「では、覚かく悟ごはできたと受け取らせてもらおう」

〈かまわねえよ……おう、それよりもよ〉

　とっておきの悪戯いたずらの相談でもするように、囚人──派遣執行官レオン・ガルシア・デ・アストゥリアスは声をひそめた。いつの間にか手て錠じようのはずれている腕うでを擦こすりながら、面会者の白い顔をやや心配げに覗のぞき込む。

〈お前めえこそ傷の方はもういいのかい？　半年はベッドから起きられねえって聞いたぜ？〉

「ああ、それについては……」

　仲間の問いに、面会者は軽く裾すそを払はらって回答に変えた。

　傷はもはや癒いえている。この十年間というもの、出血を続けていた傷口はいまや完全に塞ふさがった──今度は、自分が大切な者たちを救う番だ。

　ヴェネツィアン・グラスを打ち合わせたときのような澄すんだ金属音が面会室に漂ただよった。そのときには、二人を隔へだてていた厚い防弾ガラスは美しい切り口を見せて床ゆかに転がっている。

「この通り、問題ない」

　抜ぬきはなった白はく刃じんの輝かがやきを翠すい瞳とうに映した〝ソードダンサー〟──派遣執行官ユーグ・ド・ヴァトー神父は静かに微笑ほほえんだ。


トリニティ・ブラッド外伝　　　

ＢＲＯＫＥＮ　ＳＷＯＲＤ（完）









　あとがき







　Ｒリボー．ン・Ｏオン．・ザＭ・マ．ルスⅥ以来、三ヶ月ぶりのご無ぶ沙さ汰たです。お元気でいらっしゃいましたでしょうか？　吉田直です。

　さて、Ｒレイジ．・アゲＡインス．ト・ザＭ・ムー．ンズのほうもいよいよ五冊目を数えることになりました。〝綱つな渡わたり〟やら〝サドンデス〟やら、さんざん言われたこのシリーズに〝Ⅴ〟などという大きな数字が付くのはなんだか夢のようですが、これも皆みな様さまの応おう援えんの賜たま物ものであります。本当にありがとうございました。

　とはいえ、このＲ．Ａ．Ｍ．の方は次の一冊でひとまず終幕。お話の流れは再び始まりのＲ．Ｏ．Ｍ．Ⅰへと戻もどってゆくこととなります。Ｒ．Ａ．Ｍ．終結後につきましては、現在、編集部サイドといろいろな陰いん謀ぼうを巡めぐらせているんですが、よい意味で、読者様方の意表を突つきたいと考えているところです。どうかご期待ください。




　それでは、次はＲ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ──軍ぐん靴かの響ひびき猛たけき国を舞ぶ台たいにお会いしましょう！





吉田　直　拝　　
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